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Patroni is a template for high availability (HA) PostgreSQL solutions using Python. For maximum accessibility,
Patroni supports a variety of distributed configuration stores like ZooKeeper, etcd, Consul or Kubernetes. Database
engineers, DBAs, DevOps engineers, and SREs who are looking to quickly deploy HA PostgreSQL in datacenters
̶ or anywhere else̶ will hopefully find it useful.

Patroniは、フリーサイズのレプリケーションシステムやプラグアンドプレイのレプリケーションシステムとは
程遠いため、/"template/"と呼ばれています。独自の注意事項があります。賢く使用してください。 PostgreSQL
で高可用性を実行するには、多くの方法があります。リストについては、 PostgreSQL Documentation _を
参照してください。

現在サポートされている PostgreSQLバージョン 9.3～18。

Note to Citus users 3.0から、Patroniは Postgresの Note to Citus users _データベース拡張機能とうまく統
合しました。 Citus分散クラスターと Patroniの高可用性を使用する方法の詳細については、Patroniドキュ
メントの Note to Citus usersを確認してください。

Note to Kubernetes users Patroniは、Kubernetes上でネイティブに実行できます。 Patroniドキュメントの
Note to Kubernetes users章を見てください。

1

https://zookeeper.apache.org/
https://github.com/coreos/etcd
https://github.com/hashicorp/consul
https://kubernetes.io
https://wiki.postgresql.org/wiki/Replication,_Clustering,_and_Connection_Pooling
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第1章 はじめに

Patroni は、Python を使用した高可用 HA PostgreSQL ソリューションのテンプレートです。 Patroni は、
Composeのプロジェクト Governor _のフォークとして誕生しました。たくさんの新機能が含まれています。

追加の背景情報については、以下を参照してください。

• PostgreSQL HA with Kubernetes and Patroni _、KubeCon 2016での Josh Berkusの講演ビデオ

• Feb. 2016 Zalando Tech blog post _

1.1 開発状況
Patroniは積極的に開発中であり、貢献を受け入れています。詳細については、以下の Contributingセクショ
ンを参照してください。

新しいリリース情報 hereをレポートします。

1.2 技術要件/インストール
さまざまなプラットフォームでの Patroniのインストールとアップグレードに関するガイダンスについて
は、 hereにアクセスしてください。

1.3 PostgreSQLノードの数の計画
Patroni / PostgreSQLノードは DCSノードから分離されているため Patroniが独自に RAFTを実装する場合
を除き、したがって、ノードの最小数に関する要件はありません。 1つのプライマリと 1つのスタンバイ
で構成されるクラスターを実行するのは全く問題ありません。スタンバイノードは後で追加できます。

2-node clustersプライマリ+スタンバイは一般的で、高可用性を備えた自動フェイルオーバーを提供しま
す。フェールオーバー中、障害が発生したノードが再参加するまで、一時的に冗長性がなくなることに注
意してください。

DCS requirements適切なコンセンサスとフォールトトレランスを実現するために、DCS etcd、ZooKeeper、
Consulは DCS requirementsで実行する必要があります。単一の DCSクラスターは、さまざまな名前空
間/スコープの組み合わせを使用して、数百または数千の Patroniクラスターの情報を保存できます。

1.4 実行と構成
次のセクションでは、Patroniリポジトリが https://github.com/patroni/patroniからクローン化されたもので
あることを前提としています。つまり、サンプル構成ファイル `postgres0.yml`および `postgres1.yml`が必

https://github.com/compose/governor
https://www.youtube.com/watch?v=iruaCgeG7qs
https://engineering.zalando.com/posts/2016/02/zalandos-patroni-a-template-for-high-availability-postgresql.html
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要です。 pipで Patroniをインストールした場合、gitリポジトリからこれらのファイルを取得し、以下の
`./patroni.py`を `patroni`コマンドに置き換えることができます。

開始するには、さまざまな端末から次のことを行います。

> etcd --data-dir=data/etcd --enable-v2=true

> ./patroni.py postgres0.yml

> ./patroni.py postgres1.yml

高可用性クラスターが起動すると表示されます。 YAMLファイルのさまざまな設定をテストして、クラス
ターの動作がどのように変化するかを確認します。いくつかのコンポーネントを killして、システムがど
のように動作するかを確認します。

postgres*.ymlファイルを追加して、さらに大規模なクラスターを作成します。

Patroniは、HAProxy _構成を提供し、クラスターのリーダーに接続するための単一のエンドポイントをア
プリケーションに提供します。構成するには、次を実行します。

> haproxy -f haproxy.cfg

> psql --host 127.0.0.1 --port 5000 postgres

1.5 YAML構成
etcd、consul、および ZooKeeperの設定に関する包括的な情報については、 hereにアクセスしてください。
例については、 here _を参照してください。

1.6 環境設定
環境変数を介した設定のオーバーライドに関する包括的な情報については、hereにアクセスしてください。

1.7 レプリケーションの選択
Patroni は Postgres のストリーミングレプリケーションを使用します。これはデフォルトで非同期です。
Patroniの非同期レプリケーション構成では、 maximum_lag_on_failover設定が可能です。この設定によ
り、フォロワーがリーダーの特定のバイト数を超えて後ろにある場合、フェイルオーバーが発生しないことが
保証されます。この設定は、ビジネス要件に基づいて増加または減少する必要があります。同期レプリケー
ションを使用して、耐久性を向上させることもできます。詳細については、 maximum_lag_on_failover

を参照してください。

1.8 アプリケーションはスーパーユーザーを使用しないでください
アプリケーションから接続する場合、常に非スーパーユーザーを使用します。 Patroniが正常に機能するに
は、データベースへのアクセスが必要です。アプリケーションからスーパーユーザーを使用することによ
り、スーパーユーザー用に予約された接続を含む接続プール全体を superuser_reserved_connections

設定で使用できる場合があります。接続プールがいっぱいであるために Patroniがプライマリにアクセスで
きない場合、動作は望ましくありません。

4 第 1章はじめに

http://www.haproxy.org/
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1.9 HAソリューションのテスト
HAソリューションのテストは、多くの変数を含む時間のかかるプロセスです。これは、クロスプラット
フォームアプリケーションを考慮すると特に当てはまります。この作業を行うには、訓練されたシステム
管理者またはコンサルタントが必要です。これは、ドキュメントで詳しく説明できるものではありません。

そうは言っても、ここに必ずテストする必要があるインフラストラクチャの一部を示します。

• ネットワークシステムの前面のネットワークおよび NIC [物理または仮想]自分自身

• ディスク IO

• ファイル制限 Linuxでは nofile

• RAM。 oomkillerをオフにしている場合でも、RAMが利用できないことにより問題が発生する可能
性があります。

• CPU

• 仮想化競合ハイパーバイザーのオーバーコミット

• cgroupの制限上記に関連する可能性が高い

• postgresプロセスの kill -9 postmasterを除きます。これは、セグメンテーション違反の適切なシ
ミュレーションです。

やってはいけないことの 1つは、ポストマスタープロセスで kill -9を実行することです。これは、そう
することは実際のシナリオを模倣したものではないためです。インフラストラクチャが安全でなく、攻撃
者が kill -9を実行する可能性が懸念されている場合、いくら HAプロセスを行ってもそれは修正されま
せん。攻撃者は単にプロセスを再度強制終了するか、別の方法で混乱を引き起こします。

1.9. HAソリューションのテスト 5
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第2章 インストール

2.1 Mac OSの前提条件
Macに要件をインストールするには、次を実行します。

brew install postgresql etcd haproxy libyaml python

2.2 Psycopg
psycopg2-2.8`_から、psycopg2のバイナリバージョンはデフォルトでインストールされなくなります。ソー
スコードからインストールするには、Cコンパイラーと postgres+python devパッケージが必要です。 Python
の世界では依存関係を ``psycopg2 OR psycopg2-binary` として指定することができないため、インストール
方法を決定する必要があります。

使用可能なオプションがいくつかあります。

1. ディストリビューションのパッケージマネージャーを使用します

sudo apt-get install python3-psycopg2 # install psycopg2 module on Debian/Ubuntu

sudo yum install python3-psycopg2 # install psycopg2 on RedHat/Fedora/CentOS

2. pipで Patroniをインストールする場合、list of dependenciesで `psycopg`、psycopg2、または `psycopg2-
binary`のいずれかを指定します。

2.3 pipの一般的なインストール
Patroniは pipでインストールできます。

pip install patroni[dependencies]

dependenciesは空であるか、次の 1つ以上で構成されます。

etcdまたは etcd3
Etcdを分散構成ストア DCSとして使用するための `python-etcd`モジュール

領事
Consulを DCSとして使用するための `py-consul`モジュール

飼育員
Zookeeperを DCSとして使用するための `kazoo`モジュール
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出展者
出展者を DCSとして使用するための `kazoo`モジュール Zookeeperと同じ依存関係

kubernetes
Patroniで DCSとして Kubernetesを使用するための `kubernetes`モジュール

raft
`pysyncobj`モジュール DCSとして Python Raft実装を使用するため

aws
boto3 AWSコールバックを使用するため

jsonlogger
json形式の loggingを有効にするための `python-json-logger`モジュール

systemd
systemd-python sd_notify統合を使用するため

すべて
上記のすべて psycopgファミリーを除く

psycopg3
`psycopg[binary]>=3.0.0`モジュール

psycopg2
`psycopg2>=2.5.4`モジュール

psycopg2-binary
`psycopg2-binary`モジュール

たとえば、 psycopg3、DCSとしての Etcdの依存関係、および AWSコールバックとともに Patroniをイン
ストールするためのコマンドは次のとおりです。

pip install patroni[psycopg3,etcd3,aws]

レプリカの作成またはカスタムブートストラップスクリプトつまりWAL-Eを呼び出す外部ツールは、パ
トロニとは無関係にインストールする必要があることに注意してください。

2.4 Linuxでのパッケージのインストール
Patroniパッケージは、次の Postgresコミュニティが作成したオペレーティングシステムで利用できる場合
があります。

• RHEL、RockyLinux、AlmaLinux。

• Debianと Ubuntu。

• SUSE Enterprise Linux。

公式オペレーティングシステムリポジトリでは使用できない可能性がある Pythonモジュールなど、Patroni
の直接依存関係のパッケージを見つけることもできます。

詳細については、`PGDGリポジトリ `_ドキュメントを参照してください。

8 第 2章インストール
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RedHat Enterprise Linux派生オペレーティングシステムを使用している場合、EPELからのパッケージが必
要になる場合があります。`EPELリポジトリ `_ドキュメントを参照してください。

OSの PGDGリポジトリをインストールしたら、patroniをインストールできます。

ò 注釈

Patroniパッケージは、Patroni開発者ではなく、Postgresコミュニティによってメンテナンスされてい
ます。サポートが必要な場合は、最初に `Postgres stable`_に接続してみてください。

2.4.1 Debian派生製品へのインストール
PGDGリポジトリがインストールされたら、 aboveを参照し、apt runを介して Patroniをインストールし
ます。

apt-get install patroni

2.4.2 RedHat派生製品へのインストール
PGDGリポジトリがインストールされたら、 aboveを参照して、RHEL 9および派生製品に dnfを介して
etcd DCSで patroniをインストールします。実行します。

dnf install patroni patroni-etcd

RedHat派生ディストリビューションがパッケージを提供していない場合は、PGDGから etcdをインストー
ルできます。 DCSをホストするノードでは、次のコマンドを実行します。

dnf install 'dnf-command(config-manager)'

dnf config-manager --enable pgdg-rhel9-extras

dnf install etcd

必要に応じて、リポジトリで RHELのバージョンを `8`に置き換えて、`pgdg-rhel8-extras`を作成できます。
リポ名は、RockyLinux、AlmaLinux、Oracle Linuxなどでまだ `pgdg-rhelN-extras`です。

2.4.3 SUSE Enterprise Linuxへのインストール
一部の依存関係については、SUSE PackageHubリポジトリを有効にする必要がある場合があります。 `SUSE
PackageHub`_ドキュメントを参照してください。

PGDGリポジトリがインストールされた SLES 15の場合、aboveを参照してください。次を使用して patroni
をインストールできます。

zypper install patroni patroni-etcd

SUSE PackageHubリポジトリを有効にすると、etcdをインストールすることもできます。

2.4. Linuxでのパッケージのインストール 9
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SUSEConnect -p PackageHub/15.5/x86_64

zypper install etcd

2.5 アップグレード
patroniのアップグレードは非常に簡単なプロセスで、ソフトウェアインストールを更新し、クラスター内
の各ノードで Patroniデーモンを再起動するだけです。

ただし、Patroniデーモンを再起動すると、Postgresデータベースが再起動します。状況によっては、これ
により、クラスター内のプライマリノードのフェールオーバーが発生する可能性があるため、Patroniデー
モンの再起動が完了するまで、クラスターをメンテナンスモードにすることをお勧めします。

クラスターをメンテナンスモードにするには、パトロニノードの 1つで次のコマンドを実行します。

patronictl pause --wait

次に、クラスター内の各ノードで、OSに必要なパッケージのアップグレードを実行します。

apt-get update && apt-get install patroni patroni-etcd

各ノードで patroniデーモンプロセスを再起動します。

systemctl restart patroni

次に、最後に patroniを使用して Postgresのモニタリングを再開して、メンテナンスモードを解除します。

patronictl resume --wait

クラスターは、Patroniの新しいバージョンで完全に動作します。

10 第 2章インストール
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第3章 パトローニ構成

3.1 動的構成設定
動的構成は DCS分散構成ストアに保存され、すべてのクラスターノードに適用されます。

動的構成を変更するには、 patronictl edit-configツールまたは Patroni patronictl edit-configを使用できます。

• loop/_waitループがスリープする秒数。デフォルト値 10、最小可能値 1

• ttlリーダーロックを取得する TTL秒単位。これは、自動フェイルオーバープロセスが開始されるま
での時間と考えてください。デフォルト値 30、最小可能値 20

• retry/_timeout DCSおよび PostgreSQLオペレーション再試行のタイムアウト秒単位。これより短い
DCSまたはネットワークの問題は、パトローニがリーダーを降格させることはありません。デフォ
ルト値 10、最小可能値 3

. 警告

loop_wait、 loop_wait、または loop_waitの値を変更するときは、次のルールに従う必要があります。
loop_wait + 2 * retry_timeout <= ttl

• maximum/_lag/_on/_failoverフォロワーがリーダー選挙に参加できるまでに遅延する可能性のある最
大バイト数。

• maximum/_lag/_on/_syncnode同期フォロワーが異常な候補とみなされ、正常な非同期フォロワーに
スワップされるまでに遅延する可能性のある最大バイト数。パトローニは、複数のフォロワーがいる
場合に最大レプリカ lsnを利用します。それ以外の場合、リーダーの現在のwal lsnを使用します。デ
フォルトは-1で、値が 0以下に設定されている場合、Patroniは同期の不健康なフォロワーをスワッ
プするアクションを実行しません。トランザクション量が多いときに Patroniが同期フォロワーを頻
繁にスワップしないように、十分に高い値を設定してください。

• max/_timelines/_history DCSに保持されるタイムライン履歴アイテムの最大数。デフォルト値 0。0
に設定すると、DCSに完全な履歴が保持されます。

• primary/_start/_timeoutフェールオーバーがトリガーされる前に、プライマリが障害から回復できる
時間秒単位。デフォルトは 300秒です。 0に設定すると、フェイルオーバーは可能であればクラッシュ
が検出された直後に実行されます。非同期レプリケーションを使用する場合、フェールオーバーにより
トランザクションが失われる場合があります。プライマリ障害のワーストケースのフェイルオーバー時
間は次のとおりです。primary/_start/_timeoutがゼロの場合を除き、loop/_wait +primary/_start/_timeout
+loop/_wait。その場合、それは単なる loop/_waitです。耐久性と可用性のトレードオフに応じて値
を設定します。
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• primary/_stop/_timeout Postgresを停止するときに Patroniが待機できる秒数、synchronous_modeが
有効になっている場合にのみ有効です。 > 0に設定され、synchronous_modeが有効になっている場合、
primary/_stop/_timeoutで設定された値を超えて stop操作が実行されている場合、Patroniは SIGKILL
をポストマスターに送信します。耐久性と可用性のトレードオフに応じて値を設定します。パラメー
ターが設定されていないか、<= 0に設定されている場合、primary/_stop/_timeoutは適用されません。

• synchronous/_mode同期レプリケーションモードをオンにします。可能な値 off、 on、 quorum。
このモードでは、リーダーが synchronous_standby_namesの管理を行い、最後の既知のリーダー
または同期レプリカの 1つのみがリーダーレースに参加できます。同期モードでは、Patroniがトラ
ンザクションの耐久性を保証できない場合、書き込みの可用性を失いますが、正常にコミットされた
トランザクションがフェールオーバー時に失われません。詳細については、 synchronous/_modeを
参照してください。

• synchronous/_mode/_strict 使用可能な同期レプリカがない場合に同期レプリケーションを無効にせ
ず、プライマリへのすべてのクライアントの書き込みをブロックします。詳細については、 syn-
chronous/_mode/_strictを参照してください。

• synchronous/_node/_count synchronous_modeが有効になっている場合、このパラメーターは Patroni
によって使用され、同期スタンバイインスタンスの正確な数を管理し、メンバーが参加および離脱
するときに DCSの状態と PostgreSQLの synchronous_standby_namesパラメーターを調整します。
パラメーターが対象ノードの数より大きい値に設定されている場合、自動的に調整されます。デフォ
ルトの 1。

• failsafe/_mode failsafe/_modeを有効にします。デフォルト `false`。

• postgresql

– use/_pg/_rewind pg_rewind を使用するかどうか。デフォルト `false`。クラスターは data

page checksums initdb の --data-checksums オプションで初期化する必要があるか、
wal_log_hintsを onに設定する必要があることに注意してください。そうしないと、pg_rewind
は機能しないことに注意してください。

– use/_slotsレプリケーションスロットを使用するかどうか。 PostgreSQL 9.4+では、デフォルト
`true`に設定されます。

– recovery/_confフォロワーの構成時に recovery.confに書き込まれる追加の構成設定。 PostgreSQL
12には recovery.confはありませんが、Patroniは透過的に処理するため、このセクションを引き
続き使用できます。

– parameters {max_connections: 100, wal_level: /"replica/", max_wal_senders:

10, wal_log_hints: /"on/"}形式の Postgresの構成パラメーター GUC。これらの多くは、
レプリケーションが機能するために必要です。

– pg/_hba pg_hba.confを生成するために Patroniが使用する行のリスト。 hba_file PostgreSQL
パラメーターがデフォルト以外の値に設定されている場合、Patroniはこのパラメーターを無視
します。

∗ - host all all 0.0.0.0/0 md5

∗ - host replication promoter 127.0.0.1/32 md5レプリケーションには、このような行が必要
です。

12 第 3章パトローニ構成
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– pg/_ident pg_ident.confを生成するために Patroniが使用する行のリスト。 ident_file Post-
greSQLパラメーターがデフォルト以外の値に設定されている場合、Patroniはこのパラメーター
を無視します。

∗ -mapname1 systemname1 pguser1

∗ -mapname1 systemname2 pguser2

• standby/_clusterこのセクションが定義されている場合、スタンバイクラスターをブートストラップ
します。

– hostリモートノードのアドレス

– portリモートノードのポート

– primary/_slot/_nameリモートノードのどのスロットをレプリケーションに使用するか。このパ
ラメータはオプショナルであり、デフォルト値はインスタンス名から導出されますファンクショ
ン `slot_name_from_member_name`を参照してください。

– create/_replica/_methodsリモートプライマリからスタンバイリーダーをブートストラップする
ために使用できる方法の順序付けたリスト。 create/_replica/_methodsで定義されたリストとは
異なる場合があります

– restore/_commandリモートプライマリからスタンバイクラスター内のノードにWALレコード
を復元するコマンド。 restore/_commandで定義されたリストと異なる場合があります

– archive/_cleanup/_commandスタンバイリーダーの cleanupコマンド

– recovery/_min/_apply/_delay スタンバイリーダーにWALレコードを実際に適用するまでの待
機時間

• member_slots_ttlシャットダウン時のレプリカの物理レプリケーションスロットの保持時間。デフォ
ルト値 `30min`。古い動作を維持したい場合は、`0`に設定します DCSからメンバーキーの有効期限
が切れると、スロットはすぐに削除されます。この機能は PostgreSQL 11以降でのみ動作します。

• slots 永続的なレプリケーションスロットを定義します。これらのスロットは、スイッチオーバー/
フェイルオーバー中に保持されます。存在しない永久スロットはパトローニによって作成されます。
PostgreSQL 11以降では、すべてのノードで永続的な物理スロットが作成され、その位置は slots秒
ごとに進められます。 11より古い PostgreSQLバージョンの場合、11の永久物理レプリケーション
スロットは、現在のプライマリでのみ維持されます。論理スロットは、再起動とともにプライマリ
からスタンバイにコピーされ、その後 slots秒ごとに位置が進みました必要に応じて。論理スロット
ファイルのコピーは、 libpq接続を介し、リワインドまたはスーパーユーザー資格情報を使用して
実行されます slotsセクションを参照してください。レプリカの論理スロット位置は以前のプライマ
リより少し後である可能性が常にあります。したがって、アプリケーションは、フェールオーバー後
に 2回目に一部のメッセージを受信できるように準備する必要があります。そのための最も簡単な方
法-トラッキング confirmed_flush_lsn。永久レプリケーションスロットを有効にするには、 slots
を true に設定する必要があります。定義された永続的な論理レプリケーションスロットがある場
合、Patroniは自動的に hot_standby_feedbackを有効にします。 PostgreSQL 9.6以前では論理レプ
リケーションスロットのフェールオーバーは安全でなく、PostgreSQLバージョン 10にはいくつかの
重要な機能が欠けているため、この機能は PostgreSQL 11以降でのみ動作します。

– my/_slot/_name永続的レプリケーションスロットの名前。永続的なスロット名が現在のノード
の名前と一致する場合、このノードでは作成されません。 Patroniメンバーの名前と一致する

3.1. 動的構成設定 13
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名前の永続的な物理レプリケーションスロットを追加すると、Patroni は、対応するメンバー
が応答しなくなった場合でも、作成されたスロットが削除されないことを保証します。通常は
Patroniによってスロットが削除されます。これは、一時的な障害中にメンバーが使用するレプ
リケーションスロットを持続させたい場合、または既存のメンバーを新しいパトロニクラスター
my/_slot/_nameを参照してください。詳細については、オペレーターがこれらの Patroniの通常
の機能に影響を与えるため、スロットが必要でなくなった場合、名前の衝突は DCSに持続され
ません。

∗ typeスロットタイプ。 physicalまたは logicalになります。スロットが論理的な場合、
databaseおよび pluginを追加して定義する必要があります。スロットが物理的なスロッ
トの場合、オプションで cluster_typeを定義できます。

∗ database論理スロットを作成するデータベース名。

∗ plugin論理スロットのプラグイン名。

∗ cluster_typeクラスターのタイプ primaryまたは standbyスロットはのみに作成されます。
それ以外の場合、作成されないか、既存のスロットはドロップされます。

• ignore/_slots Patroniが一致するスロットを無視する必要があるレプリケーションスロットプロパティ
のセットのリスト。この構成/機能/など一部のレプリケーションスロットが Patroniの外部で管理さ
れている場合に役立ちます。一致するプロパティのサブセットにより、スロットが無視されます。

– nameレプリケーションスロットの名前。

– type スロットタイプ。 physical または logical です。スロットが論理的な場合、さらに
databaseおよび/または pluginを定義できます。

– databaseデータベース名 logicalスロットと一致する場合。

– plugin論理デコードプラグイン logicalスロットと一致する場合。

注 slotsはハッシュマップであり、 slotsは配列です。例

slots:

permanent_logical_slot_name:

type: logical

database: my_db

plugin: test_decoding

permanent_physical_slot_name:

type: physical

...

ignore_slots:

- name: ignored_logical_slot_name

type: logical

database: my_db

plugin: test_decoding

- name: ignored_physical_slot_name

type: physical

...
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注 PostgreSQL v11以降を実行している場合、Patroniはリーダーになる可能性のあるすべてのノードで物
理レプリケーションスロットを維持するため、レプリカノードは他のノードが必要とする可能性がある場
合にWALセグメントを予約したままにします。ノードが存在せず、DCSのメンバーキーの有効期限が切
れた場合、対応するレプリケーションスロットは member_slots_ttlデフォルト値 `30min`の後にドロッ
プされます。ニーズに基づいて、リテンションを増加または減少させることができます。または、クラス
タートポロジが静的名前が変更されないノードの固定数の場合、ノードの名前に対応する名前で永続的な
物理レプリケーションスロットを構成して、レプリカが一時的にダウンしているときにスロットの削除と
WALファイルのリサイクルを回避できます。

slots:

node_name1:

type: physical

node_name2:

type: physical

node_name3:

type: physical

...

. 警告

永久レプリケーションスロットは、 primary / standby_leaderからレプリカノードにのみ同期されま
す。つまり、アプリケーションはリーダーノードからのみ使用することになっています。レプリカノー
ドでそれらを使用すると、クラスター内の他のすべてのノードで pg_walの無制限の増加が発生します。
そのルールの例外は、パトローニのメンバー名パトローニによって作成および維持されると一致する物
理スロットです。これらはすべてのノード間でレプリケーションに使用されるため、すべてのノード間
で同期されます。

. 警告

スタンバイで nostreamタグを設定すると、ノード自分自身とそのすべてのカスケードレプリカある場
合は、永久論理レプリケーションスロットのコピーと同期が無効になります。

3.2 YAML構成設定
3.2.1 グローバル/ユニバーサル

• nameホストの名前。クラスターに対して一意である必要があります。

• namespace : Patroniがクラスターに関する情報を保持する構成ストア内のパス。デフォルト値/"/ser-
vice/"

• scopeクラスター名

3.2. YAML構成設定 15
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3.2.2 ログ
• typeログの形式を設定します。 typeまたは typeのいずれかです。 type形式を使用するには、 type
をインストールする必要があります。デフォルト値は typeです。

• level一般的なログレベルを設定します。デフォルト値は levelです levelを参照してください

• traceback/_levelトレースバックが表示されるレベルを設定します。デフォルト値は traceback/_level
です。 traceback/_levelを有効にした場合にのみトレースバックを表示する場合は、traceback/_level
に設定します。

• formatログフォーマット文字列を設定します。ログタイプが formatの場合、ログ形式は文字列であ
る必要があります。使用可能な属性については、 formatを参照してください。ログタイプが format
の場合、ログ形式は文字列に加えてリストになります。各リスト項目は LogRecord属性に対応する必
要があります。フィールド名のみが必要で、%(および )は省略する必要があることに注意してくだ
さい。別のキー名でログフィールドを印刷する場合は、辞書キーがログフィールドであり、値がログ
に印刷するフィールドの名前である辞書を使用します。デフォルト値は%(asctime)s %(levelname)s:
%(message)sです

• dateformat日時フォーマット文字列を設定します。 dateformatを参照してください。

• static_fieldsログにフィールドを追加します。このオプションは、ログタイプが static_fieldsに設定
されている場合にのみ使用できます。

• max/_queue/_size Patroniは 2段階ロギングを使用しています。ログレコードはインメモリキューに
書き込まれ、キューから取得し、stderr またはファイルに書き込む別のスレッドがあります。内部
キューの最大サイズは、デフォルトでmax/_queue/_sizeレコードによって制限されます。これは、過
去 1時間 20分ログを保持するのに十分です。

• dirアプリケーションログを書き込むディレクトリ。ディレクトリは存在し、Patroniを実行するユー
ザーが書き込み可能である必要があります。この値を設定すると、アプリケーションはデフォルト
で 4つの 25MBログを保持します。 `file_num`および `file_size`を使用してこれらのリテンション値
を調整できます。以下を参照してください。

• modeログファイルのアクセス許可たとえば 0644。指定しない場合、権限は現在の umask値に基づ
いて設定されます。

• file/_num保持するアプリケーションログの数。

• file/_sizeログローリングをトリガーする patroni.logファイルのサイズバイト単位。

• loggersこのセクションでは、Pythonモジュールごとにロギングレベルを再定義できます

– patroni.postmaster: WARNING

– urllib3: DEBUG

• deduplicate_heartbeat_logs trueに設定されている場合、同一の連続したハートビートログは出力さ
れません。デフォルト値は falseです。

. 警告
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HAループの実行時間は、リソースの枯渇および同様の問題によるフェイルオーバーを診断する際に
非常に貴重な情報になります。 deduplicate_heartbeat_logsが trueに設定されている場合、 HA
ループの実行に対してログは生成されないため、リーダーが変更されないため、この潜在的に役立つ情
報はログから利用できません。

次に、json形式でログを記録するようにパトロニを構成する方法の例を示します。

log:

type: json

format:

- message

- module

- asctime: '@timestamp'

- levelname: level

static_fields:

app: patroni

3.2.3 ブートストラップ構成

ò 注釈

Patroniが初めてクラスターを初期化し、設定が DCSに保存されると、YAML構成の bootstrap.dcs

セクションへの今後の変更はすべて有効になりません。それらを変更する場合は、 bootstrap.dcsま
たは Patroni bootstrap.dcsのいずれかを使用してください。

• bootstrap

– dcsこのセクションは、新しいクラスターを初期化した後、指定された構成ストアの `/<names-
pace>/<scope>/config`に書き込まれます。クラスターのグローバル動的構成。 dcsで説明されて
いるパラメーターを bootstrap.dcsの下に配置できます。Patroniが新しいクラスターを初期
化ブートストラップした後、このセクションを構成ストアの `/<namespace>/<scope>/config`に書
き込みます。

– methodこのクラスターのブートストラップに使用するカスタムスクリプト。

詳細については、custom bootstrap methods documentationを参照してください。 initdbが指定
された場合、デフォルトの initdbコマンドに戻ります。 initdbは、構成ファイルに method

パラメーターが存在しない場合にもトリガーされます。

– initdb：（オプショナル）initdbに渡されるオプションのリスト。

∗ - data-checksums 9.3で pg_rewindが必要な場合、有効にする必要があります。

∗ -エンコーディング UTF8新しいデータベースのデフォルトのエンコーディング。

∗ -ロケール UTF8新しいデータベースのデフォルトのロケール。

3.2. YAML構成設定 17
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– post/_bootstrap または post/_bootstrap クラスターを初期化した後に実行される追加スクリプ
ト。スクリプトは、接続文字列 URLをユーザー名としてクラスタースーパーユーザーを使用し
て受け取ります。 PGPASSFILE変数は、pgpassファイルの場所に設定されます。

3.2.4 シタス
Enables integration Patroni with Citus. If configured, Patroni will take care of registering Citus worker nodes on
the coordinator. You can find more information about Citus support here.

• group Citusグループ ID、整数。コーディネーターには 0を使用し、ワーカーには 1、 2などを使用
します

• database citus拡張機能を作成するデータベース。コーディネーターとすべてのワーカーで同じで
ある必要があります。現在、1つのデータベースのみがサポートされています。

3.2.5 領事
パラメーターのほとんどはオプショナルですが、 hostまたは hostのいずれかを指定する必要があります

• host Consulローカルエージェントのホスト:ポート。

• urlコンスルローカルエージェントの URL、形式は http(s)://host:portです。

• portオプショナルの Consulポート。

• schemeオプショナル schemeまたは scheme、デフォルトは scheme。

• tokenオプショナルの ACLトークン。

• verifyオプショナル HTTPS要求の SSL証明書を検証するかどうか。

• cacert：（オプショナル）ca証明書。存在する場合、検証が有効になります。

• certクライアント証明書を含むオプショナルファイル。

• keyクライアントキーを含むオプショナルのファイル。キーが keyの一部である場合、空にすること
ができます。

• dc オプショナル 通信するデータセンター。デフォルトでは、ホストのデータセンターが使用され
ます。

• consistency ：（オプショナル）consul 一貫性モードを選択します。使用可能な値は default 、
consistent、または staleです consistency _の詳細

• checksセッションに使用される Consulヘルスチェックのオプショナルリスト。デフォルトでは、空
のリストが使用されます。

• register/_serviceオプショナルスコープパラメーターで定義された名前と、ノードのロールに応じて
タグマスター、プライマリ、レプリカ、またはスタンバイリーダーでサービスを登録するかどうか。
デフォルトの register/_service。

• service/_tags：（オプショナル）ロールとは別に Consulサービスに追加する追加の静的タグ primary

/ replica / standby-leader。デフォルトでは、空のリストが使用されます。
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• service/_check/_intervalオプショナル登録された URLに対してヘルスチェックを実行する頻度。デ
フォルトは「5s」です。

• service/_check/_tls/_server/_nameオプション TLSを介して接続するときに SNIホストをオーバーラ
イドします。 service/_check/_tls/_server/_name _も参照してください。

tokenには、次の ACL権限が必要です。

service_prefix "${scope}" {

policy = "write"

}

key_prefix "${namespace}/${scope}" {

policy = "write"

}

session_prefix "" {

policy = "write"

}

3.2.6 etcd

パラメーターの大部分はオプショナルですが、 host、 host、 host、 hostまたは hostのいずれかを指定
する必要があります

• host etcdエンドポイントのホスト:ポート。

• hosts形式の etcdエンドポイントのリスト host1:port1,host2:port2,etc... コンマ区切りの文字列または
実際の yamlリストです。

• use/_proxiesこのパラメーターが trueに設定されている場合、Patroniは use/_proxiesをプロキシの
リストと見なし、etcdクラスターのトポロジ検出を実行しません。

• url etcdの url。

• proxy etcdのプロキシ URL。プロキシを使用して etcdに接続する場合は、 proxyの代わりにこのパ
ラメーターを使用します。

• srvクラスター自動検出の SRVレコードを検索するドメイン。 Patroniは、指定されたドメインのこ
れらの SRVサービス名を照会しようとします最初に成功するまでこの順序で _etcd-client-ssl、
_etcd-client、_etcd-ssl、_etcd、_etcd-server-ssl、_etcd-server。 _etcd-server-ssl

または _etcd-serverの SRVレコードが取得された場合、 ETCDピアプロトコルが使用され、使用
可能なメンバーの ETCDを照会します。それ以外の場合、SRVレコードのホストが使用されます。

• srv/_suffix検出中に照会される SRV名前のサフィックスを構成します。このフラグを使用して、同
じドメインの下の複数の etcdクラスターを区別します。 srv/_suffixと組み合わせてのみ動作します。
たとえば、 srv_suffix: fooおよび srv: example.orgが設定されている場合、次の DNS SRV
クエリーが作成されます。 _etcd-client-ssl-foo._tcp.example.comおよび考えられるすべての
ETCD SRVサービス名など。

• protocol オプショナル http または https、指定しない場合、http が使用されます。 protocol または
protocolが指定されている場合、 -はそれらからプロトコルを取得します。

• usernameオプショナルの etcd認証のユーザー名。
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• password etcd認証のオプショナルパスワード。

• cacert：（オプショナル）ca証明書。存在する場合、検証が有効になります。

• certクライアント証明書を含むオプショナルファイル。

• keyクライアントキーを含むオプショナルのファイル。キーが keyの一部である場合、空にすること
ができます。

3.2.7 etcdv3

Patroniがプロトコルバージョン 3を介して Etcdクラスターで動作するようにしたい場合は、Patroni構成
ファイルの etcd3セクションを使用する必要があります。すべての構成パラメーターは etcdの場合と同
じです。

. 警告

プロトコルバージョン 2で作成されたキーはプロトコルバージョン 3では可視されず、その逆であるた
め、Patroni構成ファイルを更新するだけで etcdから etcd3に切り替えることはできません。さらに、
Patroniは Etcdの gRPC-gatewayプロキシを使用して V3 APIと通信します。これは、TLS共通名認証
が不可能であることを意味します。

3.2.8 ZooKeeper

• hosts形式 ['host1:port1', 'host2:port2', 'etc...']の ZooKeeperクラスターメンバーのリスト。

• use_sslオプショナル SSLを使用するかどうか。デフォルト false。 falseに設定されている場合、
SSL固有のパラメーターはすべて無視されます。

• cacert：（オプショナル）CA証明書。存在する場合、検証が有効になります。

• certオプショナルクライアント証明書を含むファイル。

• keyオプショナルクライアントキーを含むファイル。

• key_passwordオプショナルクライアントキーのパスワード。

• verifyオプショナル証明書を検証するかどうか。デフォルト true。

• set_aclsオプショナル設定されている場合、作成する各 ZノードにデフォルトのACLを適用するよう
にKazooを構成します。 ACLは'x509'スキーマを想定し、キーとしてプリンシパルを使用し、値のリ
ストとして 1つ以上の権限を使用して辞書として指定する必要があります。権限は、CREATE、READ

、 WRITE、 DELETEまたは ADMINのいずれかです。例 set_acls: {CN=principal1: [CREATE,

READ], CN=principal2: [ALL]}。

• auth_dataオプショナル接続に使用する認証資格情報。 `scheme`がキーであり、`credential`が値であ
る形式の辞書である必要があります。デフォルトは空の辞書です。

ò 注釈

SSLをサポートするには、 kazoo>=2.6.0をインストールする必要があります。
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3.2.9 出展者
• hosts 'host1,host2,etc...'形式の出展者ZooKeeperノードの初期リスト。このリストは、出展者ZooKeeper
クラスタートポロジが変更されるたびに、自動的に更新されます。

• poll/_interval ZooKeeperおよび attemptsノードのリストを Exhibitionrから更新する頻度。

• portエキシビターポート。

3.2.10 Kubernetes

• bypass/_api/_serviceオプショナル Kubernetes APIと通信する場合、Patroniは通常 `kubernetes`サー
ビスに依存しています。そのアドレスは `KUBERNETES_SERVICE_HOST`環境変数を介してポッド
で公開されます。 bypass_api_service`が ``true` に設定されている場合、Patroniはサービスの背後に
ある APIノードのリストを解決し、それらに直接接続します。

• namespace オプショナル Patroni ポッドが実行されている Kubernetes 名前空間。デフォルト値は
`default`です。

• labels {label1: value1, label2: value2}フォーマットのラベル。これらのラベルは、現在の
クラスターに関連付けられている既存のオブジェクトポッドとエンドポイントまたは構成マップを
見つけるために使用されます。また、Patroniは、作成するすべてのオブジェクトエンドポイントま
たは ConfigMapにそれらを設定します。

• scope/_labelオプショナルクラスター名を含むラベルの名前。デフォルト値は `cluster-name`です。

• bootstrap/_labelsオプショナル {label1: value1, label2: value2}形式のラベル。これらのラ
ベルは、Patroniポッドの状態が initializing new cluster、running custom bootstrap script

、starting after custom bootstrapまたは creating replicaのいずれかである場合に割り当
てられます。

• role/_labelロール `primary`、replica、またはその他のカスタム値を含むラベルの名前。 Patroniは、
実行されるポッドにこのラベルを設定します。デフォルト値は roleです。

• leader/_label/_value Postgresロールが primaryの場合のポッドラベルのオプショナル値。デフォル
ト値は primaryです。

• follower/_label/_value Postgresロールが replicaの場合のポッドラベルのオプショナル値。デフォ
ルト値は replicaです。

• standby/_leader/_label/_value Postgresロールが standby_leaderの場合のポッドラベルのオプショ
ナル値。デフォルト値は primaryです。

• tmp/_role/_labelロール `primary`または `replica`を含む一時ラベルのオプションの名前。このラベル
の値は、常に対応するロールのデフォルトを使用します。必要な場合にのみ設定します。

• use/_endpointsオプショナル。trueに設定されている場合、Patroniは ConfigMapの代わりにエンド
ポイントを使用してリーダー選挙を実行し、クラスター状態を維持します。

• pod/_ipオプショナルパトローニが実行されているポッドの IPアドレス。この値は、̀use_endpoints`が
有効な場合に必要で、ポッドの PostgreSQLが昇格するときにリーダーエンドポイントのサブセット
を設定するために使用されます。
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• ports オプショナル サービスオブジェクトにポートの名前がある場合、同じ名前が Endpoint
オブジェクトに表示される必要があります。それ以外の場合、サービスは機能しません。たと
えば、サービスが {Kind: Service, spec: {ports: [{name: postgresql, port: 5432,

targetPort: 5432}]}} として定義されている場合、 kubernetes.ports: [{/"name/": /

"postgresql/", /"port/": 5432}] を設定する必要があります。Patroniはそれを使用してリー
ダーエンドポイントのサブセットを更新します。このパラメータは、`kubernetes.use_endpoints`が設
定されている場合にのみ使用されます。

• cacert オプショナル Kubernetes API SSL証明書の検証中に使用する信頼できる CAの証明書を含む
CA_BUNDLEファイルを指定します。提供されない場合、patroniは ServiceAccountシークレットに
よって提供される値を使用します。

• retriable/_http/_codes 再試行する K8s APIからの HTTPステータスコードのオプショナルリスト。
デフォルトでは、Patroniは 500、 503、および 504、または K8s API応答に retry-after HTTP
ヘッダーがある場合に再試行します。

3.2.11 Raft非推奨
• self/_addr Raft接続をリッスンする ip:port。 self_addrは、クラスターの他のノードからアクセ
スできる必要があります。設定されていない場合、ノードはコンセンサスに参加しません。

• bind/_addrオプショナルの Raft接続をリッスンする ip:port。指定しない場合、 self_addrが使
用されます。

• partner/_addrsクラスター内の他の Patroniノードのリスト ['ip1:port', 'ip2:port', 'etc...']

• data/_dir Raftログとスナップショットを保存するディレクトリ。指定しない場合、現在の作業ディ
レクトリが使用されます。

• passwordオプショナル指定されたパスワードで Raftトラフィックを暗号化します。 cryptography

Pythonモジュールが必要です。

Raft実装に関する短い FAQ

– Qコンセンサスを提供するすべてのノードをリストする方法はありますか?

A syncobj_admin -conn host:port -statusここで、host:portは、クラスターノードのいず
れかのアドレスです

– Qコンセンサスの一部分であったノードはなくなったので、他のノードに同じ IPを再利用でき
ません。このノードをコンセンサスから削除するにはどうすればよいですか?

A syncobj_admin -conn host:port -remove host2:port2 host2:port2は、コンセンサス
から削除するノードのアドレスです。

– Q: syncobj_adminユーティリティはどこで入手できますか?

A:これは、Patroni依存関係である pysyncobjモジュール python RAFT実装とともにインストー
ルされます。

– Qコンセンサスに追加せずに Patroniノードを実行することは可能ですか？

A:はい、Patroni構成から raft.self_addrをコメントアウトするか、削除するだけです。
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– Q: Patroniと PostgreSQLを 2つのノードでのみ実行することは可能ですか?

A:はい、3番目のノードで patroni_raft_controller Patroniおよび PostgreSQLなしで実行
できます。このようなセットアップでは、プライマリに影響を与えることなく 1つのノードを
一時的に失う可能性があります。

3.2.12 PostgreSQL

• postgresql

– authentication

∗ superuser

· usernameスーパーユーザーの名前、初期化 initdb中に設定され、後で Patroniが postgres
に接続するために使用されます。

· passwordスーパーユーザーのパスワード、初期化 initdb中に設定します。

· sslmodeオプショナル sslmode _接続パラメーターにマップします。これにより、クライ
アントはサーバーとの TLSネゴシエーションモードのタイプを指定できます。各モー
ドの動作の詳細については、 sslmode _にアクセスしてください。デフォルトモードは
preferです。

· sslkeyオプショナル sslkey _接続パラメーターにマップします。これは、クライアント
の証明書で使用される秘密キーの場所を指定します。

· sslpassword オプショナル sslpassword _接続パラメーターにマップします。これは、
sslkeyで指定された秘密キーのパスワードを指定します。

· sslcertオプショナル sslcert _接続パラメーターにマップします。これは、クライアント
証明書の場所を指定します。

· sslrootcertオプショナル sslrootcert _接続パラメーターにマップします。これは、クラ
イアントがサーバーの証明書を検証するために使用する 1つ以上の認証局 CA証明書を
含むファイルの場所を指定します。

· sslcrlオプショナル sslcrl _接続パラメーターにマップします。これは、証明書失効リス
トを含むファイルの場所を指定します。クライアントは、このリストに存在する証明書
を持つサーバーへの接続を拒否します。

· sslcrldirオプショナル sslcrldir _接続パラメーターにマップします。これは、証明書失
効リストを含むファイルが含まれるディレクトリの場所を指定します。クライアント
は、このリストに存在する証明書を持つサーバーへの接続を拒否します。

· sslnegotiationオプショナル sslnegotiation _接続パラメーターにマップします。これは、
SSLが使用される場合、SSL暗号化がサーバーとネゴシエートされる方法を制御します。

· gssencmodeオプショナル gssencmode _接続パラメーターにマップします。これは、安
全な GSS TCP/IP接続をサーバーとネゴシエートするかどうか、またはその優先順位を
決定します

· channel_bindingオプショナル channel_binding _接続パラメーターにマップします。こ
れは、クライアントのチャネルバインディングの使用を制御します。
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∗ replication

· usernameレプリケーションユーザー名。ユーザーは初期化中に作成されます。レプリ
カはこのユーザーを使用して、ストリーミングレプリケーションを介してレプリケー
ションソースにアクセスします

· passwordレプリケーションパスワード。ユーザーは初期化中に作成されます。

· sslmodeオプショナル sslmode _接続パラメーターにマップします。これにより、クライ
アントはサーバーとの TLSネゴシエーションモードのタイプを指定できます。各モー
ドの動作の詳細については、 sslmode _にアクセスしてください。デフォルトモードは
preferです。

· sslkeyオプショナル sslkey _接続パラメーターにマップします。これは、クライアント
の証明書で使用される秘密キーの場所を指定します。

· sslpassword オプショナル sslpassword _接続パラメーターにマップします。これは、
sslkeyで指定された秘密キーのパスワードを指定します。

· sslcertオプショナル sslcert _接続パラメーターにマップします。これは、クライアント
証明書の場所を指定します。

· sslrootcertオプショナル sslrootcert _接続パラメーターにマップします。これは、クラ
イアントがサーバーの証明書を検証するために使用する 1つ以上の認証局 CA証明書を
含むファイルの場所を指定します。

· sslcrlオプショナル sslcrl _接続パラメーターにマップします。これは、証明書失効リス
トを含むファイルの場所を指定します。クライアントは、このリストに存在する証明書
を持つサーバーへの接続を拒否します。

· sslcrldirオプショナル sslcrldir _接続パラメーターにマップします。これは、証明書失
効リストを含むファイルが含まれるディレクトリの場所を指定します。クライアント
は、このリストに存在する証明書を持つサーバーへの接続を拒否します。

· sslnegotiationオプショナル sslnegotiation _接続パラメーターにマップします。これは、
SSLが使用される場合、SSL暗号化がサーバーとネゴシエートされる方法を制御します。

· gssencmodeオプショナル gssencmode _接続パラメーターにマップします。これは、安
全な GSS TCP/IP接続をサーバーとネゴシエートするかどうか、またはその優先順位を
決定します

· channel_bindingオプショナル channel_binding _接続パラメーターにマップします。こ
れは、クライアントのチャネルバインディングの使用を制御します。

∗ rewind

· username pg_rewindのユーザーのオプショナルの名前。ユーザーは postgres 11+の初
期化中に作成され、必要なすべての username _が付与されます。

· password pg_rewindのユーザーのオプショナルパスワード。ユーザーは初期化中に作
成されます。

· sslmodeオプショナル sslmode _接続パラメーターにマップします。これにより、クライ
アントはサーバーとの TLSネゴシエーションモードのタイプを指定できます。各モー
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ドの動作の詳細については、 sslmode _にアクセスしてください。デフォルトモードは
preferです。

· sslkeyオプショナル sslkey _接続パラメーターにマップします。これは、クライアント
の証明書で使用される秘密キーの場所を指定します。

· sslpassword オプショナル sslpassword _接続パラメーターにマップします。これは、
sslkeyで指定された秘密キーのパスワードを指定します。

· sslcertオプショナル sslcert _接続パラメーターにマップします。これは、クライアント
証明書の場所を指定します。

· sslrootcertオプショナル sslrootcert _接続パラメーターにマップします。これは、クラ
イアントがサーバーの証明書を検証するために使用する 1つ以上の認証局 CA証明書を
含むファイルの場所を指定します。

· sslcrlオプショナル sslcrl _接続パラメーターにマップします。これは、証明書失効リス
トを含むファイルの場所を指定します。クライアントは、このリストに存在する証明書
を持つサーバーへの接続を拒否します。

· sslcrldirオプショナル sslcrldir _接続パラメーターにマップします。これは、証明書失
効リストを含むファイルが含まれるディレクトリの場所を指定します。クライアント
は、このリストに存在する証明書を持つサーバーへの接続を拒否します。

· sslnegotiationオプショナル sslnegotiation _接続パラメーターにマップします。これは、
SSLが使用される場合、SSL暗号化がサーバーとネゴシエートされる方法を制御します。

· gssencmodeオプショナル gssencmode _接続パラメーターにマップします。これは、安
全な GSS TCP/IP接続をサーバーとネゴシエートするかどうか、またはその優先順位を
決定します

· channel_bindingオプショナル channel_binding _接続パラメーターにマップします。こ
れは、クライアントのチャネルバインディングの使用を制御します。

– callbacks特定のアクションで実行するコールバックスクリプト。 Patroniは、アクション、ロー
ル、クラスター名を渡します。それらの書き方の例として、scripts/aws.pyを参照してください。

∗ on/_reload構成のリロードがトリガーされたときにこのスクリプトを実行します。

∗ on/_restart : postgresの再起動時にロールを変更せずにこのスクリプトを実行します。

∗ on/_role/_change postgresが昇格または降格されているときにこのスクリプトを実行します。

∗ on/_start postgresの起動時にこのスクリプトを実行します。

∗ on/_stop postgresが停止したときにこのスクリプトを実行します。

– connect/_address他のノードおよびアプリケーションから Postgresにアクセスできる IPアドレ
ス+ポート。

– proxy/_address Postgresの横で実行されている接続プール pgbouncerなどにアクセスできる IP
アドレス+ポート。値は proxy_urlとして DCSのメンバーキーに書き込まれ、サービス検出に
使用または役立つ可能性があります。

– create/_replica/_methods Patroniノードを新しいレプリカに変更するための createメソッドの
順序付けリスト。 /"basebackup/"はデフォルトの方法です。他のメソッドは、それぞれが独
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自の構成項目として構成されるスクリプトを参照するものとします。詳細については、 cre-
ate/_replica/_methodsを参照してください。

– data/_dir Postgres データディレクトリの場所。 data/_dir または Patroni によって初期化され
ます。

– config/_dir Postgres構成ディレクトリの場所。デフォルトはデータディレクトリです。 Patroni
によって書き込み可能である必要があります。

– bin/_dirオプショナル PostgreSQLバイナリ pg_ctl、initdb、pg_controldata、pg_basebackup、post-
gres、pg_isready、pg_rewindへのパス。提供されない場合、または空の文字列の場合、PATH環
境変数を使用して実行可能ファイルを見つけます。

– bin/_nameオプショナルカスタム Postgresディストリビューションを使用している場合、Postgres
バイナリ名をオーバーライドできるようにします。

∗ pg/_ctlオプショナル pg_ctlバイナリのカスタム名。

∗ initdbオプショナル initdbバイナリのカスタム名。

∗ pg/controldataオプショナル pg_controldataバイナリのカスタム名。

∗ pg/_basebackupオプショナル pg_basebackupバイナリのカスタム名。

∗ postgresオプショナル postgresバイナリのカスタム名。

∗ pg/_isreadyオプショナル pg_isreadyバイナリのカスタム名。

∗ pg/_rewindオプショナル pg_rewindバイナリのカスタム名。

– listen Postgresがリッスンする IPアドレス+ポート。ストリーミングレプリケーションを使用し
ている場合、クラスター内の他のノードからアクセスできる必要があります。ポートコンポー
ネントがコロンで最後のものつまり listen: 127.0.0.1,127.0.0.2:5432の後に追加される
限り、複数のコンマ区切りアドレスが許可されます。 Patroniは、このリストの最初のアドレス
を使用して、PostgreSQLノードへのローカル接続を確立します。

– use/_unix/_socketは、Patroniがクラスターに接続するための UNIXソケットの使用を優先する
ことを指定します。デフォルト値は falseです。 unix_socket_directoriesが定義されてい
る場合、Patroniはそこから最初に適切な値を使用してクラスターに接続し、適切なものがない場
合は TCPにフォールバックします。 postgresql.parametersで unix_socket_directories

が指定されていない場合、Patroniはデフォルト値を使用する必要があると想定し、接続パラメー
ターから hostを省略します。

– use/_unix/_socket/_replは、Patroniがレプリケーションユーザークラスター接続にUNIXソケット
の使用を優先することを指定します。デフォルト値は falseです。 unix_socket_directories

が定義されている場合、Patroni はそこから最初に適切な値を使用してクラスターに接続
し、適切なものがない場合は TCP にフォールバックします。 postgresql.parameters で
unix_socket_directories が指定されていない場合、Patroni はデフォルト値を使用する必
要があると想定し、接続パラメーターから hostを省略します。

– pgpass pgpass _パスワードファイルへのパス。 Patroniは、 pg/_basebackup、post_initスクリプ
ト、およびその他の状況を実行する前にこのファイルを作成します。場所は Patroniによって書
き込み可能である必要があります。

– recovery/_conf フォロワーの構成時に recovery.confに書き込まれる追加の構成設定。
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– custom/_conf postgresql.base.conf の代わりに使用されるオプションのカスタム
postgresql.conf ファイルへのパス。ファイルはすべてのクラスターノードに存在し、
PostgreSQLで読み取り可能であり、実際の postgresql.conf上のその場所から含まれる必要
があります。 Patroniはこのファイルの変更を監視せず、バックアップもしないことに注意して
ください。ただし、その設定は、Patroni独自の構成機能によってオーバーライドされる場合が
あります。詳細については、 custom/_conf を参照してください。

– parameters {ssl: /"on/", ssl_cert_file: /"cert_file/"}形式の Postgresの構成パラ
メーター GUC。

– pg/_hba pg_hba.confを生成するために Patroniが使用する行のリスト。 hba_file PostgreSQL
パラメーターがデフォルト以外の値に設定されている場合、Patroniはこのパラメーターを無視
します。 pg/_hbaと合わせて、このパラメーターは pg_hba.confの管理を簡素化します。

∗ - host all all 0.0.0.0/0 md5

∗ - host replication promoter 127.0.0.1/32 md5レプリケーションには、このような行が必要
です。

– pg/_ident pg_ident.confを生成するために Patroniが使用する行のリスト。 ident_file Post-
greSQLパラメーターがデフォルト以外の値に設定されている場合、Patroniはこのパラメーター
を無視します。 pg/_identと合わせて、このパラメーターは pg_ident.confの管理を簡素化し
ます。

∗ -mapname1 systemname1 pguser1

∗ -mapname1 systemname2 pguser2

– pg/_ctl/_timeout start、 stopまたは restartを実行するときに pg_ctlが待機する時間。デ
フォルト値は 60秒です。

– use/_pg/_rewindレプリカとしてクラスターに参加するときに、元のリーダーで pg/_rewindを使
用してみてください。クラスターを data page checksums initdb の --data-checksums オ
プションで初期化するか、 wal_log_hintsを onに設定する必要があります。そうしないと、
pg_rewindは機能しません。

– remove/_data/_directory/_on/_rewind/_failureこのオプションが有効になっている場合、Patroni
は PostgreSQLデータディレクトリを削除し、レプリカを再作成します。それ以外の場合は、新
しいリーダーに従おうとします。デフォルト値は remove/_data/_directory/_on/_rewind/_failure
です。

– remove/_data/_directory/_on/_diverged/_timelinesタイムラインが分岐し、元のプライマリが新
しいプライマリからストリーミングを開始できないことに気付いた場合、Patroniは PostgreSQL
データディレクトリを削除し、レプリカを再作成します。このオプションは、 pg_rewindを使
用できない場合に役立ちます。 PostgreSQL v10以前のタイムライン発散チェックを実行してい
るときに、Patroniはレプリケーション資格情報を使用して/"postgres/"データベースに接続しよ
うとします。したがって、このようなアクセスは pg_hba.confで許可する必要があります。デ
フォルト値は remove/_data/_directory/_on/_diverged/_timelinesです。

– replica/_method basebackup以外の create_replica_methodsごとに、同じ名前の構成セクションを
追加します。少なくとも、これには、実行する実際のスクリプトへのフルパスを含む/"command/"
が含まれる必要があります。他の構成パラメーターは、/"parameter=value/"の形式でスクリプト
に渡されます。
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– pre/_promoteフェイルオーバー中にリーダーロックを取得した後、レプリカを昇格する前に実
行されるフェンシングスクリプト。スクリプトがゼロ以外のコードで終了した場合、パトロニ
はレプリカをプロモートせず、DCSからリーダーキーを削除します。

– before/_stop postgresを停止する直前に実行されるスクリプト。コールバックとは対照的に、こ
のスクリプトは同期的に実行され、完了するまでシャットダウンをブロックします。このスク
リプトのリターンコードは、その後にシャットダウンを続行するかどうかに影響を与えません。

3.2.13 REST API

• restapi

– connect/_address Patroniの connect/_address にアクセスするための IPアドレスまたはホスト
名とポート。クラスターのすべてのメンバーがこのアドレスに接続できる必要があるため、
Patroniセットアップがローカルホスト内のデモを目的としている場合を除き、このアドレスは
非/"localhost/"またはループバックアドレスつまり/"localhost/ "または/"127.0.0.1/")。 HTTPヘル
スチェック/"listen/"REST APIパラメーターについて以下を読んでください、ユーザクエリ直接
または REST APIを介して、およびによって実行されるヘルスチェックのエンドポイントとし
て機能できます。リーダー選挙中のクラスターメンバーたとえば、リーダーがまだ実行されて
いるかどうか、またはクエリを実行するノードの前にあるWAL位置を持つノードがあるかどう
かを判断するため。connect_addressはメンバーキーに配置されます DCSでは、メンバー名をア
ドレスに変換して REST APIに接続できるようにします。

– listen PatroniがREST APIをリッスンする IPアドレスまたはホスト名とポート-上記のように、参
加ノード間で同じヘルスチェックとクラスターメッセージも提供します。HAProxyまたはHTTP
/"OPTION/"または/"GET/"チェックを実行できるその他のロードバランサーのヘルスチェック情
報を提供します。

– authenticationオプショナル

∗ username安全でない REST APIエンドポイントを保護するための Basic-authユーザー名。

∗ password安全でない REST APIエンドポイントを保護するための Basic-authパスワード。

– certfile：（オプショナル） PEM形式の証明書を含むファイルを指定します。 certfileが指定さ
れないか、空のままの場合、APIサーバーは SSLなしで動作します。

– keyfile：（オプショナル） PEM形式の秘密キーを含むファイルを指定します。

– keyfile/_passwordオプショナルキーファイルを復号するためのパスワードを指定します。

– cafile オプショナル クライアント証明書の検証中に使用する信頼できる CA の証明書を含む
CA_BUNDLEを含むファイルを指定します。

– ciphers オプショナル許可される暗号スイートを指定します 例 /"ECDHE-RSA-AES256-GCM-
SHA384:DHE-RSA-AES256-GCM-SHA384:ECDHE-RSA-AES128-GCM-SHA256:DHE-RSA-
AES128 -GCM-SHA256:!SSLv1:!SSLv2:!SSLv3:!TLSv1:!TLSv1.1/")

– verify/_clientオプショナル noneデフォルト optionalまたは required。 none REST APIが
クライアント証明書をチェックしない場合。すべての REST API呼び出しに requiredクライア
ント証明書が必要な場合。すべての安全でない REST APIエンドポイントに optionalクライ
アント証明書が必要な場合。 requiredを使用する場合、証明書の署名検証が成功した場合、ク

28 第 3章パトローニ構成



Patroni,リリース 4.1.0

ライアント認証は成功します。 optionalの場合、クライアント証明書は PUT、POST、PATCH

、および DELETE要求についてのみチェックされます。

– allowlist オプショナル 安全でない REST API エンドポイントを呼び出すことができるホスト
のセットを指定します。単一の要素は、 CIDR表記を使用したホスト名、IPアドレス、または
ネットワークアドレスです。デフォルトでは allow allが使用されます。 allowlistまたは
allowlist_include_membersが設定されている場合、含まれないものは拒否されます。

– allowlist/_include/_membersオプショナル trueに設定すると、DCSに登録されている他のク
ラスターメンバーから安全でない REST APIエンドポイントにアクセスできます IPアドレスま
たはホスト名はメンバー api_urlから取得されます。 OSが発信接続に別の IPを使用する場合
があることに注意してください。

– http/_extra/_headersオプショナル HTTPヘッダーを使用すると、REST APIサーバーは HTTP
応答で追加情報を渡します。

– https/_extra/_headers オプショナル HTTPSヘッダーにより、TLSが有効になっているときに
REST APIサーバーは HTTP応答で追加情報を渡します。これは、 http_extra_headersで設
定された追加情報も渡します。

– request_queue_size：（オプショナル）Patroni REST APIが使用する TCPソケットの要求キュー
サイズを設定します。 キューがいっぱいになると、それ以降の要求は/"Connection denied/"エ
ラーを取得します。デフォルト値は 5です。

– server_tokensオプショナル Server HTTPヘッダーの値を構成します。 - Minimalヘッダーに
は Patroniバージョンのみが含まれます。例、 Patroni/4.0.0。 - ProductOnlyヘッダーには
製品名のみが含まれます。例、 Patroni。 - Originalデフォルトヘッダーは元の動作を公開
し、BaseHTTPおよび Pythonバージョンを表示します。 BaseHTTP/0.6 Python/3.12.3。

次に、 http_extra_headersと http_extra_headersの両方の例を示します。

restapi:

listen: <listen>

connect_address: <connect_address>

authentication:

username: <username>

password: <password>

http_extra_headers:

'X-Frame-Options': 'SAMEORIGIN'

'X-XSS-Protection': '1; mode=block'

'X-Content-Type-Options': 'nosniff'

cafile: <ca file>

certfile: <cert>

keyfile: <key>

https_extra_headers:

'Strict-Transport-Security': 'max-age=31536000; includeSubDomains'

. 警告
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• restapi.connect_addressは、特定の Patroniクラスターのすべてのノードからアクセスできる
必要があります。内部的に Patroniは、リーダーレース中にそれを使用して、レプリケーションラ
グを最小限に抑えたノードを見つけます。

• クライアント証明書の検証を有効にしている場合 restapi.verify_client が required に
設定されている場合、 restapi.verify_client は ctl.certfile 、 ctl.keyfile 、 ctl.

keyfile_password に restapi.verify_client を提供します。提供されない場合、Patroni は
正しく動作しません。

3.2.14 CTL

• ctlオプショナル

– authentication

∗ username 保護された REST APIエンドポイントにアクセスするための基本認証ユーザー
名。提供されない場合、 usernameは REST APIの/"username/"パラメーターで提供された
値を使用します。

∗ password保護された REST APIエンドポイントにアクセスするための基本認証パスワード。
提供されない場合、 passwordは REST APIの/"password/"パラメーターで指定された値を
使用します。

– insecure SSL証明書を検証せずに REST APIへの接続を許可します。

– cacert REST API SSL 証明書の検証中に使用する信頼できる CA の証明書が含まれる
CA_BUNDLEファイルまたはディレクトリを指定します。提供されない場合、 cacertは REST
APIの/"cafile/"パラメーターで指定された値を使用します。

– certfile PEM形式のクライアント証明書を含むファイルを指定します。

– keyfile PEM形式のクライアント秘密キーを含むファイルを指定します。

– keyfile/_passwordクライアントキーファイルを復号するためのパスワードを指定します。

3.2.15 ウォッチドッグ
• mode off、 automaticまたは required。 offウォッチドッグが無効な場合。 automaticウォッ
チドッグは利用可能な場合は使用されますが、ない場合は無視されます。 requiredの場合、ウォッ
チドッグを正常に有効にできない限り、ノードはリーダーになりません。

• deviceウォッチドッグデバイスへのパス。デフォルト /dev/watchdog。

• safety_marginウォッチドッグトリガーとリーダーキーの有効期限間の安全マージンの秒数。

3.2.16 タグ
• clonefrom trueまたは false。 trueに設定されている場合、他のノードはブートストラップにこ
のノードを使用することを優先する場合がありますから pg_basebackupを取得します。 clonefrom

タグが trueに設定されているノードが複数ある場合、ブートストラップするノードがランダムに選
択されます。デフォルト値は falseです。
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• noloadbalance true または false 。 true に設定されている場合、ノードは GET /replica REST
APIヘルスチェックの HTTPステータスコード 503を返すため、ロードバランシングから除外され
ます。デフォルトの false。

• replicatefromレプリケートする別のレプリカの名前。カスケード複製をサポートするために使用さ
れます。

• nosync trueまたは false。 trueに設定されている場合、ノードは同期レプリカとして選択されま
せん。

• sync_priority 整数、 synchronous_mode が on に設定されている場合、同期レプリカ選択中にこ
のノードが持つ優先順位を制御します。優先度の高いノードは、優先度の低いノードより優先され
ます。 sync_priority が 0または負の場合-このようなノードは、 synchronous_standby_names

PostgreSQLパラメーター nosync: trueと同様に、synchronous_standby_namesに書き込むこと
はできません。このパラメーターは、 pg_stat_replicationビューで報告される sync_priority

値とは逆の意味を持っていることに注意してください。

• nofailover trueまたは falseは、このノードがリーダーレースに参加してリーダーになることを許
可されるかどうかを制御します。デフォルトは false、このノードがリーダーレースに_can_参加で
きることを意味します。

• failover_priority整数、フェイルオーバー中にこのノードが持つべき優先度を制御します。優先度の
高いノードが同じ量のWALを受信/再生した場合、優先度の低いノードよりも優先されます。ただ
し、優先度に関係なく、受信/再生 LSNの値が高いノードが優先されます。 failover_priorityが
0または負の場合-そのようなノードはリーダーレースに参加し、リーダーになることはできません
nofailover: trueと同様に。

• nostream trueまたは false。 trueに設定されている場合、ノードはレプリケーションプロトコル
を使用してWALをストリーミングしません。代わりに、アーカイブリカバリ restore_commandが
構成されている場合および pg_wal / pg_xlogポーリングに依存します。また、ノード自分自身とそ
のすべてのカスケードレプリカの永久論理レプリケーションスロットのコピーと同期も無効にしま
す。プライマリノードでこのタグを設定しても効果はありません。

. 警告

nofailoverまたは failover_priorityのいずれかのみを提供します。 nofailover: trueの提供
は failover_priority: 0と同じであり、 nofailover: falseを提供するとノード優先度 1が与
えられます。

これらの事前定義されたタグに加えて、独自のタグを追加することもできます。

• key1 true

• key2 false

• key3 1.4

• key4 /"RandomString/"

タグは REST API および REST API に表示されます。これらのタグを使用して、インスタンスの状態を確
認することもできます。タグがインスタンスに定義されていない場合、または各値が照会値と一致しない
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場合、HTTPステータスコード 503が返されます。

3.3 環境構成設定
システム環境変数を使用して、Patroni構成ファイルで定義された構成パラメーターの一部をオーバーライ
ドすることが可能です。このドキュメントには、Patroniによって処理されるすべての環境変数のリストを
示しています。これらの変数を介して設定された値は、Patroni構成ファイルで設定された値よりも常に優
先されます。

3.3.1 グローバル/ユニバーサル
• PATRONI/_CONFIGURATION PATRONI_CONFIGURATION環境変数を介してパトロニの構成全体を
設定することが可能です。この場合、他の環境変数は考慮されません。

• PATRONI/_NAME Patroniの現在のインスタンスが実行されているノードの名前。クラスターに対
して一意である必要があります。

• PATRONI/_NAMESPACE : Patroniがクラスターに関する情報を保持する構成ストア内のパス。デ
フォルト値/"/service/"

• PATRONI/_SCOPEクラスター名

3.3.2 ログ
• PATRONI/_LOG/_TYPE ログの形式を設定します。 PATRONI/_LOG/_TYPE または PA-

TRONI/_LOG/_TYPE のいずれかです。 PATRONI/_LOG/_TYPE 形式を使用するに
は、 PATRONI/_LOG/_TYPE をインストールする必要があります。デフォルト値は PA-
TRONI/_LOG/_TYPEです。

• PATRONI/_LOG/_LEVEL 一般的なログレベルを設定します。デフォルト値は PA-
TRONI/_LOG/_LEVELです PATRONI/_LOG/_LEVELを参照してください

• PATRONI/_LOG/_TRACEBACK/_LEVEL ト レ ー ス バ ッ ク が 表 示 さ れ る レ ベ ル を 設
定 し ま す 。デ フ ォ ル ト 値 は PATRONI/_LOG/_TRACEBACK/_LEVEL で す 。 PA-
TRONI/_LOG/_TRACEBACK/_LEVEL を有効にした場合にのみトレースバックを表示する
場合は、 PATRONI/_LOG/_TRACEBACK/_LEVELに設定します。

• PATRONI/_LOG/_FORMAT ログフォーマット文字列を設定します。ログタイプが PA-
TRONI/_LOG/_FORMATの場合、ログ形式は文字列である必要があります。使用可能な属性について
は、PATRONI/_LOG/_FORMATを参照してください。ログタイプが PATRONI/_LOG/_FORMAT
の場合、ログ形式は文字列に加えてリストになります。各リスト項目は LogRecord属性に対応する必
要があります。フィールド名のみが必要で、%(および )は省略する必要があることに注意してくだ
さい。別のキー名でログフィールドを印刷する場合は、辞書キーがログフィールドであり、値がログ
に印刷するフィールドの名前である辞書を使用します。デフォルト値は%(asctime)s %(levelname)s:
%(message)sです

• PATRONI/_LOG/_DATEFORMAT 日 時 フ ォ ー マ ッ ト 文 字 列 を 設 定 し ま す 。 PA-
TRONI/_LOG/_DATEFORMATを参照してください。
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• PATRONI/_LOG/_STATIC/_FIELDS ログにフィールドを追加します。このオプションは、ログ
タイプが PATRONI/_LOG/_STATIC/_FIELDS に設定されている場合にのみ使用できます。例
PATRONI_LOG_STATIC_FIELDS=/"{app: patroni}/"

• PATRONI/_LOG/_MAX/_QUEUE/_SIZE Patroniは 2段階ロギングを使用しています。ログレコー
ドはインメモリキューに書き込まれ、キューから取得し、stderrまたはファイルに書き込む別のスレッ
ドがあります。内部キューの最大サイズは、デフォルトで PATRONI/_LOG/_MAX/_QUEUE/_SIZE
レコードによって制限されます。これは、過去 1時間 20分ログを保持するのに十分です。

• PATRONI/_LOG/_DIR アプリケーションログを書き込むディレクトリ。ディレクトリは存在し、
Patroniを実行するユーザーが書き込み可能である必要があります。この環境変数を設定すると、ア
プリケーションはデフォルトで 4つの 25MBログを保持します。 `PATRONI_LOG_FILE_NUM`およ
び `PATRONI_LOG_FILE_SIZE`を使用してこれらのリテンション値を調整できます。以下を参照し
てください。

• PATRONI/_LOG/_MODEログファイルのアクセス許可たとえば 0644。指定しない場合、権限は現
在の umask値に基づいて設定されます。

• PATRONI/_LOG/_FILE/_NUM保持するアプリケーションログの数。

• PATRONI/_LOG/_FILE/_SIZEログローリングをトリガーする patroni.logファイルのサイズバイト
単位。

• PATRONI/_LOG/_LOGGERS Python モジュールごとにロギングレベルを再定義します。例
PATRONI_LOG_LOGGERS=/"{patroni.postmaster: WARNING, urllib3: DEBUG}/"

• PATRONI/_LOG/_DEDUPLICATE/_HEARTBEAT/_LOGS trueに設定されている場合、同一の連
続したハートビートログは出力されません。デフォルト値は falseです。

. 警告

HAループの実行時間は、リソースの枯渇および同様の問題によるフェイルオーバーを診断する際に非
常に貴重な情報になります。 PATRONI_LOG_DEDUPLICATE_HEARTBEAT_LOGSが trueに設定されている
場合、HAループの実行に対してログは生成されないため、リーダーが変更されないため、この潜在的
に役立つ情報はログから利用できません。

3.3.3 シタス
Enables integration Patroni with Citus. If configured, Patroni will take care of registering Citus worker nodes on
the coordinator. You can find more information about Citus support here.

• PATRONI/_CITUS/_GROUP Citusグループ ID、整数。コーディネーターには 0を使用し、ワーカー
には 1、 2などを使用します

• PATRONI/_CITUS/_DATABASE citus拡張機能を作成するデータベース。コーディネーターとす
べてのワーカーで同じである必要があります。現在、1つのデータベースのみがサポートされてい
ます。
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3.3.4 領事
• PATRONI/_CONSUL/_HOST Consulローカルエージェントのホスト:ポート。

• PATRONI/_CONSUL/_URL領事ローカルエージェントの URL、形式は http(s)://host:port

• PATRONI/_CONSUL/_PORTオプショナルの Consulポート

• PATRONI/_CONSUL/_SCHEME オプショナル PATRONI/_CONSUL/_SCHEME または PA-
TRONI/_CONSUL/_SCHEME、デフォルトは PATRONI/_CONSUL/_SCHEME

• PATRONI/_CONSUL/_TOKENオプショナルの ACLトークン

• PATRONI/_CONSUL/_VERIFYオプショナル HTTPS要求の SSL証明書を検証するかどうか

• PATRONI/_CONSUL/_CACERT ：（オプショナル）ca 証明書。存在する場合、検証が有効になり
ます。

• PATRONI/_CONSUL/_CERTオプショナルクライアント証明書を含むファイル

• PATRONI/_CONSUL/_KEYオプショナルクライアントキーを含むファイル。キーが証明書の一部
である場合、空にすることができます。

• PATRONI/_CONSUL/_DCオプショナル通信するデータセンター。デフォルトでは、ホストのデー
タセンターが使用されます。

• PATRONI/_CONSUL/_CONSISTENCY：（オプショナル）consul一貫性モードを選択します。使用
可能な値は default、 consistent、または staleです PATRONI/_CONSUL/_CONSISTENCY _
の詳細

• PATRONI/_CONSUL/_CHECKSセッションに使用される Consulヘルスチェックのオプショナルリ
スト。デフォルトでは、空のリストが使用されます。

• PATRONI/_CONSUL/_REGISTER/_SERVICEオプショナルスコープパラメーターで定義された名
前と、ノードのロールに応じてタグマスター、プライマリ、レプリカ、またはスタンバイリーダーで
サービスを登録するかどうか。デフォルト PATRONI/_CONSUL/_REGISTER/_SERVICE

• PATRONI/_CONSUL/_SERVICE/_TAGS：（オプショナル）ロールとは別に Consulサービスに追加
する追加の静的タグ primary / replica / standby-leader。デフォルトでは、空のリストが使用さ
れます。

• PATRONI/_CONSUL/_SERVICE/_CHECK/_INTERVAL オプショナル 登録された URLに対して
ヘルスチェックを実行する頻度

• PATRONI/_CONSUL/_SERVICE/_CHECK/_TLS/_SERVER/_NAME オ プ シ ョ
ン TLS を介して接続するときに SNI ホストをオーバーライドします。 PA-
TRONI/_CONSUL/_SERVICE/_CHECK/_TLS/_SERVER/_NAME _も参照してください。

3.3.5 etcd

• PATRONI/_ETCD/_PROXY etcdのプロキシ URL。プロキシを使用して etcdに接続する場合、 PA-
TRONI/_ETCD/_PROXYの代わりにこのパラメーターを使用します

• PATRONI/_ETCD/_URL etcdの url、形式は http(s)://(username:password@)host:port
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• PATRONI/_ETCD/_HOSTS 'host1:port1'、'host2:port2'などの形式の etcdエンドポイントのリスト

• PATRONI/_ETCD/_USE/_PROXIESこのパラメーターが trueに設定されている場合、Patroniは PA-
TRONI/_ETCD/_USE/_PROXIESをプロキシのリストと見なし、etcdクラスターのトポロジ検出を
実行しませんが、 PATRONI/_ETCD/_USE/_PROXIESの固定リストに固執します。

• PATRONI/_ETCD/_PROTOCOL http または https、指定しない場合、http が使用されます。 PA-
TRONI/_ETCD/_PROTOCOLまたは PATRONI/_ETCD/_PROTOCOLが指定されている場合、 -
はそれらからプロトコルを取得します。

• PATRONI/_ETCD/_HOST etcdエンドポイントのホスト:ポート。

• PATRONI/_ETCD/_SRVクラスター自動検出の SRVレコードを検索するドメイン。 Patroniは、指
定されたドメインのこれらの SRVサービス名を照会しようとします最初に成功するまでこの順序で
_etcd-client-ssl、_etcd-client、_etcd-ssl、_etcd、_etcd-server-ssl、_etcd-server

。 _etcd-server-sslまたは _etcd-serverの SRVレコードが取得された場合、ETCDピアプロト
コルが使用され、使用可能なメンバーの ETCDを照会します。それ以外の場合、SRVレコードのホ
ストが使用されます。

• PATRONI/_ETCD/_SRV/_SUFFIX 検出中に照会される SRV 名前のサフィックスを構成
します。このフラグを使用して、同じドメインの下の複数の etcd クラスターを区別し
ます。 PATRONI/_ETCD/_SRV/_SUFFIX と組み合わせてのみ動作します。たとえば、
PATRONI_ETCD_SRV_SUFFIX=foo および PATRONI_ETCD_SRV=example.org が設定されている
場合、次の DNS SRVクエリーが作成されます。 _etcd-client-ssl-foo._tcp.example.comおよ
び考えられるすべての ETCD SRVサービス名など。

• PATRONI/_ETCD/_USERNAME etcd認証のユーザー名。

• PATRONI/_ETCD/_PASSWORD etcd認証のパスワード。

• PATRONI/_ETCD/_CACERT ca証明書。存在する場合、検証が有効になります。

• PATRONI/_ETCD/_CERTクライアント証明書を含むファイル。

• PATRONI/_ETCD/_KEYクライアントキーを含むファイル。キーが証明書の一部である場合、空に
することができます。

3.3.6 etcdv3

Etcdv3の環境名は Etcdの場合と似ていますが、変数名で ETCDの代わりに ETCD3を使用する必要があるだ
けです。例 PATRONI_ETCD3_HOST、 PATRONI_ETCD3_CACERTなど。

. 警告

プロトコルバージョン 2で作成されたキーはプロトコルバージョン 3では可視されず、その逆もあるた
め、Patroni構成を更新するだけで Etcdから Etcdv3に切り替えることはできません。さらに、Patroni
は Etcdの gRPC-gatewayプロキシを使用して V3 APIと通信します。これは、TLS共通名認証が不可能
であることを意味します。
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3.3.7 ZooKeeper

• PATRONI/_ZOOKEEPER/_HOSTS ZooKeeper クラスターメンバーのコンマ区切りリスト/"
'host1:port1', 'host2:port2', 'etc...'/"。すべてのエンティティを引用することが重要です。

• PATRONI/_ZOOKEEPER/_USE/_SSLオプショナル SSLを使用するかどうか。デフォルト false。
falseに設定されている場合、SSL固有のパラメーターはすべて無視されます。

• PATRONI/_ZOOKEEPER/_CACERT：（オプショナル）CA証明書。存在する場合、検証が有効に
なります。

• PATRONI/_ZOOKEEPER/_CERTオプショナルクライアント証明書を含むファイル。

• PATRONI/_ZOOKEEPER/_KEYオプショナルクライアントキーを含むファイル。

• PATRONI/_ZOOKEEPER/_KEY/_PASSWORDオプショナルクライアントキーのパスワード。

• PATRONI/_ZOOKEEPER/_VERIFYオプショナル証明書を検証するかどうか。デフォルト true。

• PATRONI/_ZOOKEEPER/_SET/_ACLSオプショナル設定されている場合、作成する各 Zノードに
デフォルトの ACLを適用するように Kazooを構成します。 ACLは'x509'スキーマを想定し、キー
としてプリンシパルを使用し、値のリストとして 1つ以上の権限を使用して辞書として指定する必
要があります。 権限は、 CREATE 、 READ 、 WRITE 、 DELETE または ADMIN のいずれかです。 例
set_acls: {CN=principal1: [CREATE, READ], CN=principal2: [ALL]}。

• PATRONI/_ZOOKEEPER/_AUTH/_DATAオプショナル接続に使用する認証資格情報。 `scheme`が
キーであり、`credential`が値である形式の辞書である必要があります。デフォルトは空の辞書です。

ò 注釈

SSLをサポートするには、 kazoo>=2.6.0をインストールする必要があります。

3.3.8 出展者
• PATRONI/_EXHIBITOR/_HOSTS 'host1,host2,etc...'形式の出展者 ZooKeeperノードの初期リスト。
このリストは、出展者 ZooKeeperクラスタートポロジが変更されるたびに、自動的に更新されます。

• PATRONI/_EXHIBITOR/_PORTエキシビターポート。

3.3.9 Kubernetes

• PATRONI/_KUBERNETES/_BYPASS/_API/_SERVICE オプショナル Kubernetes API と
通信する場合、Patroni は通常 `kubernetes`サービスに依存しています。そのアドレス
は `KUBERNETES_SERVICE_HOST`環境変数を介してポッドで公開されます。 PA-
TRONI_KUBERNETES_BYPASS_API_SERVICE`が ``true` に設定されている場合、Patroniはサービス
の背後にある APIノードのリストを解決し、それらに直接接続します。

• PATRONI/_KUBERNETES/_NAMESPACEオプショナルパトロニポッドが実行されている Kuber-
netes名前空間。デフォルト値は `default`です。
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• PATRONI/_KUBERNETES/_LABELS {label1: value1, label2: value2}フォーマットのラ
ベル。これらのラベルは、現在のクラスターに関連付けられている既存のオブジェクトポッドとエン
ドポイントまたは構成マップを見つけるために使用されます。また、Patroniは、作成するすべての
オブジェクトエンドポイントまたは ConfigMapにそれらを設定します。

• PATRONI/_KUBERNETES/_SCOPE/_LABELオプショナルクラスター名を含むラベルの名前。デ
フォルト値は `cluster-name`です。

• PATRONI/_KUBERNETES/_BOOTSTRAP/_LABELSオプショナル {label1: value1, label2:

value2} 形式のラベル。これらのラベルは、Patroni ポッドの状態が initializing new cluster

、 running custom bootstrap script、 starting after custom bootstrapまたは creating

replicaのいずれかである場合に割り当てられます。

• PATRONI/_KUBERNETES/_ROLE/_LABELロール `primary`、replica`またはその他のカスタム値
を含むラベルの名前。 Patroniは、実行されるポッドにこのラベルを設定します。デフォルト値は
``role` です。

• PATRONI/_KUBERNETES/_LEADER/_LABEL/_VALUE Postgresロールが `primary`の場合のポッ
ドラベルのオプショナル値。デフォルト値は `primary`です。

• PATRONI/_KUBERNETES/_FOLLOWER/_LABEL/_VALUE Postgresロールが `replica`の場合のポ
ッドラベルのオプショナル値。デフォルト値は `replica`です。

• PATRONI/_KUBERNETES/_STANDBY/_LEADER/_LABEL/_VALUE Postgres ロ ー ル が
standby_leaderの場合のポッドラベルのオプショナル値。デフォルト値は primaryです。

• PATRONI/_KUBERNETES/_TMP/_ROLE/_LABEL ロール `primary`または `replica`を含む一時ラ
ベルのオプションの名前。このラベルの値は、常に対応するロールのデフォルトを使用します。必要
な場合にのみ設定します。

• PATRONI/_KUBERNETES/_USE/_ENDPOINTSオプショナル。trueに設定されている場合、Patroni
は ConfigMapの代わりにエンドポイントを使用してリーダー選挙を実行し、クラスター状態を維持
します。

• PATRONI/_KUBERNETES/_POD/_IPオプショナルパトローニが実行されているポッドの IPアド
レス。この値は、`PATRONI_KUBERNETES_USE_ENDPOINTS`が有効な場合に必要で、ポッドの
PostgreSQLが昇格するときにリーダーエンドポイントのサブセットを設定するために使用されます。

• PATRONI/_KUBERNETES/_PORTSオプショナルサービスオブジェクトにポートの名前がある場合、
同じ名前がEndpointオブジェクトに表示される必要があります。それ以外の場合、サービスは機能しま
せん。たとえば、サービスが {Kind: Service, spec: {ports: [{name: postgresql, port:

5432, targetPort: 5432}]}} として定義されている場合、 PATRONI_KUBERNETES_PORTS='[{/

"name/": /"postgresql/", /"port/": 5432}]' を設定する必要があります。Patroni はそ
れを使用してリーダーエンドポイントのサブセットを更新します。このパラメータは、`PA-
TRONI_KUBERNETES_USE_ENDPOINTS`が設定されている場合にのみ使用されます。

• PATRONI/_KUBERNETES/_CACERTオプショナル Kubernetes API SSL証明書の検証中に使用す
る信頼できる CAの証明書を含む CA_BUNDLEファイルを指定します。提供されない場合、patroni
は ServiceAccountシークレットによって提供される値を使用します。

• PATRONI/_RETRIABLE/_HTTP/_CODES再試行する K8s APIからの HTTPステータスコードの
オプショナルリスト。デフォルトでは、Patroniは 500、 503、および 504、または K8s API応答に
retry-after HTTPヘッダーがある場合に再試行します。
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3.3.10 Raft非推奨
• PATRONI/_RAFT/_SELF/_ADDR Raft接続をリッスンする ip:port。 self_addrは、クラスター
の他のノードからアクセスできる必要があります。設定されていない場合、ノードはコンセンサスに
参加しません。

• PATRONI/_RAFT/_BIND/_ADDRオプショナルの Raft接続をリッスンする ip:port。指定しない
場合、 self_addrが使用されます。

• PATRONI/_RAFT/_PARTNER/_ADDRS クラスター内の他の Patroni ノードのリスト /

"'ip1:port1','ip2:port2'/"。すべてのエンティティを引用することが重要です。

• PATRONI/_RAFT/_DATA/_DIR Raftログとスナップショットを保存するディレクトリ。指定しない
場合、現在の作業ディレクトリが使用されます。

• PATRONI/_RAFT/_PASSWORDオプショナル指定されたパスワードで Raftトラフィックを暗号化
します。 cryptography Pythonモジュールが必要です。

3.3.11 PostgreSQL

• PATRONI/_POSTGRESQL/_LISTEN Postgresがリッスンする IPアドレス+ポート。ポートコンポー
ネントがコロンで最後のものつまり listen: 127.0.0.1,127.0.0.2:5432の後に追加される限り、
複数のコンマ区切りアドレスが許可されます。 Patroniは、このリストの最初のアドレスを使用して、
PostgreSQLノードへのローカル接続を確立します。

• PATRONI/_POSTGRESQL/_CONNECT/_ADDRESS他のノードおよびアプリケーションから Post-
gresにアクセスできる IPアドレス+ポート。

• PATRONI/_POSTGRESQL/_PROXY/_ADDRESS Postgres の横で実行されている接続プール pg-
bouncerなどにアクセスできる IPアドレス+ポート。値は proxy_urlとして DCSのメンバーキーに
書き込まれ、サービス検出に使用または役立つ可能性があります。

• PATRONI/_POSTGRESQL/_DATA/_DIR Postgresデータディレクトリの場所。既存または Patroni
によって初期化されます。

• PATRONI/_POSTGRESQL/_CONFIG/_DIR Postgres構成ディレクトリの場所。デフォルトはデー
タディレクトリです。 Patroniによって書き込み可能である必要があります。

• PATRONI/_POSTGRESQL/_BIN_DIR PostgreSQL バ イ ナ リ へ の パ ス 。 pg_ctl、initdb、
pg_controldata、pg_basebackup、postgres、pg_isready、pg_rewind デフォルト値は空の文字列
で、PATH環境変数が実行可能ファイルを見つけるために使用されることを意味します。

• PATRONI/_POSTGRESQL/_BIN/_PG/_CTLオプショナル pg_ctlバイナリのカスタム名。

• PATRONI/_POSTGRESQL/_BIN/_INITDBオプショナル initdbバイナリのカスタム名。

• PATRONI/_POSTGRESQL/_BIN/_PG/_CONTROLDATAオプショナル pg_controldataバイナリ
のカスタム名。

• PATRONI/_POSTGRESQL/_BIN/_PG/_BASEBACKUP オプショナル pg_basebackup バイナリの
カスタム名。

• PATRONI/_POSTGRESQL/_BIN/_POSTGRESオプショナル postgresバイナリのカスタム名。
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• PATRONI/_POSTGRESQL/_BIN/_IS/_READYオプショナル pg_isreadyバイナリのカスタム名。

• PATRONI/_POSTGRESQL/_BIN/_PG/_REWINDオプショナル pg_rewindバイナリのカスタム名。

• PATRONI/_POSTGRESQL/_PGPASS PATRONI/_POSTGRESQL/_PGPASS _パスワードファイル
へのパス。 Patroniは、 pg/_basebackupを実行する前およびその他の状況でこのファイルを作成しま
す。場所は Patroniによって書き込み可能である必要があります。

• PATRONI/_REPLICATION/_USERNAMEレプリケーションユーザー名。ユーザーは初期化中に作
成されます。レプリカはこのユーザーを使用して、ストリーミングレプリケーションを介してレプリ
ケーションソースにアクセスします

• PATRONI/_REPLICATION/_PASSWORDレプリケーションパスワード。ユーザーは初期化中に作
成されます。

• PATRONI/_REPLICATION/_SSLMODE オプショナル PATRONI/_REPLICATION/_SSLMODE
_接続パラメーターにマップします。これにより、クライアントはサーバーとの TLS ネゴ
シエーションモードのタイプを指定できます。各モードの動作の詳細については、 PA-
TRONI/_REPLICATION/_SSLMODE _にアクセスしてください。デフォルトモードは preferです。

• PATRONI/_REPLICATION/_SSLKEYオプショナル PATRONI/_REPLICATION/_SSLKEY _接続
パラメーターにマップします。これは、クライアントの証明書で使用される秘密キーの場所を指定し
ます。

• PATRONI/_REPLICATION/_SSLPASSWORD オ プ シ ョ ナ ル PA-
TRONI/_REPLICATION/_SSLPASSWORD _接続パラメーターにマップします。これは、
PATRONI_REPLICATION_SSLKEYで指定された秘密キーのパスワードを指定します。

• PATRONI/_REPLICATION/_SSLCERTオプショナル PATRONI/_REPLICATION/_SSLCERT _接
続パラメーターにマップします。これは、クライアント証明書の場所を指定します。

• PATRONI/_REPLICATION/_SSLROOTCERT オ プ シ ョ ナ ル PA-
TRONI/_REPLICATION/_SSLROOTCERT _接続パラメーターにマップします。これは、ク
ライアントがサーバーの証明書を検証するために使用する 1つ以上の認証局 CA証明書を含むファ
イルの場所を指定します。

• PATRONI/_REPLICATION/_SSLCRLオプショナル PATRONI/_REPLICATION/_SSLCRL _接続
パラメーターにマップします。これは、証明書失効リストを含むファイルの場所を指定します。クラ
イアントは、このリストに存在する証明書を持つサーバーへの接続を拒否します。

• PATRONI/_REPLICATION/_SSLCRLDIRオプショナルPATRONI/_REPLICATION/_SSLCRLDIR
_接続パラメーターにマップします。これは、証明書失効リストを含むファイルが含まれるディレク
トリの場所を指定します。クライアントは、このリストに存在する証明書を持つサーバーへの接続
を拒否します。

• PATRONI/_REPLICATION/_SSLNEGOTIATION オ プ シ ョ ナ ル PA-
TRONI/_REPLICATION/_SSLNEGOTIATION _接続パラメーターにマップします。これは、
SSLが使用される場合、SSL暗号化がサーバーとネゴシエートされる方法を制御します。

• PATRONI/_REPLICATION/_GSSENCMODE オ プ シ ョ ナ ル PA-
TRONI/_REPLICATION/_GSSENCMODE _接続パラメーターにマップします。これは、安
全な GSS TCP/IP接続をサーバーとネゴシエートするかどうか、またはその優先順位を決定します
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• PATRONI/_REPLICATION/_CHANNEL/_BINDING オ プ シ ョ ナ ル PA-
TRONI/_REPLICATION/_CHANNEL/_BINDING _接続パラメーターにマップします。これ
は、クライアントのチャネルバインディングの使用を制御します。

• PATRONI/_SUPERUSER/_USERNAMEスーパーユーザーの名前、初期化 initdb中に設定され、後
で Patroniが postgresに接続するために使用されます。また、このユーザーは pg_rewindによって使
用されます。

• PATRONI/_SUPERUSER/_PASSWORDスーパーユーザーのパスワード、初期化 initdb中に設定し
ます。

• PATRONI/_SUPERUSER/_SSLMODEオプショナル PATRONI/_SUPERUSER/_SSLMODE _接続
パラメーターにマップします。これにより、クライアントはサーバーとのTLSネゴシエーションモード
のタイプを指定できます。各モードの動作の詳細については、PATRONI/_SUPERUSER/_SSLMODE
_にアクセスしてください。デフォルトモードは preferです。

• PATRONI/_SUPERUSER/_SSLKEYオプショナル PATRONI/_SUPERUSER/_SSLKEY _接続パラ
メーターにマップします。これは、クライアントの証明書で使用される秘密キーの場所を指定します。

• PATRONI/_SUPERUSER/_SSLPASSWORDオプショナルPATRONI/_SUPERUSER/_SSLPASSWORD
_接続パラメーターにマップします。これは、 PATRONI_SUPERUSER_SSLKEYで指定された秘密キー
のパスワードを指定します。

• PATRONI/_SUPERUSER/_SSLCERTオプショナル PATRONI/_SUPERUSER/_SSLCERT _接続パ
ラメーターにマップします。これは、クライアント証明書の場所を指定します。

• PATRONI/_SUPERUSER/_SSLROOTCERTオプショナルPATRONI/_SUPERUSER/_SSLROOTCERT
_接続パラメーターにマップします。これは、クライアントがサーバーの証明書を検証するために使
用する 1つ以上の認証局 CA証明書を含むファイルの場所を指定します。

• PATRONI/_SUPERUSER/_SSLCRL オプショナル PATRONI/_SUPERUSER/_SSLCRL _接続パラ
メーターにマップします。これは、証明書失効リストを含むファイルの場所を指定します。クライア
ントは、このリストに存在する証明書を持つサーバーへの接続を拒否します。

• PATRONI/_SUPERUSER/_SSLCRLDIR オプショナル PATRONI/_SUPERUSER/_SSLCRLDIR _
接続パラメーターにマップします。これは、証明書失効リストを含むファイルが含まれるディレクト
リの場所を指定します。クライアントは、このリストに存在する証明書を持つサーバーへの接続を拒
否します。

• PATRONI/_SUPERUSER/_SSLNEGOTIATION オ プ シ ョ ナ ル PA-
TRONI/_SUPERUSER/_SSLNEGOTIATION _接続パラメーターにマップします。これは、
SSLが使用される場合、SSL暗号化がサーバーとネゴシエートされる方法を制御します。

• PATRONI/_SUPERUSER/_GSSENCMODEオプショナルPATRONI/_SUPERUSER/_GSSENCMODE
_接続パラメーターにマップします。これは、安全な GSS TCP/IP接続をサーバーとネゴシエートす
るかどうか、またはその優先順位を決定します

• PATRONI/_SUPERUSER/_CHANNEL/_BINDING オ プ シ ョ ナ ル PA-
TRONI/_SUPERUSER/_CHANNEL/_BINDING _接続パラメーターにマップします。これは、
クライアントのチャネルバインディングの使用を制御します。

• PATRONI/_REWIND/_USERNAME pg_rewindのユーザーのオプショナルの名前。ユーザーは post-
gres 11+の初期化中に作成され、必要なすべての PATRONI/_REWIND/_USERNAME _が付与され
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ます。

• PATRONI/_REWIND/_PASSWORD pg_rewindのユーザーのオプショナルパスワード。ユーザーは
初期化中に作成されます。

• PATRONI/_REWIND/_SSLMODEオプショナル PATRONI/_REWIND/_SSLMODE _接続パラメー
ターにマップします。これにより、クライアントはサーバーとの TLSネゴシエーションモードのタ
イプを指定できます。各モードの動作の詳細については、PATRONI/_REWIND/_SSLMODE _にア
クセスしてください。デフォルトモードは preferです。

• PATRONI/_REWIND/_SSLKEYオプショナル PATRONI/_REWIND/_SSLKEY _接続パラメーター
にマップします。これは、クライアントの証明書で使用される秘密キーの場所を指定します。

• PATRONI/_REWIND/_SSLPASSWORDオプショナル PATRONI/_REWIND/_SSLPASSWORD _接
続パラメーターにマップします。これは、 PATRONI_REWIND_SSLKEYで指定された秘密キーのパス
ワードを指定します。

• PATRONI/_REWIND/_SSLCERT オプショナル PATRONI/_REWIND/_SSLCERT _接続パラメー
ターにマップします。これは、クライアント証明書の場所を指定します。

• PATRONI/_REWIND/_SSLROOTCERT オプショナル PATRONI/_REWIND/_SSLROOTCERT _
接続パラメーターにマップします。これは、クライアントがサーバーの証明書を検証するために使用
する 1つ以上の認証局 CA証明書を含むファイルの場所を指定します。

• PATRONI/_REWIND/_SSLCRLオプショナル PATRONI/_REWIND/_SSLCRL _接続パラメーター
にマップします。これは、証明書失効リストを含むファイルの場所を指定します。クライアントは、
このリストに存在する証明書を持つサーバーへの接続を拒否します。

• PATRONI/_REWIND/_SSLCRLDIRオプショナル PATRONI/_REWIND/_SSLCRLDIR _接続パラ
メーターにマップします。これは、証明書失効リストを含むファイルが含まれるディレクトリの場
所を指定します。クライアントは、このリストに存在する証明書を持つサーバーへの接続を拒否し
ます。

• PATRONI/_REWIND/_SSLNEGOTIATIONオプショナルPATRONI/_REWIND/_SSLNEGOTIATION
_接続パラメーターにマップします。これは、SSLが使用される場合、SSL暗号化がサーバーとネゴ
シエートされる方法を制御します。

• PATRONI/_REWIND/_GSSENCMODEオプショナル PATRONI/_REWIND/_GSSENCMODE _接
続パラメーターにマップします。これは、安全な GSS TCP/IP接続をサーバーとネゴシエートするか
どうか、またはその優先順位を決定します

• PATRONI/_REWIND/_CHANNEL/_BINDING オ プ シ ョ ナ ル PA-
TRONI/_REWIND/_CHANNEL/_BINDING _接続パラメーターにマップします。これは、ク
ライアントのチャネルバインディングの使用を制御します。

3.3.12 REST API

• PATRONI/_RESTAPI/_CONNECT/_ADDRESS REST APIにアクセスするための IPアドレスとポー
ト。

• PATRONI/_RESTAPI/_LISTEN HAProxyのヘルスチェック情報を提供するために、Patroniがリッ
スンする IPアドレスとポート。
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• PATRONI/_RESTAPI/_USERNAME安全でない REST APIエンドポイントを保護するための Basic-
authユーザー名。

• PATRONI/_RESTAPI/_PASSWORD安全でない REST APIエンドポイントを保護するための Basic-
authパスワード。

• PATRONI/_RESTAPI/_CERTFILE PEM形式の証明書を含むファイルを指定します。 certfileが指
定されないか、空のままの場合、APIサーバーは SSLなしで動作します。

• PATRONI/_RESTAPI/_KEYFILE PEM形式の秘密キーを含むファイルを指定します。

• PATRONI/_RESTAPI/_KEYFILE/_PASSWORDキーファイルを復号するためのパスワードを指定
します。

• PATRONI/_RESTAPI/_CAFILEクライアント証明書の検証中に使用する、信頼できる CAの証明書
を含む CA_BUNDLEを含むファイルを指定します。

• PATRONI/_RESTAPI/_CIPHERS オプショナル 許可される暗号スイートを指定します 例
/"ECDHE-RSA-AES256-GCM-SHA384:DHE-RSA-AES256-GCM-SHA384:ECDHE-RSA-AES128-
GCM-SHA256:DHE-RSA-AES128- GCM-SHA256:!SSLv1:!SSLv2:!SSLv3:!TLSv1:!TLSv1.1/")

• PATRONI/_RESTAPI/_VERIFY/_CLIENT none デフォルト、 optional または required none

REST APIがクライアント証明書をチェックしない場合。すべての REST API呼び出しに required

クライアント証明書が必要な場合。すべての安全でない REST APIエンドポイントに optionalクラ
イアント証明書が必要な場合。 requiredを使用する場合、証明書の署名検証が成功した場合、クラ
イアント認証は成功します。 optionalの場合、クライアント証明書は PUT、 POST、 PATCH、およ
び DELETE要求についてのみチェックされます。

• PATRONI/_RESTAPI/_ALLOWLISTオプショナル安全でない REST APIエンドポイントを呼び出
すことができるホストのセットを指定します。単一の要素は、CIDR表記を使用したホスト名、IPア
ドレス、またはネットワークアドレスです。デフォルトでは allow allが使用されます。 allowlist

または allowlist_include_membersが設定されている場合、含まれないものは拒否されます。

• PATRONI/_RESTAPI/_ALLOWLIST/_INCLUDE/_MEMBERSオプショナル trueに設定すると、
DCSに登録されている他のクラスターメンバーから安全でない REST APIエンドポイントにアクセ
スできます IPアドレスまたはホスト名はメンバー api_urlから取得されます。 OSが発信接続に別
の IPを使用する場合があることに注意してください。

• PATRONI/_RESTAPI/_HTTP/_EXTRA/_HEADERSオプショナルの HTTPヘッダーにより、REST
APIサーバーは HTTP応答で追加情報を渡します。

• PATRONI/_RESTAPI/_HTTPS/_EXTRA/_HEADERSオプショナルのHTTPSヘッダーにより、TLS
が有効になっているときに REST API サーバーは HTTP 応答で追加情報を渡します。これは、
http_extra_headersで設定された追加情報も渡します。

• PATRONI/_RESTAPI/_REQUEST/_QUEUE/_SIZE：（オプショナル） Patroni REST APIが使用す
る TCPソケットの要求キューサイズを設定します。 キューがいっぱいになると、それ以降の要求
は/"Connection denied/"エラーを取得します。デフォルト値は 5です。

• PATRONI/_RESTAPI/_SERVER/_TOKENS オプショナル Server HTTPヘッダーの値を構成しま
す。 Originalデフォルトは、元の動作を公開し、BaseHTTPおよび Pythonバージョンを表示しま
す。 BaseHTTP/0.6 Python/3.12.3。 Minimalヘッダーには Patroniバージョンのみが含まれます。
例 Patroni/4.0.0。 ProductOnlyヘッダーには製品名のみが含まれます。例 Patroni。
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. 警告

• PATRONI_RESTAPI_CONNECT_ADDRESSは、特定の Patroniクラスターのすべてのノードからアク
セスできる必要があります。内部的に Patroniは、リーダーレース中にそれを使用して、レプリ
ケーションラグを最小限に抑えたノードを見つけます。

• クライアント証明書の検証を有効にしている場合 PATRONI_RESTAPI_VERIFY_CLIENT

が required に 設 定 さ れ て い る 場 合 、 PATRONI_RESTAPI_VERIFY_CLIENT は
PATRONI_CTL_CERTFILE 、 PATRONI_CTL_KEYFILE 、 PATRONI_CTL_KEYFILE_PASSWORD に
PATRONI_RESTAPI_VERIFY_CLIENT を提供します。提供されない場合、Patroni は正しく動作し
ません。

3.3.13 CTL

• PATRONICTL/_CONFIG/_FILEオプションの構成ファイルの場所。

• PATRONI/_CTL/_USERNAME オプショナル 保護された REST APIエンドポイントにアクセスす
るための基本認証ユーザー名。提供されない場合、 PATRONI/_CTL/_USERNAME は REST API
の/"username/"パラメーターで提供された値を使用します。

• PATRONI/_CTL/_PASSWORD オプショナル 保護された REST API エンドポイントにアクセスす
るための基本認証パスワード。提供されない場合、 PATRONI/_CTL/_PASSWORD は REST API
の/"password/"パラメーターで指定された値を使用します。

• PATRONI/_CTL/_INSECUREオプショナル SSL証明書を検証せずに REST APIへの接続を許可し
ます。

• PATRONI/_CTL/_CACERTオプショナル REST API SSL証明書の検証中に使用する信頼できる CA
の証明書が含まれる CA_BUNDLEファイルまたはディレクトリを指定します。提供されない場合、
PATRONI/_CTL/_CACERTは REST APIの/"cafile/"パラメーターで指定された値を使用します。

• PATRONI/_CTL/_CERTFILE：（オプショナル）PEM形式のクライアント証明書を含むファイルを
指定します。

• PATRONI/_CTL/_KEYFILE：（オプショナル）PEM形式のクライアント秘密キーを含むファイル
を指定します。

• PATRONI/_CTL/_KEYFILE/_PASSWORDオプショナルクライアントキーファイルを復号するた
めのパスワードを指定します。

Patroni構成には 3種類があります。

• グローバル dynamic configuration。
これらのオプションは DCS分散構成ストアに保存され、すべてのクラスターノードに適用さ
れます。動的構成は、 patronictl edit-configツールまたは Patroni patronictl edit-configを使用し
て、いつでも設定できます。変更されたオプションが起動構成の一部でない場合、それらは次
のウェイクアップサイクルですべてのノードに非同期的に適用され、その後リロードされます。
ノードが構成を適用するために再起動が必要な場合コンテキストポストマスターを使用した
patronictl edit-config _の場合、値が変更された場合、これを示す特別なフラグ pending_restart

が members.data JSONに設定されます。さらに、ノードステータスは /"restart_pending/":

trueを表示することによりこれを示します。
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• ローカル configuration file patroni.yml。
これらのオプションは構成ファイルで定義され、動的構成より優先されます。 patroni.yml

は、 SIGHUPを Patroniプロセスに送信するか、 POST /reload REST-API要求を実行するか、
patroni.ymlを実行することにより、実行時に Patroniを再起動せずに変更およびリロードで
きます。ローカル構成は、単一の YAMLファイルまたはディレクトリのいずれかです。ディレ
クトリの場合、そのディレクトリ内のすべての YAMLファイルは、ソートされた順序で 1つず
つロードされます。キーが複数のファイルで定義されている場合、最後のファイルの出現が優
先されます。

• Environment configuration。
一部の/"Local/"構成パラメーターを環境変数で設定/オーバーライドすることが可能です。環境
構成は、動的環境で実行しており、一部のパラメーターを事前に知らない場合に非常に役立ち
ますたとえば、 docker内で実行している場合、外部 IPアドレスを知ることはできません。

3.4 重要なルール
3.4.1 Patroniによって制御される PostgreSQLパラメーター
一部の PostgreSQLパラメーター must hold the same values on the primary and the replicas。これらの場
合、 must hold the same values on the primary and the replicas。それらの値を変更または設定するには、
DCSの共有構成を変更する必要があります。以下は、このようなパラメーターの実際のリストとデフォル
トおよび最小値です。

• max_connectionsデフォルト値 100、最小値 25

• max_locks_per_transactionデフォルト値 64、最小値 32

• max_worker_processesデフォルト値 8、最小値 2

• max_prepared_transactionsデフォルト値 0、最小値 0

• wal_levelデフォルト値 hot_standby、受け入れられた値 hot_standby、レプリカ、論理

• track_commit_timestampデフォルト値 off

以下のパラメーターの場合、PostgreSQLは、プライマリとすべてのレプリカの間で値が等しい必要はあり
ません。ただし、レプリカがいつでもプライマリになる可能性を考慮すると、それらを別に設定することは
あまり意味がありません。したがって、Patroni restricts setting their values to the Patroni restricts setting
their values to the。

• max_wal_sendersデフォルト値 10、最小値 3

• max_replication_slotsデフォルト値 10、最小値 4

• wal_keep_segmentsデフォルト値 8、最小値 1

• wal_keep_sizeデフォルト値 128MB、最小値 16MB

• wal_log_hints :on

これらのパラメーターは検証されて、正常であること、または最小値を満たしていることが確認されます。

Patroniによって制御される Postgresパラメーターは他にもいくつかあります。
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• listen_addresses - postgresql.listenまたは PATRONI_POSTGRESQL_LISTEN環境変数から設定され
ます

• port - postgresql.listenまたは PATRONI_POSTGRESQL_LISTEN環境変数から設定されます

• cluster_name - scopeまたは PATRONI_SCOPE環境変数から設定されます

• hot_standby: on

安全のため、上記のリストのパラメーターは postgresql.confに書き込まれ、引数のリストとして postgres

に渡され、最高の優先順位を与えます wal_keep_segmentsおよび wal_keep_sizeを除きます。

postgresql.listen、 postgresql.listen、その postgresql.listen、つまり Patroni postgresql.listenまたは post-
gresql.listen変数を介して postgresql.listen、 postgresql.listenのようなパラメーターもあります。ほとん
どの場合、ローカル構成は動的構成をオーバーライドします。

ローカルまたは動的構成オプションを適用すると、次のアクションが実行されます。

• ノードは最初に `postgresql.base.conf`ファイルが存在するかどうか、または custom_confパラメータ
が設定されているかどうかを確認します。

• custom_confパラメータが設定されている場合、指定されたファイルはベース構成として使用され、
`postgresql.base.conf`および `postgresql.conf`を無視します。

• custom_conf パラメータが設定されず、`postgresql.base.conf`が存在する場合、名前が変更された
/"original/"構成が含まれ、ベース構成として使用されます。

• custom_conf も `postgresql.base.conf`も存在しない場合、元の `postgresql.conf`の名前が `post-
gresql.base.conf`に名前変更され、ベース構成として使用されます。

• 動的オプション上記の例外を含むは `postgresql.conf`にダンプされ、インクルードは `postgresql.conf`で
ベース構成 `postgresql.base.conf`または custom_conf のファイルのいずれかに設定されます。した
がって、構成ファイルを再度読み取って、インクルードが存在するかどうかを確認することなく、新
しいオプションを適用できます。

• Patroniがクラスターを管理するために必要な一部のパラメーターは、コマンドラインを使用してオー
バーライドされます。

• 再起動が必要なオプションが変更される場合 pg_settingsのコンテキストとこれらのオプションの実
際の値を確認する必要があります。そのノードに pending_restartフラグが設定されます。このフラグ
は、再起動時にリセットされます。

パラメーターは次の順序で適用されますランタイムに最高の優先順位が与えられます。

1. ファイル `postgresql.base.conf`または custom_conf ファイル設定されている場合からパラメータを
ロードします

2. ファイル `postgresql.conf`からパラメータをロードします

3. ファイル `postgresql.auto.conf`からパラメータをロードします

4. `-o --name=value`を使用した実行時パラメーター

これにより、すべてのノードの構成 2、ALTER SYSTEMを使用した特定のノードの構成 3が可能になり、パ
トロニの実行に不可欠なパラメーターが適用されるように保証 4、および `postgresqlを管理する構成ツー
ルの余地を残します。 Patroniを介さずに conf`を直接呼び出します (1)。
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3.4.2 共有メモリに影響を与える PostgreSQLパラメーター
PostgreSQLには、使用する共有メモリのサイズを決定するパラメーターがいくつかあります。

• max_connections

• max_prepared_transactions

• max_locks_per_transaction

• max_wal_senders

• max_worker_processes

これらのパラメーターを変更するには、PostgreSQLの再起動を有効にする必要があり、共有メモリ構造を
プライマリノードよりもスタンバイノードで小さくすることはできません。

前に説明したように、パトローニは、通常次のもので構成される dynamic configurationを介して値の変更
を制限します。

1. patronictl edit-configまたは REST API /configエンドポイントを介して変更を適用する

2. patronicl restart または REST API /restartエンドポイントを介したノードの再起動

Note: Note: コマンドまたは REST API /restartエンドポイントを介して PostgreSQLノードの再起動を
実行する必要があることに注意してください。 Patroniデーモンを再起動することにより PostgreSQLを再
起動しようとします。たとえば、 systemctl restart patroniを実行すると、プライマリノードを再起
動している場合、クラスターでフェールオーバーが発生する可能性があります。

ただし、これらの設定は共有メモリを管理するため、ノードを再起動するときに追加の注意を払う必要が
あります。

• これらの設定の値を increaseする場合

1. 最初にすべてのスタンバイを再起動します

2. その後、プライマリを再起動します

• これらの設定の値を decreaseする場合

1. 最初にプライマリを再起動します

2. その後、すべてのスタンバイを再起動します

Note: これらの設定の値を Note: した後、すべてのノードを一度に再起動しようとすると、Patroniは変
更を無視し、元の設定値でスタンバイを再起動するため、後でスタンバイを再度再起動する必要がありま
す。 Patroniは、スタンバイノードの pg_controldata で表示されるものよりも低い値に PostgreSQLは
`FATAL`メッセージで終了するため、スタンバイが無限クラッシュループに入ることを防ぐためにこれを
行います。言い換えれば、プライマリでのこれらの変更に関してプライマリで pg_controldataが最新の
状態になった場合にのみ、スタンバイの設定を下げることができます。

その詳細については、 PostgreSQL Administrator's Overview _を参照してください。
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3.4.3 Patroni構成パラメーター
また、次の Patroni構成オプション can be changed only dynamically。

• ttl 30

• loop_wait :10

• retry_timeouts :10

• maximum_lag_on_failover 1048576

• max_timelines_history : 0

• check_timeline :false

• postgresql.use_slots :true

これらのオプションを変更すると、Patroniは DCSに保存されている構成の関連セクションを読み取り、そ
の実行時値を変更します。

Patroniノードは、構成が Postgresデータディレクトリにあるファイル patroni.dynamic.jsonに変更さ
れるたびに、ディスクの DCSオプションの状態をダンプしています。これらのオプションが DCSに完全
に存在しない場合、または無効な場合、リーダーのみがオンディスクダンプからこれらのオプションを復
元できます。

3.5 構成の生成と検証
Patroniは、Patroni local configuration生成と検証のためのコマンドラインインターフェイスを提供します。
patroni実行可能ファイルを使用すると、次のことができます。

• サンプルのローカル Patroni構成を作成します。

• ローカルで実行されている PostgreSQLインスタンスの Patroni構成ファイルを作成しますたとえば
Patroni integrationの準備手順として。

• 指定された Patroni構成ファイルを検証します。

3.5.1 Patroni構成のサンプル

patroni --generate-sample-config [configfile]

説明

yaml形式でサンプルの Patroni構成ファイルを生成します。パラメーター値は yamlを使用して定義され
ます。それ以外の場合、パトロニで使用されるデフォルトまたはユーザーが後で定義する値の #FIXME文
字列。

一部のデフォルト値は、ローカル設定に基づいて定義されます。

• postgresql.listen現在のマシンのホスト名と標準の 5432ポートの gethostname呼び出しによって返
された IPアドレス。
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• postgresql.connect_address現在のマシンのホスト名と標準の 5432ポートの gethostname呼び出し
によって返された IPアドレス。

• postgresql.authentication.rewindは、PostgreSQLバージョンをバイナリから定義でき、バージョン
が 11以降の場合にのみ定義されます。

• restapi.listen現在のマシンのホスト名と標準の 8008ポートの gethostname呼び出しによって返さ
れた IPアドレス。

• restapi.connect_address現在のマシンのホスト名と標準の 8008ポートの gethostname呼び出しに
よって返された IPアドレス。

パラメーター

configfile -結果の保存に使用される構成ファイルへのフルパス。提供されない場合、結果は stdoutに
送信されます。

3.5.2 実行中のインスタンスの Patroni構成

patroni --generate-config [--dsn DSN] [configfile]

説明

ローカルで実行されている PostgreSQLインスタンスの yaml形式で Patroni構成を生成します。 PostgreSQL
接続には、提供された DSN優先または PostgreSQL yaml _のいずれかが使用されます。パスワードを提供
しない場合、プロンプトから入力する必要があります。

ソース Postgresインスタンスで定義されたすべての非内部 GUCは、構成ファイル、postmasterコマンドラ
イン、または環境変数を介して設定された場合とは無関係に、次の Patroni構成パラメーターのソースとし
て使用されます。

• scope cluster_name GUC値。

• postgresql.listen listen_addressesおよび port GUC値。

• postgresql.datadir data_directory GUC値。

• postgresql.parameters archive_command 、 restore_command 、 archive_cleanup_command 、
recovery_end_command、 ssl_passphrase_command、 hba_file、 ident_file、 config_file

GUC値。

• bootstrap.dcs収集された他のすべての PostgreSQL GUC。

scope、 postgresql.listenまたは postgresql.datadirが Postgres GUCから設定されていない場合、
各 scope値が使用されます。

値定義に適用される他のルール

• name PATRONI_NAME環境変数設定されている場合は値、それ以外の場合は、現在のマシンのホスト名。

• postgresql.bin_dir実行中のインスタンスから収集された Postgresバイナリへのパス。
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• postgresql.connect_address現在のマシンのホスト名とインスタンス接続または port GUC値に使用
されるポートの gethostname呼び出しによって返された IPアドレス。

• postgresql.authentication.superuserインスタンス接続に使用される構成。

• postgresql.pg_hbaソースインスタンスの hba_fileから収集された行。

• postgresql.pg_identソースインスタンスの ident_fileから収集された行。

• restapi.listen現在のマシンのホスト名と標準の 8008ポートの gethostname呼び出しによって返さ
れた IPアドレス。

• restapi.connect_address現在のマシンのホスト名と標準の 8008ポートの gethostname呼び出しに
よって返された IPアドレス。

Environment configurationを使用して定義された他のパラメーターも構成に含まれます。

パラメーター

configfile

結果の保存に使用される構成ファイルへのフルパス。提供されない場合、結果は stdoutに送信され
ます。

dsn

GUC値を取得するローカル PostgreSQLインスタンスのオプションの DSN文字列。

3.5.3 Patroni構成の検証

patroni --validate-config [configfile] [--ignore-listen-port | -i]

説明

指定された Patroni構成を検証し、失敗したチェックに関する情報を出力します。

パラメーター

configfile

確認する構成ファイルへのフルパス。指定されない場合、またはファイルが存在しない
場合、 PATRONI_CONFIG_VARIABLE 環境変数から読み取るか、設定されていない場合は
PATRONI_CONFIG_VARIABLEから読み取ろうとします。

--ignore-listen-port | -i

configfileの検証時に既に使用されている listenポートのバインド失敗を無視するオプションの
フラグ。

--print | -p

検証が成功した後に、ローカル構成環境構成オーバーライドを含むを印刷するオプションのフラグ。
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Patroniには、リーダーレース中に Patroni自分自身によって使用され、フェイルオーバー/スイッチオーバー/
再初期化/リスタート/リロードを実行するために patroniclツールによって使用され、HAProxyまたはその
他の種類のロードバランサーが HTTPヘルスチェックを実行します、もちろんモニタリングにも使用でき
ます。以下に、Patroni REST APIエンドポイントのリストを示します。

4.1 ヘルスチェックエンドポイント
すべてのヘルスチェック GET要求に対して、Patroniは、ノードのステータスと HTTPステータスコード
を含む JSONドキュメントを結果ます。 JSONドキュメントが不要または不要な場合は、 GETの代わりに
HEADまたは OPTIONSメソッドの使用を検討することができます。

• Patroni REST APIへの次の要求は、Patroniノードがリーダーロックを使用してプライマリとして実
行されている場合にのみ、HTTPステータスコード 200を結果ます。

– GET /

– GET /primary

– GET /read-write

• GET /standby-leaderは、Patroniノードが GET /standby-leaderのリーダーとして実行されてい
る場合にのみ HTTPステータスコード GET /standby-leaderを返します。

• GET /leader パトローニノードがリーダーロックがある場合、HTTP ステータスコード GET /

leader を結果ます。以前の 2 つのエンドポイントとの主な違いは、 PostgreSQL が primary また
は standby_leaderとして実行されているかどうかを考慮していないことです。

• GET /replicaレプリカヘルスチェックエンドポイント。 Patroniノードが running状態にあり、ロー
ルが replica で、 noloadbalance タグが設定されていない場合にのみ、HTTPステータスコード
GET /replicaを返します。

• GET /replica?lag=<max-lag>レプリカチェックエンドポイント。 replicaからのチェックに加え
て、レプリケーションレイテンシーもチェックし、指定された値を下回る場合にのみステータスコード
GET /replica?lag=<max-lag>を返します。 DCSのキー cluster.last_leader_operationは、リーダー
wal位置と、パフォーマンス上の理由からレプリカのレイテンシの計算に使用されます。max-lagは、
バイト整数または人間が読み取り可能な値で指定できます。たとえば、 16KB、64MB、1GB。

– GET /replica?lag=1048576

– GET /replica?lag=1024kB

– GET /replica?lag=10MB

– GET /replica?lag=1GB
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• GET /replica?tag_key1=value1&tag_key2=value2 レプリカチェックエンドポイント。さらに、
yaml構成管理の GET /replica?tag_key1=value1&tag_key2=value2セクションのユーザー定義タ
グ key1および key2とそれぞれの値もチェックします。タグがインスタンスに定義されていない場
合、または yaml構成の値が照会値と一致しない場合、HTTPステータスコード 503が返されます。

次の要求では、リーダーまたはスタンバイリーダーステータスをチェックしているため、Patroniは
ユーザー定義タグを適用せず、無視されます。

– GET /?tag_key1=value1&tag_key2=value2

– GET /leader?tag_key1=value1&tag_key2=value2

– GET /primary?tag_key1=value1&tag_key2=value2

– GET /read-write?tag_key1=value1&tag_key2=value2

– GET /standby_leader?tag_key1=value1&tag_key2=value2

– GET /standby-leader?tag_key1=value1&tag_key2=value2

• GET /read-only上記のエンドポイントと似ていますが、プライマリも含まれます。

• GET /synchronousまたは GET /syncパトロニノードが同期スタンバイとして実行されている場合
にのみ HTTPステータスコード GET /synchronousを結果ます。

• GET /read-only-sync上記のエンドポイントと似ていますが、プライマリも含まれます。

• GET /quorumは、このパトロニノードがプライマリの synchronous_standby_namesにクォーラム
ノードとしてリストされている場合にのみ、HTTPステータスコード GET /quorumを返します。

• GET /read-only-quorum上記のエンドポイントと似ていますが、プライマリも含まれます。

• GET /asynchronousまたは GET /asyncパトロニノードが非同期スタンバイとして実行されている
場合にのみ HTTPステータスコード GET /asynchronousを結果ます。

• GET /asynchronous?lag=<max-lag>または GET /async?lag=<max-lag>非同期スタンバイチェッ
クエンドポイント。 asynchronousまたは asyncからのチェックに加えて、レプリケーションレイ
テンシーもチェックし、指定された値を下回る場合にのみステータスコード GET /asynchronous?

lag=<max-lag>を返します。 DCSのキー cluster.last_leader_operationは、リーダー wal位置と、パ
フォーマンス上の理由からレプリカのレイテンシの計算に使用されます。 max-lagは、バイト整数ま
たは人間が読み取り可能な値で指定できます。たとえば、 16KB、64MB、1GB。

– GET /async?lag=1048576

– GET /async?lag=1024kB

– GET /async?lag=10MB

– GET /async?lag=1GB

• GET /health PostgreSQLが稼働している場合にのみ HTTPステータスコード GET /healthを結果
ます。

• GET /livenessパトロニハートビートループが正常に実行されている場合は HTTPステータスコー
ド GET /livenessを返し、最後の実行がプライマリで ttl秒以上前またはレプリカで 2*ttlであ
る場合は GET /livenessを返します。 livenessProbeに使用できます。

52 第 4章 Patroni REST API



Patroni,リリース 4.1.0

• GET /readiness?lag=<max-lag>&mode=apply|writeは、Patroniノードがリーダーとして実行され
ている場合、または PostgreSQLがアップしていて、レプリケートしており、リーダーからそれほど離
れていない場合に、HTTPステータスコード GET /readiness?lag=<max-lag>&mode=apply|write

を返します。 lagパラメーターは、スタンバイがどの程度遅延することを許可するかを設定します。
デフォルトは maximum_lag_on_failoverです。ラグは、バイトまたは人間が可読な値で指定できま
す。たとえば 16KB、64MB、1GB。モードは、WALを再生する必要があるかどうかを設定するか、
受信したばかりであるかどうかを設定します。デフォルトは applyです。

Kubernetes readinessProbeとして使用される場合、リーダーに追いついた場合にのみ、新しく開始
されたポッドの準備が整います。これと PodDisruptionBudgetと組み合わせると、ノードのローリン
グ再起動中にリーダーが早期に終了するのを防ぎます。また、レプリケーションに追いつけないレ
プリカが読み取り専用トラフィックをサービスしないようにします。このエンドポイントは、リー
ダー選挙 OpenShiftに Kubernetesエンドポイントを使用できない場合、 readinessProbeに使用で
きます。

livenessエンドポイントは非常に軽量で、 SQLは実行しません。プローブは、リーダーキーの有効期限
が間もなくエキスパイアと失敗し始めるように構成する必要があります。デフォルト値の ttl 30s例では、
プローブは次のようになります。

readinessProbe:

httpGet:

scheme: HTTP

path: /readiness

port: 8008

initialDelaySeconds: 3

periodSeconds: 10

timeoutSeconds: 5

successThreshold: 1

failureThreshold: 3

livenessProbe:

httpGet:

scheme: HTTP

path: /liveness

port: 8008

initialDelaySeconds: 3

periodSeconds: 10

timeoutSeconds: 5

successThreshold: 1

failureThreshold: 3

4.2 モニタリングエンドポイント
GET /patroniは、リーダーレース中にパトローニによって使用されます。監視システムで使用される場
合もあります。このエンドポイントによって生成される JSONドキュメントは、ヘルスチェックエンドポ
イントによって生成される JSONと同じ構造です。

Example: 正常なクラスター
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$ curl -s http://localhost:8008/patroni | jq .

{

"state": "running",

"postmaster_start_time": "2024-08-28 19:39:26.352526+00:00",

"role": "primary",

"server_version": 160004,

"xlog": {

"location": 67395656

},

"timeline": 1,

"replication": [

{

"usename": "replicator",

"application_name": "patroni2",

"client_addr": "10.89.0.6",

"state": "streaming",

"sync_state": "async",

"sync_priority": 0

},

{

"usename": "replicator",

"application_name": "patroni3",

"client_addr": "10.89.0.2",

"state": "streaming",

"sync_state": "async",

"sync_priority": 0

}

],

"dcs_last_seen": 1692356718,

"tags": {

"clonefrom": true

},

"database_system_identifier": "7268616322854375442",

"patroni": {

"version": "4.0.0",

"scope": "demo",

"name": "patroni1"

}

}

Example: ロック解除されたクラスター

$ curl -s http://localhost:8008/patroni | jq .

{

"state": "running",

"postmaster_start_time": "2024-08-28 19:39:26.352526+00:00",
(次のページに続く)
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"role": "replica",

"server_version": 160004,

"xlog": {

"received_location": 67419744,

"replayed_location": 67419744,

"replayed_timestamp": null,

"paused": false

},

"timeline": 1,

"replication": [

{

"usename": "replicator",

"application_name": "patroni2",

"client_addr": "10.89.0.6",

"state": "streaming",

"sync_state": "async",

"sync_priority": 0

},

{

"usename": "replicator",

"application_name": "patroni3",

"client_addr": "10.89.0.2",

"state": "streaming",

"sync_state": "async",

"sync_priority": 0

}

],

"cluster_unlocked": true,

"dcs_last_seen": 1692356928,

"tags": {

"clonefrom": true

},

"database_system_identifier": "7268616322854375442",

"patroni": {

"version": "4.0.0",

"scope": "demo",

"name": "patroni1"

}

}

Example: Example: が有効になったロック解除されたクラスター

$ curl -s http://localhost:8008/patroni | jq .

{

"state": "running",

(次のページに続く)
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"postmaster_start_time": "2024-08-28 19:39:26.352526+00:00",

"role": "replica",

"server_version": 160004,

"xlog": {

"location": 67420024

},

"timeline": 1,

"replication": [

{

"usename": "replicator",

"application_name": "patroni2",

"client_addr": "10.89.0.6",

"state": "streaming",

"sync_state": "async",

"sync_priority": 0

},

{

"usename": "replicator",

"application_name": "patroni3",

"client_addr": "10.89.0.2",

"state": "streaming",

"sync_state": "async",

"sync_priority": 0

}

],

"cluster_unlocked": true,

"failsafe_mode_is_active": true,

"dcs_last_seen": 1692356928,

"tags": {

"clonefrom": true

},

"database_system_identifier": "7268616322854375442",

"patroni": {

"version": "4.0.0",

"scope": "demo",

"name": "patroni1"

}

}

Example: Example: が有効になっているクラスター

$ curl -s http://localhost:8008/patroni | jq .

{

"state": "running",

"postmaster_start_time": "2024-08-28 19:39:26.352526+00:00",

(次のページに続く)
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"role": "replica",

"server_version": 160004,

"xlog": {

"location": 67420024

},

"timeline": 1,

"replication": [

{

"usename": "replicator",

"application_name": "patroni2",

"client_addr": "10.89.0.6",

"state": "streaming",

"sync_state": "async",

"sync_priority": 0

},

{

"usename": "replicator",

"application_name": "patroni3",

"client_addr": "10.89.0.2",

"state": "streaming",

"sync_state": "async",

"sync_priority": 0

}

],

"pause": true,

"dcs_last_seen": 1724874295,

"tags": {

"clonefrom": true

},

"database_system_identifier": "7268616322854375442",

"patroni": {

"version": "4.0.0",

"scope": "demo",

"name": "patroni1"

}

}

GET /metricsエンドポイントを介して Prometheus形式で Patroniメトリックを取得します。

$ curl http://localhost:8008/metrics

# HELP patroni_version Patroni semver without periods. \

# TYPE patroni_version gauge

patroni_version{scope="batman",name="patroni1"} 040000

# HELP patroni_postgres_running Value is 1 if Postgres is running, 0 otherwise.

(次のページに続く)
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# TYPE patroni_postgres_running gauge

patroni_postgres_running{scope="batman",name="patroni1"} 1

# HELP patroni_postmaster_start_time Epoch seconds since Postgres started.

# TYPE patroni_postmaster_start_time gauge

patroni_postmaster_start_time{scope="batman",name="patroni1"} 1724873966.352526

# HELP patroni_primary Value is 1 if this node is the leader, 0 otherwise.

# TYPE patroni_primary gauge

patroni_primary{scope="batman",name="patroni1"} 1

# HELP patroni_xlog_location Current location of the Postgres transaction log, 0 if␣

↪→this node is not the leader.

# TYPE patroni_xlog_location counter

patroni_xlog_location{scope="batman",name="patroni1"} 22320573386952

# HELP patroni_standby_leader Value is 1 if this node is the standby_leader, 0␣

↪→otherwise.

# TYPE patroni_standby_leader gauge

patroni_standby_leader{scope="batman",name="patroni1"} 0

# HELP patroni_replica Value is 1 if this node is a replica, 0 otherwise.

# TYPE patroni_replica gauge

patroni_replica{scope="batman",name="patroni1"} 0

# HELP patroni_sync_standby Value is 1 if this node is a sync standby replica, 0␣

↪→otherwise.

# TYPE patroni_sync_standby gauge

patroni_sync_standby{scope="batman",name="patroni1"} 0

# HELP patroni_quorum_standby Value is 1 if this node is a quorum standby replica, 0␣

↪→otherwise.

# TYPE patroni_quorum_standby gauge

patroni_quorum_standby{scope="batman",name="patroni1"} 0

# HELP patroni_xlog_received_location Current location of the received Postgres␣

↪→transaction log, 0 if this node is not a replica.

# TYPE patroni_xlog_received_location counter

patroni_xlog_received_location{scope="batman",name="patroni1"} 0

# HELP patroni_xlog_replayed_location Current location of the replayed Postgres␣

↪→transaction log, 0 if this node is not a replica.

# TYPE patroni_xlog_replayed_location counter

patroni_xlog_replayed_location{scope="batman",name="patroni1"} 0

# HELP patroni_xlog_replayed_timestamp Current timestamp of the replayed Postgres␣

↪→transaction log, 0 if null.

# TYPE patroni_xlog_replayed_timestamp gauge

patroni_xlog_replayed_timestamp{scope="batman",name="patroni1"} 0

# HELP patroni_xlog_paused Value is 1 if the Postgres xlog is paused, 0 otherwise.

# TYPE patroni_xlog_paused gauge

patroni_xlog_paused{scope="batman",name="patroni1"} 0

# HELP patroni_postgres_streaming Value is 1 if Postgres is streaming, 0 otherwise.

# TYPE patroni_postgres_streaming gauge

patroni_postgres_streaming{scope="batman",name="patroni1"} 1
(次のページに続く)
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# HELP patroni_postgres_in_archive_recovery Value is 1 if Postgres is replicating␣

↪→from archive, 0 otherwise.

# TYPE patroni_postgres_in_archive_recovery gauge

patroni_postgres_in_archive_recovery{scope="batman",name="patroni1"} 0

# HELP patroni_postgres_server_version Version of Postgres (if running), 0 otherwise.

# TYPE patroni_postgres_server_version gauge

patroni_postgres_server_version{scope="batman",name="patroni1"} 160004

# HELP patroni_cluster_unlocked Value is 1 if the cluster is unlocked, 0 if locked.

# TYPE patroni_cluster_unlocked gauge

patroni_cluster_unlocked{scope="batman",name="patroni1"} 0

# HELP patroni_postgres_timeline Postgres timeline of this node (if running), 0␣

↪→otherwise.

# TYPE patroni_postgres_timeline counter

patroni_failsafe_mode_is_active{scope="batman",name="patroni1"} 0

# HELP patroni_postgres_timeline Postgres timeline of this node (if running), 0␣

↪→otherwise.

# TYPE patroni_postgres_timeline counter

patroni_postgres_timeline{scope="batman",name="patroni1"} 24

# HELP patroni_dcs_last_seen Epoch timestamp when DCS was last contacted successfully␣

↪→by Patroni.

# TYPE patroni_dcs_last_seen gauge

patroni_dcs_last_seen{scope="batman",name="patroni1"} 1724874235

# HELP patroni_pending_restart Value is 1 if the node needs a restart, 0 otherwise.

# TYPE patroni_pending_restart gauge

patroni_pending_restart{scope="batman",name="patroni1"} 1

# HELP patroni_is_paused Value is 1 if auto failover is disabled, 0 otherwise.

# TYPE patroni_is_paused gauge

patroni_is_paused{scope="batman",name="patroni1"} 1

# HELP patroni_postgres_state Numeric representation of Postgres state.

# Values: 0=initdb, 1=initdb_failed, 2=custom_bootstrap, 3=custom_bootstrap_failed,␣

↪→4=creating_replica, 5=running, 6=starting, 7=bootstrap_starting, 8=start_failed,

9=restarting, 10=restart_failed, 11=stopping, 12=stopped, 13=stop_failed, 14=crashed

# TYPE patroni_postgres_state gauge

patroni_postgres_state{scope="batman",name="patroni1"} 5

4.2.1 PostgreSQLの状態値
patroni_postgres_stateメトリックは、現在の PostgreSQLインスタンスの状態の数値表現を提供しま
す。これは、時間の経過とともに状態の変化を追跡する必要があるシステムの監視と警告に役立ちます。
数値は、 PostgresqlState.get_metrics_description()静的メソッドを使用して生成されます。
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表 1: PostgreSQLの状態値

バリュー 州名 説明
0 initdb 新しいクラスターの初期化
1 initdb_failed 新しいクラスターの初期化に失敗しました
2 custom_bootstrap カスタムブートストラップスクリプトの実行
3 custom_bootstrap_failed カスタムブートストラップスクリプトが失敗しました
4 created_replica プライマリからのレプリカの作成
5 ランニング PostgreSQLは正常に実行されています
6 スタート PostgreSQLが起動しています
7 bootstrap_starting カスタムブートストラップ後の起動
8 start_failed PostgreSQLの起動に失敗しました
9 再起動 PostgreSQLが再起動しています
10 restart_failed PostgreSQLの再起動に失敗しました
11 停止 PostgreSQLが停止しています
12 止まった PostgreSQLは停止しています
13 stop_failed PostgreSQLの停止に失敗しました
14 クラッシュした PostgreSQLがクラッシュしました

ò 注釈

これらの数値は固定され、既存の監視システムとの下位互換性を維持するために変更されることはあ
りません。将来的に新しい状態が追加される場合、既存の状態を変更せずに新しい数値が割り当てられ
ます。

4.3 クラスターステータスエンドポイント
• GET /clusterエンドポイントは、現在のクラスタートポロジと状態を説明する JSONドキュメント
を生成します。

$ curl -s http://localhost:8008/cluster | jq .

{

"members": [

{

"name": "patroni1",

"role": "leader",

"state": "running",

"api_url": "http://10.89.0.4:8008/patroni",

"host": "10.89.0.4",

"port": 5432,

"timeline": 5,

"tags": {

"clonefrom": true

}

(次のページに続く)
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},

{

"name": "patroni2",

"role": "replica",

"state": "streaming",

"api_url": "http://10.89.0.6:8008/patroni",

"host": "10.89.0.6",

"port": 5433,

"timeline": 5,

"tags": {

"clonefrom": true

},

"receive_lag": 0,

"receive_lsn": "0/4000060",

"replay_lag": 0,

"replay_lsn": "0/4000060",

"lag": 0,

"lsn": "0/4000060"

}

],

"scope": "demo",

"scheduled_switchover": {

"at": "2023-09-24T10:36:00+02:00",

"from": "patroni1",

"to": "patroni3"

}

}

• GET /historyエンドポイントは、クラスタースイッチオーバー/フェールオーバーの履歴に関する
ビューを提供します。このフォーマットは、 pg_walディレクトリの履歴ファイルの内容に非常に似
ています。唯一の違いは、新しいタイムラインが作成された時期を示すタイムスタンプフィールド
です。

$ curl -s http://localhost:8008/history | jq .

[

[

1,

25623960,

"no recovery target specified",

"2019-09-23T16:57:57+02:00"

],

[

2,

25624344,

"no recovery target specified",

(次のページに続く)
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"2019-09-24T09:22:33+02:00"

],

[

3,

25624752,

"no recovery target specified",

"2019-09-24T09:26:15+02:00"

],

[

4,

50331856,

"no recovery target specified",

"2019-09-24T09:35:52+02:00"

]

]

4.4 構成エンドポイント
GET /config動的構成の現在のバージョンを取得します。

$ curl -s http://localhost:8008/config | jq .

{

"ttl": 30,

"loop_wait": 10,

"retry_timeout": 10,

"maximum_lag_on_failover": 1048576,

"postgresql": {

"use_slots": true,

"use_pg_rewind": true,

"parameters": {

"hot_standby": "on",

"wal_level": "hot_standby",

"max_wal_senders": 5,

"max_replication_slots": 5,

"max_connections": "100"

}

}

}

PATCH /config既存の構成を変更します。

$ curl -s -XPATCH -d \

'{"loop_wait":5,"ttl":20,"postgresql":{"parameters":{"max_connections":"101"}}

↪→}' \

(次のページに続く)
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http://localhost:8008/config | jq .

{

"ttl": 20,

"loop_wait": 5,

"maximum_lag_on_failover": 1048576,

"retry_timeout": 10,

"postgresql": {

"use_slots": true,

"use_pg_rewind": true,

"parameters": {

"hot_standby": "on",

"wal_level": "hot_standby",

"max_wal_senders": 5,

"max_replication_slots": 5,

"max_connections": "101"

}

}

}

上記の REST API呼び出しは、既存の構成にパッチを適用し、新しい構成を返します。

ノードがこの構成を処理したことを確認してみましょう。最初に、5秒ごとにログ行の印刷を開始する必
要があります loop_wait=5。 /"max_connections/"の変更には再起動が必要であるため、/"pending_restart/"フ
ラグを公開する必要があります。

$ curl -s http://localhost:8008/patroni | jq .

{

"database_system_identifier": "6287881213849985952",

"postmaster_start_time": "2024-08-28 19:39:26.352526+00:00",

"xlog": {

"location": 2197818976

},

"timeline": 1,

"dcs_last_seen": 1724874545,

"database_system_identifier": "7408277255830290455",

"pending_restart": true,

"pending_restart_reason": {

"max_connections": {

"old_value": "100",

"new_value": "101"

}

},

"patroni": {

"version": "4.0.0",

"scope": "batman",

(次のページに続く)
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"name": "patroni1"

},

"state": "running",

"role": "primary",

"server_version": 160004

}

パラメーターの削除

一部の設定を削除またはリセットしたい場合は、 nullでパッチを適用するだけです。

$ curl -s -XPATCH -d \

'{"postgresql":{"parameters":{"max_connections":null}}}' \

http://localhost:8008/config | jq .

{

"ttl": 20,

"loop_wait": 5,

"retry_timeout": 10,

"maximum_lag_on_failover": 1048576,

"postgresql": {

"use_slots": true,

"use_pg_rewind": true,

"parameters": {

"hot_standby": "on",

"unix_socket_directories": ".",

"wal_level": "hot_standby",

"max_wal_senders": 5,

"max_replication_slots": 5

}

}

}

上記の呼び出しは、動的構成から postgresql.parameters.max_connectionsを削除します。

PUT /config既存の動的構成の完全な書き換えを無条件に実行することもできます。

$ curl -s -XPUT -d \

'{"maximum_lag_on_failover":1048576,"retry_timeout":10,"postgresql":{"use_

↪→slots":true,"use_pg_rewind":true,"parameters":{"hot_standby":"on","wal_level":"hot_

↪→standby","unix_socket_directories":".","max_wal_senders":5}},"loop_wait":3,"ttl":20}

↪→' \

http://localhost:8008/config | jq .

{

"ttl": 20,

"maximum_lag_on_failover": 1048576,

"retry_timeout": 10,

(次のページに続く)
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"postgresql": {

"use_slots": true,

"parameters": {

"hot_standby": "on",

"unix_socket_directories": ".",

"wal_level": "hot_standby",

"max_wal_senders": 5

},

"use_pg_rewind": true

},

"loop_wait": 3

}

4.5 スイッチオーバーおよびフェイルオーバーエンドポイント
4.5.1 スイッチオーバー
/switchoverエンドポイントは、クラスターが正常な場合にのみ機能しますリーダーがあります。特定の
時間にスイッチオーバーをスケジュールすることもできます。

/switchoverエンドポイントを呼び出す場合、 /failoverエンドポイントとは異なり、候補を指定でき
ますが必須ではありません。候補が提供されない場合、クラスターのすべての資格のあるノードは、リー
ダーが退任した後、リーダーレースに参加します。

POST要求の JSON本文で、leaderフィールドを指定する必要があります。 candidateおよび scheduled_at

フィールドはオプショナルであり、特定の時間にスイッチオーバーをスケジュールするために使用できます。

状況に応じて、要求はさまざまな HTTPステータスコードと本文を返す場合があります。ステータスコー
ド 200は、スイッチオーバーまたはフェイルオーバーが正常に完了すると、返されます。スイッチオーバー
が正常にスケジュールされた場合、Patroniは HTTPステータスコード 200を返します。何か問題が発生し
た場合、エラーステータスコード 200、 200、または 200のいずれかが応答本文の詳細とともに返され
ます。

DELETE /switchoverは、現在スケジュールされているスイッチオーバーを削除するために使用できます。

Example: は、正常なスタンバイへのスイッチオーバーを実行します

$ curl -s http://localhost:8008/switchover -XPOST -d '{"leader":"postgresql1"}'

Successfully switched over to "postgresql2"

Example: 特定のノードへのスイッチオーバーを実行します

$ curl -s http://localhost:8008/switchover -XPOST -d \

'{"leader":"postgresql1","candidate":"postgresql2"}'

Successfully switched over to "postgresql2"

Example: は、特定の時刻にリーダーからクラスター内の他の正常なスタンバイへのスイッチオーバーをス
ケジュールします。
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$ curl -s http://localhost:8008/switchover -XPOST -d \

'{"leader":"postgresql0","scheduled_at":"2019-09-24T12:00+00"}'

Switchover scheduled

4.5.2 フェイルオーバー
/failoverエンドポイントは、正常なノードがない場合に手動フェイルオーバーを実行できますたとえば、
すべての同期スタンバイが昇格するほど十分に健全でない場合は非同期スタンバイに。ただし、クラスター
がリーダーを持たないための要件はありません。フェールオーバーは、正常なクラスターで実行すること
もできます。

POST要求の JSON本文で、candidateフィールドを指定する必要があります。 leaderフィールドが指定
されている場合、代わりにスイッチオーバーがトリガーされます。

Example:

$ curl -s http://localhost:8008/failover -XPOST -d '{"candidate":"postgresql1"}'

Successfully failed over to "postgresql1"

. 警告

Be very careful。特定の状況でデータ損失が発生する可能性があるため、このエンドポイントを使用す
る場合。ほとんどの場合、 Be very carefulは管理者のニーズを満たします。

POST /switchoverおよび POST /failoverエンドポイントは、それぞれ POST /switchoverおよび POST

/switchoverによって使用されます。

DELETE /switchoverは、 DELETE /switchoverによって使用されます。

表 2: フェイルオーバー/スイッチオーバーの比較

フェイルオーバー スイッチオーバー
リーダーの指定が必要です いいえ はい
候補者の指定が必要です はい いいえ
一時停止中に実行できます はい はい特定の候補者にのみ
スケジュール可能 いいえ はい一時停止中でない場合

4.5.3 正常スタンバイ
スイッチオーバー中にリーダーレースに参加できるように、またはフェールオーバー/スイッチオーバー候
補としてリーダーになるためには、クラスターのメンバーが合格する必要があるチェックがいくつかあり
ます。

• Patroni APIを介して到達可能であること。

• nofailoverタグが trueに設定されていません。
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• ウォッチドッグが完全に機能するように構成する必要がある場合。

• 正常なクラスターでのスイッチオーバーまたは自動フェイルオーバーの場合、最大レプリケーション
ラグ maximum_lag_on_failover maximum_lag_on_failoverを超えません。

• 正常なクラスターでのスイッチオーバーまたは自動フェイルオーバーの場合、 check_timeline

check_timelineが trueに設定されている場合、クラスタータイムラインより小さいタイムライン
番号を持たない。

• synchronous modeで

– スイッチオーバーの場合候補ありとなしの両方 /syncキーメンバーにリストされます。

– 正常なクラスターと異常なクラスターの両方でのフェールオーバーの場合、このチェックは省
略されます。

. 警告

リーダーのないクラスターで手動フェイルオーバーが発生する場合、次の場合でも候補者は昇格でき
ます。

• 同期モードが有効になっている場合、 /syncキーメンバーにはありません。

• その遅延が許容される最大レプリケーション遅延を超えています。

• 最後の既知のクラスタータイムラインよりも小さいタイムライン番号があります。

4.6 エンドポイントを再起動します
• POST /restart POST /restart呼び出しを実行することにより、特定のノードで Postgresを再起動
できます。 POST要求の JSON本文では、オプションでいくつかのリスタート条件を指定できます。

– restart_pending trueに設定されている場合ブール値、Patroniは PostgreSQL構成にいくつか
の変更を適用するために、再起動が保留中の場合にのみ PostgreSQLを再起動します。

– roleノードの現在のロールが POST要求のロールと一致する場合にのみ再起動を実行します。

– postgres_version : postgresの現在のバージョンが POST要求で指定されたものよりも小さい場
合にのみ再起動を実行します。

– timeout PostgreSQLが接続の受け入れを開始するまで待機する時間。 primary_start_timeout

をオーバーライドします。

– scheduleタイムゾーンを含むタイムスタンプ、将来のどこかで再起動をスケジュールします。

• DELETE /restartスケジュールされた再起動を削除します

POST /restart および DELETE /restart エンドポイントは、それぞれ POST /restart および POST /

restartによって使用されます。
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4.7 エンドポイントのリロード
POST /reload呼び出しは、Patroniに構成ファイルを再読み取りおよび適用するように指示します。これ
は、 SIGHUP シグナルを Patroniプロセスに送信することと同じです。再起動が必要な Postgresパラメー
ター POST /reloadなどを変更した場合、POST /restartエンドポイントを呼び出すか、POST /reload

のヘルプを使用して、Postgresのリスタートを明示的に行う必要があります。

リロードエンドポイントは、 patronicl reload によって使用されます。

4.8 エンドポイントを再初期化する
POST /reinitialize指定されたノードで PostgreSQLデータディレクトリを再初期化します。レプリカ
でのみ実行が許可されます。呼び出されると、データディレクトリを削除し、pg_basebackupまたは代替
の POST /reinitializeを起動します。

Patroniが障害が発生した Postgresを復旧または再起動しようとするループに入っている場合、呼び出しは失
敗する可能性があります。この問題を解決するためには、要求本文で {/"force/":true}を指定できます。

要求本文で{/"from-leader/":true}を指定して、リーダーノードからベースバックアップを直接取得できます。
これは、すべてのレプリカノードに障害が発生しているときに再初期化を実行する場合に役立ちます。

再初期化エンドポイントは patronicl reinit によって使用されます。
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第5章 patronicl

Patroniには、 patronictlという名前のコマンドラインインターフェイスがあり、これは基本的に Patroni
の REST APIおよび DCSと対話するために使用されます。クラスターでの操作を簡単に実行できるように
することを目的とており、人間またはスクリプトで簡単に使用できます。

5.1 構成
patronictlは、構成の 3つのセクションを使用します。

• ctl Patroni REST APIに対して認証する方法、およびサーバー IDを検証する方法。詳細については、
ctlを参照してください。

• restapi Patroni REST APIに対して認証する方法、およびサーバー IDを検証する方法。 ctl構成が
十分でない場合にのみ使用されます。 patronictlは、主に restapi.authenticationセクション
ctl.authenticationが見つからない場合と restapi.cafile設定 ctl.cacertが見つからない場
合に関係します。詳細については、 restapiを参照してください。

• DCS etcdなどパトロニが使用する DCSに接続して認証する方法。

これらの構成オプションは、環境変数または構成ファイルから取得できます。 Environment Configuration
Settingsまたは Environment Configuration Settingsで上記のセクションを探して、環境変数または構成ファ
イルを介してそれらのオプションを設定する方法を理解します。

環境変数の使用を選択した場合、それは簡単なアプローチです。 Patronictlは環境変数を読み取り、その値
を使用します。

構成ファイルを使用する場合、使用するファイルについて patronictlに通知するさまざまな方法があり
ます。デフォルトでは、patronictlは、patronictl.yamlという名前の構成ファイルをロードしようと
します。これは、システムに応じて、これらのパスのいずれかの下にあると予想されます。

• Mac OS X ~/Library/Application Support/patroni

• Mac OS X POSIX ~/.patroni

• Unix ~/.config/patroni

• UnixPOSIX ~/.patroni

• Windowsローミング C:/Users/<user>/AppData/Roaming/patroni

• Windows非ローミング C:/Users/<user>/AppData/Local/patroni

次のいずれかの方法でその動作をオーバーライドできます。

• カスタム構成ファイルへのパスを使用して環境変数 PATRONICTL_CONFIG_FILEを設定する。
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• カスタム構成ファイルへのパスで patronictlの -c / --config-fileコマンドライン引数を使用し
ます。

ò 注釈

patroniデーモンが実行されているのと同じホストで patronictlを実行している場合、 patronictl

に必要なすべての構成セクションが含まれている場合、同じ構成ファイルを使用できます。

5.2 使用法
patronictlは、いくつかの便利な操作を公開します。このセクションでは、それぞれを説明することを
目的としています。

patronictlの各サブコマンドに入る前に、 patronictl自分自身に次のコマンドライン引数があること
に注意してください。

-c / --config-file
前に説明したように、 patronictlの構成ファイルへのパスを提供するために使用されます。

-d / --dcs-url / --dcs
Patroniが使用する DCSに接続文字列を提供します。

この引数は、patronictl構成から DCSおよび namespace設定をオーバーライドするために使用で
き、または構成に欠落している場合は定義できます。

値は DCS://HOST:PORT/NAMESPACE のフォーマットである必要があります。例 etcd3://

localhost:2379/service は、 service 名前空間の下に保存されている Patroni クラスターを使
用して localhostで実行されている etcd v3に接続します。引数の値に欠落している部分は、構成に
存在する値またはそのデフォルトに置き換えられます。

-k / --insecure
REST APIサーバー SSL証明書の検証をバイパスするフラグ。

これは、 patronictlからコマンドを実行する場合の概要です。

patronictl [ { -c | --config-file } CONFIG_FILE ]

[ { -d | --dcs-url | --dcs } DCS_URL ]

[ { -k | --insecure } ]

SUBCOMMAND

ò 注釈

これは、概要の構文です。

• 角かっこ間のオプションはオプショナル。

• 中括弧間のオプションは、/"choose one of set/"操作を表します。

• [, ... ]を使用したオプションは複数回指定できます。
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• 大文字で書かれたものは、値を与える必要があるリテラルを表します。

以下のサブセクションで patronictl サブコマンドを説明するときに、これと同じ構文を使用しま
す。また、以下のサブセクションでサブコマンドを説明するときは、コマンドの概要は、上記の概要の
SUBCOMMANDの置き換えと見なす必要があります。

以下のサブセクションでは、 patronictlによって実装される各コマンドの説明を見つけます。例のため
に、Patroniの GitHubリポジトリに存在する構成ファイルファイル postgres0.yml、 postgres1.ymlお
よび postgres2.ymlを使用します。

5.2.1 patronicl dsn

概要

dsn

[ CLUSTER_NAME ]

[ { { -r | --role } { leader | primary | standby-leader | replica | standby | any }␣

↪→| { -m | --member } MEMBER_NAME } ]

[ --group CITUS_GROUP ]

説明

patronictl dsnは、Patroniクラスターの 1つのメンバーの接続文字列を取得します。

複数のメンバーがこのコマンドのパラメーターと一致する場合、プライマリノードを優先して、そのうち
の 1つが選択されます。

パラメーター

CLUSTER_NAME

Patroniクラスターの名前。

指定されない場合、 patronictlは、 scope構成が存在する場合は、そこからそれを取得しようと
します。

-r / --role
指定されたロールを持つメンバーを選択します。

ロールは次のいずれかです。

• leader通常の Patroniクラスターまたはスタンバイ Patroniクラスターのリーダー。または

• primary通常の Patroniクラスターのリーダー。または

• standby-leaderスタンバイ Patroniクラスターのリーダー。または

• replica Patroniクラスターのレプリカ。または

• standby replicaと同じ。または

• any任意のロール。このパラメーターを省略するのと同じです。または
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-m / --member
指定された名前のクラスターのメンバーを選択します。

MEMBER_NAMEはメンバーの名前です。

--group

指定された Citusグループの一部であるメンバーを選択します。

CITUS_GROUPは、Citusグループの IDです。

例

プライマリノードの DSNを取得します。

$ patronictl -c postgres0.yml dsn batman -r primary

host=127.0.0.1 port=5432

postgresql1という名前のノードの DSNを取得します。

$ patronictl -c postgres0.yml dsn batman --member postgresql1

host=127.0.0.1 port=5433

5.2.2 patronictl edit-config

概要

edit-config

[ CLUSTER_NAME ]

[ --group CITUS_GROUP ]

[ { -q | --quiet } ]

[ { -s | --set } CONFIG="VALUE" [, ... ] ]

[ { -p | --pg } PG_CONFIG="PG_VALUE" [, ... ] ]

[ { --apply | --replace } CONFIG_FILE ]

[ --force ]

説明

patronictl edit-configは、クラスターの動的構成を変更し、それで DCSを更新します。

ò 注釈

TTYを介して呼び出されると、コマンドはページャを介して動的構成の差分を表示しようとします。デ
フォルトでは、lessまたは moreのいずれかを使用しようとします。別のページャーが必要な場合は、
PAGER環境変数を目的のページャーに設定します。
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パラメーター

CLUSTER_NAME

Patroniクラスターの名前。

指定されない場合、 patronictlは、 scope構成が存在する場合は、そこからそれを取得しようと
します。

--group

指定された Citusグループの動的構成を変更します。

指定されない場合、 patronictlは、 citus.group構成が存在する場合は、そこからそれを取得し
ようとします。

CITUS_GROUPは、Citusグループの IDです。

-q / --quiet
構成の差分の表示をスキップするフラグ。

-s / --set
指定された動的構成オプションを指定された値で設定します。

CONFIGは、 .で結合されたレベルを含む YAMLツリーの動的構成パスの名前です。

VALUEは、 CONFIGの値です。 nullの場合、 CONFIGは動的構成から削除されます。

-p / --pg
特定の動的 Postgres構成オプションを指定された値で設定します。

これは、基本的に --s / --setの短縮形であり、CONFIGの先頭に postgresql.parameters.が付加
されます。

PG_CONFIGは、設定する Postgres構成の名前です。

PG_VALUEは、 PG_CONFIGの値です。 nullの場合、 PG_CONFIGは動的構成から削除されます。

--apply

指定されたファイルから動的構成を適用します。

これは、複数の -s / --setオプションを CONFIG_FILEからの構成ごとに 1つずつ指定するのと似て
います。

CONFIG_FILEは、適用される動的構成をYAML形式で含むファイルへのパスです。 stdinから読み
取る場合は、 -を使用します。

--replace

DCSの動的構成を、指定されたファイルで指定された動的構成に置き換えます。

CONFIG_FILEは、有効にする新しい動的構成をYAML形式で含むファイルへのパスです。 stdinか
ら読み取る場合は、 -を使用します。

--force

動的構成を変更するときに確認プロンプトをスキップするフラグ。

スクリプトに役立ちます。
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例

max_connections Postgres GUCを変更します

patronictl -c postgres0.yml edit-config batman --pg max_connections="150" --force

---

+++

@@ -1,6 +1,8 @@

loop_wait: 10

maximum_lag_on_failover: 1048576

postgresql:

+ parameters:

+ max_connections: 150

pg_hba:

- host replication replicator 127.0.0.1/32 md5

- host all all 0.0.0.0/0 md5

Configuration changed

loop_waitおよび ttl設定を変更します。

patronictl -c postgres0.yml edit-config batman --set loop_wait="15" --set ttl="45" --

↪→force

---

+++

@@ -1,4 +1,4 @@

-loop_wait: 10

+loop_wait: 15

maximum_lag_on_failover: 1048576

postgresql:

pg_hba:

@@ -6,4 +6,4 @@

- host all all 0.0.0.0/0 md5

use_pg_rewind: true

retry_timeout: 10

-ttl: 30

+ttl: 45

Configuration changed

maximum_lag_on_failover設定を動的構成から削除します。

patronictl -c postgres0.yml edit-config batman --set maximum_lag_on_failover="null" --

↪→force

---

+++

@@ -1,5 +1,4 @@

(次のページに続く)
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loop_wait: 10

-maximum_lag_on_failover: 1048576

postgresql:

pg_hba:

- host replication replicator 127.0.0.1/32 md5

Configuration changed

5.2.3 パトロニカルフェイルオーバー
概要

failover

[ CLUSTER_NAME ]

[ --group CITUS_GROUP ]

--candidate CANDIDATE_NAME

[ --force ]

説明

patronictl failoverは、クラスターで手動フェイルオーバーを実行します。

クラスターが正常でない場合に使用するように設計されています。例

• リーダーはいません。または

• 同期クラスターで使用可能な同期スタンバイはありません。

同期モードが有効になっている場合、非同期ノードにフェイルオーバーすることもできます。

ò 注釈

正常なクラスターで patronictl failoverを実行することを妨げるものはありません。ただし、これ
らの場合は、 patronictl switchoverを使用することをお勧めします。

. 警告

プライマリと比較して昇格したレプリカがどの程度最新であるかによっては、フェールオーバーをトリ
ガーするとデータ損失が発生する可能性があります。
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パラメーター

CLUSTER_NAME

Patroniクラスターの名前。

指定されない場合、 patronictlは、 scope構成が存在する場合は、そこからそれを取得しようと
します。

--group

指定された Citusグループでフェイルオーバーを実行します。

CITUS_GROUPは、Citusグループの IDです。

--candidate

フェールオーバー時に昇格するノード。

CANDIDATE_NAMEは、昇格するノードの名前です。

--force

フェイルオーバーの実行時に確認プロンプトをスキップするためのフラグ。

スクリプトに役立ちます。

例

ノード postgresql2へのフェイルオーバー

$ patronictl -c postgres0.yml failover batman --candidate postgresql2 --force

Current cluster topology

+ Cluster: batman (7277694203142172922) -+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Leader | running | 3 | | |

| |

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | streaming | 3 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

| postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Replica | streaming | 3 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

2023-09-12 11:52:27.50978 Successfully failed over to "postgresql2"

+ Cluster: batman (7277694203142172922) -+---------+----+-------------+---------+-----

↪→-------+---------+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag |

+-------------+----------------+---------+---------+----+-------------+---------+-----

↪→-------+---------+

(次のページに続く)
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| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Replica | stopped | | unknown | unknown | ␣

↪→unknown | unknown |

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | running | 3 | 0/4000188 | 0 | 0/

↪→4000188 | 0 |

| postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Leader | running | 3 | | |

| |

+-------------+----------------+---------+---------+----+-------------+---------+-----

↪→-------+---------+

5.2.4 パトロニカルフラッシュ
概要

flush

CLUSTER_NAME

[ MEMBER_NAME [, ... ] ]

{ restart | switchover }

[ --group CITUS_GROUP ]

[ { -r | --role } { leader | primary | standby-leader | replica | standby | any } ]

[ --force ]

説明

patronictl flushは、スケジュールされたイベントがある場合は破棄します。

パラメーター

CLUSTER_NAME

Patroniクラスターの名前。

MEMBER_NAME

指定された Patroniメンバーのスケジュールされたイベントを破棄します。

複数のメンバーを指定できます。メンバーが指定されない場合、すべてが検討されます。

ò 注釈

スケジュールされた再起動イベントを破棄する場合にのみ使用されます。

restart

スケジュールされた再起動イベントを破棄します。

switchover

スケジュールされたスイッチオーバーイベントを破棄します。
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--group

指定された Citusグループからスケジュールされたイベントを破棄します。

CITUS_GROUPは、Citusグループの IDです。

-r / --role
指定されたロールを持つメンバーのスケジュールされたイベントを破棄します。

ロールは次のいずれかです。

• leader通常の Patroniクラスターまたはスタンバイ Patroniクラスターのリーダー。または

• primary通常の Patroniクラスターのリーダー。または

• standby-leaderスタンバイ Patroniクラスターのリーダー。または

• replica Patroniクラスターのレプリカ。または

• standby replicaと同じ。または

• any任意のロール。このパラメーターを省略した場合と同じです。

ò 注釈

スケジュールされた再起動イベントを破棄する場合にのみ使用されます。

--force

フラッシュを実行するときに確認プロンプトをスキップするフラグ。

スクリプトに役立ちます。

例

スケジュールされたスイッチオーバーイベントを破棄します。

$ patronictl -c postgres0.yml flush batman switchover --force

Success: scheduled switchover deleted

すべてのスタンバイノードのスケジュールされた再起動を破棄します。

$ patronictl -c postgres0.yml flush batman restart -r replica --force

+ Cluster: batman (7277694203142172922) -+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+---------------------------+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag | Scheduled restart |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+---------------------------+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Leader | running | 5 | | |

| | 2025-03-23T18:00:00-03:00 |

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | streaming | 5 | 0/4000400 | 0 | 0/

↪→4000400 | 0 | 2025-03-23T18:00:00-03:00 |

(次のページに続く)
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| postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Replica | streaming | 5 | 0/4000400 | 0 | 0/

↪→4000400 | 0 | 2025-03-23T18:00:00-03:00 |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+---------------------------+

Success: flush scheduled restart for member postgresql1

Success: flush scheduled restart for member postgresql2

ノード postgresql0および postgresql1のスケジュールされた再起動を破棄します。

$ patronictl -c postgres0.yml flush batman postgresql0 postgresql1 restart --force

+ Cluster: batman (7277694203142172922) -+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+---------------------------+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag | Scheduled restart |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+---------------------------+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Leader | running | 5 | | |

| | 2025-03-23T18:00:00-03:00 |

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | streaming | 5 | 0/4000400 | 0 | 0/

↪→4000400 | 0 | 2025-03-23T18:00:00-03:00 |

| postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Replica | streaming | 5 | 0/4000400 | 0 | 0/

↪→4000400 | 0 | 2025-03-23T18:00:00-03:00 |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+---------------------------+

Success: flush scheduled restart for member postgresql0

Success: flush scheduled restart for member postgresql1

5.2.5 後援者の歴史
概要

history

[ CLUSTER_NAME ]

[ --group CITUS_GROUP ]

[ { -f | --format } { pretty | tsv | json | yaml } ]

説明

patronictl historyは、クラスターからのフェイルオーバーとスイッチオーバーイベントの履歴を表示
します。

出力には次の情報が含まれます。

TL

イベントが発生した Postgresタイムライン。
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LSN

イベントが発生した Postgres LSN。

Reason

Postgres .historyファイルから取得した理由。

Timestamp

イベントが発生した時刻。

New Leader

イベント中に昇格したパトローニメンバー。

パラメーター

CLUSTER_NAME

Patroniクラスターの名前。

指定されない場合、 patronictlは、 scope構成が存在する場合は、そこからそれを取得しようと
します。

--group

指定された Citusグループのイベントの履歴を表示します。

CITUS_GROUPは、Citusグループの IDです。

指定されない場合、 patronictlは、 citus.group構成が存在する場合は、そこからそれを取得し
ようとします。

-f / --format
出力内のイベントのリストをフォーマットする方法。

フォーマットは次のいずれかです。

• pretty履歴をきれいなテーブルとして印刷します。または

• tsv /tで区切られた列を使用して、履歴を表情報として印刷します。または

• json履歴を JSON形式で出力します。または

• yaml履歴を YAML形式で出力します。

デフォルトは prettyです。

--force

フラッシュを実行するときに確認プロンプトをスキップするフラグ。

スクリプトに役立ちます。

例

イベントの履歴を表示します。
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$ patronictl -c postgres0.yml history batman

+----+----------+------------------------------+----------------------------------+---

↪→----------+

| TL | LSN | Reason | Timestamp |␣

↪→New Leader |

+----+----------+------------------------------+----------------------------------+---

↪→----------+

| 1 | 24392648 | no recovery target specified | 2023-09-11T22:11:27.125527+00:00 |␣

↪→postgresql0 |

| 2 | 50331864 | no recovery target specified | 2023-09-12T11:34:03.148097+00:00 |␣

↪→postgresql0 |

| 3 | 83886704 | no recovery target specified | 2023-09-12T11:52:26.948134+00:00 |␣

↪→postgresql2 |

| 4 | 83887280 | no recovery target specified | 2023-09-12T11:53:09.620136+00:00 |␣

↪→postgresql0 |

+----+----------+------------------------------+----------------------------------+---

↪→----------+

イベントの履歴を YAML形式で表示します。

$ patronictl -c postgres0.yml history batman -f yaml

- LSN: 24392648

New Leader: postgresql0

Reason: no recovery target specified

TL: 1

Timestamp: '2023-09-11T22:11:27.125527+00:00'

- LSN: 50331864

New Leader: postgresql0

Reason: no recovery target specified

TL: 2

Timestamp: '2023-09-12T11:34:03.148097+00:00'

- LSN: 83886704

New Leader: postgresql2

Reason: no recovery target specified

TL: 3

Timestamp: '2023-09-12T11:52:26.948134+00:00'

- LSN: 83887280

New Leader: postgresql0

Reason: no recovery target specified

TL: 4

Timestamp: '2023-09-12T11:53:09.620136+00:00'
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5.2.6 後援者リスト
概要

list

[ CLUSTER_NAME [, ... ] ]

[ --group CITUS_GROUP ]

[ { -e | --extended } ]

[ { -t | --timestamp } ]

[ { -f | --format } { pretty | tsv | json | yaml } ]

[ { -W | { -w | --watch } TIME } ]

説明

patronictl listは、Patroniクラスターとそのメンバーに関する情報を表示します。

出力には次の情報が含まれます。

Cluster

Patroniクラスターの名前。

Member

パトローニメンバーの名前。

Host

メンバーがいるホスト。

Role

メンバーの現在のロール。

次のいずれかです。

• Leader通常の Patroniクラスターの現在のリーダー。または

• Standby Leader Patroniスタンバイクラスターの現在のリーダー。または

• Sync Standby同期モードが有効になっている Patroniクラスターの同期スタンバイ。または

• Replica Patroniクラスターの通常のスタンバイ。

State

Patroniメンバーの Postgresの現在の状態。

考えられる状態のいくつかの例

• running Postgresが現在アップして実行されている場合。

• streamingレプリカと Postgresが現在プライマリノードからWALをストリーミングしている
場合。

• in archive recoveryレプリカと Postgresが現在アーカイブからWALを取得している場合。

• stopped Postgresがシャットダウンされていた場合。

• crashed Postgresがクラッシュした場合。
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TL

Patroniメンバーの現在の Postgresタイムライン。

Receive LSN

最後のログ先行書き込みの場所は、メンバー pg_catalog.pg_last_(xlog|wal)_receive_(location|lsn)()

のストリーミングレプリケーションによって受信され、ディスクに同期されました。

Receive Lag

メンバーの Receive LSN位置とその上流間のMB単位のレプリケーションラグ。

Replay LSN

メンバー pg_catalog.pg_last_(xlog|wal)_replay_(location|lsn)()のリカバリー中に再生さ
れた最後のログ先行書き込みの場所。

Replay Lag

メンバーの Replay LSN位置とその上流間のMB単位のレプリケーションラグ。

それに加えて、次の情報が出力に含まれる場合があります。

System identifier

Postgresシステム識別子。

ò 注釈

テーブルヘッダーに表示されます。

出力形式が prettyの場合にのみ表示されます。

Group

Citusグループ ID。

ò 注釈

テーブルヘッダーに表示されます。

Citusクラスターの場合にのみ表示されます。

Pending restart

*は、一部の Postgres構成を有効にするにはノードの再起動が必要であることを示します。空の値は、
ノードに再起動が必要ないことを示します。

ò 注釈

メンバー属性として表示されます。

次の場合に表示されます

• prettyまたは tsv形式での拡張出力が有効になっている印刷。または

• ノードの再起動が必要な場合。
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Scheduled restart

Patroniメンバーによって管理される Postgresインスタンスの再起動がスケジュールされたタイムス
タンプ。空の値は、メンバーにスケジュールされた再起動が存在しないことを示します。

ò 注釈

メンバー属性として表示されます。

次の場合に表示されます

• prettyまたは tsv形式での拡張出力が有効になっている印刷。または

• ノードにスケジュールされた再起動がある場合。

Tags

Patroniメンバーに設定されたタグが含まれています。空の値は、タグが設定されていないか、デフォ
ルト値で構成されていることを示します。

ò 注釈

メンバー属性として表示されます。

次の場合に表示されます

• prettyまたは tsv形式での拡張出力が有効になっている印刷。または

• ノードにカスタムタグ、またはデフォルト以外の値を含むデフォルトタグがある場合。

Scheduled switchover

Patroniクラスターでスイッチオーバーがスケジュールされている場合のタイムスタンプ。

ò 注釈

テーブルフッターに表示されます。

スケジュールされたスイッチオーバーがあり、出力形式が prettyの場合にのみ表示されます。

Maintenance mode

クラスターモニタリングが現在一時停止されている場合。

ò 注釈

テーブルフッターに表示されます。

クラスターが一時停止され、出力形式が prettyの場合にのみ表示されます。
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パラメーター

CLUSTER_NAME

Patroniクラスターの名前。

指定されない場合、 patronictlは、 scope構成が存在する場合は、そこからそれを取得しようと
します。

--group

指定された Citusグループのメンバーに関する情報を表示します。

CITUS_GROUPは、Citusグループの IDです。

-e / --extended
拡張情報を表示します。

Pending restart 、 Scheduled restart および Tags 属性の値が空の場合でも、強制的に表示し
ます。

ò 注釈

prettyおよび tsv出力フォーマットにのみ適用されます。

-t / --timestamp
クラスターとそのメンバーに関する情報を印刷する前にタイムスタンプを印刷します。

-f / --format
出力内のイベントのリストをフォーマットする方法。

フォーマットは次のいずれかです。

• pretty履歴をきれいなテーブルとして印刷します。または

• tsv /tで区切られた列を使用して、履歴を表情報として印刷します。または

• json履歴を JSON形式で出力します。または

• yaml履歴を YAML形式で出力します。

デフォルトは prettyです。

-W

2秒ごとに情報を自動的に更新します。

-w / --watch
指定した間隔で情報を自動的に更新します。

TIMEは、秒単位の更新間の間隔です。
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例

クラスターに関する情報をきれいな形式で表示します。

$ patronictl -c postgres0.yml list batman

+ Cluster: batman (7277694203142172922) -+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Leader | running | 5 | | |

| |

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | streaming | 5 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

| postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Replica | streaming | 5 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

拡張列を使用してきれいな形式でクラスターに関する情報を表示します。

$ patronictl -c postgres0.yml list batman -e

+ Cluster: batman (7277694203142172922) -+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+-----------------+------------------------+-------------------+------+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag | Pending restart | Pending restart reason | Scheduled restart |␣

↪→Tags |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+-----------------+------------------------+-------------------+------+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Leader | running | 5 | | |

| | | | | |

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | streaming | 5 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 | | | | ␣

↪→|

| postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Replica | streaming | 5 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 | | | | ␣

↪→|

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+-----------------+------------------------+-------------------+------+

クラスターに関する情報を実行のタイムスタンプを使用して YAML形式で表示します。

$ patronictl -c postgres0.yml list batman -f yaml -t

2023-09-12 13:30:48

- Cluster: batman

Host: 127.0.0.1:5432

(次のページに続く)
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Member: postgresql0

Role: Leader

State: running

TL: 5

- Cluster: batman

Host: 127.0.0.1:5433

Receive LSN: 0/40004E8

Receive Lag: 0

Replay LSN: 0/40004E8

Replay Lag: 0

Member: postgresql1

Role: Replica

State: streaming

TL: 5

- Cluster: batman

Host: 127.0.0.1:5434

Receive LSN: 0/40004E8

Receive Lag: 0

Replay LSN: 0/40004E8

Replay Lag: 0

Member: postgresql2

Role: Replica

State: streaming

TL: 5

5.2.7 patronicl一時停止
概要

pause

[ CLUSTER_NAME ]

[ --group CITUS_GROUP ]

[ --wait ]

説明

patronictl pauseは、Patroniクラスターを一時的にメンテナンスモードに設定し、自動フェイルオーバー
を無効にします。

パラメーター

CLUSTER_NAME

Patroniクラスターの名前。

指定されない場合、 patronictlは、 scope構成が存在する場合は、そこからそれを取得しようと
します。
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--group

指定された Citusグループを一時停止します。

CITUS_GROUPは、Citusグループの IDです。

指定されない場合、 patronictlは、 citus.group構成が存在する場合は、そこからそれを取得し
ようとします。

--wait

すべての Patroniメンバーが一時停止するまで待ってから、呼び出し元に制御を戻します。

例

クラスターをメンテナンスモードにし、すべてのノードが一時停止されるまで待機します。

$ patronictl -c postgres0.yml pause batman --wait

'pause' request sent, waiting until it is recognized by all nodes

Success: cluster management is paused

5.2.8 patroniclクエリー
概要

query

[ CLUSTER_NAME ]

[ --group CITUS_GROUP ]

[ { { -r | --role } { leader | primary | standby-leader | replica | standby | any }␣

↪→| { -m | --member } MEMBER_NAME } ]

[ { -d | --dbname } DBNAME ]

[ { -U | --username } USERNAME ]

[ --password ]

[ --format { pretty | tsv | json | yaml } ]

[ { { -f | --file } FILE_NAME | { -c | --command } SQL_COMMAND } ]

[ --delimiter ]

[ { -W | { -w | --watch } TIME } ]

説明

patronictl queryは、Patroniクラスターのメンバーに対して SQLコマンドまたはスクリプトを実行し
ます。

パラメーター

CLUSTER_NAME

Patroniクラスターの名前。

指定されない場合、 patronictlは、 scope構成が存在する場合は、そこからそれを取得しようと
します。
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--group

指定された Citusグループを照会します。

CITUS_GROUPは、Citusグループの IDです。

-r / --role
指定されたロールを持つメンバーを選択します。

ロールは次のいずれかです。

• leader通常の Patroniクラスターまたはスタンバイ Patroniクラスターのリーダー。または

• primary通常の Patroniクラスターのリーダー。または

• standby-leaderスタンバイ Patroniクラスターのリーダー。または

• replica Patroniクラスターのレプリカ。または

• standby replicaと同じ。または

• any任意のロール。このパラメーターを省略した場合と同じです。

-m / --member
指定された名前を持つメンバーを選択します。

MEMBER_NAMEは、選択されるメンバーの名前です。

-d / --dbname
接続してクエリーを実行するデータベース。

DBNAMEはデータベースの名前です。指定しない場合、デフォルトの USERNAME。

-U / --username
データベースに接続するユーザー。

USERNAMEユーザーの名前。指定しない場合、デフォルトで patronictl queryを実行しているオペ
レーティングシステムユーザーが使用されます。

--password

接続するユーザーのパスワードの入力を求めます。

Patroniは libpqを使用するため、代わりに ~/.pgpassファイルを作成するか、PGPASSWORD環境変
数を設定できます。

--format

クエリの出力をフォーマットする方法。

フォーマットは次のいずれかです。

• prettyクエリ出力をきれいなテーブルとして印刷します。または

• tsvクエリ出力を表形式の情報として印刷します /tで区切られた列。または

• jsonクエリー出力を JSON形式で印刷します。または

• yamlクエリー出力を YAML形式で印刷します。

デフォルトは tsvです。
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-f / --file
ファイルをコマンドのソースとして使用して、クエリを実行します。

FILE_NAMEは、ソースファイルへのパスです。

-c / --command
クエリで指定された SQLコマンドを実行します。

SQL_COMMANDは、実行する SQLコマンドです。

--delimiter

tsv形式で情報を印刷する場合の区切り文字、または省略した場合は /t。

-W

2秒ごとにクエリーを自動的に再実行します。

-w / --watch
指定された間隔でクエリーを自動的に再実行します。

TIMEは、再実行間の秒単位の間隔です。

例

postgresユーザーとして SQLコマンドを実行し、パスワードを求めます。

$ patronictl -c postgres0.yml query batman -U postgres --password -c "SELECT now()"

Password:

now

2023-09-12 18:10:53.228084+00:00

postgresユーザーとして SQLコマンドを実行し、 libpq環境変数からパスワードを取得します。

$ PGPASSWORD=patroni patronictl -c postgres0.yml query batman -U postgres -c "SELECT␣

↪→now()"

now

2023-09-12 18:11:37.639500+00:00

SQLコマンドを実行し、2秒ごとに pretty形式で印刷します。

$ patronictl -c postgres0.yml query batman -c "SELECT now()" --format pretty -W

+----------------------------------+

| now |

+----------------------------------+

| 2023-09-12 18:12:16.716235+00:00 |

+----------------------------------+

+----------------------------------+

| now |

+----------------------------------+

| 2023-09-12 18:12:18.732645+00:00 |

+----------------------------------+

(次のページに続く)

90 第 5章 patronicl



Patroni,リリース 4.1.0

(前のページからの続き)

+----------------------------------+

| now |

+----------------------------------+

| 2023-09-12 18:12:20.750573+00:00 |

+----------------------------------+

データベース testで SQLコマンドを実行し、出力を YAML形式で印刷します。

$ patronictl -c postgres0.yml query batman -d test -c "SELECT now() AS column_1, 'test

↪→' AS column_2" --format yaml

- column_1: 2023-09-12 18:14:22.052060+00:00

column_2: test

メンバー postgresql2で SQLコマンドを実行します。

$ patronictl -c postgres0.yml query batman -m postgresql2 -c "SHOW port"

port

5434

いずれかのスタンバイで SQLコマンドを実行します。

$ patronictl -c postgres0.yml query batman -r replica -c "SHOW port"

port

5433

5.2.9 patronicl reinit

概要

reinit

CLUSTER_NAME

[ MEMBER_NAME [, ... ] ]

[ --group CITUS_GROUP ]

[ --wait ]

[ --force ]

[ --from-leader ]

説明

patronictl reinitは、Patroniクラスターのレプリカメンバーによって管理される Postgresスタンバイ
インスタンスをリビルドします。
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パラメーター

CLUSTER_NAME

Patroniクラスターの名前。

MEMBER_NAME

Postgresインスタンスがリビルドされるレプリカメンバーの名前。

複数のレプリカメンバーを指定できます。メンバーが指定されない場合、コマンドは何も行いません。

--group

指定された Citusグループのレプリカメンバーを再構築します。

CITUS_GROUPは、Citusグループの IDです。

--wait

Postgresスタンバイノードの再初期化が完了するまで待ちます。

--force

Postgresスタンバイインスタンスを再構築するときに確認プロンプトをスキップするためのフラグ。

--from-leader

リーダーから直接ベースバックアップを取得するフラグ。

スクリプトに役立ちます。

例

Patroniクラスターのすべてのレプリカメンバーの再構築を要求し、すぐに呼び出し元に制御を返します。

$ patronictl -c postgres0.yml reinit batman postgresql1 postgresql2 --force

+ Cluster: batman (7277694203142172922) -+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Leader | running | 5 | | |

| |

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | streaming | 5 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

| postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Replica | streaming | 5 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

Success: reinitialize for member postgresql1

Success: reinitialize for member postgresql2

postgresql2のリビルドを要求し、完了するまで待ちます。
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$ patronictl -c postgres0.yml reinit batman postgresql2 --wait --force

+ Cluster: batman (7277694203142172922) -+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Leader | running | 5 | | |

| |

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | streaming | 5 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

| postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Replica | streaming | 5 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

Success: reinitialize for member postgresql2

Waiting for reinitialize to complete on: postgresql2

Reinitialize is completed on: postgresql2

postgresql2のリビルドを要求し、リーダーから直接ベースバックアップを取得します。

$ patronictl -c postgres0.yml reinit batman postgresql2 --from-leader

+ Cluster: batman (7277694203142172922) -+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Leader | running | 5 | | |

| |

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | streaming | 5 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

| postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Replica | streaming | 5 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

Success: reinitialize for member postgresql2

5.2.10 patronicl reload

概要

reload

CLUSTER_NAME

[ MEMBER_NAME [, ... ] ]

(次のページに続く)
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[ --group CITUS_GROUP ]

[ { -r | --role } { leader | primary | standby-leader | replica | standby | any } ]

[ --force ]

説明

patronictl reloadは、1つ以上の Patroniメンバーのローカル構成のリロードを要求します。

また、何も変更されない場合でも、管理対象 Postgresインスタンスで pg_ctl reloadもトリガーします。

パラメーター

CLUSTER_NAME

Patroniクラスターの名前。

MEMBER_NAME

指定された Patroniメンバーのローカル構成のリロードを要求します。

複数のメンバーを指定できます。メンバーが指定されない場合、すべてが検討されます。

--group

指定された Citusグループのメンバーのリロードを要求します。

CITUS_GROUPは、Citusグループの IDです。

-r / --role
指定されたロールを持つメンバーを選択します。

ロールは次のいずれかです。

• leader通常の Patroniクラスターまたはスタンバイ Patroniクラスターのリーダー。または

• primary通常の Patroniクラスターのリーダー。または

• standby-leaderスタンバイ Patroniクラスターのリーダー。または

• replica Patroniクラスターのレプリカ。または

• standby replicaと同じ。または

• any任意のロール。このパラメーターを省略した場合と同じです。

--force

ローカル構成のリロードを要求するときに確認プロンプトをスキップするフラグ。

スクリプトに役立ちます。

例

Patroniクラスターのすべてのメンバーのローカル構成のリロードを要求します。
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$ patronictl -c postgres0.yml reload batman --force

+ Cluster: batman (7277694203142172922) -+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Leader | running | 5 | | |

| |

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | streaming | 5 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

| postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Replica | streaming | 5 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

Reload request received for member postgresql0 and will be processed within 10 seconds

Reload request received for member postgresql1 and will be processed within 10 seconds

Reload request received for member postgresql2 and will be processed within 10 seconds

5.2.11 patronicl remote

概要

remove

CLUSTER_NAME

[ --group CITUS_GROUP ]

[ { -f | --format } { pretty | tsv | json | yaml } ]

説明

patronictl removeは、DCSからクラスターの情報を削除します。

インタラクティブなアクションです。

. 警告

この操作は、DCSから Patroniクラスターの情報を破壊します。

パラメーター

CLUSTER_NAME

Patroniクラスターの名前。

--group

特定の Citusグループに関連する Patroniクラスターに関する情報を削除します。
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CITUS_GROUPは、Citusグループの IDです。

-f / --format
確認を求めたときに出力内のメンバーのリストをフォーマットする方法。

フォーマットは次のいずれかです。

• prettyメンバーをきれいなテーブルとして印刷します。または

• tsv /tで区切られた列を使用して、メンバーを表形式情報として印刷します。または

• jsonメンバーを JSON形式で出力します。または

• yamlメンバーを YAML形式で出力します。

デフォルトは prettyです。

例

Patroniクラスター batmanに関する情報を DCSから削除します。

$ patronictl -c postgres0.yml remove batman

+ Cluster: batman (7277694203142172922) -+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Leader | running | 5 | | |

| |

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | streaming | 5 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

| postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Replica | streaming | 5 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

Please confirm the cluster name to remove: batman

You are about to remove all information in DCS for batman, please type: "Yes I am␣

↪→aware": Yes I am aware

This cluster currently is healthy. Please specify the leader name to continue:␣

↪→postgresql0

5.2.12 patronicl restart

概要

restart

CLUSTER_NAME

[ MEMBER_NAME [, ...] ]

(次のページに続く)
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[ --group CITUS_GROUP ]

[ { -r | --role } { leader | primary | standby-leader | replica | standby | any } ]

[ --any ]

[ --pg-version PG_VERSION ]

[ --pending ]

[ --timeout TIMEOUT ]

[ --scheduled TIMESTAMP ]

[ --force ]

説明

patronictl restartは、Patroniクラスターのメンバーによって管理されている Postgresインスタンスの
再起動を要求します。

再起動はすぐに実行することも、後でスケジュールすることもできます。

パラメーター

CLUSTER_NAME

Patroniクラスターの名前。

--group

特定の Citusグループに関連する Patroniクラスターを再起動します。

CITUS_GROUPは、Citusグループの IDです。

-r / --role
指定されたロールを持つメンバーを選択します。

ロールは次のいずれかです。

• leader通常の Patroniクラスターまたはスタンバイ Patroniクラスターのリーダー。または

• primary通常の Patroniクラスターのリーダー。または

• standby-leaderスタンバイ Patroniクラスターのリーダー。または

• replica Patroniクラスターのレプリカ。または

• standby replicaと同じ。または

• any任意のロール。このパラメーターを省略した場合と同じです。

--any

指定されたフィルタに一致するノードの中から 1つのランダムなノードを再起動します。

--pg-version

管理対象 Postgresインスタンスのバージョンが指定されたバージョンよりも古いメンバーのみを選
択します。

PG_VERSIONは、比較する Postgresバージョンです。
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--pending

Pending restartとしてフラグが付いているメンバーのみを選択します。

timeout

指定されたタイムアウトを超えてかかる場合は再起動を中止し、問題がプライマリにある場合はレプ
リカにフェールオーバーします。

TIMEOUTは、再起動を中止するまでに待機する秒数です。

--scheduled

指定されたタイムスタンプに再起動が発生するようにスケジュールします。

TIMESTAMPは、再起動が発生するときのタイムスタンプです。明確な形式で、できればタイムゾー
ンを使用して指定します。リテラル nowを使用して、再起動をすぐに実行することもできます。

--force

再起動操作を要求するときに確認プロンプトをスキップするフラグ。

スクリプトに役立ちます。

例

クラスターのすべてのメンバーをすぐに再起動します。

$ patronictl -c postgres0.yml restart batman --force

+ Cluster: batman (7277694203142172922) -+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Leader | running | 6 | | |

| |

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | streaming | 6 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

| postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Replica | streaming | 6 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

Success: restart on member postgresql0

Success: restart on member postgresql1

Success: restart on member postgresql2

クラスターのランダムなメンバーをすぐに再起動します。

$ patronictl -c postgres0.yml restart batman --any --force

+ Cluster: batman (7277694203142172922) -+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

(次のページに続く)
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↪→Replay LSN | Lag |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Leader | running | 6 | | |

| |

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | streaming | 6 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

| postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Replica | streaming | 6 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

Success: restart on member postgresql1

2023-09-13T18:00-03:00で再起動が発生するようにスケジュールします。

$ patronictl -c postgres0.yml restart batman --scheduled 2023-09-13T18:00-03:00 --

↪→force

+ Cluster: batman (7277694203142172922) -+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Leader | running | 6 | | |

| |

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | streaming | 6 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

| postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Replica | streaming | 6 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

Success: restart scheduled on member postgresql0

Success: restart scheduled on member postgresql1

Success: restart scheduled on member postgresql2

5.2.13 保護者の履歴書
概要

resume

[ CLUSTER_NAME ]

[ --group CITUS_GROUP ]

[ --wait ]
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説明

patronictl resumeは、Patroniクラスターのメンテナンスモードを解除し、自動フェイルオーバーを再
度有効にします。

パラメーター

CLUSTER_NAME

Patroniクラスターの名前。

指定されない場合、 patronictlは、 scope構成が存在する場合は、そこからそれを取得しようと
します。

--group

指定された Citusグループを再開します。

CITUS_GROUPは、Citusグループの IDです。

指定されない場合、 patronictlは、 citus.group構成が存在する場合は、そこからそれを取得し
ようとします。

--wait

すべての Patroniメンバーが一時停止を解除するまで待ってから、呼び出し元に制御を戻します。

例

クラスターをメンテナンスモードから解除します。

$ patronictl -c postgres0.yml resume batman --wait

'resume' request sent, waiting until it is recognized by all nodes

Success: cluster management is resumed

5.2.14 patronictl show-config

概要

show-config

[ CLUSTER_NAME ]

[ --group CITUS_GROUP ]

説明

patronictl show-configは、DCSに保存されているクラスターの動的構成を示します。
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パラメーター

CLUSTER_NAME

Patroniクラスターの名前。

指定されない場合、 patronictlは、 scope構成が存在する場合は、そこからそれを取得しようと
します。

--group

指定された Citusグループの動的構成を表示します。

CITUS_GROUPは、Citusグループの IDです。

指定されない場合、 patronictlは、 citus.group構成が存在する場合は、そこからそれを取得し
ようとします。

例

クラスター batmanの動的構成を表示する

$ patronictl -c postgres0.yml show-config batman

loop_wait: 10

postgresql:

parameters:

max_connections: 250

pg_hba:

- host replication replicator 127.0.0.1/32 md5

- host all all 0.0.0.0/0 md5

use_pg_rewind: true

retry_timeout: 10

ttl: 30

5.2.15 パトロニクススイッチオーバー
概要

switchover

[ CLUSTER_NAME ]

[ --group CITUS_GROUP ]

[ { --leader | --primary } LEADER_NAME ]

--candidate CANDIDATE_NAME

[ --force ]

説明

patronictl switchoverは、クラスターでスイッチオーバーを実行します。

クラスターが正常なときに使用するように設計されています。例

• リーダーがいます。
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• 同期クラスターでは使用可能な同期スタンバイがあります。

ò 注釈

クラスターが正常でない場合は、代わりに patronictl failoverに興味があるかもしれません。

パラメーター

CLUSTER_NAME

Patroniクラスターの名前。

指定されない場合、 patronictlは、 scope構成が存在する場合は、そこからそれを取得しようと
します。

--group

指定された Citusグループでスイッチオーバーを実行します。

CITUS_GROUPは、Citusグループの IDです。

--leader / --primary
スイッチオーバー時に降格するリーダーを指定します。

LEADER_NAMEは、クラスター内の現在のリーダーの名前と一致する必要があります。

--candidate

スイッチオーバー時に昇格し、プライマリロールを引き受けるノード。

CANDIDATE_NAMEは、昇格するノードの名前です。

--scheduled

指定されたタイムスタンプにスイッチオーバーが発生するようにスケジュールします。

TIMESTAMPは、スイッチオーバーが発生する時点のタイムスタンプです。明確な形式で、できれば
タイムゾーンを使用して指定します。リテラル nowを使用して、スイッチオーバーをすぐに実行す
ることもできます。

--force

スイッチオーバーの実行時に確認プロンプトをスキップするためのフラグ。

スクリプトに役立ちます。

例

ノード postgresql2でスイッチオーバーします。

$ patronictl -c postgres0.yml switchover batman --leader postgresql0 --candidate␣

↪→postgresql2 --force

Current cluster topology

+ Cluster: batman (7277694203142172922) -+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

(次のページに続く)
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↪→Replay LSN | Lag |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Leader | running | 6 | | |

| |

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | streaming | 6 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

| postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Replica | streaming | 6 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

2023-09-13 14:15:23.07497 Successfully switched over to "postgresql2"

+ Cluster: batman (7277694203142172922) -+---------+----+-------------+---------+-----

↪→-------+---------+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag |

+-------------+----------------+---------+---------+----+-------------+---------+-----

↪→-------+---------+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Replica | stopped | | unknown | unknown | ␣

↪→unknown | unknown |

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | running | 6 | 0/4000188 | 0 | 0/

↪→4000188 | 0 |

| postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Leader | running | 6 | | |

| |

+-------------+----------------+---------+---------+----+-------------+---------+-----

↪→-------+---------+

postgresql0と postgresql2間のスイッチオーバーが 2023-09-13T18:00:00-03:00で発生するように
スケジュールします。

$ patronictl -c postgres0.yml switchover batman --leader postgresql0 --candidate␣

↪→postgresql2 --scheduled 2023-09-13T18:00-03:00 --force

Current cluster topology

+ Cluster: batman (7277694203142172922) -+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Leader | running | 8 | | |

| |

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | streaming | 8 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

| postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Replica | streaming | 8 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

(次のページに続く)
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+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

2023-09-13 14:18:11.20661 Switchover scheduled

+ Cluster: batman (7277694203142172922) -+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Leader | running | 8 | | |

| |

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | streaming | 8 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

| postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Replica | streaming | 8 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

+-------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-------

↪→-----+-----+

Switchover scheduled at: 2023-09-13T18:00:00-03:00

from: postgresql0

to: postgresql2

5.2.16 保護者トポロジ
概要

topology

[ CLUSTER_NAME [, ... ] ]

[ --group CITUS_GROUP ]

[ { -W | { -w | --watch } TIME } ]

説明

patronictl topologyは、Patroniクラスターとそのメンバーに関する情報をツリービューアプローチで
表示します。

出力には次の情報が含まれます。

Cluster

Patroniクラスターの名前。

ò 注釈

テーブルヘッダーに表示されます。
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System identifier

Postgresシステム識別子。

ò 注釈

テーブルヘッダーに表示されます。

Member

パトローニメンバーの名前。

ò 注釈

この列の情報は、レプリケーション接続の観点からメンバーのツリービューとして表示されます。

Host

メンバーがいるホスト。

Role

メンバーの現在のロール。

次のいずれかです。

• Leader通常の Patroniクラスターの現在のリーダー。または

• Standby Leader Patroniスタンバイクラスターの現在のリーダー。または

• Sync Standby同期モードが有効になっている Patroniクラスターの同期スタンバイ。または

• Replica Patroniクラスターの通常のスタンバイ。

State

Patroniメンバーの Postgresの現在の状態。

考えられる状態のいくつかの例

• running Postgresが現在アップして実行されている場合。

• streamingレプリカと Postgresが現在プライマリノードからWALをストリーミングしている
場合。

• in archive recoveryレプリカと Postgresが現在アーカイブからWALを取得している場合。

• stopped Postgresがシャットダウンされていた場合。

• crashed Postgresがクラッシュした場合。

TL

Patroniメンバーの現在の Postgresタイムライン。

Receive LSN

最後のログ先行書き込みの場所は、メンバー pg_catalog.pg_last_(xlog|wal)_receive_(location|lsn)()

のストリーミングレプリケーションによって受信され、ディスクに同期されました。
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Receive Lag

メンバーの Receive LSN位置とその上流間のMB単位のレプリケーションラグ。

Replay LSN

メンバー pg_catalog.pg_last_(xlog|wal)_replay_(location|lsn)()のリカバリー中に再生さ
れた最後のログ先行書き込みの場所。

Replay Lag

メンバーの Replay LSN位置とその上流間のMB単位のレプリケーションラグ。

それに加えて、次の情報が出力に含まれる場合があります。

Group

Citusグループ ID。

ò 注釈

テーブルヘッダーに表示されます。

Citusクラスターの場合にのみ表示されます。

Pending restart

*は、一部の Postgres構成を有効にするにはノードの再起動が必要であることを示します。空の値は、
ノードに再起動が必要ないことを示します。

ò 注釈

メンバー属性として表示されます。

ノードが再起動が必要な場合に表示されます。

Scheduled restart

Patroniメンバーによって管理される Postgresインスタンスの再起動がスケジュールされたタイムス
タンプ。空の値は、メンバーにスケジュールされた再起動が存在しないことを示します。

ò 注釈

メンバー属性として表示されます。

ノードにスケジュールされた再起動がある場合に表示されます。

Tags

Patroniメンバーに設定されたタグが含まれています。空の値は、タグが設定されていないか、デフォ
ルト値で構成されていることを示します。

ò 注釈

メンバー属性として表示されます。
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ノードにカスタムタグ、またはデフォルト以外の値を含むデフォルトタグがある場合に表示され
ます。

Scheduled switchover

Patroniクラスターでスイッチオーバーがスケジュールされている場合のタイムスタンプ。

ò 注釈

テーブルフッターに表示されます。

スケジュールされたスイッチオーバーがある場合にのみ表示されます。

Maintenance mode

クラスターモニタリングが現在一時停止されている場合。

ò 注釈

テーブルフッターに表示されます。

クラスターが一時停止されている場合にのみ表示されます。

パラメーター

CLUSTER_NAME

Patroniクラスターの名前。

指定されない場合、 patronictlは、 scope構成が存在する場合は、そこからそれを取得しようと
します。

--group

指定された Citusグループのメンバーに関する情報を表示します。

CITUS_GROUPは、Citusグループの IDです。

-W

2秒ごとに情報を自動的に更新します。

-w / --watch
指定した間隔で情報を自動的に更新します。

TIMEは、秒単位の更新間の間隔です。

例

クラスターのトポロジを表示する batman -- postgresql1および postgresql2は postgresql0から複製
しています。
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$ patronictl -c postgres0.yml topology batman

+ Cluster: batman (7277694203142172922) ---+-----------+----+-------------+-----+-----

↪→-------+-----+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag |

+---------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-----

↪→-------+-----+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Leader | running | 8 | | |

| |

| + postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | Replica | streaming | 8 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

| + postgresql2 | 127.0.0.1:5434 | Replica | streaming | 8 | 0/40004E8 | 0 | 0/

↪→40004E8 | 0 |

+---------------+----------------+---------+-----------+----+-------------+-----+-----

↪→-------+-----+

5.2.17 保護者バージョン
概要

version

[ CLUSTER_NAME [, ... ] ]

[ MEMBER_NAME [, ... ] ]

[ --group CITUS_GROUP ]

説明

patronictl versionは、patronictlアプリケーションのバージョンを取得します。それに加えて、Patroni
クラスターとそのメンバーに関するバージョン情報が含まれる場合があります。

パラメーター

CLUSTER_NAME

Patroniクラスターの名前。

MEMBER_NAME

Patroniクラスターのメンバーの名前。

--group

指定された Citusグループの Patroniクラスターを検討します。

CITUS_GROUPは、Citusグループの IDです。
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例

patronictlのみのバージョンを取得します。

$ patronictl -c postgres0.yml version

patronictl version 4.0.0

patronictlとクラスター batmanのすべてのメンバーのバージョンを取得します。

$ patronictl -c postgres0.yml version batman

patronictl version 4.0.0

postgresql0: Patroni 4.0.0 PostgreSQL 16.4

postgresql1: Patroni 4.0.0 PostgreSQL 16.4

postgresql2: Patroni 4.0.0 PostgreSQL 16.4

patronictlのバージョンと、クラスター batmanのメンバー postgresql1および postgresql2のバー
ジョンを取得します。

$ patronictl -c postgres0.yml version batman postgresql1 postgresql2

patronictl version 4.0.0

postgresql1: Patroni 4.0.0 PostgreSQL 16.4

postgresql2: Patroni 4.0.0 PostgreSQL 16.4
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第6章 レプリカイメージングとブートストラップ

Patroniでは、新しいレプリカの作成をカスタマイズできます。また、新しい空のクラスターがブートストラッ
プされているときに起こることの定義もサポートします。 2つの区別は明確に定義されています。Patroni
は、クラスターの DCSに initialize キーが存在する場合にのみレプリカを作成します。 initialize

キーがない場合 - Patroniは、初期化キーロックを取得する最初のノードでブートストラップを排他的に呼
び出します。

6.1 ブートストラップ
PostgreSQLは、新しいクラスターを初期化するための initdbコマンドを提供し、Patroniはデフォルトで
それを呼び出します。特定の場合、特に既存のクラスターのコピーとして新しいクラスターを作成する場
合、ビルトインメソッドをカスタムアクションに置き換える必要があります。 Patroniは、新しいクラスター
をブートストラップするユーザー定義スクリプトの実行をサポートし、それらにいくつかの必要な引数、
つまりクラスターの名前とデータディレクトリへのパスを提供します。これは、Patroni構成の bootstrap

セクションで構成されます。例

bootstrap:

method: <custom_bootstrap_method_name>

<custom_bootstrap_method_name>:

command: <path_to_custom_bootstrap_script> [param1 [, ...]]

keep_existing_recovery_conf: False

no_params: False

recovery_conf:

recovery_target_action: promote

recovery_target_timeline: latest

restore_command: <method_specific_restore_command>

各ブートストラップメソッドは、少なくとも nameおよび commandを定義する必要があります。デフォル
ト動作をトリガーするために特別な initdbメソッドが使用できます。この場合、 methodパラメーター
を完全に省略できます。 commandは、絶対パス、または patroniコマンドの場所を基準とした相対パス
を使用して指定できます。構成ファイルで定義された固定パラメーターに加えて、Patroniは 2つのクラス
ター固有のパラメーターを提供します。

--scope ブートストラップするクラスターの名前

--datadir ブートストラップするクラスターインスタンスのデータディレクトリへ
のパス

特別な no_paramsパラメーターを Trueに設定することにより、これら 2つの追加フラグの受け渡しを無
効にできます。
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ブートストラップスクリプトが 0を返す場合、Patroniは、自分自身が生成する PostgreSQLインスタンス
を構成および起動しようとします。中間ステップのいずれかが失敗するか、スクリプトがゼロ以外の値を
返した場合、Patroniはブートストラップが失敗したと想定し、自分自身の後にクリーンアップし、初期化
ロックを解放して別のノードにブートストラップの機会を与えます。

recovery_confブロックがカスタムブートストラップ方法と同じセクションで定義されている場合、Patroni
は、新しくブートストラップされたインスタンスを起動する前に recovery.conf を生成しますまたは、
PostgreSQL > = 12を実行している場合は Postgres構成でリカバリ設定を設定します。通常、このようなリ
カバリ構成には、 promoteに設定された recovery_target_actionとともに、 recovery_target_*パ
ラメーターの少なくとも 1つが含まれる必要があります。

keep_existing_recovery_confが定義され Trueに設定されている場合、Patroniは既存の recovery.conf

ファイルが存在する場合は削除しません PostgreSQL <= 11。同様に、その場合、Patroniは既存の recovery.

signalまたは standby.signalが存在する場合は削除せず、構成されたリカバリ設定 PostgreSQL > = 12
をオーバーライドしません。これは、適切なリカバリ構成を生成する pgBackRestのようなツールを使用し
てバックアップからブートストラップする場合に役立ちます。

それに加えて、カスタムブートストラップメソッド構成で通知された追加のキー/値ペアは、引数として
--name=value形式で commandに渡されます。例

bootstrap:

method: <custom_bootstrap_method_name>

<custom_bootstrap_method_name>:

command: <path_to_custom_bootstrap_script>

arg1: value1

arg2: value2

設定済みの commandが --arg1=value1 --arg2=value2コマンドライン引数でさらに呼び出されるよう
にします。

ò 注釈

ブートストラップメソッドはチェーンされず、プライマリメソッドに障害が発生した場合
にデフォルトのメソッドにフォールバックされません

例として、次のような構成を使用して Barmanバックアップから新しい Patroniクラスターをブートスト
ラップできます。

bootstrap:

method: barman

barman:

keep_existing_recovery_conf: true

command: patroni_barman --api-url https://barman-host:7480 recover

barman-server: my_server

ssh-command: ssh postgres@patroni-host
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ò 注釈

patroni_barman recoverでは、 Barmanホストで Barmanと pg-backup-apiの両方を構成している
必要があるため、バックアップ APIを介してリモート barman recoverを実行できます。上記の例で
は、使用可能なパラメーターのサブセットを使用しています。 patroni_barman recover --helpを
実行すると、詳細情報を取得できます。

6.2 ビルディングレプリカ
Patroniは、新しいレプリカを作成するために実績のある pg_basebackupを使用します。その欠点の 1つ
は、実行中のリーダーノードが必要であることです。もう 1つは、バックアップデータの「オンザフライ」
圧縮と、古いバックアップファイルのビルトインのクリーンアップの欠如です。 WAL-E、 pgBackRest、
Barmanなどの他のバックアップソリューション、または単に独自のスクリプトをローリングする人もいま
す。これらのすべてのユースケースに対応するために、Patroniは新しいレプリカのクローンを作成するカ
スタムスクリプトの実行をサポートしています。これらは postgresql構成ブロックで構成されます。

postgresql:

create_replica_methods:

- <method name>

<method name>:

command: <command name>

keep_data: True

no_params: True

no_leader: 1

例 wal_e

postgresql:

create_replica_methods:

- wal_e

- basebackup

wal_e:

command: patroni_wale_restore

no_leader: 1

envdir: {{WALE_ENV_DIR}}

use_iam: 1

basebackup:

max-rate: '100M'

例 pgbackrest

postgresql:

create_replica_methods:

- pgbackrest

- basebackup

pgbackrest:
(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

command: /usr/bin/pgbackrest --stanza=<scope> --delta restore

keep_data: True

no_params: True

basebackup:

max-rate: '100M'

例 Barman

postgresql:

create_replica_methods:

- barman

- basebackup

barman:

command: patroni_barman --api-url https://barman-host:7480 recover

barman-server: my_server

ssh-command: ssh postgres@patroni-host

basebackup:

max-rate: '100M'

ò 注釈

patroni_barman recoverでは、 Barmanホストで Barmanと pg-backup-apiの両方を構成している
必要があるため、バックアップ APIを介してリモート barman recoverを実行できます。上記の例で
は、使用可能なパラメーターのサブセットを使用しています。 patroni_barman recover --helpを
実行すると、詳細情報を取得できます。

create_replica_methods は、使用可能なレプリカ作成方法とそれらの実行順序を定義します。 Patroni
は、0を返す最初のメソッドで停止します。各メソッドは、構成ファイルの別のセクションを定義し、実
行するコマンドとそのコマンドに渡すカスタムパラメーターをリストする必要があります。すべてのパラ
メーターは --name=value形式で渡されます。ユーザー定義のパラメーターに加えて、Patroniはいくつか
のクラスター固有のパラメーターを提供します。

--scope このレプリカが属するクラスター

--datadir レプリカのデータディレクトリへのパス

--role 常に'レプリカ'

--connstring クローンを作成するクラスターメンバーに接続する接続文字列プライマ
リまたは他のレプリカ。接続文字列のユーザーは、 SQLおよびレプリ
ケーションプロトコルコマンドを実行できます。

特別な no_leaderパラメーターが定義されている場合、Patroniは実行中のリーダーやレプリカが存在し
ない場合でも、レプリカ作成メソッドを呼び出すことができます。その場合、空の文字列が接続文字列で
渡されます。これは、以前に実行されていたクラスターをバイナリバックアップから復元する場合に役立
ちます。

114 第 6章レプリカイメージングとブートストラップ



Patroni,リリース 4.1.0

特別な keep_dataパラメーターが定義されている場合、restoreを呼び出す前に PGDATAフォルダーをク
リーンにしないように Patroniに指示します。

特別な no_paramsパラメーターが定義されている場合、カスタムコマンドにパラメーターを渡すことを制
限します。

basebackup メソッドは特殊なケースです。 create_replica_methods が空の場合に使用されます
が、 create_replica_methods メソッド間で明示的にリストすることも可能です。このメソッドは、
pg_basebackup で新しいレプリカを初期化します。ベースバックアップは、 clonefrom タグを持つレ
プリカがない限りリーダーから取得されます。その場合、このようなレプリカのいずれかが pg_basebackup
のオリジンとして使用されます。構成なしで動作します。ただし、 basebackup構成セクションを指定す
ることは可能です。他のメソッド構成と同じルールが適用されます。つまり、長い---付きオプションのみ
を指定する必要があります。すべてのパラメーターが意味をなすわけではありません。接続文字列をオー
バーライドするか、作成するタールまたは圧縮されたベースバックアップにオプションを提供する場合、
パトロニはそれからレプリカを作成できません。 basebackupセクションに渡されるパラメーターの名前
または値に対して実行される検証はありません。また、シンボリックリンクがWALフォルダーに使用さ
れる場合、オプションとして正しい --waldirパスを指定するのはユーザーの責任であるため、レプリカ
のビルドアップまたは再初期化の後、シンボリックリンクが持続するようにしてください。ただし、この
オプションは v10以降でのみサポートされています。

basebackupパラメーターをマップキーと値のペアまたは要素のリストとして指定できます。各要素は、キー
と値のペアまたは単一のキー値を受け取らないオプション、たとえば --verboseの場合)。これらの 2つ
の例を検討します。

postgresql:

basebackup:

max-rate: '100M'

checkpoint: 'fast'

そして

postgresql:

basebackup:

- verbose

- max-rate: '100M'

- waldir: /pg-wal-mount/external-waldir

すべてのレプリカ作成方法が失敗した場合、Patroniは次のイベントループサイクル中にすべての方法を順
番に再試行します。
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第7章 レプリケーションモード

Patroniは PostgreSQLストリーミングレプリケーションを使用します。ストリーミングレプリケーション
の詳細については、 Postgres documentation _を参照してください。デフォルトでは、Patroniは非同期レプ
リケーション用に PostgreSQLを構成します。レプリケーションスキーマの選択は、ビジネスの考慮事項
によって異なります。非同期レプリケーションと同期レプリケーションの両方、および他の HAソリュー
ションを調査して、どのソリューションが最適であるかを判断します。

7.1 非同期モードの耐久性
非同期モードでは、クラスターは可用性を保証するために、コミットされたトランザクションの一部を失
うことができます。プライマリサーバーに障害が発生するか、他の理由で使用できなくなると、Patroniは
十分に正常なスタンバイをプライマリに自動的にプロモートします。そのスタンバイにレプリケートされ
ていないトランザクションは、プライマリ上の/"フォークされたタイムライン"に残り、事実上回復不能で
す [1]_。

失われる可能性のあるトランザクションの量は、 maximum_lag_on_failoverパラメーターを介して制御
されます。プライマリトランザクションログの位置はリアルタイムでサンプリングされないため、実際
には、フェールオーバーでの損失データの量は、ワーストケースになります。トランザクションログの
maximum_lag_on_failover バイトと、最後の ttl 秒に書き込まれた量 loop_wait /2秒平均的な場合）。
ただし、一般的な定常状態のレプリケーション遅延は 1秒未満です。

デフォルトでは、リーダー選挙を実行するときに、パトローニはレプリカの現在のタイムラインを考慮し
ません。これは、場合によっては望ましくない動作である可能性があります。 check_timelineパラメー
ターの値を trueに変更することにより、元のプライマリと同じタイムラインを持たないノードが新しい
リーダーになるのを防ぐことができます。

7.2 PostgreSQL同期レプリケーション
Patroniでは Postgresの synchronous replication _を使用できます。同期レプリケーションは、接続している
クライアントに成功して返す前に、書き込みがセカンダリに書き込まれることを確認することにより、クラ
スター全体の一貫性を保証します。同期レプリケーションのコスト書き込み時の待機時間の増加とスルー
プットの低下。このスループットは、ネットワークパフォーマンスに完全に基づいています。

ホスト型データセンター環境 AWS、Rackspace、または制御していないネットワークなどでは、同期レプ
リケーションにより書き込みパフォーマンスの変動が大幅に増加します。フォロワーがリーダーからアク
セスできなくなると、リーダーは事実上読み取り専用になります。

単純な同期レプリケーションテストを有効にするには、YAML構成ファイルの parametersセクションに
次の行を追加します。

http://www.postgresql.org/docs/current/static/warm-standby.html#STREAMING-REPLICATION
http://www.postgresql.org/docs/current/static/warm-standby.html#SYNCHRONOUS-REPLICATION
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synchronous_commit: "on"

synchronous_standby_names: "*"

PostgreSQL同期レプリケーションを使用する場合、少なくとも 3つの Postgresデータノードを使用して、
1つのホストに障害が発生した場合の書き込み可用性を保証します。

PostgreSQL同期レプリケーションを使用しても、すべての状況でトランザクション損失ゼロを保証するも
のではありません。プライマリと、現在同期レプリカとして機能しているセカンダリに同時に障害が発生
すると、すべてのトランザクションが含まれていない可能性がある 3番目のノードが昇格します。

7.3 同期モード
コミットされたトランザクションの損失が許容されないユースケースでは、Patroniの synchronous_mode

をオンにすることができます。 synchronous_modeがオンになっている場合、Patroniは、スタンバイにク
ライアント [2]_に成功したコミットステータスを返した可能性のあるすべてのトランザクションが含まれ
ていることが確実でない限り、スタンバイをプロモートしません。これは、一部のサーバーが利用可能な
場合でも、システムは書き込みに利用できない場合があることを意味します。システム管理者は、トラン
ザクション損失が発生した場合でも、手動フェイルオーバーコマンドを使用してスタンバイを昇格させる
ことができます。

synchronous_modeをオンにしても、すべての状況でのコミットのマルチノードの耐久性は保証されませ
ん。使用可能な適切なスタンバイがない場合、プライマリサーバーは書き込みを受け入れますが、レプリ
ケーションは保証しません。このモードでプライマリに障害が発生すると、スタンバイは昇格しません。
プライマリであったホストが復帰すると、システム管理者が手動フェイルオーバーを実行しない限り、自
動的に昇格します。この動作により、2ノードクラスターで同期モードを使用できるようになります。

synchronous_modeがオンで、スタンバイがクラッシュすると、パトロニの次の反復が実行され、プライ
マリをスタンドアロンモードに切り替えるまで、コミットがブロックされます書き込みの最悪の場合の遅
延は ttl秒、平均的な場合は loop_wait / 2秒。スタンバイを手動でシャットダウンまたは再起動しても、
コミットサービスの中断は発生しません。スタンバイは、PostgreSQLのシャットダウンが開始される前に、
同期スタンバイ業務から自分自身を解放するようにプライマリに信号を送信します。

各書き込みが少なくとも 2 つのノードに永続的に保存されることを保証する必要がある場合は、
synchronous_mode に加えて synchronous_mode_strict を有効にします。このパラメーターは、使用
可能な同期スタンバイ候補がない場合、Patroniがプライマリで同期レプリケーションをオフにしないよう
にします。欠点として、プライマリは Postgresトランザクションが明示的に synchronous_modeをオフに
していない限り書き込みに利用できず、少なくとも 1つの同期レプリカが登場するまで、すべてのクライ
アントの書き込み要求をブロックします。

nosyncタグを trueに設定することにより、スタンバイが同期スタンバイにならないようにできます。これ
は、遅いネットワーク接続の背後にあり、同期スタンバイになるとパフォーマンスの低下を引き起こすス
タンバイに設定することをお勧めします。タグ nostreamを trueに設定しても、同じ効果があります。

同期モードは、 patronictl edit-configコマンドまたは Patroni RESTインターフェイスを使用してオ
ンおよびオフにできます。手順については、 patronictl edit-configを参照してください。

注 PostgreSQLで同期レプリケーションが実装される方法のため、 synchronous_mode_strictを使用す
る場合でもトランザクションが失われる可能性があります。レプリケーションの確認を待機しているとき
に PostgreSQLバックエンドがキャンセルされると、クライアントのタイムアウトまたはバックエンドの障
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害によるパケットキャンセルの結果、トランザクションの変更が他のバックエンドに表示されるようにな
ります。このような変更はまだ複製されていないため、スタンバイプロモーションの場合に失われる可能
性があります。

7.4 同期レプリケーションファクター
パラメーター synchronous_node_countは、Patroniが同期スタンバイデータベースの数を管理するため
に使用されます。デフォルトでは 1に設定されます。 synchronous_modeが offに設定されている場合、
効果はありません。有効にすると、Patroniはパラメーター synchronous_node_countに基づいて同期ス
タンバイデータベースの正確な数を管理し、メンバーが参加および離脱するときに PostgreSQLの DCSお
よび synchronous_standby_namesの状態を調整します。パラメーターが資格のあるノードの数より大き
い値に設定されている場合、パトローニによって自動的に削減されます。

7.5 同期ノードの最大遅延
デフォルトでは、Patroniは、その前に他のノードがある場合でも、 pg_stat_replicationビューによる
と synchronousとして宣言されたノードに固執します。これは、synchronous_standby_namesの変更の
数を最小限に抑えるために行われます。この動作を変更するには、 maximum_lag_on_syncnodeパラメー
ターを使用できます。これは、レプリカが/"同期/"と見なされるまでのどのくらいの遅延を制御します。

Patroniは、複数のスタンバイがある場合に最大レプリカ LSNを利用します。それ以外の場合、リーダー
の現在の wal LSNを使用します。デフォルトは -1であり、値が 0以下に設定されている場合、Patroniは
同期の不健全なスタンバイをスワップするアクションを実行しません。トランザクション量が多いときに
Patroniが同期スタンバイを頻繁にスワップしないように、十分な高い値を設定してください。

7.6 同期モードの実装
同期モードの場合、Patroniは、最新のプライマリおよび現在の同期スタンバイデータベースを含む DCS
/syncキーで同期状態を維持します。この状態は、次の不変条件を保証するために厳密な順序制約で更新
されます。

• ノードは、書き込みトランザクションを受け入れることができるときは常に、最新のリーダーとして
マークされる必要があります。 Patroniがクラッシュするか、PostgreSQLがシャットダウンしていな
い場合、このインバリアントの違反が発生する可能性があります。

• ノードは、DCSの /syncキーで同期スタンバイとして公開されている限り、PostgreSQLで同期スタ
ンバイとして設定する必要があります。

• リーダーまたは現在の同期スタンバイではないノードは、自分自身を自動的に昇格させることはでき
ません。

Patroniは、synchronous_standby_namesへの synchronous_node_countパラメーターに基づいて、1つ
以上の同期スタンバイノードのみを割り当てます。

HAループ反復ごとに、Patroniは同期スタンバイノードの選択を再評価します。同期スタンバイノードの
現在のリストが接続され、同期ステータスの削除を要求していない場合、選択されたままです。それ以外
の場合、レプリケーションで最も進んでいる同期に使用可能なクラスターメンバーが選択されます。
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7.6.1 例
DCSの /configキー

synchronous_mode: on

synchronous_node_count: 2

...

DCSの /syncキー

{

"leader": "node0",

"sync_standby": "node1,node2"

}

postgresql.conf

synchronous_standby_names = 'FIRST 2 (node1,node2)'

上記の例では、ノード node1および node2のみが同期であることが知られ、プライマリ node0に障害が
発生した場合に自動的に昇格できます。

7.7 クォーラムコミットモード
PostgreSQL v10から、Patroniはクォーラムベースの同期レプリケーションをサポートしています。

このモードでは、Patroniは DCSの同期状態を維持します。これには、最新の既知のプライマリ、クォー
ラムに必要なノードの数、および現在クォーラムに投票する資格のあるノードが含まれます。定常状態で
は、クォーラムに投票したノードがリーダーであり、すべての同期スタンバイです。この状態は、ノード
のプロモーションと synchronous_standby_namesに関する厳密な順序制約で更新され、クォーラムを達
成できる投票者のサブセットに、最後に成功したコミットを持つ少なくとも 1つのノードが常に含まれる
ようにします。

HAループの反復ごとに、Patroniはノードの可用性と要求されたクラスター構成に基づいて、同期スタンバ
イの選択とクォーラムを再評価します。 9.6以降の PostgreSQLバージョンでは、レプリケーションがリー
ダーに追いつくと、すべての対象ノードが同期スタンバイとして追加されます。

クォーラムコミットは、1つのスタンバイへの複製のより高いレイテンシを他のスタンバイで補うことが
できるため、通常動作中でも最悪の場合のレイテンシを削減するのに役立ちます。

クォーラムベースの同期モードは、patronictl edit-configコマンドまたは Patroni RESTインターフェ
イスを介して synchronous_modeを quorumに設定することにより、有効にできます。手順については、
synchronous_modeを参照してください。

synchronous_node_count、maximum_lag_on_syncnode、synchronous_mode_strictのような他のパ
ラメーターは、 synchronous_mode=onと同じように動作し続けます。
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7.7.1 例
DCSの /configキー

synchronous_mode: quorum

synchronous_node_count: 2

...

DCSの /syncキー

{

"leader": "node0",

"sync_standby": "node1,node2,node3",

"quorum": 1

}

postgresql.conf

synchronous_standby_names = 'ANY 2 (node1,node2,node3)'

プライマリ node0に障害が発生した場合、上記の例では、node1、node2、node3のうちの 2つが最新の
トランザクションを受信しますが、どれがどれであるかはわかりません。ノード node1が最新のトランザ
クションを受信したかどうかを判断するには、その LSNと、 node2および node3のうちの node0の 1つ
のノード /syncキーの quorum=1の LSNと比較する必要があります。 node1がそれらの少なくとも 1つ
の背後にない場合、 node1が昇格した場合にユーザーに見えるデータの損失がないことを保証できます。
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第8章 スタンバイクラスター

Patroniは、/"スタンバイクラスター/"と呼ばれる機能を使用して、リモートデータセンターリージョンへの
カスケードレプリケーションの実行もサポートしています。このタイプのクラスターには次の特徴があり
ます。

• /"standby leader/"リモートノードから複製することを除き、通常のクラスターリーダーとほぼ同じよ
うに動作します。

• カスケードレプリカ、スタンバイリーダーから複製しています。

スタンバイリーダーは、DCSのリーダーロックを保持および更新します。リーダーロックの有効期限が切
れると、カスケードレプリカは選択を実行して、スタンバイから別のリーダーを選択します。

スタンバイクラスターと、それが複製するプライマリクラスターの間にはそれ以上の関係はありません。
特に、同じDCSを使用する場合、同じDCSスコープを共有してはなりません。これらは、レプリケーショ
ン情報を除き、お互いに何も知りません。また、スタンバイクラスターは、プライマリクラスターの後援
者リストまたは後援者リスト出力に表示されません。

柔軟性を高めるために、standby_cluster`セクションに :ref:`create_replica_methods <custom_replica_creation>
キーを提供することにより、クラスターが/"スタンバイモード"のときにレプリカとリカバリWALレコードの
作成方法を指定できます。クラスターがデタッチされ、̀ postgresql`セクションの `create_replica_methods`に
よって制御される通常のクラスターとして機能する場合、これはレプリカの作成とは異なります。 /"standby/"
と/"normal/" `create_replica_methods`は両方とも、`postgresql`セクションのキーを参照します。

このようなクラスターを構成するには、パトロニ構成でセクション standby_clusterを指定する必要が
あります。

bootstrap:

dcs:

standby_cluster:

host: 1.2.3.4

port: 5432

primary_slot_name: patroni

create_replica_methods:

- basebackup

これらのオプションは、クラスターブートストラップ中に 1回のみ適用され、その後にそれらを変更する
唯一の方法は DCSを介することに注意してください。

Patroniは、リモートプライマリの PGDATAで `postgresql.conf`または `postgresql.conf.backup`を見つける
ことを想定しており、ベースバックアップ後に見つからない場合は起動しません。リモートプライマリが
`postgresql.conf`を他の場所で保持している場合、それを PGDATAにコピーするのはあなたの責任です。
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スタンバイクラスターでレプリケーションスロットを使用する場合、プライマリクラスターで対応するレ
プリケーションスロットも作成する必要があります。これは、スタンバイクラスター実装によって自動的
に実行されません。 プライマリクラスターで Patroniの永久レプリケーションスロット機能を使用して、
primary_slot_nameと同じ名前のレプリケーションスロット、または primary_slot_nameが提供されて
いない場合はそのデフォルト値を維持できます。

リモートサイトがプライマリに接続する単一のエンドポイントを提供しない場合、standby_cluster.host

セクションにソースクラスターのすべてのホストをリストできます。 standby_cluster.hostにコンマで
区切られた複数のホストが含まれる場合、Patroniは次のことを行います。

• スタンバイリーダーノードの primary_conninfoに target_session_attrs=read-writeを追加し
ます。

• pg_rewindを実行する必要があるかどうかを判断するとき、またはスタンバイクラスターのすべて
のノードで pg_rewindを実行するときは、 target_session_attrs=read-writeを使用します。

• pg_rewind が正常に動作するには、クラスターを data page checksums initdb の
--data-checksums オプションで初期化する必要があるか、 wal_log_hints を on に設定す
る必要があることに注意してください。そうしないと、 pg_rewindは正常に機能しません。

別のスタンバイクラスターまたはプライマリクラスターのスタンバイメンバーからスタンバイクラスター
をレプリケートする可能性があります。そのためには、standby_cluster.hostセクションで単一のホス
トを定義する必要があります。ただし、この場合、 pg_rewindはスタンバイクラスターでの実行に失敗す
ることに注意する必要があります。

124 第 8章スタンバイクラスター
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第9章 ウォッチドッグのサポート

複数の PostgreSQLサーバーをプライマリとして実行すると、タイムラインの分岐によりトランザクション
が失われる可能性があります。この状況は、スプリットブレイン問題とも呼ばれます。スプリットブレイ
ンを回避するには、DCSでリーダーキーの有効期限が切れた後、PostgreSQLがトランザクションコミッ
トを受け入れないことを確認する必要があります。通常の状況では、Patroniは、何らかの理由でリーダー
ロックの更新が失敗した場合、PostgreSQLを停止することによりこれを達成しようとします。ただし、こ
れはさまざまな理由で発生しない場合があります。

• Patroniは、バグ、メモリ不足状態、またはシステム管理者が誤って強制終了したためにクラッシュ
しました。

• PostgreSQLのシャットダウンが遅すぎます。

• システムの高負荷、ハイパーバイザーによって一時停止されている VM、またはその他のインフラス
トラクチャの問題のため、Patroniは実行できません。

これらの条件下での正しい動作を保証するために、Patroniはウォッチドッグデバイスをサポートしていま
す。ウォッチドッグデバイスは、指定された時間フレーム内にキープアライブハートビートを取得しない
場合に、システム全体をリセットするソフトウェアまたはハードウェアメカニズムです。これにより、通
常の Patroniスプリットブレイン保護メカニズムに障害が発生した場合に備えて、フェイルセーフのレイ
ヤーが追加されます。

Patroni は、PostgreSQL をプライマリに昇格する前に、ウォッチドッグをアクティブにしようとします。
ウォッチドッグのアクティブ化が失敗し、ウォッチドッグモードが requiredの場合、ノードはリーダー
になることを拒否します。リーダー選挙に参加することを決定するとき、パトローニは、ウォッチドッグ
構成でリーダーになることができるかどうかも確認します。 PostgreSQLを降格した後たとえば手動フェ
イルオーバーのため、Patroniはウォッチドッグを再度無効にします。 Patroniが一時停止状態にある場合、
ウォッチドッグも無効になります。

デフォルトでは、Patroniは TTLの有効期限が切れる 5秒前に有効期限が切れるようにウォッチドッグを設
定します。 loop_wait=10および ttl=30のデフォルト設定では、これにより、システムが強制的にリセッ
トされる前に HAループが完了するまでに少なくとも 15秒 ttl - safety_margin - loop_waitが発生しま
す。デフォルトでは、DCSへのアクセスは 10秒後にタイムアウトするように構成されています。これは、
ネットワークの問題などにより DCSが利用できない場合、Patroniと PostgreSQLがすべてのクライアント
接続が終了する状態になるまでに少なくとも 5秒 ttl - safety_margin - loop_wait - retry_timeoutを
意味します。

安全マージンは、リーダーキーの更新とウォッチドッグキープアライブ間の時間のために Patroniが予約し
た時間です。 Patroniは、リーダーキーの更新を確認したら、すぐにキープアライブを送信しようとしま
す。 Patroniプロセスが適切な瞬間に長時間一時停止された場合、キープアライブは、ウォッチドッグをト
リガーせずに安全マージンを超えて遅延される場合があります。これにより、リーダーキーの有効期限が
発生する前にウォッチドッグがトリガーされない時間が発生し、保証が無効になります。あらゆる状況で
ウォッチドッグがトリガーされるように保証には、safety_marginを-1に設定してウォッチドッグタイム
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アウトを ttl // 2に設定することにより、TTLの半分の後に有効期限が切れるようにウォッチドッグを
設定します。この保証が必要な場合は、おそらく ttlを増やしたり、 loop_waitおよび retry_timeout

を減らしたりする必要があります。

現在、ウォッチドッグは、Linuxウォッチドッグデバイスインターフェイスを使用した場合のみサポート
されています。

9.1 Linuxでのソフトウェアウォッチドッグの設定
デフォルトの Patroni構成は、Patroniにアクセスできる場合、Linuxで /dev/watchdogを使用しようとし
ます。ほとんどのユースケースでは、Linuxカーネルに組み込まれているソフトウェアウォッチドッグを
使用することで十分に安全です。

ソフトウェアウォッチドッグを有効にするには、Patroniを起動する前に rootとして次のコマンドを発行し
ます。

modprobe softdog

# Replace postgres with the user you will be running patroni under

chown postgres /dev/watchdog

テストの場合、modprobeコマンドラインに soft_noboot=1を追加して、リブートを無効にすることが役
立つ場合があります。この場合、ウォッチドッグはカーネルリングバッファに行をログに記録するだけで、
`dmesg`を介して可視されます。

Patroniは、ウォッチドッグが正常に有効になると、ウォッチドッグに関する情報をログに記録します。

126 第 9章ウォッチドッグのサポート
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第10章 クラスターの一時停止/再開モード

10.1 ゴール
特定の状況では、Patroniは DCSにクラスター状態を保持したまま、クラスターの管理から一時的に辞任
する必要があります。考えられるユースケースは、メジャーバージョンのアップグレードや破損リカバリ
など、クラスターでの一般的ではないアクティビティです。これらのアクティビティ中に、ノードはパト
ローニにとって不明な理由で起動および停止されることが多く、一部のノードは一時的に昇格することも
あり、プライマリを 1つのみ実行するという仮定に違反します。したがって、Patroniは、Pacemakerのメ
ンテナンスモードと同等の機能を実装し、実行中のクラスターから/"detach/"できる必要があります。

10.2 実装
Patroniが一時停止モードで実行されている場合、次の場合を除き、PostgreSQLの状態は変更されません。

• ノードごとに、DCSのメンバーキーがクラスターに関する現在の情報で更新されます。これにより、
Patroniは、メンバーが実行中の場合、メンバーノードで読み取り専用クエリを実行します。

• リーダーロックを使用した Postgresプライマリの場合、Patroniはロックを更新します。リーダーロッ
クを持つノードがプライマリでなくなるつまり手動で降格されると、Patroniはノードをプロモーショ
ンして戻す代わりにロックを解放します。

• 手動スケジュール外の再起動、手動スケジュール外のフェイルオーバー/スイッチオーバー、および
再初期化が許可されます。スケジュールされたアクションは許可されません。手動スイッチオーバー
は、スイッチオーバー先のノードが指定されている場合にのみ許可されます。

• 'Parallel'プライマリが Patroniによって検出された場合、警告を発しますが、リーダーロックなしで
プライマリを降格しません。

• クラスター内にリーダーロックがない場合、実行中のプライマリがロックを取得します。複数のプラ
イマリノードがある場合、最初にロックを取得したプライマリが勝ちます。プライマリが完全にない
場合、Patroniはレプリカをプロモーションしようとしません。このルールには例外があります。古
いプライマリが手動昇格のために自分自身を降格したため、リーダーロックがない場合、昇格要求に
記載された候補ノードのみがリーダーロックを取得できます。新しいリーダーロックが付与される
と、レプリカを手動で昇格させた後、パトローニは、以前のリーダーからストリーミングしていたレ
プリカが新しいリーダーに切り替わることを確認します。

• Postgresが停止している場合、Patroniはそれを起動しようとしません。 Patroniは、停止しても、管
理している Postgresインスタンスを停止しようとしません。

• Patroniは、他のクラスターメンバーを表さない、または永続スロットの構成にリストされていない
レプリケーションスロットを削除しようとしません。
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10.3 ユーザーガイド
patronictlは、 patronictlおよび patronictlコマンドをサポートしています。

{/"pause/": true/false/null}を使用して {namespace}/{cluster}/configキーに PATCH要求を発
行することもできます

128 第 10章クラスターの一時停止/再開モード
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第11章 DCSフェイルセーフモード

11.1 問題
Patroniは、リーダー選挙のタスクを解決し、ネットワーク分割を検出するために分散構成ストア DCSに
大きく依存しています。つまり、ノードは DCSのリーダーロックを更新できる場合にのみ Postgresをプラ
イマリとして実行できます。リーダーロックの更新が失敗した場合、Postgresはすぐに降格され、読み取
り専用として起動されます。どの DCSが使用されるかに応じて、/"問題"が発生する可能性が異なります。
たとえば、Patroniにのみ使用される Etcdでは、可能性はゼロに近いですが、K8s API Etcdによってサポー
トされている場合、より頻繁に観察される可能性があります。

11.2 現在の実装の理由
リーダーロックの更新の失敗は、2つの主な理由によって発生する可能性があります。

1. ネットワークパーティショニング

2. DCSがダウンしている

一般に、単一のノードからこれら 2つを区別することは不可能であるため、Patroniは最悪のケースである
ネットワーク分割を想定しています。分割されたネットワークの場合、パトロニクラスターの他のノード
がリーダーロックを正常に取得し、Postgresをプライマリに昇格させる場合があります。スプリットブレ
インを回避するために、リーダーロックの有効期限が切れる前に、古いプライマリは降格されます。

11.3 DCSフェイルセーフモード
新しい特別なオプション failsafe_modeを導入します。これは、DCS /configキーに保存されているグ
ローバル failsafe_modeを介してのみ有効にできます。フェイルセーフモードが有効になっており、バー
ジョン/値/インデックスの不一致とは別の理由で DCSのリーダーロックの更新が失敗した場合、Postgres
は、Patroni REST APIを介してクラスターのすべての既知のメンバーにアクセスできる場合、プライマリ
として実行し続けます。

11.4 低レベル実装の詳細
• DCSに /failsafeという名前の新しい永続キーを導入します。

• /failsafeキーには、特定の時点での特定の Patroniクラスターの既知のメンバーがすべて含まれて
います。

• 現在のリーダーは /failsafeキーを維持します。

• メンバーは、 /failsafeキーに存在する場合にのみ、リーダーレースに参加し、新しいリーダーに
なることができます。
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• クラスターが単一のノードで構成されている場合、/failsafeキーには単一のメンバーが含まれます。

• DCS /"outage/"の場合、既存のプライマリは POST /failsafe REST APIを介して /failsafeキーで
提示されているすべてのメンバーに接続し、すべてのレプリカが確認した場合はプライマリとして実
行し続けます。

• メンバーの 1人が応答しない場合、プライマリは降格されます。

• レプリカは、プライマリがまだ生きていることを示す指標として、着信 POST /failsafe REST API
要求を使用しています。この情報は ttl秒間キャッシュされます。

11.5 よくある質問
• 現在のプライマリが他のすべてのメンバーを参照しなければならないのはなぜですか?ここでクォー
ラムに頼ることはできないでしょうか？

これは素晴らしい質問です。問題は、クォーラムに関する見方が DCSとパトローニの観点から異な
る可能性があることです。 DCSノードはアベイラビリティーゾーンにわたって均等に分散する必要
がありますが、Patroniにはそのようなルールはなく、さらに重要なことに、このようなルールを導入
および適用するメカニズムがありません。パトローニノードの大部分が分割されたネットワークプラ
イマリを含む負けた部分に収まり、少数派ノードが勝った部分にある場合、プライマリを降格する必
要があります。他のすべてのメンバーをチェックすることのみが、このような状況を検出できます。

• DCSがダウンしているときにノード/ポッドが終了した場合はどうなりますか?

DCSにアクセスできない場合、チェック「他のクラスターメンバーはすべてアクセス可能ですか?」
ハートビートループのサイクルごとに loop_wait秒ごとに実行されます。ポッド/ノードが終了する
と、チェックは失敗し、Postgresは読み取り専用に降格され、DCSが復元されるまで復旧しません。

• DCSがダウンしているときに Patroniクラスターのすべてのメンバーが失われた場合はどうなりま
すか?

クラスターにリーダーがない場合でも、バックアップから新しいレプリカを作成するように Patroni
を構成できます。ただし、新しいメンバーが /failsafeキーに存在しない場合、リーダーロックを
取得して昇格することはできません。

• プライマリが DCSへのアクセスを失った場合、レプリカはそうでなかった場合はどうなりますか？

プライマリはフェイルセーフコードを実行し、すべての既知のレプリカに接続します。これらのレプ
リカは、プライマリが生きていることを示す指標としてこの情報を使用し、DCSのリーダーロック
の有効期限が切れてもリーダーレースを開始しません。

• フェールセーフモードを有効にするにはどうすればよいですか?

failsafe_modeを有効にする前に、すべてのメンバーの Patroniバージョンが最新であることを確認
してください。その後、 PATCH /config failsafe_modeまたは failsafe_modeのいずれかを使用
できます。

130 第 11章 DCSフェイルセーフモード
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第12章 KubernetesでのPatroniの使用

Patroniは、Kubernetesオブジェクトを使用して、クラスターの状態を保存し、リーダーキーを管理できま
す。これにより、一貫性ストアなしで Kubernetes環境で Postgresを操作できます。つまり、追加の Etcd
展開を実行する必要はありません。 Patroni がリーダーと構成キーを保存するために使用できる Kuber-
netes オブジェクトの 2 つの異なるタイプがあります。それらは `kubernetes.use_endpoints`または `PA-
TRONI_KUBERNETES_USE_ENDPOINTS`環境変数で構成されます。

12.1 エンドポイントを使用する
これは推奨されるモードであるという事実にもかかわらず、互換性の理由からデフォルトでオフになって
います。オンの場合、Patroniは、クラスター構成とリーダーキーを、作成する各 `Endpoints`の `metadata:
annotations`フィールドに保存します。リーダー情報を含むアノテーションと実行中のリーダーポッドを指
す実際のアドレスの両方が一度に同時に更新されるため、`ConfigMaps`を使用する場合より安全です。

12.2 ConfigMapを使用する
このモードでは、Patroniはエンドポイントの代わりに ConfigMapを作成し、これらの ConfigMapのメタ
データ内にキーを保存します。リーダーを変更するには、少なくとも 2つの更新が必要です。1つはリー
ダーの ConfigMapに対して、もう 1つは各エンドポイントに対してです。

トラフィックを Postgresリーダーに転送するには、`role_label`patroni構成で構成したラベルセレクターを
使用するように Kubernetes Postgresサービスを構成する必要があります。

OpenShiftで実行している場合など、場合によっては、ConfigMapsを使用する以外に方法がないことに注
意してください。

12.3 構成
Patroni Kubernetes settingsおよび settingsは、ドキュメントの一般的な章で説明されています。

12.3.1 ロールラベルのカスタマイズ
デフォルトでは、Patroniは、role=primaryなどのノードのロールに基づいて、実行されるポッドに対応す
るラベルを設定します。 labelのキーと値は、kubernetes.role_label、kubernetes.leader_label_value、kuber-
netes.follower_label_value、および `kubernetes.standby_leader_label_value`によりカスタマイズできます。

デフォルトのロールラベルからカスタムロールラベルに移行する場合、次の移行手順によりダウンタイム
を削減できることに注意してください。
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1. kubernetes.tmp_role_label`とポッドの元のロール値を使用して、一時的なラベルを追加します ``tmp_role`
など。ポッドが再起動すると、Patroniによって設定された次のラベルを取得します。

labels:

cluster-name: foo

role: primary

tmp_role: primary

2. すべてのポッドが更新されたら、サービスセレクターを変更して一時的なラベルを選択します。

selector:

cluster-name: foo

tmp_role: primary

3. カスタムロールラベルを追加しますたとえば、`kubernetes.leader_label_value=primary`を設定します。
ポッドが再起動すると、Patroniによって設定された次の新しいラベルを取得します。

labels:

cluster-name: foo

role: primary

tmp_role: primary

4. すべてのポッドが再度更新された後、新しいロール値を使用するようにサービスセレクターを変更し
ます。

selector:

cluster-name: foo

role: primary

5. 最後に、構成から一時的なラベルを削除し、すべてのポッドを更新します。

labels:

cluster-name: foo

role: primary

12.4 例
• Patroniリポジトリの kubernetes _フォルダーには、Dockerイメージの例と、Patroni Kubernetesセッ
トアップをテストするための Kubernetesマニフェストが含まれています。権限の問題のため、現在
の状態では Persistent Volumeを使用できないことに注意してください。

• Spilo Project .には、永続ボリュームを使用できるフル機能の Dockerイメージがあります。

• Kubernetesを使用して実行される Patroniで構成された Spiloイメージを展開するための Helm chart
もあります。

• Patroniと Spiloを使用してデータベースクラスターを大規模に実行するには、 postgres-operatorプロ
ジェクトを見てください。 Spiloクラスターを管理するための演算子パターンを実装します。
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第13章 Citusのサポート

Patroniを使用すると、`Multi-Node Citus`__クラスターの展開が非常に簡単になります。

13.1 TL;DR
従う必要がある簡単なルールがいくつかあります。

1. Citus _ PostgreSQLのデータベース拡張機能は、すべてのノードで利用できる必要があります。 サ
ポートされている絶対最小の Citusバージョンは 10.0ですが、ワーカーの透過的スイッチオーバーと
再起動からすべてのメリットを得るには、少なくとも Citus 11.2以上を使用することをお勧めします。

2. クラスター名 scopeは、すべての Citusノードで同じである必要があります。

3. スーパーユーザーの資格情報はコーディネーターとすべてのワーカーノードで同じである必要があ
り、 pg_hba.confはすべてのノード間のスーパーユーザーのアクセスを許可する必要があります。

4. REST API ワーカーノードからコーディネーターへのアクセスを許可する必要があります。たとえば、
資格情報は同じである必要があり、構成されている場合、ワーカーノードからのクライアント証明書
はコーディネーターが受け入れる必要があります。

5. 次のセクションを patroni.yamlに追加します。

citus:

group: X # 0 for coordinator and 1, 2, 3, etc for workers

database: citus # must be the same on all nodes

その後、Patroniを起動するだけで、残りは処理されます。

0. Patroni は bootstrap.dcs.synchronous_mode を bootstrap.dcs.synchronous_mode に明示的に
設定されていない場合、 bootstrap.dcs.synchronous_modeに設定します。

1. citus拡張機能は shared_preload_librariesに自動的に追加されます。

2. max_prepared_transactions がグローバル max_prepared_transactions で明示的に設定されて
いない場合、Patroniは自動的に 2*max_connectionsに設定します。

3. citus.local_hostname GUC値は、 localhostから Patroniがローカルの PostgreSQLインスタン
スに接続するために使用している値に調整されます。 PostgreSQLがリッスンしていない可能性があ
るため、値は localhostとは異なる必要がある場合があります。

4. citus.databaseが自動的に作成され、続いて CREATE EXTENSION citusが作成されます。

5. 現在のスーパーユーザー credentialsは pg_dist_authinfoテーブルに追加されて、クロスノード通
信が許可されます。後でスーパーユーザーのユーザー名/パスワード/sslcert/sslkeyを変更する場合は、
それらを更新することを忘れないでください。
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6. コーディネータープライマリノードは、ワーカープライマリノードを自動的に検出し、
citus_add_node()ファンクションを使用して pg_dist_nodeテーブルに追加します。

7. Patroniは、コーディネーターまたはワーカークラスターでフェールオーバー/スイッチオーバーが発
生した場合に、 pg_dist_nodeを維持します。

13.2 patronicl
コーディネータークラスターとワーカークラスターは、物理的に異なる PostgreSQL/Patroniクラスターであ
り、 PostgreSQLの Citus _データベース拡張機能を使用して論理的にグループ化されているだけです。し
たがって、ほとんどの場合、それらを単一のエンティティとして管理することはできません。

通常と比較して、 patroni.yamlに citusセクションがある場合の patronicl の動作に 2つの大きな違い
があります。

1. listおよび topologyは、デフォルトで、Citusフォーメーションのすべてのメンバーコーディネー
ターとワーカーを出力します。新しい列 Groupは、それらが属している Citusグループを示します。

2. すべての patronictlコマンドに、 --groupという名前の新しいオプションが導入されます。一部
のコマンドでは、グループのデフォルト値が patroni.yamlから取得される場合があります。たと
えば、 patronictlは、 citusセクションで設定された groupのメンテナンスモードをデフォルト
で有効にしますが、たとえば patronictlまたは patronictlの場合、グループを明示的に指定する
必要があります。

Citusクラスターの後援者リスト出力の例

postgres@coord1:~$ patronictl list demo

+ Citus cluster: demo ----------+----------------+---------+----+-------------+-----+-

↪→-----------+-----+

| Group | Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag |

+-------+---------+-------------+----------------+---------+----+-------------+-----+-

↪→-----------+-----+

| 0 | coord1 | 172.27.0.10 | Replica | running | 1 | 0/41C0368 | 0 |

0/41C0368 | 0 |

| 0 | coord2 | 172.27.0.6 | Quorum Standby | running | 1 | 0/41C0368 | 0 |

0/41C0368 | 0 |

| 0 | coord3 | 172.27.0.4 | Leader | running | 1 | | |

| |

| 1 | work1-1 | 172.27.0.8 | Quorum Standby | running | 1 | 0/31D3198 | 0 |

0/31D3198 | 0 |

| 1 | work1-2 | 172.27.0.2 | Leader | running | 1 | | |

| |

| 2 | work2-1 | 172.27.0.5 | Quorum Standby | running | 1 | 0/31CDFC0 | 0 |

0/31CDFC0 | 0 |

| 2 | work2-2 | 172.27.0.7 | Leader | running | 1 | | |

| |

+-------+---------+-------------+----------------+---------+----+-------------+-----+-

↪→-----------+-----+
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--groupオプションを追加すると、出力は次のように変更されます。

postgres@coord1:~$ patronictl list demo --group 0

+ Citus cluster: demo (group: 0, 7179854923829112860) -+-------------+-----+----------

↪→--+-----+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag | Replay␣

↪→LSN | Lag |

+--------+-------------+----------------+---------+----+-------------+-----+----------

↪→--+-----+

| coord1 | 172.27.0.10 | Replica | running | 1 | 0/41C0368 | 0 | 0/

↪→41C0368 | 0 |

| coord2 | 172.27.0.6 | Quorum Standby | running | 1 | 0/41C0368 | 0 | 0/

↪→41C0368 | 0 |

| coord3 | 172.27.0.4 | Leader | running | 1 | | |

| |

+--------+-------------+----------------+---------+----+-------------+-----+----------

↪→--+-----+

postgres@coord1:~$ patronictl list demo --group 1

+ Citus cluster: demo (group: 1, 7179854923881963547) -+-------------+-----+----------

↪→--+-----+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag | Replay␣

↪→LSN | Lag |

+---------+------------+----------------+---------+----+-------------+-----+----------

↪→--+-----+

| work1-1 | 172.27.0.8 | Quorum Standby | running | 1 | 0/31D3198 | 0 | 0/

↪→31D3198 | 0 |

| work1-2 | 172.27.0.2 | Leader | running | 1 | | |

| |

+---------+------------+----------------+---------+----+-------------+-----+----------

↪→--+-----+

13.3 Citusワーカーのスイッチオーバー
Citusワーカーノードのスイッチオーバーがオーケストレーションされると、Citusは、アプリケーション
に対してスイッチオーバーをほぼトランスペアレントにする機会を提供します。アプリケーションはコー
ディネーターに接続し、コーディネーターはワーカーノードに接続するため、Citusでは、ワーカーノード
でホストされているシャードのコーディネーターで SQLトラフィックを `pause`することが可能です。ス
イッチオーバーは、トラフィックがコーディネーターに保持されたときに発生し、新しいプライマリワー
カーノードが読み取り/書き込みクエリを受け入れる準備が整うとすぐに再開されます。

ワーカークラスターでのパトロニクススイッチオーバーの例

postgres@coord1:~$ patronictl switchover demo

+ Citus cluster: demo ----------+----------------+---------+----+-------------+-----+-

↪→-----------+-----+

(次のページに続く)
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| Group | Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag |

+-------+---------+-------------+----------------+---------+----+-------------+-----+-

↪→-----------+-----+

| 0 | coord1 | 172.27.0.10 | Replica | running | 1 | 0/41C0368 | 0 |

0/41C0368 | 0 |

| 0 | coord2 | 172.27.0.6 | Quorum Standby | running | 1 | 0/41C0368 | 0 |

0/41C0368 | 0 |

| 0 | coord3 | 172.27.0.4 | Leader | running | 1 | | |

| |

| 1 | work1-1 | 172.27.0.8 | Leader | running | 1 | | |

| |

| 1 | work1-2 | 172.27.0.2 | Quorum Standby | running | 1 | 0/31D3198 | 0 |

0/31D3198 | 0 |

| 2 | work2-1 | 172.27.0.5 | Quorum Standby | running | 1 | 0/31CDFC0 | 0 |

0/31CDFC0 | 0 |

| 2 | work2-2 | 172.27.0.7 | Leader | running | 1 | | |

| |

+-------+---------+-------------+----------------+---------+----+-------------+-----+-

↪→-----------+-----+

Citus group: 2

Primary [work2-2]:

Candidate ['work2-1'] []:

When should the switchover take place (e.g. 2024-08-26T08:02 ) [now]:

Current cluster topology

+ Citus cluster: demo (group: 2, 7179854924063375386) -+-------------+-----+----------

↪→--+-----+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag | Replay␣

↪→LSN | Lag |

+---------+------------+----------------+---------+----+-------------+-----+----------

↪→--+-----+

| work2-1 | 172.27.0.5 | Quorum Standby | running | 1 | 0/31CDFC0 | 0 | 0/

↪→31CDFC0 | 0 |

| work2-2 | 172.27.0.7 | Leader | running | 1 | | |

| |

+---------+------------+----------------+---------+----+-------------+-----+----------

↪→--+-----+

Are you sure you want to switchover cluster demo, demoting current primary work2-2?␣

↪→[y/N]: y

2024-08-26 07:02:40.33003 Successfully switched over to "work2-1"

+ Citus cluster: demo (group: 2, 7179854924063375386) --------+---------+------------

↪→+---------+

| Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag | Replay LSN␣

↪→| Lag |

+---------+------------+---------+---------+----+-------------+---------+------------
(次のページに続く)
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↪→+---------+

| work2-1 | 172.27.0.5 | Leader | running | 1 | | | ␣

↪→| |

| work2-2 | 172.27.0.7 | Replica | stopped | | unknown | unknown | unknown␣

↪→| unknown |

+---------+------------+---------+---------+----+-------------+---------+------------

↪→+---------+

postgres@coord1:~$ patronictl list demo

+ Citus cluster: demo ----------+----------------+---------+----+-------------+-----+-

↪→-----------+-----+

| Group | Member | Host | Role | State | TL | Receive LSN | Lag |␣

↪→Replay LSN | Lag |

+-------+---------+-------------+----------------+---------+----+-------------+-----+-

↪→-----------+-----+

| 0 | coord1 | 172.27.0.10 | Replica | running | 1 | 0/41C0368 | 0 |

0/41C0368 | 0 |

| 0 | coord2 | 172.27.0.6 | Quorum Standby | running | 1 | 0/41C0368 | 0 |

0/41C0368 | 0 |

| 0 | coord3 | 172.27.0.4 | Leader | running | 1 | | |

| |

| 1 | work1-1 | 172.27.0.8 | Leader | running | 1 | | |

| |

| 1 | work1-2 | 172.27.0.2 | Quorum Standby | running | 1 | 0/31D3198 | 0 |

0/31D3198 | 0 |

| 2 | work2-1 | 172.27.0.5 | Leader | running | 2 | | |

| |

| 2 | work2-2 | 172.27.0.7 | Quorum Standby | running | 2 | 0/31CDFC0 | 0 |

0/31CDFC0 | 0 |

+-------+---------+-------------+----------------+---------+----+-------------+-----+-

↪→-----------+-----+

そして、これはコーディネーター側でどのように見えるかです。

# The worker primary notifies the coordinator that it is going to execute "pg_ctl stop

↪→".

2024-08-26 07:02:38,636 DEBUG: query(BEGIN, ())

2024-08-26 07:02:38,636 DEBUG: query(SELECT pg_catalog.citus_update_node(%s, %s, %s,␣

↪→true, %s), (3, '172.19.0.7-demoted', 5432, 10000))

# From this moment all application traffic on the coordinator to the worker group 2␣

↪→is paused.

# The old worker primary is assigned as a secondary.

2024-08-26 07:02:40,084 DEBUG: query(SELECT pg_catalog.citus_update_node(%s, %s, %s,␣

↪→true, %s), (7, '172.19.0.7', 5432, 10000))

(次のページに続く)
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# The future worker primary notifies the coordinator that it acquired the leader lock␣

↪→in DCS and about to run "pg_ctl promote".

2024-08-26 07:02:40,085 DEBUG: query(SELECT pg_catalog.citus_update_node(%s, %s, %s,␣

↪→true, %s), (3, '172.19.0.5', 5432, 10000))

# The new worker primary just finished promote and notifies coordinator that it is␣

↪→ready to accept read-write traffic.

2024-08-26 07:02:41,485 DEBUG: query(COMMIT, ())

# From this moment the application traffic on the coordinator to the worker group 2␣

↪→is unblocked.

13.4 セカンダリノード
Patroni v4.0.0以降、 noloadbalanceのない Citusセカンダリノード noloadbalanceは pg_dist_nodeに
も登録されています。ただし、読み取り専用クエリにセカンダリノードを使用するには、アプリケーショ
ンは noloadbalance _ GUCを変更する必要があります。

13.5 DCSのピーク
Citusクラスターコーディネーターとワーカーは、論理的にグループ化された Patroniクラスターのフリー
トとして DCSに保存されます。

/service/batman/ # scope=batman

/service/batman/0/ # citus.group=0, coordinator

/service/batman/0/initialize

/service/batman/0/leader

/service/batman/0/members/

/service/batman/0/members/m1

/service/batman/0/members/m2

/service/batman/1/ # citus.group=1, worker

/service/batman/1/initialize

/service/batman/1/leader

/service/batman/1/members/

/service/batman/1/members/m3

/service/batman/1/members/m4

...

ほとんどの DCSでは、単一の再帰的読み取り要求で Citusクラスター全体を取得することが可能になるた
め、このようなアプローチが選択されました。 Citusコーディネーターノードのみがワーカーノードを検
出する必要があるため、ツリー全体を読み取ります。ワーカーノードは自分自身のグループのサブツリー
のみを読み取り、場合によっては、コーディネーターグループのサブツリーを読み取ることができます。
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13.6 KubernetesのCitus
Kubernetesは階層構造をサポートしていないため、Patroniが作成するすべての K8sオブジェクトに citus
グループを含める必要がありました。

batman-0-leader # the leader config map for the coordinator

batman-0-config # the config map holding initialize, config, and history "keys"

...

batman-1-leader # the leader config map for worker group 1

batman-1-config

...

つまり、命名パターンは ${scope}-${citus.group}-${type}です。

すべてのKubernetesオブジェクトは、label selector`__を使用して Patroniによって検出されます。したがっ
て、Patroni&Citusおよび Endpoints/ConfigMapsを使用するすべてのポッドに同様のラベルが必要で、Patroni
は Kubernetes :ref:`settings <kubernetes_settings>または settingsを使用してそれらを使用するように構成す
る必要があります。

ポッド環境変数を使用した Patroni構成のいくつかの例

1. コーディネータークラスターの場合

apiVersion: v1

kind: Pod

metadata:

labels:

application: patroni

citus-group: "0"

citus-type: coordinator

cluster-name: citusdemo

name: citusdemo-0-0

namespace: default

spec:

containers:

- env:

- name: PATRONI_SCOPE

value: citusdemo

- name: PATRONI_NAME

valueFrom:

fieldRef:

apiVersion: v1

fieldPath: metadata.name

- name: PATRONI_KUBERNETES_POD_IP

valueFrom:

fieldRef:

apiVersion: v1

fieldPath: status.podIP

(次のページに続く)
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- name: PATRONI_KUBERNETES_NAMESPACE

valueFrom:

fieldRef:

apiVersion: v1

fieldPath: metadata.namespace

- name: PATRONI_KUBERNETES_LABELS

value: '{application: patroni}'

- name: PATRONI_CITUS_DATABASE

value: citus

- name: PATRONI_CITUS_GROUP

value: "0"

2. グループ 2のワーカークラスターの場合

apiVersion: v1

kind: Pod

metadata:

labels:

application: patroni

citus-group: "2"

citus-type: worker

cluster-name: citusdemo

name: citusdemo-2-0

namespace: default

spec:

containers:

- env:

- name: PATRONI_SCOPE

value: citusdemo

- name: PATRONI_NAME

valueFrom:

fieldRef:

apiVersion: v1

fieldPath: metadata.name

- name: PATRONI_KUBERNETES_POD_IP

valueFrom:

fieldRef:

apiVersion: v1

fieldPath: status.podIP

- name: PATRONI_KUBERNETES_NAMESPACE

valueFrom:

fieldRef:

apiVersion: v1

fieldPath: metadata.namespace

- name: PATRONI_KUBERNETES_LABELS

(次のページに続く)

140 第 13章 Citusのサポート



Patroni,リリース 4.1.0

(前のページからの続き)

value: '{application: patroni}'

- name: PATRONI_CITUS_DATABASE

value: citus

- name: PATRONI_CITUS_GROUP

value: "2"

お気づきのとおり、両方の例には citus-groupラベルセットがあります。このラベルにより、Patroniは特
定のCitusグループに属するオブジェクトを識別できます。それに加えて、citus-group labelと同じ値を持
つ PATRONI_CITUS_GROUP環境変数もあります。 Patroniは、新しいKubernetesオブジェクトのConfigMaps
または Endpointを作成すると、それらに citus-group: ${env.PATRONI_CITUS_GROUP} ラベルを自動
的に配置します。

apiVersion: v1

kind: ConfigMap

metadata:

name: citusdemo-0-leader # Is generated as ${env.PATRONI_SCOPE}-${env.PATRONI_

↪→CITUS_GROUP}-leader

labels:

application: patroni # Is set from the ${env.PATRONI_KUBERNETES_LABELS}

cluster-name: citusdemo # Is automatically set from the ${env.PATRONI_SCOPE}

citus-group: '0' # Is automatically set from the ${env.PATRONI_CITUS_GROUP}

Patroniリポジトリの `kubernetes`__フォルダーに、Citusサポートを備えた Kubernetesでの Patroni展開の
完全な例があります。

2つの重要なファイルがあります。

1. Dockerfile.citus

2. citus_k8s.yaml

13.7 CitusアップグレードとPostgreSQLメジャーアップグレード
最初に、documentation`__の Citus バージョンのアップグレードについてお読みください。プロセスには
小さな変更が 1つあります。アップグレードを実行するときは、 ``systemctl restart` の代わりに patronicl
restart を使用して PostgreSQLを再起動する必要があります。

Citusを使用した PostgreSQLのメジャーアップグレードは、少し複雑です。メジャーアップグレードに関
する Citusドキュメントと PostgreSQL major upgradeに関する Patroniドキュメントで使用されているテク
ニックを組み合わせる必要があります。 Citusクラスターは多くの Patroniクラスターコーディネーター
とワーカーで構成されており、それらはすべて個別にアップグレードする必要があることに注意してくだ
さい。
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第14章 スタンドアロンをPatroniクラスターに
変換する

このセクションでは、スタンドアロンの PostgreSQLインスタンスを Patroniクラスターに変換するプロセ
スについて説明します。

既存の PostgreSQLインスタンスを使用せずに Patroniクラスターを展開するには、代わりに Running and
Configuringを参照してください。

14.1 プロシージャー
以下は、既存の Postgresクラスターを Patroni管理対象クラスターに変換する手順の概要を示しています。
この手順では、既存のクラスターの一部であるすべてのノードが現在起動して実行されており、移行の進
行中に Postgres構成を変更するつもりはないことを前提としています。手順

1. Patroni構成の authenticationセクションの説明に従って、Postgresユーザーを作成します。以下のコー
ドブロックでユーザーを作成するサンプル SQLコマンドを見つけることができます。環境ごとにユー
ザー名とパスワードを置き換える必要があります。関連するユーザーが既に存在する場合、この手順
をスキップできます。

-- Patroni superuser

-- Replace PATRONI_SUPERUSER_USERNAME and PATRONI_SUPERUSER_PASSWORD accordingly

CREATE USER PATRONI_SUPERUSER_USERNAME WITH SUPERUSER ENCRYPTED PASSWORD

↪→'PATRONI_SUPERUSER_PASSWORD';

-- Patroni replication user

-- Replace PATRONI_REPLICATION_USERNAME and PATRONI_REPLICATION_PASSWORD␣

↪→accordingly

CREATE USER PATRONI_REPLICATION_USERNAME WITH REPLICATION ENCRYPTED PASSWORD

↪→'PATRONI_REPLICATION_PASSWORD';

-- Patroni rewind user, if you intend to enable use_pg_rewind in your Patroni␣

↪→configuration

-- Replace PATRONI_REWIND_USERNAME and PATRONI_REWIND_PASSWORD accordingly

CREATE USER PATRONI_REWIND_USERNAME WITH ENCRYPTED PASSWORD 'PATRONI_REWIND_

↪→PASSWORD';

GRANT EXECUTE ON function pg_catalog.pg_ls_dir(text, boolean, boolean) TO␣

↪→PATRONI_REWIND_USERNAME;

GRANT EXECUTE ON function pg_catalog.pg_stat_file(text, boolean) TO PATRONI_

↪→REWIND_USERNAME;

(次のページに続く)
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GRANT EXECUTE ON function pg_catalog.pg_read_binary_file(text) TO PATRONI_REWIND_

↪→USERNAME;

GRANT EXECUTE ON function pg_catalog.pg_read_binary_file(text, bigint, bigint,␣

↪→boolean) TO PATRONI_REWIND_USERNAME;

2. すべての Postgresノードで次の手順を実行します。次のノードに進む前に、1つのノードですべての
手順を実行します。プライマリノードから始めて、各スタンバイノードに進みます。

1. systemdを介して Postgresを実行している場合、Postgres systemdユニットを無効にします。こ
れは、Patroniが Postgresデーモンの起動と停止を管理するときに実行されます。

2. Patroniの YAML構成ファイルを作成します。それには Patroni configuration generation and val-
idation toolingを使用できます。

• Note (specific for the primary node): クラスターメンバー間のレプリケーションに使用され
ているレプリケーションスロットがある場合は、 use_slotsを有効にし、 slots構成項
目を介して既存のレプリケーションスロットを永続的なものとして構成することをお勧め
します。 use_slotsが有効になっている場合、Patroniはメンバー間のレプリケーション用
のレプリケーションスロットを自動的に作成し、認識しないレプリケーションスロットを
ドロップすることに注意してください。ここで永久スロットを使用するというアイデアは、
Patroniへの移行が進行中である間、既存のスロットを持続できるようにすることです。詳
細については、 Note (specific for the primary node): を参照してください。

3. patroni systemdサービスユニットを使用して Patroniを起動します。 Postgresが既に実行され
ていることを自動的に検出し、インスタンスの監視を開始します。

3. Postgres/"start up procedure"を Patroniに引き継ぎます。これを行うには、patronictl restart cluster-name
member-nameコマンドを使用してクラスターメンバーを再起動する必要があります。ダウンタイム
を最小限にするには、この手順を次のように分割することができます。

1. スタンバイノードの即時再起動。

2. メンテナンスウィンドウ内のプライマリノードのスケジュールされた再起動。

4. ステップ 1.2.で永久スロットを構成した場合、パトロニによって作成されたスロットの restart_lsn

が、対応するメンバーの元のスロットの restart_lsnに追いつくことができたら、 1.2.コマンド
を介して slots構成からそれらを削除する必要があります。 slots構成からスロットを削除するこ
とにより、Patroniは必要がなくなったら元のスロットをクラスターからドロップできます。以下に、
いくつかのスロットの restart_lsnを確認するクエリの例を示し、それらを比較できます。

-- Assume original_slot_for_member_x is the name of the slot in your original

-- cluster for replicating changes to member X, and slot_for_member_x is the

-- slot created by Patroni for that purpose. You need restart_lsn of

-- slot_for_member_x to be >= restart_lsn of original_slot_for_member_x

SELECT slot_name,

restart_lsn

FROM pg_replication_slots

WHERE slot_name IN (

'original_slot_for_member_x',

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)
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)
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第15章 PostgreSQLバージョンのメジャーアッ
プグレード

現在、メジャーアップグレードを行う唯一の方法は次のとおりです。

1. ストップ・パトローニ

2. PostgreSQLバイナリをアップグレードし、プライマリノードで pg_upgradeを実行します

3. patroni.ymlの更新

4. DCS から初期化キーを削除するか、DCS から完全なクラスター状態をワイプします。 2 つ目は、
patronictl remove cluster-nameを実行することにより実現できます。 pg_upgradeは、新しいPostgreSQL
システム識別子で新しいデータベースを実際に作成する initdbを実行するため、これが必要です。

5. 前の手順でクラスター状態をワイプした場合、patroni.dynamic.jsonを古いデータディレクトリから新
しいディレクトリにコピーすることができます。これは、以前に設定したいくつかの PostgreSQLパ
ラメーターを保持するのに役立ちます。

6. プライマリノードで Patroniを起動します。

7. PostgreSQLバイナリをアップグレードし、patroni.ymlを更新し、スタンバイノードで data_dirをワ
イプします。

8. スタンバイノードで Patroniを起動し、レプリケーションが完了するまで待ちます。

スタンバイノードでの pg_upgradeの実行は、PostgreSQLではサポートされていません。自分が何をしてい
るのかわかっている場合は、スタンバイノードで data_dirをワイプする代わりに、 https://www.postgresql.
org/docs/current/pgupgrade.htmlで説明されている rsync手順を試すことができます。ただし、最も安全な
方法は、Patroniにデータを複製させることです。

15.1 よくある質問
• Patroniの起動中に、Patroniは PostgreSQLポートにバインドできないと訴えます。

patroni.ymlの postgresql.confと postgresql.listenの listen_addressesと portを確認す
る必要があります。 pg_hba.confはこのようなアクセスを許可する必要があることを忘れないでく
ださい。

• Patroni にノードを再起動するように依頼した後、PostgreSQL はエラーメッセージを表示
します could not open configuration file /"/etc/postgresql/10/main/pg_hba.conf/":

No such file or directory

PostgreSQL構成を管理する方法に応じて、さまざまな意味があります。 postgresql.config_dir`を指定
した場合、Patroniは、新しいクラスターをブートストラップする場合にのみ ``pg_hba.conf` セクショ

https://www.postgresql.org/docs/current/pgupgrade.html
https://www.postgresql.org/docs/current/pgupgrade
https://www.postgresql.org/docs/current/pgupgrade
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ンの設定に基づいて pg_hba.confを生成します。このシナリオでは、 PGDATAは空ではなかったた
め、ブートストラップは発生しませんでした。このファイルは事前に存在する必要があります。
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第16章 他のツールとの統合

Patroniは、スタック内の他のツールと統合できます。このセクションでは、例のリストを示します。これ
は完全なリストではありませんが、Patroniを他のツールと統合する方法に関するアイデアを提供する可能
性があります。

16.1 Barman
Patroniは、 pg-backup-apiと通信するロジックを備えた patroni_barmanという名前のアプリケーショ
ンを提供しているため、Barman操作をリモートで実行できます。

このアプリケーションには、現在いくつかのサブコマンド recoverおよび config-switchがあります。

16.1.1 patroni_barman recovery

recoverサブコマンドは、カスタムブートストラップまたはカスタムレプリカの作成方法として使用でき
ます。これに関する詳細については、 recoverを参照してください。

16.1.2 patroni_barman config-switch

config-switchサブコマンドは、Patroniで on_role_changeコールバックとして使用するように設計さ
れています。例として、現在のプライマリから BarmanホストにWALをストリーミングしていると仮定し
ます。クラスターでフェールオーバーが発生した場合、新しいプライマリからWALのストリーミングを開
始することができます。これは、on_role_changeコールバックとして patroni_barman config-switch

を使用することにより実現できます。

ò 注釈

そのサブコマンドは、 barman config-switchコマンドに依存しています。このコマンドは、事前定
義されたモデルを適用することにより Barmanサーバーの構成をオーバーライドします。このコマンド
は、Barman 3.10以降で利用できます。詳細については、Barmanのドキュメントを参照してください。

これは、この Patroniノードがプライマリに昇格する場合、構成モデルを適用するように Patroniを構成す
る方法の例です。

postgresql:

callbacks:

on_role_change: >

patroni_barman

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

--api-url YOUR_API_URL

config-switch

--barman-server YOUR_BARMAN_SERVER_NAME

--barman-model YOUR_BARMAN_MODEL_NAME

--switch-when promoted

ò 注釈

patroni_barman config-switchでは、Barmanホストで Barmanと pg-backup-apiの両方を構成し
ている必要があるため、バックアップ API を介してリモート barman config-switch を実行できま
す。また、適用する Barmanモデルを事前に構成しておく必要があります。上記の例では、使用可能な
パラメーターのサブセットを使用しています。 patroni_barman config-switch --helpを実行し、
Barmanドキュメントを参照して、詳細情報を取得できます。
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第17章 セキュリティに関する考慮事項

Patroniクラスターには、不正アクセスから保護される 2つのインターフェイスがあります。分散構成スト
レージ DCSと Patroni REST APIです。

17.1 DCSの保護
Patroniと patroniclは両方とも、DCSにデータを保存および取得します。

DCSには機密情報が含まれていませんが、Patroni / Postgres構成の一部を変更できます。したがって、最
初に保護する必要があるのは DCS自分自身です。

保護の詳細は、使用される DCSの種類によって異なります。サポートされているタイプの DCSの認証お
よび暗号化パラメータートークン/basic-auth/クライアント証明書は、 settingsでカバーされています。

一般的な推奨事項は、すべての DCS通信で TLSを有効にすることです。

17.2 REST APIの保護
REST APIの保護は、より複雑なタスクです。

Patroni REST APIは、リーダーレース中に Patroni自分自身によって使用され、フェイルオーバー/スイッ
チオーバー/再初期化/リスタート/リロードを実行するために patroniclツールによって使用され、HAProxy
またはその他の種類のロードバランサーによって HTTPヘルスチェックを実行し、そしてもちろんモニタ
リングにも使用できます。

セキュリティの観点から、REST APIには、安全な GET要求、情報の取得のみと安全でない PUT、 POST、
PATCHおよび DELETE要求、ノードの状態を変更するエンドポイントが含まれています。

restapi.authentication.username および restapi.authentication.password パラメーターを設定
することにより、安全でないエンドポイントを HTTPベーシック認証で保護できます。 TLSを有効にする
ことなく安全なエンドポイントを保護する方法はありません。

REST APIの TLSが有効になり、PKIが確立されると、すべてのエンドポイントで APIサーバーと APIク
ライアントの相互認証が可能です。

restapiセクションパラメーターは、サーバーへのTLSクライアント認証を有効にします。 verify_client

パラメーターの値に応じて、API サーバーは、安全な API 呼び出しと安全でない API 呼び出しの両方
verify_client: required、安全でない API呼び出しのみ verify_client: optional、または API
呼び出しなし verify_client: noneの場合、クライアント証明書の検証が成功する必要があります。

ctlセクションパラメーターは、クライアントへの TLSサーバー認証を有効にします patroniと同じ構成
を使用する ctlツール。 insecure: trueを設定して、クライアントによるサーバー証明書の検証を無
効にします。 TLSクライアントパラメータの詳細については、 ctlを参照してください。
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PostgreSQL データベースを不正アクセスから保護することは、このドキュメントの範囲を超えており、
https://www.postgresql.org/docs/current/client-authentication.htmlでカバーされています。
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第18章 HAマルチデータセンター

複数のデータセンターに展開された PostgreSQLクラスターの高可用性は、レプリケーションに基づいてい
ます。これは同期または非同期です replication modesを参照してください。

どちらの場合も、次の概念を明確にすることが重要です。

• Postgresは、先頭キーを所有し、先頭キーを更新できる場合にのみ、プライマリまたはスタンバイリー
ダーとして実行できます。

• 奇数の etcd、ZooKeeperまたは Consulノード 3または 5を実行する必要があります。

18.1 同期レプリケーション
ゾーンドロップを自動的に許容できるマルチ DCクラスターを作成するには、少なくとも 3つが必要です。

アーキテクチャ図は次のとおりです。

別の DCを介して etcd、ZooKeeper、または Consulのクラスターを展開する必要があります。各ゾーンに
1つずつ、少なくとも 3つのノードを使用します。

postgresに関しては、少なくとも 2つのノードを別の DCに展開する必要があります。次に、グローバル
synchronous_mode: trueで synchronous_mode: trueを設定する必要があります。

これにより、同期レプリケーションが有効になり、プライマリノードはいずれかのノードを同期として選
択します。

18.2 非同期レプリケーション
データセンターが 2つだけの場合、2つの独立した etcdクラスターを使用し、2番目のデータセンターでPatroni
standby clusterを実行することをお勧めします。最初のサイトがダウンしている場合は、standby_cluster

を手動でプロモートせることができます。

アーキテクチャ図は次のとおりです。
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DC2は DC1の状態を理解できないため、自動プロモーションは不可能です。

このシナリオでは pg_ctl promoteを使用しないでください。 pg_ctl promoteから standby_cluster

セクションを削除して、正常なクラスターを/"手動でプロモート"する必要があります。

. 警告

ソースクラスターがまだ稼働している場合、スタンバイクラスターを昇格させると、スプリットブレイ
ンが作成されます。

/"initial/"状態に戻したい場合、それを解決する方法は 2つしかありません。

• standby_clusterセクションを追加して戻すと、pg_rewindがトリガーされます。ただし、pg_rewind

が正常に機能するには、クラスターを data page checksums initdbの --data-checksumsオプショ
ンで初期化するか、wal_log_hintsを onに設定する必要がありますが、他の要因により pg_rewind

が失敗する可能性がまだあります。

• スタンバイクラスターを最初から再構築します。

スタンバイクラスターを昇格する前に、ソースクラスターがダウンしていることを手動で確認する必要が
あります STONITH。 DC1が復旧したら、クラスターをスタンバイクラスターに変換する必要があります。

その前に、データベースを手動で調べて、DC1と DC2間のネットワークが動作を停止した時間から DC1
のクラスターを手動で停止した時間までに発生したすべての変更を抽出できます。

抽出したら、これらの変更を DC2のクラスターに手動で適用することもできます。

154 第 18章 HAマルチデータセンター
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第19章 よくある質問

このセクションでは、パトローニに関してよくある質問への回答を示します。各サブセクションでは、さ
まざまな種類の質問に焦点を当てようとしています。

これがあなたの質問のほとんどを明確にするのに役立つことを願っています。さらに懸念がある場合、ま
たは予期しない問題に直面している場合は、チャットおよびチャットのヘルプを取得または問題を報告
する方法を参照してください。

19.1 他のHAソリューションとの比較
repmgrのような他のソリューションは必要ないのに、Patroniは DCSノードの別のクラスターを必要と
するのはなぜですか?

HAソリューションを実装するにはさまざまな方法があり、それぞれに長所と短所があります。

repmgrのようなソフトウェアは、ノード間で通信を実行して、アクションを実行する時期を決定し
ます。

一方、Patroniは、DCSに保存されている状態に依存します。 DCSは、パトローニが何をすべきかを
決定するための真実の情報源として機能します。

別の DCSクラスターを持つとアーキテクチャが肥大化する可能性がありますが、このアプローチで
は、Postgresクラスターでスプリットブレインシナリオが発生する可能性が低くなります。

Postgres管理に関する Patroniと他の HAソリューションの違いは何ですか？
Patroniは、Postgresクラスターの高可用性を管理するだけでなく、Postgres自分自身も管理します。

Postgresノードがまだ存在しない場合、プライマリノードとスタンバイノードのブートストラップを
処理し、ノードの Postgres構成も管理します。 Postgresノードが既に存在する場合、Patroniはクラ
スターの管理を引き継ぎます。

上記に加えて、Patroniには自己修復機能もあります。言い換えれば、プライマリノードに障害が発
生すると、Patroniはレプリカにフェールオーバーするだけでなく、新しいプライマリのレプリカと
して元のプライマリに再参加しようとします。同様に、レプリカに障害が発生すると、Patroniはそ
のレプリカに再参加しようとします。

これは、Patroniを/「HAソリューションのテンプレート」と呼ぶ方法です。単に物理的レプリケー
ションを管理するだけでなく、Postgres全体を管理します。
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19.2 DCS
同じ etcdクラスターを使用して、2つ以上の Patroniクラスターからのデータを保存できますか?

はい、できます！

Patroniクラスターに関する情報は、DCSの namespaceおよび scope Patroni設定の接頭辞が付いて
いるパスの下に保存されます。

異なる Patroniクラスター間で競合する名前空間とスコープがない限り、同じ DCSクラスターを使用
して、複数の Patroniクラスターからの情報を保存できるはずです。

同じ DCSクラスターを指すさまざまな Patroniクラスターで namespaceと scopeの同じ組み合わせを使
用しようとすると、どうなりますか?

同じ namespaceおよび scopeを使用しようとする 2番目の Patroniクラスターは、DCSで同じ組み
合わせに関連する情報を見つけようとするため、Postgresを管理できません。ただし、互換性のない
Postgresシステム識別子。システム識別子の不一致により、Patroniは 2番目のクラスターが別のクラ
スターを参照し、ユーザーが Patroniの構成を誤っていると仮定して、2番目のクラスターの管理を
中止します。

同じ DCSクラスターを共有するさまざまな Patroniクラスターを扱う場合、必ず別の namespace /
scopeを使用してください。

DCSクラスターを失うとどうなりますか?
DCSは、基本的に Patroniクラスターのステータスと動的構成を保存するために使用されます。

彼らの最初の結果は、その DCSに依存するすべての Patroniクラスターが読み取り専用モードになる
ということです- DCSフェイルセーフモードが有効になっていない限り

DCSクラスターを失った場合はどうすればよいですか?
DCSクラスターを失った場合、考えられる結果は 3つあります。

1. DCSクラスターは完全に復旧しました。これには、Patroni側からのアクションは必要ありませ
ん。 DCSクラスターが復旧すると、Patroniも復旧できるはずです。

2. DCSクラスターは適切な場所に再作成され、エンドポイントは同じままです。 Patroni側で変
更は必要ありません。

3. 新しいDCSクラスターがさまざまなエンドポイントで作成されます。各 Patroniノードの Patroni
構成の DCSエンドポイントを更新する必要があります。

2.または 3.シナリオに直面した場合、Patroniは、クラスターの現在のステータスに基づいてステー
タス情報を再度作成し、の Postgresデータディレクトリ内に保存されている patroni.dynamic.json

という名前のバックアップファイルに基づいてDCSで動的構成を再作成します。 Patroniクラスター
の各メンバー。

DCSクラスターのマジョリティを失うとどうなりますか?
DCSは応答しなくなり、Patroniは現在の読み取り/書き込み Postgresノードを降格します。

注 Patroniは DCSの状態に依存して、クラスターでアクションを実行します。

DCSフェイルセーフモードを使用して、その状況を緩和できます。

156 第 19章よくある質問
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19.3 patronicl
Patroniホストで patronicl を実行する必要がありますか?

いいえ、その必要はありません。

patroniclアプリケーションの patroniエージェントからまったく同じ構成ファイルを使用できるた
め、Patroniホストにアクセスできる場合、Patroniホストで patroniclを実行すると便利です。

ただし、 patroniclは基本的にクライアントであり、リモートマシンから実行できます。 Patroniメン
バーの DCSと REST APIに到達できるように、十分な構成を提供するだけです。

Patroniメンバーの 1人からの情報が後援者リストコマンドの出力から消えたのはなぜですか?
後援者リストで表示される情報は、DCSの内容に基づいています。

メンバーに関する情報が DCSから消えた場合、そのノードで Patroniエージェントが実行されていな
いか、DCSと通信できません。

メンバーは情報を更新できないため、最終的に DCSからの情報の有効期限が切れ、その結果、メン
バーは後援者リストの出力に表示されません。

後援者リストコマンドの出力で、Patroniメンバーの 1つに関する情報が最新でないのはなぜですか?
後援者リストで表示される情報は、DCSの内容に基づいています。

デフォルトでは、その情報はPatroniによっておよそ loop_wait秒ごとに更新されます。言い換えれば、
すべてが正常に機能している場合でも、DCSに保存されている情報に最大 loop_wait秒の/"migrate"
が表示される場合があります。

ただし、それはルールではないことに注意してください。 Patroniによって実行される一部の操作で
は、DCS情報がすぐに更新されます。

19.4 構成
動的構成とローカル構成の違いは何ですか?

動的構成またはグローバル構成は、DCSに保存され、Patroniクラスターのすべてのメンバーに適用
される構成です。これは、主に構成を保存する場所です。

ノードに固有の設定、またはグローバル構成を上書きする設定は、目的の Patroniメンバーにのみロー
カル構成として設定する必要があります。そのローカル構成は、構成ファイルまたは環境変数を介し
て指定できます。

パトローニ構成の詳細を参照してください。

Patroniの構成の種類と優先順位は何ですか?
種類は次のとおりです。

• 動的構成すべてのメンバーに適用されます。

• ローカル構成ローカルメンバーに適用され、動的構成をオーバーライドします。

• 環境構成 ローカルメンバーに適用され、動的構成とローカル構成の両方をオーバーライドし
ます。

Note: 一部の Postgres GUCは、グローバル、つまり動的構成を介してのみ設定できます。それに加
えて、Patroniがハードコーディングされた値を強制する GUCがあります。

19.3. patronicl 157



Patroni,リリース 4.1.0

パトローニ構成の詳細を参照してください。

Patroni構成ファイルの作成に役立つ機能はありますか?
はい、あります。

patroni --generate-sample-configまたは patroni --generate-configコマンドを使用して、
サンプルの Patroni構成または既存の Postgresインスタンスに基づいて Patroni構成を生成できます。

詳細については、 Patroni構成のサンプルおよび Patroni構成のサンプルを参照してください。

bootstrap.dcs構成でパラメーターを変更しましたが、Patroniはクラスターメンバーに変更を適用して
いません。何が間違っているのでしょうか？

bootstrap.dcsで構成された値は、新しいクラスターをブートストラップする場合にのみ使用され
ます。これらの値は、ブートストラップ中に DCSに書き込まれます。

ブートストラップフェーズが完了すると、DCSを介してのみ動的構成を変更できます。

詳細については、次の質問を参照してください。

動的構成を変更するにはどうすればよいですか?
DCSの構成を変更する必要があります。これは、次のいずれかを通じて実現されます。

• patronictl edit-config ;または

• PATCHへの PATCHリクエスト。

ローカル構成を変更するにはどうすればよいですか?
対応する Patroniメンバーの構成ファイルを変更し、 SIHGUPで Patroniエージェントに通知する必要
があります。これは、次のいずれかのアプローチを使用して行うことができます。

• POST要求を REST API POSTに送信します。または

• patronicl reload を実行します。または

• SIGHUPを使用して Patroniプロセスにローカルに通知します。

– systemdを介して Patroniを起動した場合、次のコマンドを使用できます systemctl reload

PATRONI_UNIT.service、 PATRONI_UNITは Patroniサービスの名前です。または

– 他の方法で Patroniを起動した場合、 patroniプロセスを特定し、 kill -s HUP PIDを実
行する必要があります。 PIDは、 patroniプロセスのプロセス IDです。

Note: Note: を介したリロードが機能しない場合があります。

• 有効期限が切れた REST API証明書 -kの -kオプションを使用して、これを緩和できます。

• 間違った資格情報たとえば、構成ファイルの restapiまたは ctl資格情報を変更し、 Patroni
と restapiに同じ構成ファイルを使用する場合。

環境構成を変更するにはどうすればよいですか?
環境構成は、起動中に Patroniによってのみ読み取られます。

それを念頭に置いて、環境構成を変更した場合は、対応する Patroniエージェントを再起動する必要
があります。

クラスターでフェールオーバーが発生しないように注意してください。 patronicl一時停止をチェッ
クすることに興味があるかもしれません。
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リロードが必要な Postgres GUCを変更するとどうなりますか?
以前の質問で説明したように動的またはローカル構成を変更すると、Patroniは Postgres構成のリロー
ドを担当します。

再起動が必要な Postgres GUCを変更するとどうなりますか?
Patroniは、影響を受けるメンバーを pending restartのフラグでマークします。

メンバーを再起動する時期と方法は、あなたが決定する必要があります。これは、次のいずれかの方
法で実現できます。

• patronicl restart ;または

• POSTへの POSTリクエスト。

Note: 一部の Postgres GUCでは、Postgresノードを再起動する順序の点で特別な管理が必要です。詳
細については、 Note: を参照してください。

Patroni構成の etcdと etcd3の違いは何ですか？
etcdは etcdの APIバージョン 2を使用し、 etcd3は etcdの APIバージョン 3を使用します。

APIバージョン 2で保存されている情報は APIバージョン 3では管理できないことに注意してくだ
さい。その逆も可能です。

次の理由から、 etcdではなく etcd3を構成することをお勧めします。

• APIバージョン 2は、Etcd v3.4以降、デフォルトで無効になっています。

• APIバージョン 2は、Etcd v3.6で完全に削除されます。

Patroni構成で use_slotsを有効にしていますが、クラスターメンバーがしばらくオフラインになると、
そのメンバーが使用するレプリケーションスロットが上流ノードでドロップされます。その問題を回避す
るにはどうすればよいですか？

2つのオプションがあります。

1. member_slots_ttl デフォルト値 30min 、Patroni 4.0.0 および PostgreSQL 11 以降から利用
可能

2. メンバーの永続的な物理レプリケーションスロットを構成できます。

Patroni 3.2.0から、メンバースロットを Patroniが管理する永久スロットとして持つことが可能にな
りました。

Patroniは、すべてのノードに永続的な物理スロットを作成し、スロットを削除しないことを確認す
るだけでなく、メンバーが消費した LSNに従って、すべてのノードのスロットの LSNを進めます。

後で、対応するメンバーを削除することにした場合は、永続的なスロット構成を調整するのが your
responsibilityです。それ以外の場合、Patroniはスロットを永久に保持します。

Note: 3.2.0より古い Patroniでは、メンバースロットを永続的な物理スロットとして構成できます
が、それらは現在のリーダーでのみ管理されます。つまり、フェイルオーバー/スイッチオーバーの
場合、これらのスロットは新しいリーダーで作成されますが、存在しないノードのすべてのWALセ
グメントがあることは保証されません。

Note: Patroni 3.2.0を使用しても、小さな競合状態が発生する可能性があります。一番最初に、ス
ロットがレプリカで作成されると、リーダーの同じスロットより前にある可能性があり、誰もスロッ
トを消費していない場合、フェールオーバー後にいくつかのファイルが失われる可能性があります。
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それを念頭に置いて、継続的アーカイブを構成することをお勧めします。これにより、必要なWAL
を復元したり、PITRを実行したりできます。

loop_wait、 retry_timeout、 ttlの違いは何ですか？
Patroniは、HAサイクルと呼ばれるものを実行する場合があります。各 HAサイクルで、クラスター
で一連のチェックを実行してその正常性を判断し、ステータスによっては、スタンバイへのフェール
オーバーなどのアクションを実行する場合があります。

loop_waitは、HAチェックの新しいサイクルを実行する前に Patroniがスリープする時間を秒単位
で決定します。

retry_timeoutは、DCSおよび Postgresでの再試行操作のタイムアウトを設定します。例えば DCS
が retry_timeout秒を超えて応答しない場合、Patroniはセキュリティアクションとしてプライマリ
ノードを降格する場合があります。

ttlは、DCSの leaderロックのリース時間を設定します。クラスターの現在のリーダーが HAサイ
クル中に ttlより長くリースを更新できない場合、リースは有効期限が切れ、クラスター内の leader

raceがトリガーされます。

Note: これらの設定を変更するときは、Patroniがドキュメントの Note: セクションで説明されている
ルールと最小値を適用することに注意してください。

19.5 Postgres管理
Postgres構成で Postgres GUCを直接変更できますか?

できますが、それは避けたほうがいいです。

Postgresの構成は Patroniによって管理され、構成ファイルを編集しようとすると、最終的に上書き
される可能性があるため、Patroniによって挫折される場合があります。

Patroniによって実行される管理を克服するために使用できるオプションがいくつかあります。

• $PGDATA/postgresql.base.confを介して Postgres GUCを変更します。または

• postgresql.base.conf の代わりに使用される postgresql.custom_conf を定義して、外部
で管理できるようにします。または

• ALTER SYSTEM / ALTER DATABASE / ALTER USERを使用して GUCを変更します。

これに関する詳細については、セクション重要なルールを参照してください。

いずれの場合も、Patroniを介してすべての Postgres構成を管理することをお勧めします。これによ
り、管理が一元化され、必要に応じて Patroniのデバッグが簡単になります。

Postgresノードを直接再起動できますか?
いいえ、 not Postgresを直接管理してみる必要があります。

Patroniなしで Postgresサーバーをバウンスしようとすると、クラスターがフェールオーバーに直面
する可能性があります。

Postgresサーバーを管理する必要がある場合は、Patroniが公開した方法を介してそれを行ってくだ
さい。
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Patroniは、既存の Postgresクラスターの管理を引き継ぐことができますか?
はい、できます！

詳しい手順については、スタンドアロンを Patroniクラスターに変換するを参照してください。

Patroniは Postgresをどのように管理していますか？
Patroniは、 pg_ctlや postgresなどの Postgresバイナリを実行することにより、Postgresのアップ
とダウンを処理します。

それを念頭に置いて、systemdユニットなどの Postgresクラスターを管理できる他のソースをMUST
無効にします。 postgresql.service 。 Patroniのみがクラスター内の Postgresインスタンスを起
動、停止、および昇格できる必要があります。そうしないと、スプリットブレインシナリオが発生
する可能性があります。例えばプライマリとして実行されているノードに障害が発生し、ユニット
postgresql.serviceが有効になっている場合、Postgresがバックアップされ、スプリットブレイン
が発生する場合があります。

19.6 概念と要件
Patroniの一部を構成するアプリケーションは何ですか?

Patroniは基本的にいくつかのアプリケーションを同梱しています。

• patroniこれは Patroniエージェントであり、Postgresノードの管理を担当します。

• patronictl これは、Patroni クラスターと対話するために使用されるコマンドラインユーテ
ィリティです。スイッチオーバー、再起動、構成の変更などを実行します。詳細については、
patronictlをご覧ください。

Patroniの standby clusterとは何ですか?
これは、プライマリ Postgresノードが実行されていないクラスターです。つまり、クラスター内に読
み取り/書き込みメンバーがありません。

これらの種類のクラスターは、別のクラスターからデータをレプリケートするために存在し、通常は
データセンター間でデータをレプリケートする場合に役立ちます。

クラスター内には、リモートの Postgresノードから変更をレプリケートするスタンバイとなるリー
ダーが存在します。次に、このようなリーダーメンバーからのカスケードレプリケーションで構成さ
れたスタンバイのセットが存在します。

Note: スタンバイクラスターは、複製元のソースクラスターについて何も知りません。WALストリー
ミングの代わりに restore_commandを使用することもでき、完全に独立した DCSクラスターを使
用する場合があります。

詳細については、スタンバイクラスターを参照してください。

Patroniの leaderとは何ですか?
Patroniの leaderは、クラスターのコーディネーターのようなものです。

通常の Patroniクラスターでは、 leaderが読み取り/書き込みノードになります。

スタンバイ Patroniクラスターでは、 leader AKA standby leaderは、リモート Postgresノードか
ら複製し、これらの変更をスタンバイクラスターの他のメンバーにカスケードします。
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Patroniは、クラスター内の最小数の Postgresノードを必要としますか?
いいえ、Patroniは任意の数の Postgresノードで実行できます。

Patroniは DCSから分離されていることに注意してください。

パトローニで pauseはどういう意味ですか?
一時停止は Patroniによって公開される操作であるため、ユーザーは Postgres管理に関して Patroniに
ステップバックするように要求できます。

これは、クラスターでメンテナンスを実行し、プライマリを停止したときのスタンバイへのフェイル
オーバーなど、Patroniが HAに関連する決定を行うことを回避したい場合に役立ちます。

これに関する詳細については、クラスターの一時停止/再開モードを参照してください。

19.7 自動フェイルオーバー
Patroniの自動フェイルオーバーメカニズムはどのように動作しますか?

Patroni自動フェイルオーバーは、 leader raceと呼ばれるものに基づいています。

Patroniは、クラスターのステータスを DCSに保存し、その中には、クラスターの現在の leaderで
ある Patroniメンバーの名前を保持する leaderロックを保存します。

その leaderロックには、それに関連付けられた有効期限があります。リーダーノードが leaderロッ
クのリースを時間内に更新できない場合、キーは最終的に DCSから有効期限が切れます。

leaderロックの有効期限が切れると、Patroniが leader raceと呼ぶものがトリガーされます。す
べてのノードがチェックの実行を開始して、 leaderロールを引き継ぐための最適な候補かどうかを
判断します。これらのチェックには、他のすべての Patroniメンバーの REST APIへの呼び出しが含
まれます。

leaderロックを引き継ぐための最適な候補として自分自身を見つけたすべての Patroniメンバーは、
そうしようとします。 leaderロックを取得できる最初の Patroniメンバーは、読み取り/書き込みノー
ドまたは standby leaderに昇格し、他のメンバーはそれに従うように構成されます。

Patroniクラスターで自動フェイルオーバーを一時的に無効にすることはできますか?
はい、できます！

これは、クラスターを一時的に一時停止することにより実現できます。これは通常、メンテナンスを
実行する場合に役立ちます。

クラスターの自動フェイルオーバーを再開する場合は、一時停止を解除するだけです。

これに関する詳細については、クラスターの一時停止/再開モードを参照してください。

19.8 ブートストラップとスタンバイの作成
Patroniはどのようにプライマリ Postgresノードを作成しますか?スタンバイ Postgresノードはどうなる
でしょうか？

デフォルトでは、Patroni は initdb を使用して新しいクラスターをブートストラップし、
pg_basebackupを使用して leaderメンバーのコピーからスタンバイノードを作成します。
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カスタムブートストラップメソッド、およびカスタムレプリカ作成メソッドを記述することにより、
その動作をカスタマイズできます。

カスタムメソッドは、通常、pgBackRestや Barmanなどのバックアップツールで作成したバックアッ
プを復元する場合に役立ちます。

詳細については、ブートストラップおよびブートストラップを参照してください。

19.9 モニタリング
Patroniクラスターをモニタするにはどうすればよいですか?

Patroniは、 Patroni REST API でいくつかの便利なエンドポイントを公開しています。

• /metricsモニタリングメトリックを Prometheusが使用できる形式で公開します。

• /patroniクラスターの状態を JSON形式で公開しますここに表示される情報は、 /metricsエ
ンドポイントによって表示されるものと非常に似ています。

これらのエンドポイントを使用して、モニタリングチェックを実装できます。
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第20章 リリースノート

20.1 バージョン 4.1.0
2025-09-23リリース

New features

• systemd /"notify/"ユニットタイプのサポートを追加します Ronan Dunklau

通知ユニットタイプがないと、Patroniを起動し、すぐに systemdを使用して SIGHUP信号を送信し、
シグナルハンドラーを設定する前に効果的に強制終了することができます。

• APIと ctlで受信および再生 LSN /ラグ情報を提供する Polina Bungina

Patroni REST API /clusterエンドポイントと patronictl listコマンドは、各レプリカメンバー
の受信 LSN、再生 LSN、受信ラグ、および再生ラグ情報を提供するようになりました。

• スタンバイクラスターへのクリーンな降格を保証します。Polina Bungina

動的構成への standby_clusterセクションの導入が、クリーンなクラスター降格につながることを
確認します。

• patronictl demote-clusterおよび promote-clusterコマンドを実装します。Polina Bungina

クラスターの降格とプロモーションの新しいコマンドは、動的な構成の編集と結果ステータスの確認
の両方を処理します。

• sync_priorityタグの実装 Polina Bungina

このパラメーターは、 synchronous_modeが onに設定されている場合、同期レプリカ選択中にメン
バーが持つ優先順位を制御します。

• --validate-configの --printオプションを実装します。Polina Bungina

検証が成功した後、ローカル構成環境構成オーバーライドを含むを出力します。

• kubernetes.bootstrap_labelsの実装 Polina Bungina

この機能を使用すると、 initializing new cluster 、 running custom bootstrap script 、
starting after custom bootstrap、または creating replica状態にあるときにメンバーポッ
ドに割り当てられるラベルを定義できます。

• 重複したハートビートログを抑制する構成オプションを追加しましたMichael Morris

trueに設定されている場合、同一の連続したハートビートログは出力されません。

• オプションの cluster_type属性を永続的なレプリケーションスロットに追加しますMichael Bank
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これにより、特定の永久レプリケーションスロットを常に作成するか、プライマリまたはスタンバイ
クラスターでのみ作成するかを設定できます。

• HTTP Serverヘッダーを構成可能にするデビッド・グリアソン

HTTP Serverヘッダーで公開される情報を制限できる restapi.server_tokens構成パラメーターを
導入します。

• レプリカメンバーでのレプリケーションの準備 APIチェックを実装します Ants Aasma

以前の実装では、PostgreSQLが開始されるとすぐにレプリカの準備ができていると考えられました。
この変更により、レプリカポッドは、PostgreSQLがレプリケートし、リーダーからそれほど遠くな
い場合にのみ準備ができていると見なされます。

Improvements

• ウォッチドッグ構成障害のログレベルを削減します。Ants Aasma

ウォッチドッグが requiredモードで構成されていない限り、デバッグログレベルで `Could not promote
Linux watchdog device`ログラインを表示します。以前は情報レベルで表示されていました。

• pg_stat_wal_receiver から written_lsn および latest_end_lsn を活用します Alexander
Kukushkin

実際の書き込み LSN である written_lsn は、実際にフラッシュ LSN である
pg_last_wal_receive_lsn() によって返されるものよりも優先されるようになりました。
latest_end_lsn は、ソースホスト上の WAL フラッシュをポイントします。プライマリの場合、
DCSに保存されている値は loop_wait秒ごとにのみ更新されるため、リプレイラグのより適切な計
算が可能になります。

• failover=trueオプションで作成されたスロットとの相互作用を回避します。Alexander Kukushkin

この変更は、論理フェールオーバースロット機能を完全に機能させるために必要です。

• PostgreSQL状態を /metrics REST APIエンドポイントに追加します Ivan Filianin

PostgreSQLインスタンスの状態情報を、 /metrics REST APIエンドポイントの Prometheus形式の
出力で利用できるようになりました。

20.2 バージョン 4.0.7
2025-09-22リリース

New features

• PostgreSQL 18 RC1のサポートを追加します Alexander Kukushkin

GUCのバリデータールールが拡張されました。 Patroniは、新しいバックグラウンド I/Oワーカーを
適切に処理するようになりました。

Bugfixes

• Windowsでのローカルホストの IPv6への解決に関する潜在的な問題を修正しました。András Váczi

PostgreSQLで listen_addressesを構成する場合、0.0.0.0または 127.0.0.1を使用すると、IPv6
を除く IPv4のみのリッスンが制限されます。ただし、一般的なWindowsシステムでは、localhost
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は多くの場合、デフォルトで IPv6アドレス ::1に解決されます。互換性を保証するために、Patroni
は、Windowsシステムで localhostの代わりに 127.0.0.1でリッスンするように PostgreSQLを構
成します。

• /config キーが DCS に存在する場合にのみグローバル構成を返すようになりました Alexander
Kukushkin

DCSで /configキーが欠落している場合、Patroni REST APIはエラーを発生する代わりに空の構成
を返していました。

• Etcdが利用できない場合にフェイルセーフモードがトリガーされない問題を修正しました Alexander
Kukushkin

Patroniは etcd3例外を常に適切に処理していなかったため、フェイルセーフモードがトリガーされ
ませんでした。

• シグナルハンドラーのリエントランシーデッドロックを修正しますWaynerv

一部の特殊な場合に PID=1を使用して Dockerコンテナで実行されている Patroniは、 SIGCHLDを受
信した後にデッドロックが発生していました。

• WALを予約しない場合、永続的な物理スロットを再作成しますイスラエル・バース・ルビオ

WALを予約せずに Patroniスコープの外部で作成された永続的な物理レプリケーションスロットは、
replication slot cannot be advanced エラーを発生させていました。これを回避するために、
パトローニはそのようなスロットを再作成します。

• etcd3の監視キャンセルメッセージを適切に処理するようになりました Alexander Kukushkin

etcd3 は、監視チャネルにキャンセルメッセージを送信しても、接続は閉じません。これにより、
Patroniは古いデータを使用することになります。 Patroniは、チャンク応答の読み取りループを中断
し、Patroni側で接続を閉じることにより、それを解決します。

• HTTPConnection ソケットが pyopenssl でラップされている場合のハンドルケース、Alexander
Kukushkin

Patroniは、 python-etcdで適用された pyopensslインターフェイスを正しく使用していませんで
した。

Documentation improvements

• 2ノードクラスターガイダンスの向上 Nikolay Samokhvalov

フェイルオーバー中の動作と DCS要件を明確にします。

20.3 バージョン 4.0.6
2025-06-06リリース

Bugfixes

• より高い優先度のリーダーからのフェイルオーバーのバグを修正しました。Alexander Kukushkin

Patroniが現在のノードと同じ LSNを報告する場合、優先度の高い元リーダーを無視するようにします。
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• PGDATA の外部で作成された postgresql.conf ファイルのアクセス許可を修正しました。Michael
Bankk

PGDATAディレクトリの外部に postgresql.confファイルを作成するときは、システム全体の umask
値を尊重します。

• synchronous_mode=quorumのスイッチオーバーのバグを修正しました。Alexander Kukushkin

候補が指定されている場合、クォーラム要件をチェックしません。

• クラスター用語を比較することにより、古い Etcdノードを無視します。Alexander Kukushkin

Etcdクラスターの最後の既知の/"raft_term/"を記憶し、クライアント要求を実行するときに、Etcdノー
ドから報告された/"raft_term/"と比較します。

• SIGHUPの PostgreSQL構成ファイルの更新 Alexander Kukushkin

以前は、Patroniは、グローバルまたはローカル構成の変更が検出された場合にのみ PostgreSQL構成
ファイルを置き換えていました。

• etcd3によって発生した Unavailable例外を適切に処理するようになりました。Alexander Kukushkin

Patroniは、同じ etcd3ノードでこのような要求を再試行していましたが、別のノードに切り替える
ことがより良い戦略です。

• etcd3リース処理の改善 Alexander Kukushkin

Patroniが HAループごとに少なくとも 1回 etcd3リースを更新するようにしてください。

• リーダーロックを取得しようとしたときに 409ステータスコードの注釈を再確認します Alexander
Kukushkin

Patroniバージョン 4.0.3で読み込まれたリーダーオブジェクトに対して行われたのと同じ動作を実装
します。

• スロットを進めるときは replay_lsnを考慮してください Polina Bungina

replay_lsnを超えてレプリカのスロットを進めないでください。さらに、レプリカ上のこのスロッ
トの confirmed_flush_lsnを既に超えているが、レプリカがこのスロットがプライマリにある実際
の LSNをまだ再生していない場合、スロットを replay_lsn位置に進めます。

• プロモート後に CHECKPOINTが実行されるようにしました。 Alexander Kukushkin

CHECKPOINTがまだ完了していないため、降格時にチェックポイントタスクがリセットされなかった
可能性があります。これにより、次のプロモートがトリガーされたときに古い resultを使用するこ
とになりました。

• /"offline/"降格の同時実行は避けてください Alexander Kukushkin

遅いシャットダウンの場合、次のハートビートループが DCSエラー処理メソッドに再度ヒットし、
AsyncExecutor is busy, demoting from the main thread警告が発生し、オフライン降格が再
度開始される場合があります。

• 初期化失敗時にデータディレクトリの名前を変更する前に data_dir値を正規化するWaynerv

data_dirパラメーター値の末尾のスラッシュによって、初期化失敗の後に名前変更プロセスが中断
されないようにします。
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• synchronous_standby_namesに期待値が含まれていることを確認してくださいAlexander Kukushkin

以前は、非クォーラム同期レプリケーションのステートマシンを実装するメカニズムは、
synchronous_standby_names の実際の値をチェックせず、その結果、 pg_stat_replication が
synchronous_standby_names のサブセットである場合、 synchronous_standby_names の古い値
が使用されました。

20.4 バージョン 4.0.5
2025-02-20リリース

Stability improvements

• python-json-logger>=3.1との互換性。Alexander Kukushkin

古い APIの使用によって生成された警告を削除します。

• Python 3.13との互換性 Alexander Kukushkin

Python 3.13に対してテストを実行します。

• pyinstaller>=4.4との互換性ジョー・ジェンセン

pyinstaller toc属性が存在しない場合、デフォルトの iter_modulesにフォールバックします。

• PostgreSQL 9.5サポートに関する問題を修正しました。Alexander Kukushkin

– pg_rewind出力フォーマットを適切に処理します。

– synchronous_standby_namesフォーマットが/"num/"仕様をサポートしていないことを検討し
ます。

• urlparseの最新の変更との互換性 Alexander Kukushkin

urlparseは、URLに []文字を含む複数のホストを受け入れなくなりました。問題を軽減するには、
可能な場合は libpqから PQconninfoParse()のネイティブラッパーに切り替え、libpqの古いバー
ジョンにリンクされている古い psycopg2バージョンにのみ実装を使用します。

Bugfixes

• 再起動の確認時に再起動するメンバーのみを表示します András Váczi

以前は、 patronictl restart <clustername> --pendingを実行すると、再起動が保留中かどう
かに関係なく、確認にすべてのメンバーがリストされていました。

• Patroniでの長時間実行ジョブをキャンセルして、レプリカブートストラップ障害が発生したデータ
ディレクトリを削除する Alexander Kukushkin

以前は、Patroniは pg_basebackup / wal-g / pgBackRest / barmanまたは同様のものが実行されてい
るときにレプリカブートストラップを実行できました。

• patronictl edit-config のスラッシュを含むクラスター名を適切に処理するようになりました。
Antoni Mur

cluster_nameのスラッシュをアンダースコアに置き換えます。
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• 物理スロットのドロップが早すぎるのは避けてください Alexander Kukushkin

フェールオーバーの後、新しいプライマリでは--このメンバーが昇格するまで、レプリカでは-クラス
ター内にリーダーが存在するまで、xminを含む物理レプリケーションスロットの削除を延期します。

• controldata()のサブプロセスによって発生したすべての例外を処理するようになりました。Alexan-
der Kukushkin

Patroniは、 pg_controldataユーティリティを呼び出したときに発生する可能性のあるすべての例
外を適切に処理していませんでした。

• フェイルオーバー時に保持されない元リーダーのスロットのバグを修正しましたAlexander Kukushkin

フェールオーバーでは、元のリーダーの /memberキーが正確に同時に有効期限が切れる間、DCSに
存在するメンバーに誤って依存しないようにします。

• クォーラムステートマシンのいくつかのバグを修正しました。Alexander Kukushkin

– リーダーレースの正常なノードが存在するかどうかを評価する場合、降格する前に、クォーラ
ム要件を考慮する必要があります。それがないと、元のリーダーは非同期ノードに囲まれてリ
カバリーすることになる可能性があります。

– QuorumStateResolverは、レプリカノードがすぐに参加および切断された場合を正しく処理し
ていませんでした。

Improvements

• 空または非辞書構成ファイルのエラーを改善しました Julian

Patroni構成ファイルに有効な Mappingオブジェクトが含まれるかどうかを検証するときに、より明
示的な例外をスローします。

20.5 バージョン 4.0.4
2024-11-22リリース

Stability improvements

• py-consulモジュールとの互換性を追加しました。Alexander Kukushkin

python-consulモジュールは長い間メンテナンスされていませんが、py-consulは公式の代替品で
す。 python-consulとの下位互換性は保持されます。

• prettytable>=3.12.0モジュールとの互換性を追加しました。Alexander Kukushkin

非推奨の警告に対処します。

• ydiff==1.4.2モジュールとの互換性 Alexander Kukushkin

最新バージョンの互換性問題を修正し、 requirements.txtでバージョンを制約し、最新バージョ
ンの互換性テストを導入します。

Bugfixes

• プライマリリカバリが失敗した後に on_role_changeコールバックを実行します。Polina Bungina、
Alexander Kukushkin
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さらに、クラッシュ後に起動に失敗したプライマリの on_role_changeコールバックを実行して、レ
プリカとしてのさらなる起動が失敗した場合でも、コールバックが実行される可能性を高めます。

• patronictl list -Wのスレッドリークを修正しました。Alexander Kukushkin

DCSインスタンスオブジェクトをキャッシュして、スレッドリークを回避します。

• サポートされているパラメーターのみが接続文字列に書き込まれるようにしましたAlexander Kukushkin

Patroniは、新しいバージョンで導入されたパラメーターを接続文字列に渡していましたが、これが
接続エラーを引き起こしていました。

20.6 バージョン 4.0.3
2024-10-18リリース

Bugfixes

• パスワードを公開しないようにユーザーを作成するときに pgauditを無効にする kviset

Patroniは、 pgaudit拡張機能が有効になっているときに、作成時に superuser、 replication、
および rewindパスワードをログに記録していました。

• 混合セットアップの問題を修正しました。パトロニ v4以前のプライマリと v4+のレプリカ。Alexander
Kukushkin

リーダーで実行されているパトロニバージョンが 4.0.0より前の場合、/statusキーからメンバーの
スロット位置を取得しようとするのではなく、 /membersキーから抽出した xlog_locationを使用
します。そうしないと、レプリカでのWALの蓄積が発生しています。

• Patroniバリデーターのない有効な PostgreSQL GUCを無視しないでください Polina Bungina

GUC に Patroni バリデーターがないが、実際に有効な GUC であるかどうかを postgres

--describe-configに対してチェックします。

Improvements

• K8sでリーダーオブジェクトを読み取るときに 409ステータスコードの注釈を再確認します。Alexander
Kukushkin

要求はターゲットを正常に更新しましたが、 PATCH要求がパトロニによってキャンセルされた場合、
追加の更新を回避します。

• sslnegotiationクライアントサイド接続オプションのサポートを追加しましたAlexander Kukushkin

sslnegotiationは、最終的な PostgreSQL 17リリースに追加されました。

20.7 バージョン 4.0.2
2024-09-17リリース

Bugfixes
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• 構成検証ファイルの検出中に例外を処理する Alexander Kukushkin

Patroniがリスト操作を実行するための十分な権限を持っていないディレクトリをスキップします。

• 非アクティブなホット物理レプリケーションスロットが xminを保持しないことを確認します。Alexan-
der Kukushkin、Polina Bungina

バージョン 3.2.0以降、Patroniはレプリカにすべてのメンバーの物理レプリケーションスロットを
作成し、定期的に pg_replication_slot_advance()ファンクションを使用してそれらを前進させ
ます。ただし、何らかの理由で hot_standby_feedbackが有効になっており、プライマリがレプリ
カに降格されている場合、現在非アクティブなスロットには NOT NULL xmin値が新しいプライマリ
に伝播されます。これにより、 xminホリゾンは前方に移動されず、バキュームはデッドタプルをク
リーンアップできません。この修正では、Patroniは非アクティブであるはずが NOT NULL xmin値を
持つ物理レプリケーションスロットを再作成します。

• スタートアップフェーズ中に未処理の DCSErrorを修正しましたWaynerv

ノード名の一意性を確認する前に、DCS接続を確認してください。

• pg_settingsを照会するときに CMDLINE_OPTIONS GUCを明示的に含めます Alexander Kukushkin

Patroniが実行中のスタンバイに参加するときに、コマンドラインパラメーターとしてポストマスター
に渡されたすべての GUCが復元されていることを確認します。これは、Patroni 3.2.2で修正された
バグのフォローアップです。

• synchronous_standby_namesクォーティングロジックのバグを修正しました。Alexander Kukushkin

PostgreSQLドキュメントによると、 ANY および FIRST キーワードは二重引用符で囲まれることに
なっていますが、Patroniは以前にこれをしていません。

• キープアライブ接続の範囲外の問題を修正する hadizamani021

ttlセットに基づいて計算された keepaliveオプション値が、現在のプラットフォームの最大許可
値を超えていないことを確認します。

20.8 バージョン 4.0.1
2024-08-30リリース

Bugfix

• Patroniは自分自身に不要なレプリケーションスロットを作成していました Alexander Kukushkin

nameに大文字または特殊文字が含まれている場合に発生していました。

20.9 バージョン 4.0.0
2024-08-29リリース

. 警告
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• このバージョンでは、/"primary/"を優先して、/"master/"用語を削除する作業が完了しました。これ
は、いくつかの破壊的な変更を意味します。リリースノートを注意深くお読みください。 Patroni
4+へのアップグレードは、Patroni 3.1.0以降を実行している場合にのみ確実に機能します。古い
バージョンから 4+に直接アップグレードすることは可能ですが、ノードの残りの部分が他のパト
ロニバージョンで実行されているときにプライマリに障害が発生すると、予期しない動作が発生
する可能性があります。

Breaking changes

• Patroniコードから非包括的な/"master/"用語を削除するときに、次の重大な変更が導入されました。

– Kubernetesでは、Patroniはデフォルトで role labelを primary に設定します。古い動作を維
持し、ダウンタイムまたは長く複雑な移行を回避したい場合は、パラメーター kubernetes.

leader_label_valueおよび kubernetes.standby_leader_label_value masterを構成でき
ます。続きを読む role。

– Patroniロールは、 masterではなく primaryとして DCSに書き込まれます。

– Patroni REST APIによって返される Patroniロールが masterから primaryに変更されました。

– Patroni REST API は、 /switchover 、 /failover 、 /restart エンドポイントへの要求で
role=masterを受け入れなくなりました。

– /metrics REST APIエンドポイントは patroni_masterメトリックを報告しなくなります。

– patronictlは、どのコマンドの --masterオプションを受け入れなくなりました。代わりに
--leaderまたは --primaryオプションを使用する必要があります。

– カスタムレプリカ作成方法の宣言的構成の no_masterオプションは特別なオプションとして扱
われなくなりました。代わりに no_leaderを使用してください。

– patroni_wale_restoreスクリプトは --no_masterオプションを受け入れなくなりました。

– patroni_barmanスクリプトは --role=masterオプションを受け入れなくなりました。

– すべてのコールバックスクリプトは、 role=master の代わりに渡された role=primary オプ
ションを使用して実行されます。

• patronictl failoverは、Patroni 3.2.0以降非推奨になった --leaderオプションを受け入れません。

• Patroni 3.2.0が削除されたため、ユーザー作成機能 bootstrap.users構成セクションは非推奨にな
りました。

New features

• クォーラムベースのフェイルオーバー Ants Aasma、Alexander Kukushkin

この機能は、クォーラムベースの同期レプリケーション PostgreSQL v10から利用可能を実装していま
す。これは、1つのスタンバイへのレプリケーションのより高いレイテンシを他のスタンバイで補う
ことができるため、通常動作中でもワーストケースのレイテンシを削減するのに役立ちます。 Patroni
は、追加の安全対策を実装して、受信した最新のトランザクションに基づいてフェールオーバー候補
を選択することにより、ユーザーに可視的なデータの損失を防ぎます。

• pg_dist_nodeに Citusセカンダリを登録する Alexander Kukushkin
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Patroniは、 role==replica、 state==runningを含むノードのリストを維持するようになりまし
た。 noloadbalance role==replica pg_dist_node

• メンバーのレプリケーションスロットの構成可能な保持期間 Alexander Kukushkin

メンバーキーが存在しないときにメンバーレプリケーションスロットを保持する時間を制御する
member_slots_ttlグローバル構成パラメーターのサポートを実装します。

• Patroniによって作成されたログファイルのアクセス許可を設定可能にします Alexander Kukushkin

Patroniによって作成されたログファイルに特定の権限を設定できます。指定しない場合、権限は現
在の umask値に基づいて設定されます。

• PostgreSQL 17 beta3との互換性 Alexander Kukushkin

GUCのバリデータールールが拡張されました。 Patroniは、シャットダウン中にすべての新しい補助
バックエンドを処理し、論理レプリケーションスロットの同期に必要なため、 primary_conninfo

に dbnameを設定します。

• Patroni構成検証のための --ignore-listen-portオプションを実装します Sahil Naphade

patroni --validate-configの実行時に、既にバインドされたポートを無視できるようにします。

Improvements

• wal_log_hintsを構成可能にする Paul_Kim

use_pg_rewindが offに設定されている場合、 wal_log_hints構成のオーバーヘッドを回避でき
ます。

• pg_basebackupコマンドを DEBUGレベルでログWaynerv

失敗した初期化のデバッグを容易にします。

Bugfixes

• フェイルセーフになっているときにカスケードノードの永久スロットを進めますAlexander Kukushkin

フェイルセーフモードがアクティブになっているときに、カスケードレプリカのスロットがプライマ
リで適切に進められていることを確認します。これは、POST /failsafe REST API要求でのレプリ
カ応答を xlog_locationで拡張することにより実行されます。

• 現在のノードを同期として選択しないでください Alexander Kukushkin

現在のプライマリの名前と一致する application_nameを使用して、現在のプライマリノードから
ストリーミングしている/"something/"が存在する可能性があります。 Patroniはこの状況を適切に処
理していなかったため、プライマリが同期ノードとして宣言される可能性があり、その結果、スイッ
チオーバーをブロックしていました。

• POST /failsafeの restapi.allowlist_include_membersを無視する Alexander Kukushkin

• GUC検証の向上 Polina Bungina

postgres --describe-configコマンドの実行を介した追加の検証のため、以前はパトロニ構成を
介してそこにリストされていない GUCを設定することはできませんでした。この制限は削除されま
した。
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• UNIXソケットが検出されたときに、 localhostの行を .pgpassファイルに追加します Alexander
Kukushkin

指定された hostパラメーターが /文字で始まる場合、Patroniは .pgpassファイルに追加行を追加し
ます。これにより、 hostがデフォルトのソケットディレクトリパスと一致する場合のコーナーケー
スをカバーできます。

• ロギングの問題を修正するWaynerv

フェイルセーフ処理ログで適切な要求 URLを定義し、ポストマスターチェックログのタイムスタン
プの順序を修正しました。

20.10 バージョン 3.3.2
2024-07-11リリース

Bugfixes

• プレーン Postgres同期レプリケーションモードを修正しました。Israel Barth Rubio

synchronous_modeが Patroniに導入されてから、プレーンの Postgres同期レプリケーションは機能
していませんでした。このバグ修正では、Patroniは synchronous_modeが無効になっている場合、
ユーザーの構成に従って synchronous_standby_namesの値を設定します。その場合、

• スタンバイでの論理スロットの無効化を処理します。Polina Bungina

スタンバイの PG16論理レプリケーションスロットは、ホライズンによって無効にすることができま
す。今後、パトロニは無効になったスロットのコピー、つまり再作成を強制します。

• 論理スロットアドバンスとコピーで競合状態を修正しました Alexander Kukushkin

このバグのため、無効な論理レプリケーションスロットが PostgreSQLの再起動で複数回コピーされ
た場合に発生する可能性がありました。

20.11 バージョン 3.3.1
2024-06-17リリース

Stability improvements

• Python 3.12との互換性 Alexander Kukushkin

logging.LogRecordに追加された新しい属性をハンドルします。

Bugfixes

• replicatefromタグ処理の無限再帰を修正しました Alexander Kukushkin

この修正の一部として、 is_physical_slot()のチェックと調整のドキュメントも改善します。

• スタンバイクラスターでの間違ったロール報告を修正しました Alexander Kukushkin

synchronous_standby_names および同期レプリケーションは、実際のプライマリノードでのみ動
作し、カスケードレプリケーションの場合、Postgresによって単に無視されます。この修正の前に、
patronictl listおよび GET /clusterは一部のノードを同期として誤って報告していました。
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• allow_in_place_tablespaces GUCの可用性を修正しました Polina Bungina

allow_in_place_tablespacesは PostgreSQL 15に追加されただけでなく、PostgreSQL 10-14にバッ
クパッチされました。

20.12 バージョン 3.3.0
2024-04-04リリース

. 警告

古い Partoniバージョンはすべて ydiff>=1.3と互換性がありません。

問題を/"fix"するために使用できる次のオプションがあります。

1. Patroniを最新バージョンにアップグレードする

2. Patroniをインストールした後、 ydiff<1.3をインストールします

3. cdiffモジュールのインストール

New features

• auth_dataを Zookeeperクライアントに渡す機能を追加します。Aras Mumcuyan

接続に使用する認証資格情報を指定できます。

• Barman統合のための contribスクリプトを追加しました。Israel Barth Rubio

Barman 操作をリモートで実行でき、カスタムブートストラップ/カスタムレプリカメソッドまたは
on_role_changeコールバックとして使用できるアプリケーション patroni_barmanを提供します。
詳細については、 patroni_barmanを確認してください。

• JSONログ形式のサポート alisalemmi

plain デフォルトとは別に、Patroni は json ログ形式もサポートするようになりました。
python-json-logger>=2.0.2ライブラリをインストールする必要があります。

• pending_restart_reason情報の表示 Polina Bungina

pending_restartフラグが設定される原因となった PostgreSQLパラメーターに関する拡張情報を
提供します。 patronictl listと /patroniの両方の REST APIエンドポイントは、パラメーター
名とその/"diff/"を pending_restart_reasonとして表示するようになりました。

• nostreamタグの実装 Grigory Smolkin

nostreamタグが trueに設定されている場合、ノードはレプリケーションプロトコルを使用してWAL
をストリーミングせず、代わりにアーカイブリカバリに依存します restore_commandが構成されて
いる場合。また、ノード自分自身とそのすべてのカスケードレプリカの永久論理レプリケーションス
ロットのコピーと同期も無効にします。

Improvements
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• logセクションの検証を実装します。Alexander Kukushkin

これまで、バリデーターは、提供されたロギング構成の正しさをチェックしていませんでした。

• PostgreSQLパラメーター変更のロギングを向上させました。Polina Bungina

古い値を人間が判読可能な形式に変換し、 pg_controldataと Patroniグローバル構成の不一致に関
する情報をログに記録します。

Bugfixes

• 許可されない pg_basebackupオプションを適切にフィルターして除外する Israel Barth Rubio

バグのため、Patroniは - setting: value形式で提供されている場合、basebackupレプリカブー
トストラップ方法用に構成された許可されていないオプションを適切にフィルタリングしていませ
んでした。

• etcd3認証エラー処理を修正しました Alexander Kukushkin

要求を実行する直前に認証が行われなかった場合、etcd3認証エラーが常に 1回リトライします。ま
た、再認証時にウォッチャーを再起動しないでください。

• バリデーターファイル検出のロジックの改善Waynerv

importlibライブラリを使用して、可能な場合は使用可能な構成パラメーターを含むファイルを検
出します Python 3.9以降の場合。この実装はより安定しており、 zipアーカイブに基づいた Patroni
ディストリビューションを中断しません。

• standby_clusterセクションで複数のホストが指定されている場合にのみ target_session_attrs

を使用します。Alexander Kukushkin

standby_cluster.host セクションにコンマで区切られた複数のホストが含まれる場合にのみ、
target_session_attrs=read-write がスタンバイリーダーノードの primary_conninfo に追加
されるようになりました。

• ydiffライブラリバージョン 1.3+の互換性コードを追加しました Alexander Kukushkin

Patroniは、Pythonモジュールではなく単なるターミナルツールであると考えられているため、パブ
リックではない ydiffのいくつかの APIに依存しています。残念ながら、1.3の APIの変更により、
古い Patroniバージョンが壊れました。

20.13 バージョン 3.2.2
2024-01-17リリース

Bugfixes

• DCSがワイプされたときにレプリカを復元させないでください Alexander Kukushkin

これは、パトローニがスタンドアロンの PGクラスターを引き継ぐことになっている方法で発生して
いました。

• Consulから更新されたばかりの同期キーを取得するときに一貫した読み取りを使用するようになり
ました。Alexander Kukushkin
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Consulは、更新したキーの ModifyIndexをすぐに取得するインターフェイスを提供していないため、
明示的な読み取り操作を実行する必要があります。古い読み取りはデフォルトで許可されているた
め、キーの古いバージョンを取得する場合がありました。

• 再起動が必要なパラメーターが元の値にリセットされた場合、Postgres構成をリロードします Polina
Bungina

以前は、Patroniは構成を更新せず、 pending_restartをリセットするだけでした。

• 同期モードで非同期候補へのフェイルオーバーを実行する際の確認プロンプトメッセージの誤った
反転ロジックを修正しました。Polina Bungina

この問題は patronictlにのみ存在しました。

• patronictlのフェイルオーバー候補からリーダーを除外するポリナ・ブンギナ

クラスターが正常な場合、既存のリーダーへのフェールオーバーは no-opです。

• Citusデータベースと拡張機能を冪等に作成する Alexander Kukushkin、Zhao Junwang

Citusデータベースに依存関係を追加する必要がある場合に、 post_bootstrapスクリプトでそれら
を作成できます。

• 矛盾する nofailoverタグをフィルタリングしないでください。Polina Bungina

ノードに設定された構成 {nofailover: false, failover_priority: 0}では、レースに参加で
きませんでしたが、 nofailoverタグが優先される必要があるため、レースに参加する必要があり
ます。

• PyInstallerのフリーズした問題を修正しました Sophia Ruan

freeze_support()は argparseの後に呼び出されたため、Patroniは Postgresを起動できませんで
した。

• patronictlおよび Citus構成の構成ジェネレーターのバグを修正しました。Israel Barth Rubio

これにより、環境変数を介して設定された patronictlおよび Citus構成パラメーターが生成され
た構成に書き込まれません。

• 実行中のスタンバイに参加するときに、リカバリ GUCと一部のパトローニ管理パラメーターを復元
します Alexander Kukushkin

Patroniは、内部構造の 1つで portが欠落していることに関するエラーが発生し、Postgres v12以降
の再起動に失敗していました。

• pending_restartフラグ周辺の修正 Polina Bungina

recovery_target_action = promote でカスタムブートストラップしている場合、または誰か
がたとえば ALTER SYSTEM を使用して hot_standby または wal_log_hints を変更したときは、
pending_restartを公開しないでください。
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20.14 バージョン 3.2.1
2023-11-30リリース

Bugfixes

• patronictlの --format引数の受け入れられる値を制限します Alexander Kukushkin

任意の文字列を受け入れ、値が認識されない場合は出力を生成していませんでした。

• リーダーキーを解放する前に、シャットダウン時にレプリカノードがチェックポイント LSNを受信
したことを確認します。Alexander Kukushkin

以前は、場合によっては、CHECKPOINTが続く SWITCHレコードの LSNを使用していましたアー
カイブモードが有効になっている場合。その結果、以前のプライマリは場合によって pg_rewindを
実行する必要がありましたが、データの損失は関係ありません。

• ノード名の一意性チェックを実行するときに実際の HTTP要求を実行します Alexander Kukushkin

コンテナで Patroniを実行している場合、トラフィックがポートでリッスンし、着信接続を受け入れ
る docker-proxyを使用してルーティングされる可能性があります。それは偽陽性を引き起こして
いました。

• Etcd v2での Citusサポートを修正しました。Alexander Kukushkin

Patroniは、Etcd v2を使用した新しい Citusクラスターの展開に失敗していました。

• Postgres v16+での pg_rewindの動作を修正しました。Alexander Kukushkin

pg_waldumpのエラーメッセージ形式が v16で変更されたため、必要でない場合でもパトロニによっ
て pg_rewindが呼び出されました。

• カスタムブートストラップのバグを修正しました。Alexander Kukushkin

Patroniは、ブートストラップコマンド自分自身である --command引数を誤って適用していました。

• REST APIヘルスチェックエンドポイントに関する問題を修正しました Sophia Ruan

接続が適切にクローズされていないため、Postgresの再起動後、Postgresの unknown状態を返す可能
性がありました。

• postgres --describe-config出力結果をキャッシュするWaynerv

これらは、PostgreSQL構成の検証にどのGUCが利用できるかを判断するために使用され、Patroniの
実行中にこのリストが変更されることは想定されていません。

20.15 バージョン 3.2.0
2023-10-25リリース

Deprecation notice

• bootstrap.usersサポートはバージョン 4.0.0で削除されます。新しいクラスターを展開した後に
ユーザーを作成する必要がある場合は、 bootstrap.post_bootstrapフックを使用してください。

Breaking changes
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• loop_wait + 2*retry_timeout <= ttlルールを適用し、最小可能値をハードコードするAlexander
Kukushkin

最小値 loop_wait=2、 retry_timeout=3、 ttl=20。値が小さいか、ルールに違反している場合、
それらは調整され、警告が Patroniログに書き込まれます。

New features

• フェイルオーバーの優先順位Mark Pekala

tags.failover_priorityの助けを借りて、リーダーレース中にノードの優先順位を高くできるよ
うになりました。詳細については、ドキュメント refタグを参照してください。

• patroni --generate-config [--dsn DSN]および patroni --generate-sample-configを実装
しました Polina Bungina

実行中の PostgreSQLクラスターの構成ファイル、または新しい Patroniクラスターのサンプル構成
ファイルを生成できます。

• Patroni REST APIの Postgresへの専用接続を使用する Alexander Kukushkin

システムにストレスがかかっている場合、メインハートビートループのブロックを回避するのに役立
ちます。

• ノード sskserkの nameでいくつかのエンドポイントを強化する

モニタリングエンドポイントの場合、nameは scopeの横に追加され、メトリックエンドポイントの
場合、 nameがタグに追加されます。

• 厳密なフェイルオーバー/スイッチオーバーの違いを保証します Polina Bungina

ログメッセージの精度が向上し、正常な同期クラスターの非同期ノードへのフェールオーバーが可能
になります。

• 永続的な物理レプリケーションスロットを永続的な論理スロットと同様に動作させます Alexander
Kukushkin

リーダーになることができるすべてのノードで永続的な物理レプリケーションスロットを作成し、
pg_replication_slot_advance() ファンクションを使用してスタンバイノード上のスロットの
restart_lsnを進めます。

• patronictlの --dcs引数を介して名前空間を指定する機能を追加しました。Israel Barth Rubio

構成ファイルなしで patronictlを使用すると便利です。

• カスタムブートストラップ構成での追加パラメーターのサポートを追加します。Israel Barth Rubio

以前は、カスタム引数を commandに追加することのみが可能でしたが、それらをマッピングとして
リストできるようになりました。

Improvements

• citus.local_hostname GUCを、パトロニが Postgresに接続するために使用する値と同じ値に設定
します。Alexander Kukushkin

Citusがローカル Postgresに接続したい場合があります。デフォルトでは、localhostを使用します
が、常に使用できるわけではありません。
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Bugfixes

• スタンバイクラスターの synchronous_mode設定を無視する Polina Bungina

Postgresはカスケード同期レプリケーションをサポートしておらず、synchronous_modeがスタンバ
イクラスターでのスイッチオーバーを中断していたことは無視されません。

• on_reloadコールバックの SIGCHLDを処理します Alexander Kukushkin

これを行わないと、ゾンビプロセスが発生し、次の on_reloadが実行された場合にのみ刈り取られ
ます。

• Etcd v3で作業する際の AuthOldRevisionエラーを処理します。Alexander Kukushkin、Kenny Do

このエラーは、Etcdが JWTを使用するように構成されている場合、Etcdのユーザデータベースが更
新されたときに発生します。

20.16 バージョン 3.1.2
2023-09-26リリース

Bugfixes

• wal_keep_sizeチェックのバグを修正しました。Alexander Kukushkin

wal_keep_sizeは、通常ユニットがある GUCであり、パトロニはその値を intにキャストできま
せんでした。その結果、 bootstrap.dcsの値はその後 /configキーに書き込まれませんでした。

• /sync キーと synchronous_standby_names 間の不一致を検出および解決するようになりました。
Alexander Kukushkin

通常、Patroniは非常に特定の順序で /syncおよび synchronous_standby_namesを更新しますが、
バグの場合、または誰かが手動でリセットした場合 synchronous_standby_names、Patroniは一貫
性のない状態になってしまいました。その結果、フェールオーバーが非同期ノードで発生する可能性
がありました。

• 実行中の Postgresに参加するときに GUCの値を読み取ります Alexander Kukushkin

pauseで再起動すると、Patroniは postgresql.confから synchronous_standby_names GUCを破
棄していました。それを解決し、同様の問題を回避するために、Patroniは、既に実行中の Postgresに
参加する場合、GUCの値を読み取ります。

• ノードの一意性をチェックする際の迷惑な警告を沈黙させました Alexander Kukushkin

Patroniがすぐに再起動された場合、 WARNINGメッセージは urllib3によって生成されます。

20.17 バージョン 3.1.1
2023-09-20リリース

Bugfixes

• プロモート時にフェイルセーフ状態をリセットする ChenChangAo
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フェールセーフモードがアクティブになった直後にスイッチオーバー/フェールオーバーが発生した
場合、フェールセーフが非アクティブになった後、新しく昇格したプライマリは自分自身を降格して
いました。

• patronictlの無駄な警告を沈黙させます。Alexander Kukushkin

patronictlが Patroniと同じ patroni.yamlファイルを使用し、 PGDATAディレクトリにアクセスでき
る場合、グローバル構成の不正な値に関する迷惑な警告が表示されていた可能性があります。

• コーナーケースの同期モードを明示的に有効にする Alexander Kukushkin

プライマリからストリーミングするレプリカがない場合、同期モードは事実上アクティブ化されま
せん。

• 0整数値検証のバグを修正しました。Israel Barth Rubio

ほとんどの場合、それは問題を発生させず、警告だけでした。

• スタンバイクラスターの論理スロットを返さないでください Alexander Kukushkin

Patroniはスタンバイクラスターに論理レプリケーションスロットを作成できないため、グローバル
構成で定義されている場合は無視する必要があります。

• patronictl --help出力での docstringの表示を回避します。Israel Barth Rubio

clickモジュールは、そのための特別なヒントを取得する必要があります。

• kubernetes.standby_leader_label_valueのバグを修正しました。Alexander Kukushkin

この機能は事実上動作しませんでした。

• クラスターシステム識別子が patronictl list出力に返されました Polina Bungina

この問題は、Citusのサポートを実装しているときに発生しました。コーディネーターとすべてのワー
カーで異なるため、識別子を非表示にする必要があります。

• Kubernetes実装の write_leader_optimeメソッドをオーバーライドする Alexander Kukushkin

このメソッドは、新しいプライマリになることができる正常なレプリカがない場合に、シャットダウ
ン LSNをリーダーエンドポイント/構成マップに書き込むことになっています。

• 一時停止中に停止した postgresを開始しないでください Alexander Kukushkin

競合状態のため、パトロニは、一部のリカバリパラメーター primary_conninfoまたは同様のもの
が変更されたため、スタンバイを再起動する必要があると誤って仮定していました。

• patronictl queryコマンドのバグを修正しました。Israel Barth Rubio

-m引数のみが指定された場合、または -rまたは -mのいずれも提供されない場合、機能しませんで
した。

• コマンドラインで使用される整数パラメーターを適切に処理して postgresを起動するようにしまし
た。Polina Bungina

値が文字列として提供され、整数にキャストされない場合、Citusクラスターの max_connectionsに
基づいて max_prepared_transactionsの誤った計算が発生しました。
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• pg_rewind を決定するときは pg_stat_wal_receiver に依存しないでください。 Alexander
Kukushkin

pg_stat_wal_receiverによって報告された received_tliは、実際の再生タイムラインより進ん
でいる場合がありますが、レプリケーション接続を介して DENTIFY_SYSTEMによって報告されるタ
イムラインは常に正しいです。

20.18 バージョン 3.1.0
2023-08-03リリース

Breaking changes

• restapi.keyfile および restapi.certfile のセマンティックが変更されました。Alexander
Kukushkin

以前、Patroniは、 ctlセクションに各構成パラメーターが存在しない場合、フォールバックとして
restapi.keyfileおよび restapi.certfileをクライアント証明書として使用していました。

. 警告

クライアント証明書の検証を有効にしている場合 restapi.verify_clientが requiredに設定されて
いる場合、restapi.verify_clientは ctl.certfile、ctl.keyfile、ctl.keyfile_passwordに
restapi.verify_clientを提供します。提供されない場合、Patroniは正しく動作しません。

New features

• ポッドのロールラベルを構成可能にするWaynerv

kubernetes.leader_label_value 、 kubernetes.follower_label_value および kubernetes.

standby_leader_label_value パラメーターを使用して値をカスタマイズできます。この機能は、
masterロールを primaryに変更する場合に非常に役立ちます。機能と移行手順の詳細 kubernetes.

leader_label_valueを読むことができます。

Improvements

• patroni --validate-configのさまざまな改善。Alexander Kukushkin

さまざまなDCS、bootstrap.dcs、ctl、restapi、および watchdogセクションのパラメーター
検証が向上しました。

• パトローニの実行中にリカバリー中にクラッシュした場合、リカバリーしていないスタート Postgres。
Alexander Kukushkin

これにより、リカバリ時間が短縮され、不必要なタイムラインのインクリメントを防ぐことができ
ます。

• /statusキーの不要な更新を回避します。Alexander Kukushkin

永続的な論理スロットがない場合、Patroniは、プライマリの LSNが前進しない場合でも、ハートビー
トループごとに /statusを更新していました。
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• 失効した予備選にリーダー争いを勝たせてはいけないアレクサンダー・ククシュキン

リソースの不足がために重要な時間パトローニがハングしていた場合、リーダーロックを取得する前
に他のノードが Postgresを昇格させていないことをさらにチェックします。

• 特定の PostgreSQLパラメーター検証の可視性を実装しましたAlexander Kukushkin、Feike Steenbergen

max_connections 、 max_wal_senders 、 max_prepared_transactions 、
max_locks_per_transaction 、 max_replication_slots 、または max_worker_processes

の検証が失敗した場合、 Patroniは正常なデフォルト値を使用していました。これに加えて、警告も
表示されます。

• PGDATAで作成されたファイルとディレクトリのアクセス許可を設定します。Alexander Kukushkin

Patroniによって作成されたすべてのファイルは、所有者の読み取り/書き込み権限のみを持っていま
した。この動作は、別のユーザーで実行され、グループの読み取り権限に依存しているバックアップ
ツールを破壊していました。今、Patroniは PGDATAの権限を尊重し、 PGDATA内に作成するすべての
ディレクトリとファイルの権限を正しく設定します。

Bugfixes

• シェルWaynervを介して archive_commandを実行する

Patroniは、シングルユーザーモードでクラッシュリカバリーを実行する前、または pg_rewindの前
に、一部のWALセグメントをアーカイブする場合があります。 archive_commandに &&のようなシェ
ル演算子が含まれている場合、Patroniでは動作しませんでした。

• /"on switchover"のシャットダウンチェックを修正しました。Polina Bungina

指定された候補はまだストリーミング中であり、シャットダウンチェックを受信していない可能性が
ありますが、他の一部のノードが正常だったため、リーダーキーが削除されました。

• /"isprimary"チェックを修正しました Alexander Kukushkin

リーダーレース中に、レプリカは、古いリーダーの Postgresがまだプライマリとして実行されている
ことを認識できませんでした。

• patronictl listを修正しました。Alexander Kukushkin

クラスター名前フィールドは、 tsv、 json、および yaml出力フォーマットにありませんでした。

• 一時停止後の pg_rewindの動作を修正しました Alexander Kukushkin

特定の条件下では、Patroniは、メンテナンスモードから復帰した後、 pg_rewindを使用して偽のプ
ライマリをクラスターに参加させることができませんでした。

• Etcd v3実装のバグを修正しました。Alexander Kukushkin

リビジョンの不一致のため、 create_revision / mod_revisionフィールドを使用してキー更新が
実行された場合、内部 KVキャッシュを無効にします。

• 一時停止中のスタンバイクラスターのレプリカの動作を修正しました Alexander Kukushkin

リーダーキーの有効期限が切れると、スタンバイクラスターのレプリカはリモートノードをフォロー
せず、 primary_conninfoをそのまま維持します。
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20.19 バージョン 3.0.4
2023-07-13リリース

New features

• スタンバイノードのレプリケーションステータスを可視化します Alexander Kukushkin

PostgreSQL 9.6+の場合、Patroniは、スタンバイが他のノードからストリーミングされている場合は
streamingとして、またはレプリケーション接続がなく、restore_commandが設定されている場合
は in archive recoveryとしてレプリケーション状態を報告します。状態は、DCSの memberキー、
REST API、および patronictl list出力に表示されます。

Improvements

• Etcd v3のエラーメッセージの向上 Alexander Kukushkin

Etcd v3クラスターにアクセスできない場合 Patroniは、 /v2エンドポイントにアクセスできないと
報告していました。

• 可能であれば patronictlのクォーラム読み取りを使用します Alexander Kukushkin

Etcdまたは Consulクラスターは読み取り専用に低下する可能性がありますが、 patronictlビュー
からはすべて問題ありませんでした。今では、エラーで失敗します。

• 構成内の重複した名前からのスプリットブレインを防止します。Mark Pekala

Patroniは、起動時に、同じ名前のノードがDCSに登録されているかどうかを確認し、その REST API
を照会しようとします。 REST APIがアクセス可能な場合、Patroniはエラーで終了します。人的エ
ラーからの保護に役立ちます。

• パトローニの実行中にクラッシュした場合、スタート Postgresがリカバリーしていません。Alexander
Kukushkin

リカバリー時間を短縮することができ、不必要なタイムラインのインクリメントから役立ちます。

Bugfixes

• REST API SSL証明書は、SIGHUPの受信時にリロードされませんでした。Israel Barth Rubio

リグレッションは 3.0.3で導入されました。

• max_connectionsのようなパラメーターの整数 GUC検証を修正しました。Feike Steenbergen

パトローニは引用符で囲まれた数値を好みませんでした。リグレッションは 3.0.3で導入されました。

• synchronous_modeの問題を修正しました。Alexander Kukushkin

synchronous_mode_strictが有効になっているときに不在の同期スタンバイを誤って待機しないよ
うに、 synchronous_commit=offとともに txid_current()を実行します。
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20.20 バージョン 3.0.3
2023-06-22リリース

New features

• PostgreSQL 16 beta1との互換性 Alexander Kukushkin

拡張された GUCのバリデータールール。

• PostgreSQL GUCのバリデーターを拡張可能にする Israel Barth Rubio

バリデータールールは、patroni/postgresql/available_parameters/ディレクトリにあるYAML
ファイルからロードされます。ファイルはアルファベット順に並べられ、次々に適用されます。非標
準の Postgresディストリビューションのカスタムバリデーターを使用できるようになります。

• restapi.request_queue_sizeオプションを追加しました。Andrey Zidenkov、Aleksei Sukhov

Patroni REST APIが使用する TCPソケットの要求キューサイズを設定します。キューがいっぱいに
なると、それ以降の要求は/"Connection denied/"エラーを取得します。デフォルト値は 5です。

• 新しいクラスターを初期化するときに initdbを直接呼び出します。Matt Baker

以前は pg_ctlを介して呼び出され、initdbに渡されるパラメーターの特別な引用符が必要でした。

• 停止フックの前に追加 Le Duane

フックは postgresql.before_stopを介して構成でき、 pg_ctl stopの直前に実行されます。終
了コードはシャットダウンプロセスに影響を与えません。

• カスタム Postgresバイナリ名のサポートを追加しました Israel Barth Rubio、Polina Bungina

カスタム Postgresディストリビューションを使用する場合、Postgresバイナリがコミュニティ Postgres
ディストリビューションで使用されるものとは異なる名前でコンパイルされる場合があります。カ
スタムバイナリ名は、 postgresql.bin_name. *および ``PATRONI_POSTGRESQL_BIN_* ``環境
変数を使用して構成できます。

Improvements

• patroni --validate-configのさまざまな改善 Polina Bungina

– bootstrap.initdbをオプショナルにします。これは新しいクラスターにのみ必要ですが、構
成に欠落している場合、 patroni --validate-configは不平を訴えていました。

– postgresql.bin_dirが空であるか、設定されていない場合にエラーを出さないようにします。
代わりに、最初にデフォルトの PATHで Postgresバイナリを見つけてみてください。

– postgresql.authentication.rewind セクションをオプショナルにします。それが見つから
ない場合、Patroniはスーパーユーザーを使用しています。

• patronictlのエラーレポートの向上 Israel Barth Rubio

/nシンボルは、実際の改行シンボルの代わりに、そのままレンダリングされました。

Bugfixes

• Citusサポートの問題を修正しました。Alexander Kukushkin
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スイッチオーバー中に昇格したワーカーからコーディネーターへの REST API呼び出しが失敗した場
合、特定の Citusグループが無期限にブロックされたままになっていました。

• patronictl`の--dcs-url`オプションで `etcd3` URLを許可します。Israel Barth Rubio

ユーザが `patronictl`の `--dcs-url`オプションを介して `etcd3` URLを渡そうとすると、例外が発生し
ます。

20.21 バージョン 3.0.2
2023-03-24リリース

. 警告

バージョン 3.0.2は、3.6より古い Pythonのサポートを終了しました。

New features

• 同期スタンバイレプリカステータスを /metricsエンドポイントに追加しました。Thomas von Dein、
Alexander Kukushkin

以前は、 primary / standby_leader / replicaのみをレポートしていました。

• patronictlでの PAGERの使いやすい処理 Israel Barth Rubio

PAGER環境変数を介してページャーを構成可能になります。これは、デフォルトの lessおよび more

をオーバーライドします。

• K8sを再試行可能な HTTPステータスコードを構成可能にします Alexander Kukushkin

一部の管理対象プラットフォームでは、ステータスコード 401 Unauthorizedを取得することがで
きますが、これは数回の再試行後に解決される場合があります。

Improvements

• recovery_target_actionが promoteに設定されている場合にのみ、カスタムブートストラップ中
に hot_standbyを offに設定します。 Alexander Kukushkin

recovery_target_action=pauseを正しく動作させる必要がありました。

• on_reload コールバックが他のコールバックを kill することを許可しないでください Alexander
Kukushkin

on_start / on_stop / on_role_changeは、通常、仮想 IPを追加/削除するために使用され、on_reload
はそれらに干渉しないはずです。

• awsコールバックサンプルスクリプトで IMDSFetcherに切り替えました Polina Bungina

IMDSv2は使用するトークンを必要とし、 IMDSFetcherはそれを透過的に処理します。

Bugfixes

• Kubernetesで実行されている Citusクラスターの patronictl switchoverを修正しました。Lukáš
Lalinský
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defaultとは異なる名前空間では機能しませんでした。

• メジャーバージョンが不明な場合は PGDATAに書き込まないでください Alexander Kukushkin

start直後に PGDATAが空であった場合まだマウントされていない場合、Patroniは PostgreSQLバージョ
ンについて誤った仮定を立て、実際のメジャーバージョンが v10+であっても recovery.conf ファ
イルを誤って作成していました。

• コーディネーターフェイルオーバー後のCitusメタデータのバグを修正しました。Alexander Kukushkin

citus_set_coordinator_host()呼び出しはメタデータの同期を発生させず、変更はワーカーノー
ドでは不可視でした。この問題は、 citus_update_node()に切り替えることにより解決されます。

• すべての etcdノードが/"failed"した場合、構成ファイルにリストされている etcdホストをフォール
バックとして使用します Alexander Kukushkin

etcdクラスターは時間の経過とともにトポロジを変更する場合があり、Patroniはそれに従おうとし
ます。ある時点ですべてのノードが到達不能になった場合、Patroniは、構成からのノードと、再接
続しようとするときに最後の既知のトポロジの組み合わせを使用します。

20.22 バージョン 3.0.1
2023-02-16リリース

Bugfixes

• 適切なロール名を on_role_changeコールバックスクリプトに渡します。（アレクサンダー・クク
シュキン、ポリーナ・ブンギナ）

Patroniは、プロモーション時に promotedロールを on_role_changeコールバックスクリプトに誤っ
て渡していました。渡されたロール名は masterに戻りました。この回帰は 3.0.0で導入されました。

20.23 バージョン 3.0.0
2023-01-30リリース

このバージョンでは、 Citus _との統合を追加し、プライマリを降格せずに一時的な DCSの停止を乗り切
ることができます。

. 警告

• バージョン 3.0.0は、Python 2.7をサポートする最後のリリースです。次のリリースでは、3.7よ
り古い Pythonバージョンのサポートを終了します。

• RAFTサポートは非推奨です。メンテナンスには最善を尽くしますが、発生する可能性のある問
題については保証も責任も負いません。

• このバージョンは、/"primary/"を優先して、/"master/"を削除する最初のステップです。次のメ
ジャーリリースへのアップグレードは、少なくとも 3.0.0を実行している場合にのみ確実に機能
します。
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New features

• DCSフェイルセーフモード Alexander Kukushkin、Polina Bungina

この機能が有効になっている場合、Patroniクラスターは一時的な DCSの停止を生き延びることがで
きます。詳細については、 documentationをご覧ください。

• Citusのサポート Alexander Kukushkin、Polina Bungina、Jelte Fenema

Patroni enables easy deployment and management of Citus clusters with HA. Please check here page for
more information.

Improvements

• 不明ながアクティブなレプリケーションスロットをドロップする際の再発エラーの抑制Michael Bankk

Patroniはこれらのログを書き込みますが、デバッグでのみです。

• HAループごとに 1つのモニタリングクエリーのみを実行します。Alexander Kukushkin

同期レプリケーションが有効になっている場合は、そうではありません。

• 最新の障害データディレクトリのみを保持します。William Albertus Dembo

ブートストラップが失敗した場合、Patroniはタイムスタンプサフィックスを使用して$PGDATAフォ
ルダーの名前を変更していました。今後、サフィックスは .failedになり、そのようなフォルダー
が存在する場合、名前を変更する前に削除されます。

• 同期レプリケーション接続のチェックの向上 Alexander Kukushkin

新しいホストが synchronous_standby_namesに追加されると、pg_stat_replication.sync_state
= 'sync'に加えてプライマリに追いついた場合にのみ DCSで同期として設定されます。

Removed functionality

• patronictl scaffoldの削除 Alexander Kukushkin

これを使用する唯一の理由は、スタンバイクラスターを実行するハッキングな方法でした。

20.24 バージョン 2.1.7
2023-01-04リリース

Bugfixes

• 古い Pythonモジュールとの小さな非互換性を修正しました。Alexander Kukushkin

彼らは、Debianバスター/Ubuntu bionicで Patroniをビルド/実行できませんでした。

20.25 バージョン 2.1.6
2022-12-30リリース

Improvements
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• sslソケットのシャットダウン時の迷惑な例外を修正しました Alexander Kukushkin

HAProxyは、HTTPステータスコードを取得するとすぐに接続を閉じているため、Patroniが SSL接
続を適切にシャットダウンする時間がありません。

• arm64の Dockerfileの例を調整する (Polina Bungina)

明示的な amd64および x86_64を削除します。 libnss_files.so.*は削除しないでください。

Security improvements

• 非レプリケーション接続に search_path=pg_catalogを適用する Alexander Kukushkin

Patroniはスーパーユーザー接続に大きく依存しているため、pg_catalogの対応するオブジェクトと同
じ名前とシグネチャを持つ publicスキーマのユーザー定義ファンクションおよび/または演算子を使用
して実行される可能性のある攻撃から保護したいと思います。そのため、search_path=pg_catalog

は、Patroniによって作成されたすべての接続レプリケーション接続を除くに適用されます。

• パスワードが pg_stat_statementsに記録されないようにします Feike Steenbergen

これは、ユーザーを作成するときに pg_stat_statements.track_utility=off を設定することに
より実現されます。

Bugfixes

• proxy_addressをオプショナルとして宣言します Denis Laxalde

これは事実上不要なオプションであるため。

• 安全でないオプションの動作を改善しました Alexander Kukushkin

REST API要求にクライアント証明書が使用される場合、Ctlの insecureオプションは適切に動作
しませんでした。

• 新しいクラスターがブートストラップされるときに bootstrap.dcsからウォッチドッグ構成を取得
します。Matt Baker

Patroniは、DCSのブートストラップに使用される構成を取得するのではなく、新しいクラスターを
ブートストラップするときに、デフォルトでウォッチドッグを最初に構成していました。

• WIN32で実行可能ファイルを検索するときにファイル拡張子が処理される方法を修正しました。Martín
Marqués

拡張子がまだない場合、ファイル名にのみ .exeを追加します。

• Consul TTLセットアップを修正しました。Alexander Kukushkin

HTTPクライアントで値を設定するときに ttl/2.0を使用しましたが、クラスのプロパティで現在
の値を 2で乗算するのを忘れました。その結果、Consul TTLが 2倍オフになりました。

Removed functionality

• patronictl configureの削除 Polina Bungina

別個の patronictl構成を作成する必要はありません。
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20.26 バージョン 2.1.5
2022-11-28リリース

このバージョンは、PostgreSQL 15との互換性を強化し、Etcd v3サポートを実稼働対応として宣言します。
Raftのパトローニはベータ版のままです。

New features

• patroni --validate-configの改善 Denis Laxalde

構成が無効な場合はコード 1で終了し、標準エラー出力にエラーを出力します。

• 一時停止中にレプリケーションスロットをドロップしないでください Alexander Kukushkin

Patroniは、メンバーがクラスターに参加/離脱するときに、物理レプリケーションスロットを自動的
に作成/削除します。一時停止中のスロットは削除されなくなります。

• モニタリングエンドポイントの HEAD要求メソッドのサポート Robert Cutajar

GETの代わりに使用される場合、Patroniは HTTPステータスコードのみを返します。

• Windowsでの動作テストのサポート Alexander Kukushkin

新しい REST APIエンドポイント POST /sigtermを導入することにより、Windowsで正常な Patroni
シャットダウン SIGTERMをエミュレートします。

• postgresql.proxy_addressの紹介 Alexander Kukushkin

これは proxy_urlとして DCSのメンバーキーに書き込まれ、サービスディスカバリに使用/役立つ
可能性があります。

Stability improvements

• スレッドから pg_replication_slot_advance()を呼び出します。Alexander Kukushkin

多 く の 論 理 レ プ リ ケ ー シ ョ ン ス ロ ッ ト を 持 つ ビ ジ ー な ク ラ ス タ ー で は 、
pg_replication_slot_advance() 呼び出しがメイン HA ループに影響を与え、メンバーキー
の有効期限が発生する可能性がありました。

• 古いプライマリで pg_rewindを呼び出す前に、欠落している可能性のあるWALをアーカイブしま
す Polina Bungina

プライマリがクラッシュして、かなりの時間ダウンしている場合、一部のWALファイルがアーカ
イブと新しいプライマリから失われる可能性があります。 pg_rewindは、古いプライマリからこれ
らのWALファイルを削除し、スタンバイとして起動できなくする可能性があります。 ready WAL
ファイルをアーカイブすることにより、この問題を軽減するだけでなく、一般的に継続的なアーカイ
ブエクスペリエンスが向上します。

• Kubernetesサービスを作成しようとするときは 403エラーを無視します。Nick Hudson、Polina Bungina

Patroniは、サービスを作成しようとして失敗したことによりログをスパム送信していましたが、実
際には既に存在する可能性があります。

• livenessプローブの向上 Alexander Kukushkin
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ライブネス問題は、ハートビートループがプライマリの `ttl`またはレプリカの `2*ttl`より長く実行さ
れている場合に失敗し始めます。これにより、Kubernetesで watchdogの代替として使用できます。

• スイッチオーバー時に同期ノードのみがロックを取得しようとするようにしました Alexander
Kukushkin、Polina Bungina

以前は、ターゲットを指定せずに手動スイッチオーバーが実行された場合、最新の非同期メンバーが
リーダーになる可能性はほとんどありませんでした。

• ブートストラップの実行中のクローン作成を回避する Ants Aasma

クラスターブートストラップの実行中は、リーダーをトリガーする必要のないレプリカ作成メソッド
を許可しないでください。

• kazoo-2.9.0との互換性 Alexander Kukushkin

Python バージョンによっては、閉じたソケットで select() が呼び出される場合、
SequentialThreadingHandler.select() メソッドは TypeError および IOError 例外を発生
させる場合があります。

• ソケットをシャットダウンする前に SSL接続を明示的にシャットダウンします Alexander Kukushkin

これを行わないと、OpenSSL 3.0で unexpected eof while readingエラーが発生しました。

• `prettytable>=2.2.0`との互換性 Alexander Kukushkin

内部 APIの変更が原因で、クラスター名前ヘッダーが誤った行に表示されました。

Bugfixes

• Etcd resume_grantの有効期限が切れたトークンを処理する monsterxx03

エラーが発生した場合は、新しいトークンを取得して、要求を再試行します。

• GET /read-only-syncエンドポイントのバグを修正しました。Alexander Kukushkin

これは、以前のリリースで導入されたもので、事実上動作しませんでした。

• データディレクトリストレージが消失した場合の処理 Alexander Kukushkin

Patroniは、PGDATAが存在し空ではないことを定期的にチェックしていますが、ストレージに問題が
発生した場合、os.listdir()は OSError例外を発生させ、ハートビートループを中断しています。

• ユーザーのバックエンドが閉じるのを待機するときに master_stop_timeoutを適用する Alexander
Kukushkin

ユーザーのバックエンドのように見えるものは、実際には停止に失敗しているバックグラウンドワー
カー Citusメンテナンスデーモンなどである可能性があります。

• postgresql.listenの *:<port>を受け入れます Denis Laxalde

patroni --validate-configは、無効であることについて苦情を述べていました。

• Raftのタイムアウトの修正 Alexander Kukushkin

Patroniまたは patronictlが起動すると、既知のメンバーから Raftクラスタートポロジを取得しようと
します。これらの呼び出しは、適切なタイムアウトなしで行われました。
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• トークンが変更された場合に領事サービスを強制的に更新します。 John A. Lotoski

そうしないと、エラー/"rpc error Making call: rpc error Making call: ACL not found/"が発生します。

20.27 バージョン 2.1.4
2022-06-01リリース

New features

• 一般的な Debian / Ubuntuシステムでの pg_rewindの動作を改善します Gunnar /"Nick/" Bluth

postgresql.conf`をデータディレクトリの外部に保持するPostgresセットアップたとえば、Ubuntu/Debian
パッケージでは、 ``pg_rewind --restore-target-wal` は restore_commandの値を理解できません。

• Consulサービスチェックで TLSServerNameの設定を許可するマイケル・グメリン

チェックが IPによって実行され、Consul node_nameが FQDNではない場合に役立ちます。

• ウォッチドッグに ppc64leサポートを追加しました。Jean-Michel Scheiwiler

また、一部の非 x86プラットフォームでのウォッチドッグのサポートを修正しました。

• aws.pyコールバックを botoから boto3に切り替えました。Alexander Kukushkin

boto 2.xは 2018年から放棄され、python 3.9で失敗します。

• K8sのサービスアカウントトークンを定期的に更新します。 Haitao Li

Kubernetes v1.21以降、サービスアカウントトークンは 1時間で有効期限が切れます。

• /read-only-syncモニタリングエンドポイント Dennis4bを追加しました

/read-onlyに似ていますが、同期レプリカのみが含まれます。

Stability improvements

• プライマリとの論理デコードセットアップに構成の不一致がある場合、論理レプリケーションスロッ
トをレプリカにコピーしないでください。 Alexander Kukushkin

スロットが pluginまたは database構成オプションと一致しない場合、レプリカはプライマリから
論理レプリケーションスロットをコピーしません。以前は、スロットがこれらの構成オプションと一
致するかどうかのチェックは、レプリカがスロットをコピーして起動するまで実行されず、不要な再
起動が繰り返されていました。

• PostgreSQL v12+のリカバリ構成パラメーターの特別な処理 Alexander Kukushkin

レプリカとしてスタートしている間、パトロニは、 pg_settingsから照会する代わりに現在のパラ
メーター値をキャッシュすることにより、リーダーアドレスが変更された場合、 postgresql.conf

を更新し、リスタート/リロードできる必要があります。

• postgresql.listenパラメーターでの IPv6アドレスの処理の向上 Alexander Kukushkin

listenパラメーターにはポートがあるため、IPv6アドレスを角かっこ内に入力しようとしますが、
リストに複数の IPがある場合、これは正しく削除されませんでした。
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• PostgreSQL v10以前でのみ発散チェックを実行する場合に replication資格情報を使用するAlexander
Kukushkin

rewindが有効になっている場合、Patroniは新しい Postgresバージョンで superuserまたは rewind

資格情報を再度使用します。

Bugfixes

• dateutil.parserのインポートの欠落を修正しました。Wesley Mendes

他のモジュールからインポートされたという理由だけで、テストは失敗していませんでした。

• optimeアノテーションが文字列であることを確認しました Sebastian Hasler

特定の場合、パトローニはそれを数値として渡そうとしていました。

• 失敗した pg_rewind試行の処理の向上 Alexander Kukushkin

pg_rewind中にプライマリが利用できなくなると、 $PGDATAは破損した状態のままになります。そ
の後、Patroniは、構成で許可されていない場合でもデータディレクトリを削除します。

• PostgreSQLの準備ができていない場合は、リーダー ConfigMap / Endpointから slotsアノテーショ
ンを削除しないでください。 Alexander Kukushkin

slots値が渡されない場合、アノテーションは現在の値を保持します。

• K8s APIウォッチャーによる同時実行問題の処理 Alexander Kukushkin

特定の不明な条件下では、ウォッチャーが古くなる場合があります。その結果、
attempt_to_acquire_leader() メソッドは HTTP ステータスコード 409 により失敗する可能
性があります。その場合、ウォッチャー接続をリセットし、最初からリスタートします。

20.28 バージョン 2.1.3
2022-02-18リリース

New features

• patronictlの暗号化された TLSキーのサポートを追加しました Alexander Kukushkin

ctl.keyfile_passwordまたは PATRONI_CTL_KEYFILE_PASSWORD環境変数を介して構成できます。

• /metricsエンドポイントにメトリックを追加しました。Alexandre Pereira

具体的には、 patroni_pending_restartおよび patroni_is_paused。

• スタンバイクラスタ構成で複数のホストを指定できるようにしますマイケル・バンク

スタンバイクラスターが Patroni クラスターからレプリケートしている場合、PostgreSQL v10
以降の libpq で利用可能なクライアントサイドのフェールオーバーに依存するのが良いかも
しれません。つまり、スタンバイリーダーの primary_conninfo と pg_rewind 接続文字列の
target_session_attrs=read-writeを設定します。 pgpassファイルは複数行ホストごとに 1行
で生成され、プライマリクラスターノードで CHECKPOINTを呼び出す代わりに、スタンバイクラス
ターは pg_controlが更新されるのを待機します。

Stability improvements
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• 古い psycopg2との互換性。Alexander Kukushkin

たとえば、Ubuntu 18.04パッケージからインストールされた psycopg2には、 UndefinedFile例外
がまだありません。

• すべてのEtcdノードが応答しない場合は、etcd3ウォッチャーを再起動します。Alexander Kukushkin

ウォッチャーが生きている場合、すべてのEtcdノードに障害が発生している場合でも、get_cluster()
メソッドは古い情報を返し続けます。

• 一時停止中にスタンバイクラスターのリーダーロックを削除しないでください Alexander Kukushkin

以前は、ロックは、スタンバイリーダーではなく、プライマリとして実行されているノードによって
のみ維持されていました。

Bugfixes

• スタンバイリーダーブートストラップのバグを修正しました。Alexander Kukushkin

Patroniは、Postgresが 60秒後に接続の受け入れを開始しない場合、ブートストラップが失敗したと
考えていました。このバグは 2.1.2リリースで導入されました。

• カスケードスタンバイへのフェイルオーバーのバグを修正しました。Alexander Kukushkin

カスケードスタンバイでどのスロットを作成するかを判断するとき、リーダーが存在しない可能性が
あることを考慮するのを忘れていました。

• Postgres構成バリデータの小さな問題を修正しました。Alexander Kukushkin

validator.pyで最小値と最大値が引用符で囲まれていたため、PostgreSQL v14で導入された整数パラ
メーターは検証に失敗していました

• リーダーのステータスを確認するときにレプリケーション資格情報を使用する Alexander Kukushkin

remove_data_directory_on_diverged_timelines は設定されている可能性がありますが、
rewind_credentials は定義されておらず、ノード間のスーパーユーザーアクセスは許可されて
いません。

• REST API証明書の置換時の/"port in use/"エラーを修正しました Ants Aasma

証明書を切り替えるときに、同時API要求との競合状態が発生しました。置換期間中にアクティブな
ものがある場合、置換はポート使用中エラーでエラーになり、Patroniはアクティブな APIサーバー
がない状態でスタックします。

• パスワードに %文字が含まれる場合、クラスターブートストラップのバグを修正しました。 Bastien
Wirtz

ブートストラップメソッドは、すべてのパラメーターを適切に引用して DOブロックを実行しますが、
cursor.execute()メソッドは渡されたパラメーターを含む空のリストを好みませんでした。

• /"AttributeError: no property 'leader'/"例外を修正しました。Hrvoje Milković

これは、同期モードが有効になっており、DCSコンテンツがワイプアウトされた場合に発生する可
能性があります。

• ダイバージェンスタイムラインチェックのバグを修正しました。Alexander Kukushkin
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パトローニは、タイムラインが分岐したと誤って仮定していました。 pg_rewindの場合、問題は発生
しませんでしたが、 pg_rewindが許可されず、 remove_data_directory_on_diverged_timelines

が設定されている場合、以前のリーダーが再初期化される結果になりました。

20.29 バージョン 2.1.2
2021-12-03リリース

New features

• psycopg>=3.0との互換性。Alexander Kukushkin

デフォルトでは、 psycopg2が優先されます。 psycopg>=3.0`は、 ``psycopg2` が利用できない場合、
またはそのバージョンが古すぎる場合にのみ使用されます。

• dcs_last_seenフィールドを REST APIに追加しますMichael Bank

このフィールドは、クラスターメンバーが DCSと正常に通信した最後に UNIXエポックとしてノー
トします。これは、ネットワークパーティションを特定および分析するのに役立ちます。

• pg_controldataが/"shut down/"を報告したときにリーダーロックを解放します Alexander Kukushkin

archive_commandが遅い/障害がある場合の遅いスイッチオーバー/シャットダウンの問題を解決す
るために、 pg_controldataが shut downとして PGDATAをきれいに報告し始め、すべての変更
を受け取った少なくとも 1つのレプリカが存在することを確認した直後に、パトロニはリーダーキー
を削除します。この条件を満たすレプリカがない場合、リーダーキーは削除されず、古い動作が保持
されます。つまり、パトローニはロックを更新し続けます。

• sslcrldir接続パラメーターのサポートを追加しました Kostiantyn Nemchenko

新しい接続パラメーターは PostgreSQL v14で導入されました。

• Zookeeperで ZNodesの ACL設定を許可します。Alwyn Davis

新しい構成オプション zookeeper.set_aclsを導入して、Kazooが作成する各 Zノードにデフォル
トの ACLを適用するようにします。

Stability improvements

• 次の HAループまで、次のリカバリーの試行を遅らせます。Alexander Kukushkin

ディスク領域たとえば、Postgresがクラッシュし、そのために起動に失敗した場合、Patroniはそれを
回復しようとすることにあまりにも熱心にログを氾濫させています。

• 降格する前にログを追加します。これには時間がかかる場合があります。Michael Bank

降格が完了するまでに時間がかかる場合があり、ログを見ても、正確に何が起こっているのかが明ら
かでない場合があります。

• /"I am/"ステータスメッセージを改善しましたMichael Bank

no action. I am a secondary ({0}) vs no action. I am ({0}), a secondary

• wal_keep_sizeに変換するときに int wal_keep_segmentsにキャストするようになりました。 Jorge
Solórzano
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グローバル wal_keep_segments の文字列として wal_keep_segments を指定することが可能であ
り、Pythonは動的型付け言語であるため、文字列は単に乗算されました。例 wal_keep_segments:

/"100/"は 100100100100100100100100100100100100100100100100MBに変換されました。

• 同期レプリケーションが有効になっている場合、同期ノードへのスイッチオーバーのみを許可します
Alexander Kukushkin

それに加えて、リーダーは既知の同期ノードに対してのみレースを行います。

• Postgresが遅い場合に、キャッシュされたロールをフォールバックとして使用するAlexander Kukushkin

一部の極端なケースでは、Postgresが非常に遅いため、通常の監視クエリが数秒で終了しない場合が
あります。 statement_timeout例外が適切に処理されない場合、リーダーキーの有効期限が切れた
場合、または更新が失敗したときに Postgresが時間通りに降格されない状況が発生する可能性があり
ます。このような例外が発生した場合、Patroniはキャッシュされた roleを使用して、Postgresがプ
ライマリとして実行されているかどうかを判断します。

• メンバー ZNodeの不必要な更新を回避します。Alexander Kukushkin

メンバーデータの値が変更されていない場合、更新は発生しないはずです。

• プロモート後のチェックポイントの最適化 Alexander Kukushkin

最新のタイムラインが既に pg_controlに保存されている場合は、CHECKPOINTの実行を避けてくだ
さい。 initdbで新しいクラスターを初期化した直後に、不必要な CHECKPOINTを回避するのに役立
ちます。

• 同期ノードを選択するときに nofailoverのないメンバーを優先する Alexander Kukushkin

以前の同期ノードはレプリケーションラグにのみ基づいて選択されていたため、nofailoverタグが
付いているノードは他のノードと同じ同期になる機会がありました。プライマリに障害が発生した
場合、フェールオーバーは自動的に発生しないため、この動作は混乱を招くと同時に危険でした。

• etcdマシンキャッシュから重複ホストを削除しますMichael Bank

etcdクラスター内のアドバタイズされたクライアント URLは、誤って構成されている可能性があり
ます。この場合、Patroniで重複を削除するのは簡単な成果です。

Bugfixes

• スロット管理中に一時的なレプリケーションスロットをスキップする Alexander Kukushkin

v10から pg_basebackupは、WALストリーミング用の一時的なレプリケーションスロットを作成し
ます。パトローニは、スロット名が不明に見えるため、それをドロップしようとしていました。それ
を修正するために、 pg_stat_replication_slotsビューを照会するときにすべての一時スロット
をスキップします。

• pg_replication_slot_advance()がタイムアウトしないことを確認します Alexander Kukushkin

この場合、パトロニはデフォルトの statement_timeoutを使用していましたが、呼び出しが失敗す
ると、回復しない可能性が非常に高いため、 pg_walおよび pg_catalogのサイズが増加します。

• /statusは、降格時に更新されませんでした Alexander Kukushkin

PostgreSQLを降格した後、古いリーダーは DCSの最後の LSNを更新します。 2.1.0から、新しい
/statusキーが導入されましたが、optimeは引き続き /optime/leaderに書き込まれます。
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• 降格時のハンドル DCS例外 Alexander Kukushkin

リーダーロックの更新に失敗したためにマスターを降格しているときに、DCSが完全にダウンし、
get_cluster()呼び出しが例外を発生する場合があります。適切に処理されない場合、DCSが回復
するまで Postgresは停止したままになります。

• use_unix_socket_replは場合によっては機能しませんでした Alexander Kukushkin

具体的には、postgresql.unix_socket_directoriesが設定されていない場合。この場合、Patroni
は libpqのデフォルト値を使用することになっています。

• Patroni REST APIのいくつかの問題を修正しました Alexander Kukushkin

clusters_unlockedは定義できない場合があり、 GET /metricsエンドポイントで例外が発生しま
した。それに加えて、エラー処理方法は、 connect_addressタプルに常に 2つの要素があることを
前提としていましたが、実際には、IPv6の場合にはもっと多くの要素がある可能性があります。

• 巻き戻しを決定する前に、新しく昇格したノードの復旧が完了するのを待ってください Alexander
Kukushkin

実際のプロモートが発生し、新しいタイムラインが作成されるまでに時間がかかる場合があります。
待機せずに、レプリカは巻き戻しが必要ではないという結論に達する可能性があります。

• 巻き戻しを決定するときに履歴ファイルの欠落したタイムラインを処理する Alexander Kukushkin

現在のレプリカのタイムラインがプライマリの履歴ファイルにない場合、レプリカはリワインドが必
要でないという誤った想定をしていました。

20.30 バージョン 2.1.1
2021-08-19リリース

New features

• ETCD SRV名前サフィックスのサポート David Pavlicek

Etcdを使用すると、同じドメインの下の複数の Etcdクラスターを区別できます。今後、Patroniもそ
れをサポートします。

• 新しいリーダー huiyalin525で歴史を豊かにします

新しい列を patronictl history出力に追加します。

• クラスター内の Kubernetes構成用に CAバンドルを構成可能にします Aron Parsons

デフォルトでは、Patroniは /var/run/secrets/kubernetes.io/serviceaccount/ca.crt を使用
しており、この新機能によりカスタム kubernetes.cacertを指定できます。

• Consulサービスとしての動的な登録/登録解除とタグの変更をサポート Tommy Li

以前は、Patroniの再起動が必要でした。

Bugfixes

• REST APIの不必要なリロードを回避します。Alexander Kukushkin
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以前のリリースでは、ディスクで変更された場合に REST API証明書をリロードする機能を追加しま
した。残念ながら、リロードは開始直後に無条件で発生していました。

• etcd.use_proxiesが設定されているときにクラスターメンバーを解決しないでください Alexander
Kukushkin

Patroniは、起動時に、メンバーのリストを照会することにより、Etcdクラスターの正常性をチェッ
クします。それに加えて、ホスト名を解決しようとしましたが、これはプロキシを介して Etcdで作
業する場合に必要ではなく、不要な警告を発生させていました。

• pg_stat_replicationの NULL値を含む行をスキップする Alexander Kukushkin

pg_stat_replicationビューは、 state = 'streaming'の場合でも、 replay_lsn、 flush_lsn

、または write_lsnフィールドに NULL値を含めることができるようです。

20.31 バージョン 2.1.0
2021-07-06リリース

このバージョンでは、PostgreSQL v14との互換性を追加し、フェールオーバー/スイッチオーバーを生き抜
くための論理レプリケーションスロットを作成し、REST APIのホワイトリストのサポートを実装し、ロ
グ数をハートビートごとに 1行に削減します。

New features

• PostgreSQL v14との互換性 Alexander Kukushkin

Patroni が/"pause/"モード自分自身にない場合、WAL 再生の一時停止を解除します。プライマリの
max_connectionsなどの特定のパラメーターの変更により、/"paused/"になる可能性があります。

• フェールオーバー論理スロット Alexander Kukushkin

PostgreSQL v11以降で論理レプリケーションスロットがフェールオーバー/スイッチオーバーを生き
残るようにします。レプリケーションスロットは、リスタートでプライマリからレプリカにコピーさ
れた場合、後で pg_replication_slot_advance() _ファンクションを使用して前方に移動します。その結
果、スロットはフェイルオーバー前に既に存在し、イベントが失われることはありませんが、一部の
イベントは複数回配信される可能性があります。

• Patroni REST APIの許可リストを実装しました Alexander Kukushkin

構成されている場合、ルールと一致する IPのみが安全でないエンドポイントを呼び出すことができ
ます。それに加えて、クラスターのメンバーの IPをリストに自動的に含めることができます。

• Unixソケットを介したレプリケーション接続のサポートを追加しました。Mohamed El-Rifai

以前、Patroniはレプリケーション接続に常に TCPを使用していましたが、SSL検証で問題が発生す
る可能性がありました。 UNIXソケットを使用すると、レプリケーションユーザーを SSL検証から
免除できます。

• ユーザー定義タグのヘルスチェック Arman Jafari Tehrani

predefined tags: と合わせて、 patronictl list出力および REST APIで表示されるカスタムタグを
指定できます。今後、ヘルスチェックでカスタムタグを使用できるようになります。
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• Prometheus /metricsエンドポイントを追加しました。Mark Mercado、Michael Bank

/patroniと同じメトリックを公開するエンドポイント。

• Patroniログのおしゃべり性の低下 Alexander Kukushkin

すべてが正常な場合、 HAループの実行ごとに 1行のみが書き込まれます。

Breaking changes

• 古い permanent logical replication slots機能は、PostgreSQL v10以前では動作しなくなりま
した。Alexander Kukushkin

プロモーションを実行した後に論理スロットを作成する戦略では、論理イベントが失われないこと、
したがって無効になることを保証できません。

• ノードがロックを保持している場合、 /leaderエンドポイントは常に 200を結果ます。 Alexander
Kukushkin

スタンバイクラスターを昇格させるには、ロードバランサーのヘルスチェックを更新する必要があり
ますが、これはあまり便利ではなく、忘れがちです。それを解決するには、 /leaderヘルスチェッ
クエンドポイントの動作を変更します。クラスターが通常のクラスターであるか standby_cluster

であるかを考慮せずに、 200を返します。

Improvements in Raft support

• Raftトラフィック暗号化の信頼できるサポート Alexander Kukushkin

PySyncObjのさまざまな問題のため、暗号化のサポートは非常に不安定でした

• Raft実装での DNSの問題の処理 Alexander Kukushkin

self_addrおよび/または partner_addrsが IPの代わりに DNS名を使用して構成されている場合、
PySyncObjはオブジェクトの作成時に 1回のみ効果的に解決を行っていました。同じノードが別の
IPでオンラインに戻ったときに問題が発生していました。

Stability improvements

• psycopg2-2.9+との互換性。Alexander Kukushkin

psycopg2では、 autocommit = Trueは with connectionブロックで無視され、レプリケーショ
ンプロトコル接続が切断されます。

• Zookeeperでの過剰な HAループの実行を修正しました。Alexander Kukushkin

メンバー Zノードの更新は連鎖反応を引き起こし、その結果、 HAループが連続して複数回実行さ
れました。

• ディスク上の REST API証明書が変更された場合はリロードしますMichael Todorovic

REST API証明書ファイルがインプレースで更新された場合、Patroniはリロードを実行しませんで
した。

• kerberos認証が使用される場合、pgpassディレクトリを作成しないでください Kostiantyn Nemchenko

Kerberosとパスワード認証は相互に排他的です。
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• カスタムブートストラップの小さな問題を修正しました。Alexander Kukushkin

PITRを実行する場合にのみ hot_standby=off で Postgresを起動し、PITRが完了したら再起動し
ます。

Bugfixes

• kazoo-2.7+との互換性。Alexander Kukushkin

Patroniは自分自身で再試行を処理しているため、使用可能な接続がない場合に Zookeeperクラスター
への要求がすぐに破棄される kazooの古い動作に依存しています。

• プロキシを介して接続していることが知られている場合、Etcd v3クラスターのバージョンを明示的
に要求します Alexander Kukushkin

Patroniは gPRCゲートウェイを介して Etcd v3クラスターと連携しており、クラスターバージョンに
応じて、異なるエンドポイント /v3、/v3beta、または /v3alphaを使用する必要があります。バー
ジョンはクラスタートポロジとともにのみ解決されましたが、プロキシを介して接続するときに後者
は決して実行されないため。

20.32 バージョン 2.0.2
2021-02-22リリース

New features

• 外部管理対象レプリケーションスロットを無視する機能 James Coleman

Patroniは、不明なレプリケーションスロットを削除しようとしていますが、レプリケーションスロッ
トを外部で管理する必要がある場合が確かにあります。これから、削除しないスロットを構成できる
ようになります。

• REST APIの暗号スイート制限のサポートを追加しました Gunnar /"Nick/" Bluth

restapi.ciphersまたは PATRONI_RESTAPI_CIPHERS環境変数を介して構成できます。

• REST APIの暗号化された TLSキーのサポートを追加しました。Jonathan S. Katz

restapi.keyfile_passwordまたは PATRONI_RESTAPI_KEYFILE_PASSWORD環境変数を介して構成
できます。

• REST API認証資格情報の定数時間比較 Alex Brasetvik

==の代わりに hmac.compare_digest()を使用します。これは、タイミング攻撃に対して脆弱です。

• レプリケーションラグに基づいて同期ノードを選択する Krishna Sarabu

同期ノードのレプリケーションラグが構成されたしきい値を超え始めると、非同期に降格および/ま
たは他のノードに置き換えられる可能性があります。動作は maximum_lag_on_syncnodeで制御さ
れます。

Stability improvements

• カスタムブートストラップを行うときに hot_standby = offで postgresを開始する Igor Yanchenko
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カスタムブートストラップ中に、Patroniはベースバックアップを復元し、Postgresを起動し、復旧が
完了するまで待機しています。スタンバイの一部の PostgreSQLパラメーターは、プライマリより小
さくすることはできません。新しい値WALから復元され、構成された値より大きい場合、Postgres
はパニックして停止します。このような動作を回避するために、 hot_standbyモードを使用せずに
カスタムブートストラップを実行します。

• 必要なウォッチドッグが正常でない場合にユーザーに警告します Nicolas Thauvin

ウォッチドッグデバイスが書き込み可能でない場合、または必須モードで欠落している場合、メン
バーは昇格できません。この誤った構成を検索する場所をユーザーに示す警告を追加しました。

• シングルユーザーモードのリカバリーの詳細度の向上 Alexander Kukushkin

PostgreSQLが明確にシャットダウンされていないことに Patroniが気づいた場合、特定の場合、シン
グルユーザーモードで Postgresを起動することによりクラッシュリカバリーが実行されます。ディ
スク上の領域の不足などにより、復旧に失敗した場合がありますが、エラーは飲み込まれました。

• python-consul2モジュールとの互換性を追加しました。Alexander Kukushkin、Wilfried Roset

古き良き python-consulは数年以来メンテナンスされていないため、誰かが新機能とバグ修正を備
えたフォークを作成しました。

• patronictlを実行するときに bypass_api_serviceを使用しないでください Alexander Kukushkin

K8sポッドが非 default名前空間で実行されている場合、kubernetesエンドポイントを照会するた
めの十分な権限があるとは限りません。この場合、Patroniは警告を表示し、 bypass_api_service

設定を無視します。 patronictlの場合、警告は少し迷惑でした。

• raft.data_dir が存在しない場合は作成するか、書き込み可能であることを確認します。 Mark
Mercado

使いやすさと使いやすさが向上します。

Bugfixes

• 一時停止中にリーダーロックを失った場合、再起動またはプロモーションを中断しないでください
Alexander Kukushkin

一時停止中に、ロックなしでプライマリとして postgresを実行できます。

• REST APIの shutdown_request()に関する問題を修正しました Nicolas Limage

SSL接続の処理を改善し、スレッドが開始されるまでハンドシェイクを遅延するために、Patroniは
HTTPServerのいくつかのメソッドをオーバーライドします。 shutdown_request()メソッドは忘
れられました。

• Zookeeper使用時のスリープ時間の問題を修正しました。Alexander Kukushkin

HAコードの実行の間に、パトローニが最大 2倍長く眠っていた可能性がありました。

• ブートストラップが失敗した後にデータディレクトリを移動するときの無効な os.symlink()呼び
出しを修正しました。Andrew L'Ecuyer

ブートストラップが失敗した場合、Patroniはデータディレクトリ、pg_wal、およびすべてのテーブ
ルスペースの名前を変更しています。その後、シンボリックリンクを更新して、ファイルシステムの
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一貫性を保ちます。 srcおよび dst引数がスワップされたため、シンボリックリンクの作成は失敗
していました。

• post_bootstrap()メソッドのバグを修正しました。Alexander Kukushkin

スーパーユーザーパスワードが構成されていない場合、Patroniは post_initスクリプトの呼び出し
に失敗し、したがって、ブートストラップ全体が失敗していました。

• スタンバイクラスターの pg_rewindに関する問題を修正しました。Alexander Kukushkin

スーパーユーザー名が Postgresと異なる場合、接続文字列にデータベース名が含まれていないため、
スタンバイクラスターの pg_rewindは障害が発生していました。

• Etcd v3での認証が明示的に失敗した場合にのみ終了します Alexander Kukushkin

起動時に、Patroniは Etcdクラスタートポロジの検出を実行し、必要に応じて認証します。 etcdサー
バーの 1つがアクセスできない場合があり、パトロニはこのサーバーで認証を実行しようとしました
が、次のノードで再試行する代わりに失敗しました。

• 空のリストを返す psutil cmdline()でケースを処理します。Alexander Kukushkin

ゾンビプロセスはまだポストマスターの子ですが、cmdline()がありません。

• PATRONI_KUBERNETES_USE_ENDPOINTS環境変数をブール値として扱います Alexander Kukushkin

そうしないと、環境を介して kubernetes.use_endpointsを無効にすることが不可能でした。

• 同時エンドポイント更新エラーの処理を改善しました Alexander Kukushkin

Patroniは、現在のエンドポイントオブジェクトを明示的に照会し、現在のポッドがリーダーロック
をまだ保持していることを確認して、更新を繰り返します。

20.33 バージョン 2.0.1
リリース 2020-10-01

New features

• lessが利用できない場合は、 patronictl edit-configのページャーとして moreを使用します。
Pavel Golub

Windowsでは、more.comになります。それに加えて、requirements.txtでは cdiffが ydiffに
変更されましたが、 patronictlは互換性のために両方をサポートしています。

• raft bind_addrおよび passwordのサポートを追加しました Alexander Kukushkin

raft.bind_addrは、NATの背後で実行されている場合に役立つ場合があります。 raft.password

は、トラフィック暗号化を有効にします cryptographyモジュールが必要です。

• sslpassword接続パラメーターのサポートを追加しました Kostiantyn Nemchenko

Connectionパラメーターは PostgreSQL 13で導入されました。

Stability improvements

• 一時停止中の動作を変更しました Alexander Kukushkin
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1. PGDATA ディレクトリが見つからない/空の場合、Patroniは bootstrap メソッドを呼び出しま
せん。

2. Patroniは一時停止中に sysid不一致でも終了せず、警告のみをログに記録します。

3. Postgresがリカバリーでなく書き込みを受け入れて実行されていないが、sysidが初期化キーと
一致しない場合、ノードは一時停止モードでリーダーキーを取得しようとしません。

• クラッシュリカバリーを実行するときに master_start_timeoutを適用する Alexander Kukushkin

Postgresがリーダーノードでクラッシュした場合、Patroniはシングルユーザーモードで Postgresを起
動することによりクラッシュリカバリーを実行します。クラッシュリカバリー中に、リーダーロック
が更新されます。クラッシュリカバリーが master_start_timeout 秒以内に終了しなかった場合、
Patroniは強制的に停止し、リーダーロックを解放します。

• urllib3要件から secureエクストラを削除しました Alexander Kukushkin

そこに追加する唯一の理由は、Python 2.7の ipaddress依存関係でした。

Bugfixes

• Kubernetes.update_leader()のバグを修正しました。Alexander Kukushkin

リーダーオブジェクトの更新が失敗した場合、未処理の例外がプライマリの降格を妨げていました。

• RAFTが使用されているときにハングする patronictlを修正しました。Alexander Kukushkin

Patroni構成で patronictlを使用する場合、 self_addrを partner_addrsに追加する必要があり
ます。

• get_guc_value()のバグを修正しました。Alexander Kukushkin

Patroniは PostgreSQL 12で restore_commandの値の取得に失敗していたため、 pg_rewindの欠落
しているWALの取得は機能しませんでした。

20.34 バージョン 2.0.0
2020-09-02リリース

このバージョンは、 PostgreSQL 13 との互換性を強化し、複数の同期スタンバイのサポートを追加し、
pg_rewindの処理が大幅に向上し、純粋な RAFT Etcd、Consul、または Zookeeperなしで Etcd v3および
Patroniのサポートを追加し、オプションで呼び出しが可能です pre_promoteフェンシングスクリプト。

PostgreSQL 13 support

• PostgreSQL 13+で standby_leaderに昇格するときに on_reloadを起動しないでくださいAlexander
Kukushkin

standby_leader に昇格するときに、 primary_conninfo を変更し、ロールを更新し、Postgresを
リロードします。 on_role_change および on_reload は実質的に互いに重複するため、Patroniは
on_role_changeのみを呼び出します。

• gssencmode および channel_binding 接続パラメーターのサポートを追加しました Alexander
Kukushkin
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PostgreSQL 12 では、 gssencmode および 13 channel_binding 接続パラメーターを導入し、
postgresql.authenticationセクションで定義された場合に使用できるようになりました。

• wal_keep_segmentsから wal_keep_sizeへのハンドル名前変更 Alexander Kukushkin

構成に誤りがある場合 13では wal_keep_segments、古いバージョンでは wal_keep_size、Patroni
は自動的に構成を調整します。

• 可能であれば、13で --restore-target-walとともに pg_rewindを使用しますAlexander Kukushkin

PostgreSQL 13では、Patroniは restore_commandが構成されているかどうかを確認し、 pg_rewind

にそれを使用するように指示します。

New features

• [ベータ]純粋な RAFTでのパトローニのサポートを実装しました Alexander Kukushkin

これにより、Etcd、Consul、Zookeeper などのサードパーティに依存せずに Patroni を実行
できます。 HA の場合、3 つの Patroni ノード、または Patroni で 2 つのノードと 1
つのノードで patroni_raft_controller を実行する必要があります。詳細については、
patroni_raft_controllerを確認してください。

• [ベータ] gPRC ゲートウェイを介した Etcd v3 プロトコルのサポートを実装しました。Alexander
Kukushkin

Etcd 3.0は 4年以上前にリリースされ、Etcd 3.4ではデフォルトで v2が無効になっています。また、
v2が Etcdから完全に削除される可能性があるため、Patroniに Etcd v3のサポートを実装しました。
それを使用し始めるには、Patroni構成ファイルである etcd3セクションを明示的に作成する必要が
あります。

• 複数の同期スタンバイのサポート Krishna Sarabu

これにより、複数の同期レプリカでクラスターを実行できます。同期レプリカの最大数は、新し
いパラメーター synchronous_node_count によって制御されます。デフォルトで 1 に設定され、
synchronous_modeが offに設定されている場合、効果はありません。

• pre_promoteスクリプトを呼び出す可能性を追加しました。Sergey Dudoladov

コールバックとは異なり、 pre_promoteスクリプトは、リーダーロックを取得した後、Postgresを
昇格する前に同期的に呼び出されます。スクリプトが失敗するか、ゼロ以外の終了コードで終了する
と、現在のノードはリーダーロックを解放します。

• 構成ディレクトリのサポートを追加しました Floris van Nee

ディレクトリ内の YAMLファイルは、アルファベット順にロードおよび適用されます。

• PostgreSQLパラメーターの高度な検証 Alexander Kukushkin

特定のパラメーターが現在の PostgreSQLバージョンでサポートされていない場合、またはその値が
正しくない場合、Patroniはパラメーターを完全に削除するか、値を修正しようとします。

• プロモート後の強制チェックポイントが完了したときにメインスレッドを起動します Alexander
Kukushkin

レプリカは、DCSのリーダーのメンバーキーを介してチェックポイントの指示を待機しています。
キーは通常、 HAループごとに 1回のみ更新されます。メインスレッドをウェイクアップしないと、
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レプリカは必要よりも長く loop_wait秒まで待機する必要があります。

• 9.6+での pg_stat_wal_receiverビューの使用 Alexander Kukushkin

ビューには、 primary_conninfo および primary_slot_name の最新の値が含まれていますが、
recovery.confの内容は古い可能性があります。

• Patroni構成ファイルでの IPv6アドレスの処理の改善Mateusz Kowalski

IPv6アドレスは角かっこで囲まれることになっていますが、パトローニはそれをプレーンに取得す
ることを期待していました。両方の形式がサポートされるようになりました。

• Consul service_tags設定パラメーターを追加しました。Robert Edström

これらは、ロードバランサーなどによる動的なサービス検出に役立ちます。

• Zookeeperの SSLサポートを実装しました Kostiantyn Nemchenko

kazoo>=2.6.0が必要です。

• カスタムブートストラップ方法の no_paramsオプションを実装しました。Kostiantyn Nemchenko

これにより、シェルスクリプトにラップせずに wal-g、 pgBackRestおよびその他のバックアップ
ツールを呼び出すことができます。

• initに失敗した後にWALとテーブルスペースを移動する Feike Steenbergen

reinitを実行したときに、Patroniは PGDATAだけでなく、シンボリックリンクされたWALディレ
クトリとテーブルスペースも既に削除していました。 move_data_directory()メソッドは、同様の
ジョブ、つまりWALディレクトリとテーブルスペースの名前を変更し、PGDATAのシンボリックリ
ンクを更新します。

Improved in pg_rewind support

• タイムライン発散チェックの改善 Alexander Kukushkin

レプリカ上の再生された場所がスイッチポイントの前にない場合、または元のプライマリのチェック
ポイントレコードの最後がスイッチポイントと同じである場合、巻き戻す必要はありません。チェッ
クポイントレコードの最後を取得するために、 pg_waldumpを使用し、その出力を解析します。

• pg_rewindがそれについて文句を言っている場合は、不足しているWALを取得してみますAlexander
Kukushkin

pg_rewindに必要なWALセグメントが pg_walディレクトリに存在しないため、pg_rewindは分岐ポ
イントの前にチェックポイントの場所を見つけることができません。 PostgreSQL 13以降、pg_rewind
は、不足しているWALを取得するために restore_commandを使用できます。古い PostgreSQLバー
ジョンの場合、Patroniは失敗した巻き戻し試行のエラーを解析し、自分自身で restore_commandを
呼び出すことにより欠落しているWALを取得しようとします。

• スタンバイクラスターで新しいタイムラインを検出し、必要に応じて巻き戻し/再初期化をトリガー
します。 Alexander Kukushkin

standby_clusterは、プライマリクラスターから分離されているため、リーダー選挙とタイムライ
ンのスイッチについてすぐには認識しません。ファクトを検出するために、 standby_leader は、
pg_walの新しい履歴ファイルを定期的にチェックします。
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• 履歴ログ出力を短縮および美化します Alexander Kukushkin

Patroniが pg_rewindの必要性を判断しようとしている場合、プライマリから履歴ファイルの内容を
ログに書き込む可能性があります。履歴ファイルは、フェイルオーバー/スイッチオーバーのたびに
成長し、最終的にはあまりにも多くの行を占有し始めますが、そのほとんどはあまり役に立ちませ
ん。生データを表示する代わりに、Patroniは、現在のレプリカタイムラインの前に 3行と後に 2行
のみを表示します。

Improvements on K8s

• kubernetes pythonモジュールを削除します。Alexander Kukushkin

公式の Python kubernetesクライアントには、大量の自動生成コードが含まれているため、非常に重
くなっています。 Patroniは K8s APIエンドポイントのごく一部のみを使用し、それらのサポートの
実装は難しくありませんでした。

• kubernetesサービスをバイパスできるようにしました。Alexander Kukushkin

K8s で実行されている場合、Patroni は通常、 kubernetes サービスを介して K8s API と通信しま
す。そのアドレスは KUBERNETES_SERVICE_HOST環境変数で公開されます。他のサービスと同様に、
kubernetesサービスは kube-proxyによって処理され、これは、構成に応じて、トラフィックルー
ティングにユーザー空間プログラムまたは iptablesに依存します。中間コンポーネントをスキッ
プし、K8sマスターノードに直接接続することにより、より良い再試行戦略を実装し、K8sマスター
ノードがアップグレードされたときに Postgresを降格するリスクを軽減できます。

• Patroniクラスターのすべてのポッドの HAループを同期します Alexander Kukushkin

そうしないと、障害検出時間が ttlから ttl + loop_waitに増加しました。

• K8のサブセットアドレスに referencesおよび nodenameを設定します。Alexander Kukushkin

一部のロードバランサーはこの情報に依存しています。

• update_leader()で考えられる競合状態を修正しました。Alexander Kukushkin

パトロニの外部で発生するリーダー構成マップまたはエンドポイントの同時更新により、
update_leader() 呼び出しが失敗する可能性があります。この場合、Patroni は、現在のノードが
まだリーダーロックを所有していることを再確認し、更新を繰り返します。

• 存在しない構成のパッチの適用を明示的に禁止します Alexander Kukushkin

kubernetes以外の DCSでは、cluster.configが Noneであるため、PATCH呼び出しは例外で失
敗していますが、Kubernetesでは、喜んで構成アノテーションを作成し、ブートストラップが完了し
た後にブートストラップ構成の書き込みを防止していました。

• pauseのバグを修正しました。Alexander Kukushkin

リーダーキーが存在しない場合、レプリカは primary_conninfoを削除し、Postgresを再起動してい
ましたが、何もしないはずです。

Improvements in REST API

• ワーカースレッドが開始されるまで TLSハンドシェイクを遅延します。Alexander Kukushkin、Ben
Harris
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TLSハンドシェイクが APIスレッドで実行され、クライアントサイドがデータを送信しなかった場
合、APIスレッドはブロックされました DoSの危険があります。

• REST APIのクライアント証明書とは別に basic-authをチェックします Alexander Kukushkin

以前は、クライアント証明書のみが検証されていました。 2つのチェックを独立して実行すること
は、完全に有効なユースケースです。

• OPTIONS要求の HTTPヘッダーの後にダブル CRLFを書き込みます。Sergey Burladyan

HAProxyは単一の CRLFで満足していましたが、Consulのヘルスチェックは、切断された接続と予期
しない EOFについて不平を言いました。

• GET /clusterは、Zookeeper Alexander Kukushkinの古いメンバー情報を表示していました

エンドポイントは、Patroni内部クラスタービューを使用していました。 Patroni自分自身の場合、そ
れは問題を引き起こしませんでしたが、外部に公開される場合、最新の情報、特にレプリケーション
ラグを表示する必要があります。

• スタンバイクラスターのヘルスチェックを修正しました。Alexander Kukushkin

マスターの GET /standby-leaderと standby_leaderの GET /masterは、誤って 200で応答して
いました。

• DELETE /switchoverを実装しました Alexander Kukushkin

REST API呼び出しは、スケジュールされたスイッチオーバーを削除します。

• /readinessおよび /livenessエンドポイントを作成しました Alexander Kukushkin

これらは、K8sサービスがラベルセレクターで使用される場合、サブセットアドレスから/"unhealthy"
ポッドを削除するのに役立つ可能性があります。

• GET /replica および GET /async REST API ヘルスチェックの強化 Krishna Sarabu、Alexander
Kukushkin

チェックはオプショナルキーワード ?lag=<max-lag>をサポートするようになり、遅延が指定され
た値より小さい場合にのみ 200で応答します。この機能に依存する場合、リーダーのWAL位置に関
する情報は loop_wait秒ごとにのみ更新されることに注意してください。

• REST API応答でのユーザー定義の HTTPヘッダーのサポートを追加しました Yogesh Sharma

この機能は、ブラウザから要求が行われた場合に役立つ場合があります。

Improvements in patronictl

• patronictl pauseに存在しないリーダーを呼び出そうとしないでください。Alexander Kukushkin

K8sでリーダーのないクラスターを一時停止しているときに、 patronictlは、メンバー/"None/"に
アクセスできないという警告を表示していました。

• メンバー conn_urlが見つからない場合の処理 Alexander Kukushkin

K8sでは、Patroniがまだ実行されていないため、ポッドに必要なアノテーションがない可能性があ
ります。 patronictlが失敗していました。

• ASCIIクラスタートポロジを印刷する機能を追加しました。Maxim Fedotov、Alexander Kukushkin
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カスケードレプリケーションを使用してクラスターの概要を取得するのに非常に役立ちます。

• patronictl flush switchoverの実装 Alexander Kukushkin

それまでは patronictl flushは、スケジュールされた再起動のキャンセルのみをサポートしてい
ました。

Bugfixes

• 既存の PGDATAを使用したクラスターのブートストラップ中の属性エラー Krishna Sarabu

/historyキーを作成/更新しようとしたとき、PatroniはDCSでまだ作成されていない ClusterConfig

オブジェクトにアクセスしていました。

• Consulの例外処理の向上 Alexander Kukushkin

touch_member()メソッドの未処理の例外により、Patroniプロセス全体がクラッシュしました。

• post_initスクリプトに synchronous_commit=localを適用する Alexander Kukushkin

Patroniはユーザー replication、rewindを作成するときに既にそれを行っていましたが、post_init
の場合にそれを欠いていたのは見落としでした。その結果、スクリプトが自分自身で内部的に実行し
ていない場合、 synchronous_modeのブートストラップは完了できませんでした。

• 領事プールマネージャー ponvenkatesの maxsizeの増加

デフォルトの size=1では、いくつかの警告が生成されました。

• パトローニは Postgresが実行されていると誤って報告していました Alexander Kukushkin

たとえば、Postgresがディスク不足エラーのためにクラッシュした場合、状態は更新されませんで
した。

• 欠損値または空の値の代わりに *を pgpassに入れます Alexander Kukushkin

たとえば standby_cluster.portが指定されていない場合、 pgpassファイルは誤って生成されま
した。

• 特殊文字を使用してリーダーノードでの物理レプリケーションスロットの作成をスキップするKrishna
Sarabu

Patroniは、名前に'-'などの特殊文字が含まれている場合、リーダーノードの休止スロット slots定
義時を作成しているようですたとえば、/"abc-us-1/"の場合。

• カスタムブートストラップで存在しない pg_hba.confの削除を回避します Krishna Sarabu

カスタムブートストラップ後に pg_hba.conf がたまたま pgdata ディレクトリの外部にある場合、
Patroniは失敗していました。

20.35 バージョン 1.6.5
2020-08-23リリース

New features
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• マスターストップタイムアウトクリシュナ・サラブ

Postgresを停止するときに Patroniが待機できる秒数。 synchronous_modeが有効な場合にのみ有効
です。 0より大きい値に設定され、 synchronous_modeが有効になっている場合、Patroniは stopオ
ペレーションが master_stop_timeoutで設定された値を超えて実行されている場合に SIGKILLを
ポストマスターに送信します。耐久性と可用性のトレードオフに応じて値を設定します。パラメー
ターが設定されていないか、正以外の値に設定されている場合、master_stop_timeoutは効果があ
りません。

• プライマリの名前で永続的な物理スロットを作成しないでください。 Alexander Kukushkin

レプリカがダウンしているときにプライマリがWALセグメントをリサイクルするのは一般的な問題
です。これで、固定数のノードと名前が変更されない静的クラスターに適したソリューションがで
きました。 slotsのすべてのノードの名前をリストする必要があるため、ノードがダウンしている
DCSに登録されていないときにプライマリがスロットを削除しないようにします。

• Config Validatorの最初のドラフト Igor Yanchenko

Patroni構成を検証するためには、 patroni --validate-config patroni.yamlを使用します。

• タイムライン履歴の最大長を構成する機能 Krishna Sarabu

Patroniは、フェイルオーバー/スイッチオーバーの履歴を DCSの /historyキーに書き込みます。時
間の経過とともにこのキーのサイズは大きくなりますが、ほとんどの場合、最後の数行のみが関心が
あります。 max_timelines_historyパラメーターを使用すると、DCSに保持するタイムライン履
歴項目の最大数を指定できます。

• Kazoo 2.7.0互換性 Danyal Prout

Kazooの一部の非パブリックメソッドはシグネチャを変更しましたが、パトローニはそれらに依存し
ていました。

Improvements in patronictl

• メンバータグを表示するコスティアンティン・ネムチェンコ、アレクサンダー・ククシュキン

タグはノードごとに個別に構成され、それらの概要を取得する簡単な方法はありませんでした

• メンバーの成果の向上 Alexander Kukushkin

冗長クラスター名はすべての行に表示され、テーブルヘッダーにのみ表示されます。

$ patronictl list

+ Cluster: batman (6813309862653668387) +---------+----+-----------+------------------

↪→---+

| Member | Host | Role | State | TL | Lag in MB | Tags

|

+-------------+----------------+--------+---------+----+-----------+------------------

↪→---+

| postgresql0 | 127.0.0.1:5432 | Leader | running | 3 | | clonefrom: true

|

| | | | | | | noloadbalance:␣

↪→true |

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

| | | | | | | nosync: true

|

+-------------+----------------+--------+---------+----+-----------+------------------

↪→---+

| postgresql1 | 127.0.0.1:5433 | | running | 3 | 0.0 |

|

+-------------+----------------+--------+---------+----+-----------+------------------

↪→---+

• 構成ファイルが明示的に指定されているが見つからない場合に失敗する Kaarel Moppel

以前は patronictlは DEBUGメッセージのみを報告していました。

• 初期化されていない K8sポッドが保護者を破壊する問題を解決しました。Alexander Kukushkin

Patroniは、K8の特定のポッドアノテーションに依存しています。 Patroniポッドのいずれかが停止
または起動している場合、有効なアノテーションはまだなく、 patronictlは例外で失敗していま
した。

Stability improvements

• K8s API サーバーへの LIST 呼び出しが失敗した場合に 1 秒のバックオフを適用する Alexander
Kukushkin

これは主に、ログの氾濫を回避するために必要ですが、メインスレッドのスタベーションを防ぐこと
にも役立ちます。

• retry-after HTTPヘッダーが K8s APIから返された場合に再試行します。Alexander Kukushkin

K8s APIサーバーが要求で圧倒されている場合、再試行を求める場合があります。

• ポストマスターから KUBERNETES_環境をスクラブする Feike Steenbergen

KUBERNETES_環境変数は PostgreSQLには必要ありませんが、ポストマスターに公開すると、バック
エンドおよび通常のデータベースユーザーたとえば pl/perlを使用して公開されます。

• 再初期化時にテーブルスペースをクリーンアップする Krishna Sarabu

再初期化中に、Patroniは PGDATAのみを削除し、ユーザー定義のテーブルスペースディレクトリを残
していました。これにより、Patroniが再初期化でループする原因となります。この問題の以前の回
避策は、 PGDATAスクリプトを実装することでした。

• プロモートが発生した後に CHECKPOINTを明示的に実行するようにしました Alexander Kukushkin

新しいプライマリが pg_rewindで使用できるようになるまでの時間を短縮するのに役立ちます。

• etcdメンバーのスマートリフレッシュ Alexander Kukushkin

Patroniが Etcdクラスターのすべてのメンバーで要求の実行に失敗した場合、Patroniは、次回再試行
する前に IP /ホストの変更が Aまたは SRVレコードを再チェックします。

• pg_controldataの欠損値をスキップする (Feike Steenbergen)
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PGDATAと一致しないバージョンのバイナリを使用しようとすると、値が欠落します。 Patroniはと
にかく Postgresを起動しようとします、そして Postgresはメジャーバージョンが一致しないと不平を
言い、エラーで中断します。

Bugfixes

• 必要に応じて Consulの SSL検証を無効にします。Julien Riou

urllib3 の特定のバージョンから、SSL 検証を効果的に無効にするには、 cert_reqs を明示的に
ssl.CERT_NONEに設定する必要があります。

• HAループのすべてのサイクルでレプリケーション接続を開くことを避けます。Alexander Kukushkin

回帰は 1.6.4で導入されました。

• 障害が発生したプライマリで on_role_changeコールバックを呼び出します Alexander Kukushkin

特定の場合では、仮想 IPが古いプライマリに接続されたままになる場合があります。回帰は 1.4.5で
導入されました。

• pg_rewind が成功した後に postgres が開始された場合、リワインド状態をリセットする Alexander
Kukushkin

このバグの結果、Patroniは一時停止モードで postgresを手動でシャットダウンして起動していました。

• recovery.confをチェックするときに recovery_min_apply_delayを msに変換します

12より前の PostgreSQLで recovery_min_apply_delayが構成されている場合、Patroniはレプリカ
を無期限に再起動していました。

• PyInstallerの互換性 Alexander Kukushkin

PyInstallerは、Pythonアプリケーションをスタンドアロンの実行可能ファイルにフリーズ (パッケー
ジ)します。 multiprocessingの forkではなく spawnメソッドに切り替えたときに、互換性が壊
れました。

20.36 バージョン 1.6.4
2020-01-27リリース

New features

• patronictl reinitの --waitオプションを実装しました Igor Yanchenko

--waitオプションが使用される場合、Patronictlは reinitが完了するまで待機します。

• Windowsサポートのさらなる改善 Igor Yanchenko、Alexander Kukushkin

1. 統合テストに使用されるすべてのシェルスクリプトは Pythonで書き換えられます

2. pg_ctl killは、非 posixシステムで postgresを停止するために使用されます

3. Unixドメインソケットを使用しないでください

Stability improvements
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• unix_socket_directories および stats_temp_directory が存在することを確認します Igor
Yanchenko

Patroniと Postgresの起動時に、unix_socket_directoriesおよび stats_temp_directoryが存在
することを確認するか、それらを作成してみてください。 Patroniは、作成に失敗すると終了します。

• postgresql.pgpass がパトローニが書き込みアクセスがある場所にあることを確認します。Igor
Yanchenko

書き込みアクセスがない場合、Patroniは例外で終了します。

• デフォルトで Consul serfHealthチェックを無効にします Kostiantyn Nemchenko

ネットワークに小さな問題が発生した場合でも、serfHealthの障害は、ノードに関連付けられてい
るすべてのセッションの無効化につながります。したがって、リーダーキーは ttlよりもはるかに
早く失われ、レプリカの不要な再起動と、場合によってはプライマリの降格が発生します。

• K8s APIへの接続の TCPキープアライブを構成する Alexander Kukushkin

TTL秒後にソケットから何も取得しない場合、デッドであると考えられます。

• ユーザー作成時にパスワードのロギングを回避する Alexander Kukushkin

パスワードが拒否されるか、ロギングが冗長に構成されているか、まったく構成されていない場合、
パスワードが postgresログに書き込まれる可能性があります。それを回避するために、Patroniはユー
ザーを作成/更新しようとする前に、 log_statement 、 log_min_duration_statement 、および
log_min_error_statementをいくつかの安全な値に変更します。

Bugfixes

• カスケードレプリカで standby_cluster構成の restore_commandを使用する Alexander Kukushkin

standby_leaderは、機能が存在する最初から既にそれを行っていました。レプリカで同じことをし
ないと、スタンバイリーダーに追いつけない可能性があります。

• スタンバイクラスターによって報告された更新タイムライン Alexander Kukushkin

タイムラインスイッチの場合、スタンバイクラスターはプライマリから正しく複製していましたが、
patronictlは古いタイムラインを報告していました。

• custom_confで特定のリカバリパラメーターを定義できるようにしました。 Alexander Kukushkin

レプリカでリカバリパラメーターの検証を行うとき、パトロニは、 パトロニ構成で定義され
ていないが、 postgresql.auto.conf または postgresql.conf 以外のファイルで定義されて
いる場合、 archive_cleanup_command 、 promote_trigger_file 、 recovery_end_command 、
recovery_min_apply_delay、および restore_commandをスキップします。

• 名前にピリオドを含む postgresqlパラメーターの処理を改善しました Alexander Kukushkin

このようなパラメーターは、ユニットが必ずしも文字列ではない拡張機能によって定義できます。値
の変更には、再起動が必要になる場合がありますたとえば pg_stat_statements.max。

• シャットダウン中の例外処理を改善しました。Alexander Kukushkin

シャットダウン中に、Patroniは DCSのステータスを更新しようとします。 DCSにアクセスできな
い場合、例外が発生する場合があります。例外処理の欠如が、ロガースレッドの停止を妨げていま
した。
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20.37 バージョン 1.6.3
2019-12-05リリース

Bugfixes

• pg_rewindの実行時にパスワードを公開しないでください Alexander Kukushkin

#1301 _にバグが導入されました

• postgresql.authentication～ pg_basebackupおよびカスタムレプリカ作成方法で指定された接
続パラメーターを適用します。Alexander Kukushkin

彼らは URLのような接続文字列に依存しているため、パラメーターは適用されません。

20.38 バージョン 1.6.2
2019-12-05リリース

New features

• patroni --versionを実装しましたイゴール・ヤンチェンコ

Patroniの現在のバージョンを出力して終了します。

• すべての http要求の user-agent httpヘッダーを設定します Alexander Kukushkin

Patroniは、httpプロトコルを介して Consul、Etcd、および Kubernetes APIと通信しています。特別
に作られた user-agent例 Patroni/1.6.2 Python/3.6.8 Linuxがあると、デバッグとモニタリン
グに役立つ場合があります。

• 例外トレースバックのログレベルを構成できるようにします Igor Yanchenko

log.traceback_level=DEBUGを設定すると、トレースバックは log.level=DEBUGの場合にのみ可
視されます。デフォルトの動作は同じままです。

Stability improvements

• 構成ファイルに必要なモジュールを検索するときに、すべての DCSモジュールのインポートを回避
します。Alexander Kukushkin

たとえば、ファイルだけが必要な場合、Etcd、Consul、および Kubernetesのモジュールをインポー
トする必要はありません。動物園の飼育員。メモリ使用量を削減し、 INFOメッセージ Failed to

import smthの問題を解決します。

• 明示的な要件から python requestsモジュールを削除しました Alexander Kukushkin

これは重要な目的には使用されませんでしたが、 urllib3の新しいバージョンがリリースされると
多くの問題を発生させました。

• YAML配列の代わりにコンマ区切りの文字列として書き込まれた etcd.hostsの処理を改善しまし
た。Igor Yanchenko

以前は、 host1:port1, host2:port2フォーマットで書き込まれると失敗していましたコンマの後
のスペース文字。
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Usability improvements

• patronictl の空のリストからメンバーを選択することをユーザーに強制しないでください Igor
Yanchenko

ユーザーが間違ったクラスター名を指定した場合、空のリストからメンバーを選択するように求める
のではなく、例外を発生させます。

• REST APIがバインドできない場合にエラーメッセージをもっと役立つようにしました Igor Yanchenko

経験の浅いユーザーにとって、Pythonスタックトレースから何が悪いのかを理解するのは難しい場
合があります。

Bugfixes

• wal_buffersの計算を修正しました。Alexander Kukushkin

PostgreSQL 11では、基本単位が 8 kBブロックからバイトに変更されました。

• PostgreSQL 10+でのみ primary_conninfoで passfileを使用する Alexander Kukushkin

古いバージョンでは、最新バージョンの libpqがインストールされていない限り、 passfileが動
作する保証はありません。

20.39 バージョン 1.6.1
2019-11-15リリース

New features

• PATRONICTL_CONFIG_FILE環境変数 msvechlaを追加しました

環境から patronictlの --config-file引数を構成できます。

• patronictl historyの実装 Alexander Kukushkin

フェイルオーバー/スイッチオーバーの履歴を表示します。

• pg_rewind を実行するときに PGOPTIONS で -c statement_timeout=0 を渡すようにしました。
Alexander Kukushkin

サーバー上の statement_timeoutが小さな値に設定され、pg_rewindによって実行されたステート
メントのいずれかがキャンセルされた場合から保護します。

• PostgreSQL構成のより低い値を許可します Soulou

Patroniは、一部の PostgreSQL構成パラメーターを一部のハードコードされた値より小さく設定する
ことを許可していませんでした。最小許可値が小さくなりました、デフォルト値は変更されていま
せん。

• 証明書ベースの認証を許可します Jonathan S. Katz

この機能は、スーパーユーザー、レプリケーション、リワインドアカウントの証明書ベースの認証を
有効にし、ユーザーは接続する sslmodeを指定できます。
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• パスワードの代わりに primary_conninfoで passfileを使用します。Alexander Kukushkin

postgresql.confでの 600権限の設定を回避できます

• 構成の変更に関係なく pg_ctl reloadを実行します Alexander Kukushkin

一部の構成ファイルは Patroniによって制御されていない可能性があります。誰かが REST APIを介
してまたは Patroniプロセスに SIGHUPを送信してリロードを実行している場合、通常は Postgresも
リロードされると予想されます。以前は、Patroni構成の postgresqlセクションに変更がない場合、
これは発生しませんでした。

• primary_conninfoだけでなくすべての復旧パラメーターを比較します Alexander Kukushkin

以前は、 check_recovery_conf()メソッドは primary_conninfoが変更されたかどうかをチェッ
クするだけで、他のすべてのリカバリパラメーターは考慮されませんでした。

• 再起動せずにいくつかの回復パラメーターを適用できるようにします。Alexander Kukushkin

PostgreSQL 12 から、次のリカバリパラメーターは、再起動せずに変更できます。
archive_cleanup_command 、 promote_trigger_file 、 recovery_end_command 、および
recovery_min_apply_delay。将来の Postgresリリースでは、このリストは拡張され、Patroniはそ
れを自動的にサポートします。

• use_slotsをオンラインで変更できるようにしました Alexander Kukushkin

以前は、Patroniを再起動し、スロットを手動で削除する必要がありました。

• Postgresの起動時に PATRONI_接頭辞の環境変数のみを削除する Cody Coons

さまざまな外部データラッパーの実行に関する多くの問題を解決します。

Stability improvements

• K8s APIを使用する場合は LIST + WATCHを使用します。Alexander Kukushkin

これにより、オブジェクトの変更ポッド、エンドポイント/構成マップを効率的に受信でき、K8sマ
スターノードのストレスが軽減されます。

• ブートストラップ中に PGDATAが空でない場合のワークフローを改善しました。Alexander Kukushkin

initdbソースコードによると、 lost+foundおよび .dotfilesのみが存在する場合、PGDATAが
空であると見なす場合があります。今、パトローニも同じことをしています。 PGDATAがたまたま空
でなく、同時に pg_controldataの観点から有効でない場合、Patroniは文句を言って終了します。

• すべての HAループで高価な os.listdir()の呼び出しを回避します Alexander Kukushkin

システムが IOストレス下にある場合、 os.listdir()の実行に数秒または数分かかる場合があり、
パトロニの HAループに悪影響を与える可能性があります。これにより、更新がないためにリーダー
キーがDCSから消失する可能性もあります。 PGDATAが空ではないことを確認するための、より適
切で安価な方法があります。次に、PGDATAに global/pg_controlファイルの存在を確認します。

• ログインフラストラクチャの一部の改善 Alexander Kukushkin

以前は、ロギングスレッドが daemonスレッドであったため、シャットダウン時に最後の数行のログ
行が失われる可能性がありました。
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• Python 3.4+で spawnマルチプロセッシングスタートメソッドを使用するMaciej Kowalczyk

Pythonでは、スレッドとマルチプロセッシングがうまく混合しないことが知られています issue _。
デフォルトの方法 forkから spawnへの切り替えが推奨される回避策です。そうしないと、 Postgres
が実際に起動して実行されているにもかかわらず、 Postmaster開始プロセスがハングし、Patroniが
無期限に INFO: restarting after failure in progressを報告する可能性があります。

Improvements in REST API

• REST APIでクライアント証明書を確認できるようにします Alexander Kukushkin

verify_clientが requiredに設定されている場合、Patroniはすべての REST API呼び出しのクラ
イアント証明書をチェックします。 optionalに設定されている場合、クライアント証明書は、安全
でないすべての REST APIエンドポイントがチェックされます。

• Postgresが実行されていない場合、 GET /replicaヘルスチェック要求の応答コード 503を返しま
す。Alexander Anikin

Postgresは、クライアント接続の受け入れを開始する前の復旧にかなりの時間を費やす場合があり
ます。

• /historyおよび /clusterエンドポイントを実装します Alexander Kukushkin

/historyエンドポイントは、DCSの historyキーのコンテンツを表示します。 /clusterエンド
ポイントは、すべてのクラスターメンバーと、保留中およびスケジュールされた再起動またはスイッ
チオーバーなどのサービス情報を表示します。

Improvements in Etcd support

• Etcd RAFT内部エラーでの再試行 Alexander Kukushkin

Etcdノードはシャットダウンされるときに、 response code=300, data='etcdserver: server

stopped'を送信します。これが、Patroniがプライマリを降格する原因となっていました。

• Etcd要求の再試行を早めにあきらめないでください Alexander Kukushkin

いくつかのネットワーク問題が発生すると、パトロニはすぐに Etcdノードのリストを使い果たし、
retry_timeout全体を使用せずに断念しました。その結果、プライマリが降格する可能性がありま
した。

Bugfixes

• pg_rewindユーザーに実行権限を付与するときに synchronous_commitを無効にする kremius

synchronous_mode_strict: true でブートストラップが行われる場合、`GRANT EXECUTE`ス
テートメントは、使用可能な非同期ノードのため無期限に待機していました。

• Python 3.7のメモリリークを修正しました。Alexander Kukushkin

Patroniは ThreadingMixInを使用して REST API要求を処理し、Python 3.7はデフォルトで非デー
モン以外のすべての要求に対してスレッドを生成します。

• 非同期アクションの競合状態を修正しました。Alexander Kukushkin

停止した Postgresを復旧しようとすることにより、 patronictl reinit --forceが上書きされる
可能性がありました。これは、ベースバックアップの実行中にパトローニが Postgresを起動しようと
した場合に発生しました。
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• postmaster_start_time()メソッドの競合状態を修正しました。Alexander Kukushkin

メソッドが REST APIスレッドから実行される場合、別のカーソルオブジェクトを作成する必要があ
ります。

• 大文字を含む名前を持つ同期スタンバイを昇格させない問題を修正しました。Alexander Kukushkin

Postgresは、 application_nameと synchronous_standby_namesの値を比較するときに同じこと
をしていたため、名前を小文字に変換しました。

• 新しいものを開始する前に、コールバックプロセスとともにすべての子を kill します Alexander
Kukushkin

そうしないと、bashでコールバックを実装することが困難になり、最終的に 2つのコールバックが
同時に実行される状況が発生する可能性があります。

• 'start failed'問題を修正しました Alexander Kukushkin

特定の条件下では、 Postgres が起動して実行されているにもかかわらず、Postgres の状態が「start
failed」に設定される場合があります。

20.40 バージョン 1.6.0
2019-08-05リリース

このバージョンでは、PostgreSQL 12との互換性を追加し、PostgreSQL 11以降でスーパーユーザーなしで
pg_rewindを実行できるようにし、IPv6サポートを有効にします。

New features

• Psycopg2は要件から削除されたため、個別にインストールする必要があります。Alexander Kukushkin

2.8.0から psycopg2は、ファイルシステム上の同じ場所に同時にインストールできる 2つの異なる
パッケージ psycopg2、および psycopg2-binaryに分割されました。依存関係地獄の問題を減らす
ために、ユーザーがインストール方法を選択できるようにしました。使用可能なオプションがいくつ
かあります。 psycopg2を参照してください。

• PostgreSQL 12との互換性 Alexander Kukushkin

PostgreSQL 12からは recovery.confはなくなり、以前のすべてのリカバリパラメーターは recovery.

conf に変換されます。 ALTER SYSTEM SET primary_conninfo または同様のものから保護するた
めに、Patroniは postgresql.auto.confを解析し、そこからすべてのスタンバイおよびリカバリー
パラメーターを削除します。 Patroni構成は下位互換性を維持します。たとえば、restore_command

は GUCであるにもかかわらず、 postgresql.recovery_conf.restore_command セクションで指
定でき、Patroniは PostgreSQL 12の postgresql.confにそれを書き込みます。

• PostgreSQL 11 以降でスーパーユーザーなしで pg_rewind を使用できるようにしました Alexander
Kukushkin

この機能を使用する場合は、Patroni構成ファイルの postgresql.authentication.rewindセクショ
ンで username および password を定義してください。既存のクラスターの場合、ユーザーを手動
で作成し、いくつかの機能で GRANT EXECUTE 権限を作成する必要があります。詳細については、
PostgreSQL username _をご覧ください。
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• レプリカで実際の primary_conninfo 値と目的の primary_conninfo 値をスマートに比較します
Alexander Kukushkin

既存のプライマリスタンバイクラスターをパトロニによって管理されているクラスターに変換する
場合、レプリカのリスタートを回避するのに役立つ場合があります

• IPv6のサポート Alexander Kukushkin

2つの大きな問題がありました。 Patroni REST APIサービスは 0.0.0.0でのみリッスンしており、
api_urlおよび conn_urlで使用される IPv6 IPアドレスは適切に引用されませんでした。

• Kerberosのサポート Ajith Vilas、Alexander Kukushkin

Patroni構成ファイルでパスワードを定義する代わりに、Postgresノード間で Kerberos認証を使用す
ることが可能になります

• Manage pg_ident.conf Alexander Kukushkin

この機能は pg_hba.conf と同様に動作します。 postgresql.pg_ident が構成ファイルまたは
DCSで定義されている場合、Patroniはその値を pg_ident.confに書き込みますが、 postgresql.

parameters.ident_fileが定義されている場合、Patroniは pg_identが外部から管理されていると
想定し、ファイルを更新しません。

Improvements in REST API

• /healthエンドポイントを追加しましたWilfred Roset

PostgreSQLが実行されている場合にのみ HTTPステータスコードを結果ます

• /read-onlyおよび /read-writeエンドポイントを追加しました。Julien Riou

/read-onlyエンドポイントは、レプリカとプライマリ全体で読み取りバランスのとれた読み取りを
有効にします。 /read-writeエンドポイントは、/primary、/leader、および /masterのエイリ
アスです。

• SSLContextを使用して REST APIソケットをラップしました。Julien Riou

ssl.wrap_socket()の使用は非推奨であり、TLS 1.1のような間もなく非推奨になるプロトコルは
まだ許可されていました。

Logging improvements

• 2段階ロギング Alexander Kukushkin

すべてのログメッセージは、最初にメモリ内のキューに書き込まれ、後で別のスレッドから stderrま
たはファイルに非同期にフラッシュされます。最大キューサイズは制限されています構成可能。制
限に到達すると、Patroniはログを失い始めますが、これは HAループをブロックするよりはまだ良
いです。

• レイテンシーとともに GET / OPTIONS API呼び出しのデバッグログを有効にします。Jan Tomsa

HAProxy、Consul、またはどのノードがプライマリ/レプリカであるかを決定するその他のツールに
よって実行されるヘルスチェックのデバッグに役立ちます。

• 再試行でキャッチされた例外をログに記録します Daniel Kucera
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試行回数またはタイムアウトに到達したときの最後の例外をログに記録します。 DCSへの通信が失
敗した場合に、いくつかの問題のデバッグに役立つことを願っています。

Improvements in patronictl

• スケジュールされたスイッチオーバーと再起動のためのダイアログの強化 Rafia Sabih

以前のダイアログはスケジュールされたアクションを考慮していないため、誤解を招くものでした。

• 構成ファイルが存在するかどうかを確認しますWilfred Roset

指定されたファイル名が存在しない場合、サイレントに無視する代わりに、構成ファイルについて詳
しく説明します誤解を招く可能性があります。

• EDITORのフォールバック値を追加しましたウィルフリード・ロゼット

EDITOR環境変数が定義されていない場合、 patronictl edit-configは `PatroniCtlException`で失
敗していました。新しい戦略は、 editorおよび viを試すことです。これは、ほとんどのシステム
で利用できるはずです。

Improvements in Consul support

• Consul一貫性モードを指定できるようにしました。Jan Tomsa

一貫性モード here _の詳細については、こちらをご覧ください。

• SIGHUPで Consul構成をリロードキャメロンダニエルクセラ、アレクサンダーククシュキン

これは、誰かが tokenの値を変更する場合に特に役立ちます。

Bugfixes

• スイッチオーバー/フェイルオーバーのコーナーケースを修正しました。Sharoon Thomas

REST APIにアクセスできず、フォールバックとして DCSを使用している場合、変数 scheduled_at

は未定義になる場合があります。

• カスタムブートストラップ中に pg_hba.conf のローカルホストへのオープントラスト Alexander
Kukushkin

以前は unix_socket のみにオープンされていたため、多くのエラーが発生していました FATAL:

no pg_hba.conf entry for replication connection from host /"127.0.0.1/", user

/"replicator/"

• 元のリーダーがリードしている場合でも、同期ノードを正常であると考えます Alexander Kukushkin

プライマリが DCSへのアクセスを失うと、Postgresを読み取り専用で再起動しますが、他のノード
が REST APIを介して古いプライマリにアクセスできる場合があります。古いプライマリが同期ス
タンバイより先にWAL位置を報告していたため、このような状況により、同期スタンバイが昇格し
ませんでした。

• スタンバイクラスターのバグ修正 Alexander Kukushkin

standby_leaderがアクセスできない場合に、スタンバイクラスターでレプリカをブートストラップで
きるようにし、その他のいくつかのマイナー修正。
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20.41 バージョン 1.5.6
2019-08-03リリース

New features

• プロキシのセットを介した etcdクラスターでの作業のサポート Alexander Kukushkin

etcdクラスターに直接アクセスできず、プロキシのセットを介してアクセスできない場合がありま
す。この場合、Patroniは etcdトポロジ検出を実行せず、プロキシホストを介したラウンドロビンだ
けを実行します。動作は `etcd.use_proxies`によって制御されます。

• ノードのロールが変更されたときのコールバック動作が変更されました Alexander Kukushkin

ロールが `master`または `standby_leader`から `replica`に、または `replica`から `standby_leader`に変更
された場合、̀on_restart`コールバックは、̀on_role_change`コールバックを優先して呼び出されません。

• postgresの起動方法を変更します Alexander Kukushkin

自分自身と `multiprocessing.Pipe`を実行する代わりに `multiprocessing.Process`を使用して、ポストマ
スター pidを Patroniプロセスに送信します。その前はパイプを使用していましたが、標準入力がク
ローズされた状態でポストマスタープロセスを残していました。

Bug fixes

• スタンバイリーダーの REST APIから返されたロールを修正しました Alexander Kukushkin

`standby_leader`の代わりに `replica`を誤って返していました

• Killできなかった場合はコールバック終了を待機します Julien Tachoires

Patroniには、新しいコールバックをキャンセルしたもの `sudo`の下で実行されているコールバック
スクリプトを終了するための十分な特権がありません。実行中のスクリプトを強制終了できなかっ
た場合、Patroniは完了するまで待機して、次のコールバックを実行します。

• dcs.get_clusterメソッドにかかるロック時間を削減します。Alexander Kukushkin

ロックが保持されているため、DCSの遅延が REST APIヘルスチェックに影響を与え、誤検出を発
生させていました。

• pg_wal/`pg_xlog`がシンボリックリンクの場合、PGDATA のクリーニングを改善しました。Julien
Tachoires

この場合、Patroniはターゲットディレクトリからファイルを明示的に削除します。

• os.path.relpathの不要な使用を削除します。Ants Aasma

それは作業ディレクトリを解決できるか、後でファイルシステムからリンクが解除されるディレクト
リで Patroniが起動された場合に何が失敗するかによって異なります。

• Etcdとの通信時に sslバージョンを強制しないでください Alexander Kukushkin

何らかの不明な理由で、debianおよび ubuntuの python3-etcdはパッケージの最新バージョンに基づ
いていないため、Etcd v3でサポートされていない TLSv1を適用します。 Patroni側でこの問題を解
決しました。
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20.42 バージョン 1.5.5
2019-02-15リリース

このバージョンでは、以前のマスターの自動再初期化の可能性を導入し、patroniclリスト出力を改善し、多
くのバグを修正します。

New features

• PATRONI_ETCD_PROTOCOL、PATRONI_ETCD_USERNAME、お よ び `PA-
TRONI_ETCD_PASSWORD`環境変数のサポートを追加します。Étienne M

以前は、構成ファイルまたは `PATRONI_ETCD_URL`の一部としてのみそれらを構成することが可
能でしたが、これは必ずしも便利ではありません。

• 元マスターを自動的に再初期化できるようにしました。Alexander Kukushkin

pg_rewind が無効になっているか、使用できない場合、タイムラインが分岐しているため、元
のマスターは新しいレプリカとして起動できない場合があります。この場合、それを修正する
唯一の方法は、データディレクトリをワイプし、再初期化することです。この動作は、`post-
gresql.remove_data_directory_on_diverged_timelines`を設定することにより変更できます。設定され
ると、Patroniはデータディレクトリをワイプし、元のマスターを自動的に再初期化します。

• patroniclリストのタイムラインに関する情報を表示する Alexander Kukushkin

古いレプリカの検出に役立ちます。それに加えて、ポート値がデフォルトでない場合、または同じホ
ストで実行されている複数のメンバーが存在する場合、Host`は:{port}'をインクルードします。

• $SCOPE-config エンドポイントに関連付けられたヘッドレスサービスを作成します Alexander
Kukushkin

/"config/"エンドポイントは、クラスター全体の Patroniおよび Postgresの構成、履歴ファイル、そし
て最後に最も重要な `initialize`キーを保持します。 Kubernetesマスターノードが再起動またはアップ
グレードされると、サービスなしでエンドポイントが削除されます。 headlessサービスは削除されま
せん。

Bug fixes

• リーダーウォッチブロッキングクエリの読み取りタイムアウトを調整します Alexander Kukushkin

Consulのドキュメントによると、実際の応答タイムアウトは、指定された最大待機時間に追加される
少量のランダムな追加待機時間だけ増加して、同時要求のウェイクアップ時間を分散します。 `wait
/ 16`の追加時間を最大期間に加算します。私たちの場合、どちらが大きいかに応じて、`wait / 15`ま
たは 1秒を追加します。

• レプリケーションプロトコルを介して postgresに接続するときは、常に replication=1を使用します。
Alexander Kukushkin

Postgres 10以降、pg_hba.confの database=replicationを含む行は、パラメーター replication=database
を使用した接続を受け入れません。

• wal専用スタンバイクラスターの recovery.confに primary_conninfoを書き込まないでくださいAlexan-
der Kukushkin
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`standby_cluster`構成で `host`も `port`も定義されていないにもかかわらず、Patroni は `pri-
mary_conninfo`を `recovery.conf`に配置していましたが、これは役に立たず、多くのエラーを生成し
ていました。

20.43 バージョン 1.5.4
リリース 2019-01-15

このバージョンは、柔軟なロギングを実装し、多くのバグを修正します。

New features

• 伐採インフラの改善アレクサンダー・ククシュキン、ルーカス・キャピストラント、アレクサンダー・
アニキン

ロギング構成は、環境変数からだけでなく、Patroni構成ファイルから構成できます。構成を更新し
てリロードを実行するか、Patroniプロセスに SIGHUPを送信することにより、ランタイムにロギン
グ構成を変更できます。デフォルトでは、Patroniはログを stderrに書き込みますが、ログをファイル
に直接書き込み、特定のサイズに達したときにローテーションすることが可能になりました。それに
加えて、カスタム日付形式のサポートと、各 Pythonモジュールのログレベルを微調整する可能性が
追加されました。

• リーダー選挙中に現在のタイムラインを考慮できるようにしますアレクサンダー・ククシュキン

ノードは、現在最新の既知のタイムラインにないにもかかわらず、自分自身を最も正常なノードと考
えている場合があります。場合によっては、このようなノードのプロモーションを回避したい場合が
あります。これは、`check_timeline`パラメータを `true`に設定することにより実現できますデフォル
トの動作は変更されません。

• スーパーユーザーの資格情報の要件の緩和

Libpqでは、ユーザー名もパスワードも明示的に指定せずに接続を開くことができます。状況に応じ
て、pgpassファイルまたは pg_hba.confの信頼できる認証方法に依存します。 pg_rewindも libpqを
使用しているため、同じように動作します。

• 環境変数を介して Consul Service の登録とチェック間隔を構成する機能を実装しました Alexander
Kukushkin

Consulでのサービスの登録は 1.5.0で追加されましたが、これまでは patroni.yamlを介してのみ有効
にすることができました。

Stability Improvements

• カスタムブートストラップ中に archive_modeを offに設定します Alexander Kukushkin

クラスターが完全に機能するまで、walsと履歴ファイルのアーカイブは避けたいです。カスタムブー
トストラップに pg_upgradeが関係する場合、これは非常に役立ちます。

• 起動時にグローバル構成をロードするときに 5秒のバックオフを適用します Alexander Kukushkin

Patroniが起動したばかりのときに DCSのハンマリングを回避するのに役立ちます。

• シャットダウン時に生成されるエラーメッセージの量を削減します。Alexander Kukushkin

それらは無害ですが、かなり迷惑で、時には怖かったです。
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• 作成時に recovery.confの rwパーマを明示的に保護します Lucas Capistrant

このファイルには、レプリケーションユーザーとパスワードが含まれているため、patroni/postgres
ユーザー以外の者にこのファイルを読んでほしくない。

• HTTPServer例外をロガーにリダイレクトします。Julien Riou

デフォルトでは、このような例外は通常のログを台無しにして標準出力にログに記録されました。

Bug fixes

• pg_ctlプロセスの stdoutへの stderrパイプを削除しました Cody Coons

メイン Patroniプロセスから stderrを継承すると、すべての Postgresログがすべての patroniログとと
もに表示されます。 Patroniおよび Postgresログは、標準のツール dockerログ、kubectlなどを使用し
て使用できるため、これはコンテナ環境で非常に役立ちます。それに加えて、この変更は、postgres
がいくつかの警告を stderrに書き込むときに、Patroniがポストマスター pidをキャッチできないバグ
を修正します。

• Consulサービスチェックの登録解除タイムアウトを Go時間形式で設定します Pavel Kirillov

明示的に記載されていない限り、タイムユニットの登録は失敗していました。

• standby_clusterクラスター構成のチェックを緩和します。Dmitry Dolgov、Alexander Kukushkin

有効な値として文字列のみを受け入れていたため、ポートを整数として指定し、create_replica_methods
をリストとして指定することはできません。

20.44 バージョン 1.5.3
2018-12-03リリース

互換性とバグ修正リリース。

• 動物園の飼育員に対して python3で実行する際の安定性が向上しました。Alexander Kukushkin

`loop_wait`の変更により、パトローニは動物園の飼育員から切断され、再接続されませんでした。

• postgres 9.3との壊れた互換性を修正しました。Alexander Kukushkin

9.3は replication='database'を理解しないため、レプリケーション接続を開くときは replication=1を
指定する必要があります。

• HAループごとに少なくとも 1回は Consulセッションをリフレッシュし、Consulセッション例外の
処理を改善するようにしました。 Alexander Kukushkin

ローカルコンスルエージェントを再起動すると、ノードに関連するすべてのセッションが無効になり
ます。セッションリフレッシュを時間通りに呼び出さず、セッションエラーの適切な処理を実行しな
いことが、プライマリの降格を発生させていました。
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20.45 バージョン 1.5.2
2018-11-26リリース

互換性とバグ修正リリース。

• kazoo-2.6.0との互換性 Alexander Kukushkin

要求が適切なタイムアウトで実行されることを確認するために、Patroniは python-kazooモジュール
から create_connectionメソッドを再定義します。 kazooの最後のリリースでは、create_connectionメ
ソッドを呼び出す方法が少し変更されました。

• Consulクラスターがリーダーを失ったときのPatroniクラッシュを修正しました。Alexander Kukushkin

クラッシュは、touch_memberメソッドの誤った実装が原因で発生していました。ブール値を返し、
例外を発生させないはずです。

20.46 バージョン 1.5.1
2018-11-01リリース

このバージョンは、永続的なレプリケーションスロットのサポートを実装し、pgBackRestのサポートを追
加し、多くのバグを修正します。

New features

• 永久レプリケーションスロット Alexander Kukushkin

永続的なレプリケーションスロットは、フェールオーバー/スイッチオーバーで保持されます。つまり、
新しいプライマリの Patroniは、プロモートの直後に構成済みのレプリケーションスロットを作成し
ます。 patronictl edit-config`の助けを借りてスロットは設定できます。初期構成は :ref:`bootstrap.dcs
<yaml_configuration>で行うこともできます。

• pgbackrestのサポートを追加しました Yogesh Sharma

pgBackrest は、既存の$PGDATA フォルダーに復元できます。これにより、最後のバックアップか
ら変更されていないファイルがスキップされるため、迅速な復元が可能になります。この機能をサ
ポートするために、新しいパラメーター `keep_data`が導入されました。追加の例については、replica
creation method セクションを参照してください。

Bug fixes

• /"スタンバイクラスター/"ワークフローのいくつかのバグ修正 Alexander Kukushkin

詳細については、https://github.com/patroni/patroni/pull/823を参照してください。

• クラスター管理が一時停止され、DCSがアクセスできない場合の REST APIヘルスチェックを修正
しました Alexander Kukushkin

回 帰 は 以 下 で 紹 介 さ れ ま し た https://github.com/patroni/patroni/commit/
90cf930036a9d5249265af15d2b787ec7517cf57
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20.47 バージョン 1.5.0
2018-09-20リリース

このバージョンでは、Patroni HAクラスターがスタンバイモードで動作できるようにし、Windowsでの実
行の実験的なサポートを導入し、Consulに PostgreSQLサービスを登録するための新しい構成パラメーター
を提供します。

New features

• スタンバイクラスター Dmitry Dolgov

1つ以上の Patroniノードは、プライマリクラスタと並行してつまり別のデータセンターで実行され、
プライマリクラスタのマスターから複製するスタンバイノードで構成されるスタンバイクラスター
を形成できます。スタンバイクラスター内のすべての PostgreSQLノードはレプリカです。これらの
レプリカの 1つはリモートマスターから直接複製するように自分自身を選択し、他のレプリカはカス
ケード方法でそこから複製します。この機能のより詳細な説明といくつかの構成例については、here
を参照してください。

• 領事館の登録サービス Pavel Kirillov、Alexander Kukushkin

consul configurationの `register_service`パラメータが有効になっている場合、ノードは名前 `scope`と
タグ `master`、`replica`または `standby-leader`でサービスを登録します。

• 実験的なWindowsサポート Pavel Golub

今後、Patroni を Windows で実行できるようになりますが、 Windows のサポートは新しいもので、
Linux対応するものほど多くの現実世界でのテストは受けていません。皆様のフィードバックをお待
ちしております。

Improvements in patronictl

• patronictl -k/--insecureフラグと restapi証明書のサポートを追加しました。Wilfried Roset

以前は、REST APIが自己署名証明書で保護されていた場合、patronictl`はそれらの検証に失敗しまし
た。その検証を無効にする方法はありませんでした。証明書検証を完全にスキップするように、また
は構成の :ref:`ctl: <patronictl_settings>セクションで CAおよびクライアント証明書を提供するよう
に `patronictl`を構成できるようになりました。

• patronicl スイッチオーバー/フェールオーバー出力から nofailover タグを持つメンバーを除外する
Alexander Anikin

以前は、patronictlを介して対話型スイッチオーバーまたはフェイルオーバーを実行するときに、こ
れらのメンバーが候補として誤って提案されていました。

Stability improvements

• pg_controldataの非キーと値の出力行の解析を回避する Alexander Anikin

特定の状況では、pg_controldataはコロン文字のない行を出力します。これにより、pg_controldata出
力を解析する Patroniコードのエラーがトリガーされ、実際の問題が隠蔽されます。多くの場合、こ
のような行は、通常の出力前、つまりバイナリメジャーバージョンが PostgreSQLデータディレクト
リのバージョンと一致しない場合、pg_controldataによって表示される警告で出力されます。

• リーダー選挙中のエラーメッセージにメンバー名を追加します。Jan Mussler
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リーダー選挙中に、パトローニはクラスターのすべての既知のメンバーに接続し、それらのステータ
スを要求します。このようなステータスは Patroniログに書き込まれ、メンバーの名前が含まれます。
以前は、メンバーにアクセスできない場合、エラーメッセージにはその名前は示されず、URLのみ
が含まれていました。

• レプリケーションスロットの作成時に、WALポジションをすぐに予約します。Alexander Kukushkin

9.6以降、`pg_create_physical_replication_slot`ファンクションは、追加のブールパラメータ `immedi-
ately_reserve`を提供します。 `false`に設定されている場合、デフォルトでもありますが、スロットは、
最初のクライアント接続を受信するまでWALポジションを予約せず、スロットの作成と間の時間
ウィンドウでクライアントが必要とする一部のセグメントを失う可能性があります。初期クライア
ント接続。

• 厳密な同期レプリケーションのバグを修正しました。Alexander Kukushkin

`synchronous_mode_strict: true`で実行している場合、場合によっては、Patroni は `*`を `syn-
chronous_standby_names`に配置し、ほとんどのレプリケーション接続の同期状態を `potential`に変
更します。以前、Patroniは、`async`状態を持つもののみを考慮するため、このような状況では同期
候補を選択できませんでした。

20.48 バージョン 1.4.6
リリース 2018-08-14

Bug fixes and stability improvements

このリリースでは、非マスターノードの 200を返す Patroni API /マスターエンドポイントに関する重大な
問題を修正します。これは報告の問題であり、実際のスプリットブレインではありませんが、特定の状況
では、クライアントが読み取り専用ノードにリダイレクトされる場合があります。

• 降格時に is_leaderステータスをリセット Alexander Kukushkin、Oleksii Kliukin

降格されたクラスターメンバーが/master API呼び出しでコード 200で応答を停止することを確認し
ます。

• 新しい/"cluster_unlocked/"フィールドを API出力に追加します Dmitry Dolgov

このフィールドは、クラスターでマスターが実行されているかどうかを示します。これは、レプリカ
の 1つを除き、他のノードを照会できない場合に使用できます。

20.49 バージョン 1.4.5
2018-08-03リリース

New features

• 新しい postgres構成を適用する際のロギングを改善しました。Don Seiler

Patroniは、変更されたパラメーターの名前と値をログに記録します。

• Python 3.7互換性 Christoph Berg

asyncは python3.7の予約キーワードです
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• メンバーがシャットダウンされたときに DCSで状態を/"stopped/"に設定します。Tony Sorrentino

これは、メンバーの状態を/"patronictl list/"コマンドの/"stopped/"として表示します。

• 古い postmaster.pidが実行中のプロセスと一致する場合にログに記録されるメッセージを改善します
Ants Aasma

以前のものは混乱を超えていました。

• patroniclリロード機能の実装 Don Seiler

それまでは、REST APIを呼び出すか、パトロニプロセスに SIGHUP信号を送信することによっての
み構成をリロードすることができました。

• レプリカとして起動するときに、制御データからいくつかのパラメーターを取得して適用します。
Alexander Kukushkin

`max_connections`の値とグローバル構成で設定されるその他のパラメーターは、プライマリが実際に
使用するものよりも低い場合があります。これが発生すると、レプリカは起動できないため、手動
で修正する必要があります。 Patroniは、`pg_controldata`から値を読んで適用し、postgresを起動し、
`pending_restart`フラグを設定することにより、それを処理します。

• 設定されている場合、postgresの起動時に LD_LIBRARY_PATHを使用します。 Chris Fraser

Postgresを起動すると、Patroniは PATH、LC_ALL、およびLANG環境変数が設定されている場合は、そ
れらを渡していました。次に、LD_LIBRARY_PATHで同じことを行っています。誰かが PostgreSQL
を標準以外の場所にインストールすると役立つはずです。

• create_replica_methodの名前を create_replica_methodsに変更します Dmitry Dolgov

それが実際に配列であることを明確にするため。古い名前は、下位互換性のために引き続きサポート
されています。

Bug fixes and stability improvements

• 一時停止状態の pg_rewindによるレプリカ起動の条件を修正しました Oleksii Kliukin

以前に pg_rewindを既に実行したレプリカを起動しないようにします。

• update_lockが成功した場合にのみマスターヘルスチェックに 200応答する Alexander Kukushkin

DCSがパーティション化されている場合、Patroniが以前の降格マスターのマスターを報告しないよ
うにします。

• 新しいコンスルモジュールとの互換性を修正しました。Alexander Kukushkin

v1.1.0から python-consulは内部 APIを変更し、`dict`の代わりに `list`を使用してクエリパラメーター
を渡すようになりました。

• シャットダウン中に Patroni REST APIスレッドから例外をキャッチする Alexander Kukushkin

これらのキャッチされない例外により、シャットダウン時に PostgreSQLが実行され続けました。

• Postgresがマスターとして実行されている場合にのみクラッシュリカバリーを実行します。Alexander
Kukushkin

`pg_controldata`が'in Production'または'shutting down'または'in crash recovery'をレポートする必要が
あります。その他のすべての場合、クラッシュリカバリーは必要ありません。
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• 構成エラーの処理を向上させました。Henning Jacobs、Alexander Kukushkin

Patroni 構成ファイルを更新し、SIGHUP を Patroni プロセスに送信することにより、ランタイム
`restapi.listen`を含む多くのパラメーターを変更できます。この修正では、一部のパラメーターが無効
な値を受け取ったときに、'restapi'スレッドからあいまいな例外を削除します。

20.50 バージョン 1.4.4
2018-05-22リリース

Stability improvements

• poll_failover_resultの競合状態を修正しました。Alexander Kukushkin

フェイルオーバーもスイッチオーバーにも直接影響しませんでしたが、まれに、元のリーダーがロッ
クを解放したときに成功を報告するのが早すぎ、「Failedover to /」の代わりに「Failedover to /"None/"」
が生成されました。 "desired-node/"'メッセージ。

• Postgresパラメーター名を大文字と小文字を区別しないように扱う Alexander Kukushkin

Postgresパラメーターのほとんどは snake_case名前を持っていますが、このルールには 3つの例外が
ありますDateStyle、IntervalStyle、TimeZone。 Postgresは、別のケースたとえば timezone = 'some/tzn'
で書かれた場合、これらのパラメーターを受け入れます。ただし、Patroniは pg_settingsでこれらの
パラメーター名の大文字と小文字を区別しない一致を見つけることができず、結果としてこのような
パラメーターを無視しました。

• 実行中の postgres にアタッチし、クラスターが初期化されていない場合、スタートを中止します。
Alexander Kukushkin

Patroniは、既に実行されている Postgresインスタンスに自分自身をアタッチできます。レプリカに
到達する前に、マスターノードで Patroniの実行を開始することが不可欠です。

• patronictl scaffoldの動作を修正しました Alexander Kukushkin

jsonエンコードされた文字列の代わりに dictオブジェクトを touch_memberに渡すと、DCS実装がそ
れのエンコードを担当します。

• 一時停止中にリーダーキーの更新に失敗した場合、マスターを降格しないでください Alexander
Kukushkin

メンテナンス中に、DCSは読み取り要求に応答し続けながら、書き込み要求の失敗を開始する場合が
あります。その場合、Patroniは DCSのリーダーロックの更新に失敗した後、Postgresマスターノー
ドを読み取り専用モードにしていました。

• Patroniが新しいポストマスタープロセスに気づいたときにレプリケーションスロットを同期します
Alexander Kukushkin

Postgresが再起動された場合、Patroniはレプリケーションスロットのリストが予想と一致することを
確認する必要があります。

• 一時停止から復帰した後の sysidと同期レプリケーションスロットを検証する Alexander Kukushkin
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`maintenance`モード中に、データディレクトリが完全に書き換えられる場合があるため、`Database
system identifier`がまだクラスターに属し、レプリケーションスロットがパトローニの期待と同期し
ていることを確認する必要があります。

• ポストマスターロックファイルが存在するデータディレクトリで Postgresを実行せずに開始すると
失敗する可能性を修正しました。 Alexander Kukushkin

ポストマスターロックファイルから PIDの再利用を検出します。Dockerコンテナで Patroniと Postgres
を実行している場合、このような問題が発生する可能性が高くなります。

• 誤ってワイプされた DCSの保護を向上させました Alexander Kukushkin

Patroniには、このような場合にフェイルオーバーを防ぐための多くのロジックが用意されています。
すべてのキーを復元することもできます。ただし、この変更が発生するまでは、 /configキーを誤っ
て削除すると、HAループの 1サイクルの一時停止モードがオフになっていました。

• 無効なシステム IDが発生しても終了しない Oleksii Kliukin

クラスターシステム IDが空の場合、または検証チェックに合格しない場合は終了しないでください。
その場合、クラスターは再初期化が必要になる可能性が高くなります。結果メッセージにそれを記載
します。そうしないと、再初期化が発生しないため、Patroniを終了しないでください。

Compatibility with Kubernetes 1.10+

• 空のサブセットのチェックを追加しました Cody Coons

Kubernetes 1.10.0+は、`[]`の代わりに `None`に設定された `Endpoints.subsets`を返し始めました。

Bootstrap improvements

• recovery.confの削除をオプショナルにします。 Brad Nicholson

bootstrap.<custom_bootstrap_method_name>.keep_existing_recovery_conf`が定義され、 ``True` に設定
されている場合、Patroniは既存の recovery.confファイルを削除しません。これは、適切な `recov-
ery.conf`を生成する pgBackRestのようなツールを使用してバックアップからブートストラップする
場合に役立ちます。

• basebackupビルトインメソッドのオプションを許可します Oleksii Kliukin

カスタムレプリカ作成方法で定義される方法と同様に、構成で `basebackup`セクションを定義するこ
とにより、ビルトイン basebackupメソッドにオプションを提供できるようになりました。違いは、
basebackup`セクションで受け入れられるフォーマットにあります。pg_basebackupは--key=value`と
`--key`オプションの両方を受け入れるため、セクションのコンテンツはキーと値のペアの辞書、ま
たは 1要素辞書またはキーのみのリスト値を受け入れないオプションの場合。追加の例については、
replica creation method セクションを参照してください。

20.51 バージョン 1.4.3
2018-03-05リリース

Improvements in logging

• 環境変数からログレベルを設定できるようにします。Andy Newton、Keyvan Hedayati
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PATRONI_LOGLEVEL-一般的なログレベルを設定します PATRONI_REQUESTS_LOGLEVEL-すべて
の HTTP要求のログレベルを設定します。 Kubernetes API呼び出し考えられるログレベルの名前を
取得するには、`the docs for Pythonlogging <https://docs.python.org/3.6/library/logging.html#levels>`を
参照してください。

Stability improvements and bug fixes

• 監視がタイムアウトしたときに etcd クラスタートポロジを再検出しないでください Alexander
Kukushkin

etcd構成にホストが 1つだけあり、正確にこのホストにアクセスできない場合、Patroniはクラスター
トポロジの検出を開始していましたが、成功しませんでした。代わりに、次の利用可能なノードに切
り替える必要があります。

• カスタムブートストラップの後に、bootstrap.pg_hba のコンテンツを pg_hba.conf に書き込みます。
Alexander Kukushkin

`initdb`を使用した通常のブートストラップと同様に動作するようになりました

• シングルユーザーモードはユーザー入力を待機していて、終了しませんでした。Alexander Kukushkin

回帰は以下で紹介されました https://github.com/patroni/patroni/pull/576

20.52 バージョン 1.4.2
2018-01-30リリース

Improvements in patronictl

• スケジュールされたフェイルオーバーの名前をスケジュールされたスイッチオーバーに変更します
Alexander Kukushkin

フェールオーバーとスイッチオーバー機能はバージョン 1.4で分離されましたが、`patronictl list`は引
き続き `Scheduled switchover`の代わりに `Scheduledailover`を報告していました。

• 保留中の再起動に関する情報を表示する Alexander Kukushkin

一部の構成の変更を適用するには、postgresを再起動する必要がある場合があります。 Patroniは、
REST APIで、およびノードのステータスを DCSに書き込むときに、既にそれに関するヒントを提
供していましたが、それを表示する簡単な方法はありませんでした。

• 構成ファイルの cluster_nameを操作するように show-configを作成しました。 Alexander Kukushkin

`patronictl edit-config`と同様に動作します

Stability improvements

• ブートストラップ中に pg_controldataの呼び出しを回避する Alexander Kukushkin

initdbまたはカスタムブートストラップ中に、pgdataは空ではないが、pg_controldataがまだ書き込
まれていない時間枠があります。このような場合、 pg_controldata呼び出しはエラーメッセージで失
敗していました。

• psutilから発生した例外を処理します。Alexander Kukushkin
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cmdlineは、`cmdline()`メソッドが呼び出されるたびに読み込まれ、解析されます。調べられるプロ
セスが既に消失している場合もあります。その場合、`NoSuchProcess`が発生します。

Kubernetes support improvements

• k8s APIからのエラーを飲み込まないでください。Alexander Kukushkin

Kubernetes APIの呼び出しは、さまざまな理由で失敗する場合があります。場合によっては、このよ
うな呼び出しを再試行する必要があります、他の場合には、エラーメッセージと例外スタックトレー
スをログに記録する必要があります。ここでの変更は、Kubernetesの権限の問題をデバッグするのに
役立ちます。

• Kubernetesの例の Dockerファイルを更新してマスターブランチから Patroniをインストールします
Maciej Szulik

その前は `feature/k8s`を使用していましたが、時代遅れになりました。

• k8sでパトロニを実行するための適切な RBACを追加します。Maciej Szulik

クラスターのポッドに割り当てられるサービスアカウント、必要な権限のみを保持するロール、サー
ビスアカウントとロールを接続するロールバインディングを追加します。

20.53 バージョン 1.4.1
2018-01-17リリース

Fixes in patronictl

• フェイルオーバー先のメンバーの提案リストに現在のリーダーを表示しません。（アレクサンダー・
ククシュキン）

patronictlフェールオーバーは、クラスター内にリーダーが存在する場合でも機能する可能性がある
ため、フェールオーバーが可能なメンバーのリストから除外する必要があります。

• patroniclスイッチオーバーを古い Patroni APIと互換性のあるものにしました Alexander Kukushkin

POST /switchover REST API呼び出しがステータスコード 501で失敗した場合、再度実行されます
が、/failoverエンドポイントに対して。

20.54 バージョン 1.4
2018-01-10リリース

このバージョンでは、KubernetesをDCSとして使用するサポートを追加し、Etcd、Zookeeper、またはConsul
を追加展開せずに、Kubernetesでクラウドネイティブエージェントとして Patroniを実行できます。

Upgrade notice

pipを介して Patroniをインストールすると、Etcd、Zookeper、Consul、または Kubernetesのライブラリ、
または AWS のサポートなどの依存関係は導入されません。それらを有効にするには、`pip install pa-
troni[etcd,kubernetes]`などの pip installコマンドで明示的にリストする必要があります。

Kubernetes support
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Kubernetesベースの DCSを実装します。エンドポイントのメタデータは、構成とリーダーキーを保存する
ために使用されます。ポッド定義内のメタデータフィールドは、メンバー関連のデータを保存するために
使用されます。エンドポイントの使用に加えて、Patroniは ConfigMapsをサポートしています。この機能
の詳細については、 Kubernetes chapter of the documentationをご覧ください。

Stability improvements

• ポストマスタープロセスを別のオブジェクトに分解する Ants Aasma

このオブジェクトは、 pidと開始時刻を介して実行中のポストマスタープロセスを識別し、ポストマ
スターが背後で再起動されたとき、または postgresディレクトリがファイルシステムから消えたとき
の状況の検出および解決を簡素化します。

• HA サイクルのすべてのループで Patroni によって発行される SELECT の量を最小限に抑えます。
Alexander Kukushkin

HAループの反復ごとに、パトローニは、リカバリステータスと絶対的な wal位置を知る必要があり
ます。今後、Patroniは、レプリカで 2つ、マスターで 3つの代わりに、1つの SELECTのみを実行
してこの情報を取得します。

• ロックがある場合にのみシャットダウン時にリーダーキーを削除します。Ants Aasma

無条件削除は、不要で誤解を招く例外を生成していました。

Improvements in patronictl

• versionコマンドを patronictlに追加します。Ants Aasma

インストールされている Patroniのバージョンと実行中の Patroniインスタンスのバージョンクラス
ター名が指定されている場合が表示されます。

• 一部の patronictlコマンドの cluster_name引数をオプショナルに指定するようにします。Alexander
Kukushkin、Ants Aasma

patroniclが scopeが定義された通常の Patroni構成ファイルを使用している場合に動作します。

• スケジュールされたスイッチオーバーとメンテナンスモードに関する情報を表示します Alexander
Kukushkin

それまでは、Patroniログからまたは DCSから直接この情報を取得することができました。

• patronictl reinitの改善 Alexander Kukushkin

Patroniが他のアクション、つまり postgresを起動しようとしていたときに、 patronictl reinit

が続行を拒否する場合がありました。 `patronictl`は、このような長時間実行アクションをキャンセ
ルするコマンドを提供せず、唯一の危険な回避策はデータディレクトリを手動で削除することでし
た。 `reinit`の新しい実装は、reinitを続行する前に他の長時間実行アクションを強制的にキャンセル
します。

• patronictl pause および patronictl resume に --wait フラグを実装します。Alexander
Kukushkin

要求されたアクションがクラスター内のすべてのノードによって確認されるまで、patronictlは待
機します。このような動作は、DCSおよび REST APIを介してすべてのノードの pauseフラグを公
開することにより実現されます。
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• patronictl failoverの名前を patronictl switchoverに変更します。Alexander Kukushkin

以前の failoverは、実際にはスイッチオーバーのみが可能でした。リーダーなしでクラスターで進
むことを拒否しました。

• patronictl failoverの動作を変更します。Alexander Kukushkin

リーダーがない場合でも機能しますが、その場合、新しいリーダーになるノードを明示的に指定する
必要があります。

Expose information about timeline and history

• DCSおよび API経由で現在のタイムラインを公開する Alexander Kukushkin

クラスターのメンバーごとに、現在のタイムラインに関する情報を保存します。この情報は APIを
介してアクセスでき、DCSに保存されます

• DCSの/historyキーにプロモーション履歴を保存する Alexander Kukushkin

さらに、対応するプロモーションのタイムスタンプで強化されたタイムライン履歴を DCSの/history
キーに保存し、各プロモートで更新します。

Add endpoints for getting synchronous and asynchronous replicas

• 新しい/syncおよび/asyncエンドポイントを追加します Alexander Kukushkin、Oleksii Kliukin

これらのエンドポイント /synchronousおよび/asynchronousとしてもアクセスできますは、対応
する同期および非同期レプリカ `noloadbalance`としてマークされたものを除く場合にのみ 200
を返します。

Allow multiple hosts for Etcd

• 新しい `hosts`パラメータを Etcd構成に追加します Alexander Kukushkin

このパラメーターには、実行中の etcdクラスターメンバーのリストを検出および設定するために使
用されるホストの初期リストが含まれています。作業中に何らかの理由で、検出されたホストのこの
リストが使い果たされると、そのリストに使用可能なホストがない場合、Patroniは `hosts`パラメー
タから初期リストに戻ります。

20.55 バージョン 1.3.6
2017-11-10リリース

Stability improvements

• postgres が実行されているかどうかを確認するときに、プロセスの開始時間を検証します。 (Ants
Aasma)

postmaster.pidをクリーンアップしないクラッシュの後、同じ pidを持つ新しいプロセスが存在する
可能性があり、is_running()の誤検出が発生し、あらゆる種類の不正な動作につながります。

• データディレクトリ ainlolcatを失ったときにブートストラップする前に postgresqlをシャットダウン
する

マスター上のデータディレクトリが強制的に削除されると、postgresプロセスはしばらく生きたまま
で、その元のマスターの代わりに作成されるレプリカの起動またはレプリケートを防ぐことができま
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す。この修正により、Patroniはポストマスター pidとその開始時刻をキャッシュし、対応するデータ
ディレクトリが削除された後も実行されている場合に古いポストマスターを終了させます。

• postgresマスターが死亡した場合に、シングルユーザーモードでクラッシュリカバリーを実行します
Alexander Kukushkin

スタンバイとしてすぐに起動するのは安全でなく、postgresが完全にシャットダウンしていない場合
は pg_rewindを実行できません。シングルユーザーのクラッシュリカバリーは、pg_rewindが有効
になっている場合、または現在マスターが存在しない場合にのみキックインされます。

Consul improvements

• Consulのデータセンター構成を提供できるようにしました Vilius Okockis、Alexander Kukushkin

その前に、Patroniは常にそれが実行されているホストのデータセンターと通信していました。

• 常に X-Consul-Token httpヘッダーでトークンを送信します Alexander Kukushkin

Patroni構成で consul.tokenが定義されている場合、常に'X-Consul-Token' httpヘッダーで送信しま
す。 python-consulモジュールは、 consul.token _のクエリパラメータとしてトークンを受け入れ
ない Consul REST APIと/"一貫性"を持とうとしますが、 'X-Consul-Token'ヘッダーで動作します。

• 指定された値が可能な最小値より小さい場合、セッション TTLを調整します。 Stas Fomin、Alexander
Kukushkin

Patroni構成で提供される TTLが Consulでサポートされている最小 TTLよりも小さい場合がありま
す。その場合、Consulエージェントは新しいセッションの作成に失敗します。セッションがないと、
Patroniは Consul KVストアにメンバーキーとリーダーキーを作成できません。その結果、異常なク
ラスターが発生します。

Other improvements

• 環境変数 PATRONI_LOGFORMATを介してカスタムログ形式を定義するスタスフォミン

システムロガーによって既に追加されている場合、Patroniログのタイムスタンプおよびその他の同
様のフィールドを無効にすることを許可します通常は Patroniがサービスとして実行されている場合。

20.56 バージョン 1.3.5
2017-10-12リリース

Bugfix

• データディレクトリが削除された場合、ロールを'未初期化'に設定します Alexander Kukushkin

ノードがマスターとして実行されている場合、フェールオーバーを妨げていました。

Stability improvement

• postgresを起動しようとして失敗した場合は、シングルユーザーモードで postmasterを実行してみま
す。Alexander Kukushkin

通常、このような問題は、マスターとして実行されているノードが終了され、タイムラインが分岐さ
れたときに発生します。 recovery.conf に restore_commandが定義されている場合、postgresが
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起動を中止し、制御データを変更しないままにする可能性が非常に高いです。クリーンなシャットダ
ウンが必要な pg_rewindを使用できなくなります。

Consul improvements

• セッションを作成するときにヘルスチェックを指定できるようにしました Alexander Kukushkin

指定しない場合、Consulは/"serfHealth/"を使用します。一方では、分離されたマスターの迅速な検出
が可能になりますが、別の側面では、パトローニが短いネットワーク遅延を許容することが不可能に
なります。

Bugfix

• Python 3のウォッチドッグを修正する Ants Aasma

ioctl()呼び出しインタフェースの誤解。 mutable=Falseの場合、 fcntl.ioctl()は実際に argバッファを
返します。 intと strの比較がエラーを返さなかったため、これは誤って Python2で動作しました。エ
ラー報告は、実際には、Python2で IOErrorを発生させ、Python3で OSErrorを発生させることによ
り実行されます。

20.57 バージョン 1.3.4
2017-09-08リリース

Different Consul improvements

• 領事トークンをヘッダーとして渡します。Andrew Colin Kissa

ヘッダーは、トークンを領事館 API _に渡すための優先的な方法になりました。

• Consulの詳細な構成 Alexander Kukushkin

scheme、 token、クライアントおよび ca証明書 schemeを指定する可能性。

• python-consul-0.7.1以降との互換性 Alexander Kukushkin

新しい python-consulモジュールは、一部のメソッドのシグネチャを変更しました

• /"TTLロックを取り出すことができませんでした"メッセージはログに記録されませんでした。Alexan-
der Kukushkin

重大なバグではありませんが、適切なログの欠如により、問題が発生した場合の調査が複雑になり
ます。

Quote synchronous_standby_names using quote_ident

• synchronous_standby_namesを postgresql.confに書き込む場合、その値は引用符で囲む必要が
あります。Alexander Kukushkin

適切に引用されていない場合、PostgreSQLは同期レプリケーションを効果的に無効にして、動作を
継続します。

Different bugfixes around pause state, mostly related to watchdogアレクサンダー・ククシュキン

• ウォッチドッグがアクティブでない場合はキープアライブを送信しない

• 一時停止モードでウォッチドッグをアクティブにしない
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• 一時停止モードで正しい postgres状態を設定する

• postgresが停止している場合は、APIからクエリを実行しないでください

20.58 バージョン 1.3.3
2017-08-04リリース

Bugfixes

• synchronous_mode_strictがオンになっている場合でも、昇格の直後に同期レプリケーションが無効に
なっていました。 Alexander Kukushkin

• バックアップから復元した後に空の pg_ident.conf ファイルが見つからない場合は、作成します
Alexander Kukushkin

• postgresだけでなくすべてのデータベースへの pg_hba.confのオープンアクセス Franco Bellagamba

20.59 バージョン 1.3.2
2017-07-31リリース

Bugfix

• patronictl edit-configは ZooKeeperで動作しませんでした。Alexander Kukushkin

20.60 バージョン 1.3.1
2017-07-28リリース

Bugfix

• _MemberStatus の変更により、API を介したフェイルオーバーが中断されました。 Alexander
Kukushkin

20.61 バージョン 1.3
2017-07-27リリース

バージョン 1.3は、カスタムブートストラップの可能性を追加し、pg_rewindのサポートを大幅に向上させ、
同期モードのサポートを強化し、patronictlに構成編集を追加し、Linuxでウォッチドッグサポートを実装
します。さらに、これは PostgreSQL 10で正常に動作する最初のバージョンです。

Upgrade notice

Patroniの新しいバージョンと既知の互換性問題はありません。バージョン 1.2からの構成は変更せずに動
作するはずです。新しいパッケージをインストールし、Patroniを再起動する PostgreSQLの再起動が発生
するか、最初に Patroniを pause modeに入れて、クラスター内のすべてのノードで Patroniを再起動するこ
とにより、アップグレードが可能です。一時停止モードの Patroniは stop/ start PostgreSQL)、最後に一時停
止モードから再開します。

Custom bootstrap
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• クラスターのブートストラップのプロセスを構成可能にする Alexander Kukushkin

クラスター内の最初のノードを初期化するときに、 initdbの代わりにカスタムブートストラップス
クリプトを許可します。 bootstrapコマンドは、クラスターの名前とデータディレクトリへのパスを
受け取ります。生成されるクラスターは、リカバリを実行するように構成できるため、バックアップ
からブートストラップし、ポイントインタイムリカバリーを可能にします。この機能の詳細な説明に
ついては、 initdbを参照してください。

Smarter pg_rewind support

• 現在のマスターとのタイムラインの違いを見て、pg_rewindを実行するかどうかを決定します。Alexan-
der Kukushkin

以前の Patroniには、pg_rewindをトリガーするための固定条件セット、つまり元のマスターを起動し
たとき、クラスター内の他のすべてのノードで指定されたノードへのスイッチオーバーを行ったとき、
または nofailoverタグを持つレプリカが存在する場合がありました。これらすべての場合に共通して、
一部のレプリカが新しいマスターよりも先を行く可能性があります。場合によっては、pg_rewindは
何もしませんでした、他のいくつかの場合、必要に応じて実行されませんでした。この限定された
ルールのリストに依存するのではなく、PatroniはマスターとレプリカのWAL位置を比較するスト
リーミングレプリケーションプロトコルを使用して、レプリカに巻き戻しが必要かどうかを確実に決
定します。

Synchronous replication mode strict

• strictモードを追加することにより、同期レプリケーションのサポートを強化します。James Sewell、
Alexander Kukushkin

通常、 synchronous_mode が有効で、マスターに接続されているレプリカがない場合、Patroni
はマスターを書き込みに利用できるようにするために同期レプリケーションを無効にします。
synchronous_mode_strictオプションは、設定されている場合、Patroniはレプリカが不足している
場合に同期レプリケーションを無効にせず、マスターにデータを書き込むすべてのクライアントを効
果的にブロックします。自動フェイルオーバーによるデータ損失を防ぐ同期モードの保証に加えて、
strictモードでは、各書き込みが 2つのノードに永続的に保存されるか、クラスター内にノードが 1
つだけの場合は完全に発生しないことが保証されます。

Configuration editing with patronictl

• patroniclに構成編集を追加しました。Ants Aasma、Alexander Kukushkin

DCSに保存されている動的クラスター構成の編集を保護する機能を追加します。コマンドラインか
らのパラメーター/値の指定、$EDITORの呼び出し、または yamlファイルからの構成の適用のいず
れかをサポートします。

Linux watchdog support

• Linuxのウォッチドッグサポートを実装する Ants Aasma

パトローニが実行されていないノード、または応答していないノードをリブートするために Linuxソフ
トウェアウォッチドッグをサポートたとえば、高負荷のため Linuxソフトウェアウォッチドッグは、非
応答ノードを再起動します。 Patroni構成のwatchdogセクションからデフォルトで `/dev/watchdog`と
モード on、automatic、off を使用するようにウォッチドッグデバイスを構成することが可能です。
watchdog documentationから詳細情報を取得できます。

Add support for PostgreSQL 10
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• Patroniは、これまでにリリースされた PostgreSQL 10のすべてのベータバージョンと互換性があり、
リリースされる PostgreSQL 10と互換性がある予定です。

PostgreSQL-related minor improvements

• Patroni構成ファイルまたは DCSの動的構成を介して pg_hba.confを定義します Alexander Kukushkin

構成の postgresql セクションの pg_hba サブセクションで pg_hba.conf の内容を定義できます。
これにより、すべてのノードにロギングし、手動で変更して、構成をリロードするのではなく、DCS
でのみ定義する必要があるため、マルチプルのノードでの pg_hba.confの管理が簡素化されます。

定義されると、このセクションの内容は、現在の pg_hba.confを完全に置き換えます。 hba_file

PostgreSQLパラメーターが設定されている場合、Patroniはそれを無視します。

• UNIXソケットを介したローカル PostgreSQLクラスターへの接続のサポート Alexander Kukushkin

use_unix_socketオプションを Patroni構成の postgresqlセクションに追加します。 trueに設定
され、PostgreSQL unix_socket_directoriesオプションが空でない場合、Patroniはその最初の値
を使用してローカルの PostgreSQLクラスターに接続できます。 unix_socket_directoriesが定義
されていない場合、Patroniはデフォルト値を想定し、PostgreSQL接続文字列の hostパラメーター
を完全に省略します。

• リロード時のスーパーユーザーとレプリケーション資格情報の変更のサポート Alexander Kukushkin

• PostgreSQLデータディレクトリの外部への構成ファイルの保存のサポート@jouir

新しい構成 postgresql構成指示子 config_dirを追加します。これはデフォルトでデータディレ
クトリにあり、Patroniによって書き込み可能である必要があります。

Bug fixes and stability improvements

• Handle EtcdEventIndexClearedおよび EtcdWatcherCleared例外 Alexander Kukushkin

無駄な再試行を回避することにより、Etcdによって監視オペレーションが終了されたときのリカバ
リーが速くなります。

• Etcd障害時にスピンするエラーを削除し、ログスパムを削減します。Ants Aasma

2回目以降の Etcd接続失敗時の即時再試行とログへのスタックトレースの発行は避けてください。

• PostgreSQLプロセスをフォークするときにロケール変数をエクスポートする Oleksii Kliukin

NLS でビルドされた PostgreSQL の英語以外のロケールでの `postmaster become multithreaded
whilestartup`の致命的なエラーを回避します。

• レプリケーションスロットをドロップする際の追加チェック Alexander Kukushkin

場合によっては、PatroniはWAL送信者によってレプリケーションスロットをドロップできない場合
があります。

• PostgreSQLの命名ルールに従うように、レプリケーションスロット名を 63 (NAMEDATALEN - 1)文
字に切り詰めます。Nick Scott

• Patroniから PostgreSQLクラスターへの追加の接続が開かれる競合状態を修正しました。Alexander
Kukushkin

• ノードが空のデータディレクトリで再起動したときにリーダーキーを解放します。Alex Kerney
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• リーダーなしでブートストラップを実行するときに非同期エグゼキューターをビジーに設定します。
Alexander Kukushkin

これを行わないと、パトロニは、クラスターにリーダーが存在することを必要としないブートスト
ラップ方法でブートストラップされている間、通常のビジネスを続行したため、ノードが別のクラス
ターに属していることを示すエラーが発生する可能性があります。

• WAL-Eレプリカ作成方法の改善 Joar Wandborg、Alexander Kukushkin。

– WAL-Eベースバックアップを解析するときに csv.DictReaderを使用し、スペース区切りの日付
と時刻で ISO日付を受け入れます。

– レプリカから現在のWAL位置を取得して、復元するWALの量を推定することをサポートしま
す。以前は、コードは、マスターノードでのみ使用可能なシステム情報機能を呼び出すために
使用されていました。

20.62 バージョン 1.2
2016-12-13リリース

このバージョンでは、同期レプリケーションの処理を大幅に改善し、起動プロセスとフェールオーバーの
信頼性を高め、PostgreSQL 9.6サポートを追加し、多くのバグを修正します。さらに、これらのリリース
ノートを含むドキュメントは、https://patroni.readthedocs.ioに移動されました。

Synchronous replication

• 同期レプリケーションのサポートを追加します。 (Ants Aasma)

新 し い 構 成 変 数 synchronous_mode を 追 加 し ま す 。有 効 に す る と 、Patroni は
synchronous_standby_names を管理して、利用可能な正常なスタンバイがあるときは常に同
期レプリケーションを有効にします。同期モードが有効になっている場合、Patroniは、マスター障
害が発生したときに同期複製していたスタンバイにのみ自動的にフェールオーバーします。これは、
このような場合にユーザーに表示されるトランザクションが失われないことを効果的に意味します。
詳細な説明と実装の詳細については、 synchronous_modeを参照してください。

Reliability improvements

• PostgreSQLが 100%正常でない場合は、 leader optimeキーに保存されているリーダー位置を更新
しないでください。リーダーキーの更新に失敗した場合、すぐに降格します。（アレクサンダー・ク
クシュキン）

• 新しいレプリカのクローンを作成するターゲットのリストから異常なノードを除外します。（アレ
クサンダー・ククシュキン）

• Etcdで行う方法と同様に、Consulの再試行とタイムアウト戦略を実装します。（アレクサンダー・
ククシュキン）

• --dcs および --config-file を patronictl のすべてのオプションに適用します。 （アレクサン
ダー・ククシュキン）

• すべての postgresパラメーターを postgresql.confに書き込みます。（アレクサンダー・ククシュキン）

これにより、パトロニによって構成された PostgreSQLを pg_ctlのみで起動できます。
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• 構成内にユーザーが存在しない場合、例外を回避します。（キリル・プーシキン）

• 異常なクラスターの一時停止を許可します。この修正が行われる前は、patronictlは、一時停止を
実行しようとしたノードに異常がある場合にベイルアウトしていました。（アレクサンダー・クク
シュキン）

• リーダーウォッチ機能を改善します。（アレクサンダー・ククシュキン）

以前は、レプリカは常にリーダーキーを監視していましたタイムアウトまたはリーダーキーが変更さ
れるまでスリープしていました。この変更では、レプリカの PostgreSQLが running状態にある場合
のみを監視し、PostgreSQLが停止/開始、または再起動しているときは監視しません。

• SIGCHILDを PID 1として処理するときに、競合状態に陥ることを回避します。Alexander Kukushkin

以前は、Patroni内の同じプロセスが新しいプロセスを生成し、それらから SIGCHILDを処理したた
め、Dockerコンテナ内で実行されているときに競合状態が発生する可能性がありました。この変更
では、Patroniの fork/execを使用し、元の PID 1プロセスに子からの信号を処理させます。

• WAL-Eの復元を修正します。（オレクシー・クリウキン）

以前は、WAL-E復元は no_masterフラグを使用して、マスターとのコンサルテーションを完全に回避
し、Patroniは常に pg_basebackupではなくWALからの復元を選択します。この変更は、no_master

の元の意味に戻します。つまり、マスターが実行されていない場合、Patroni WAL-Eリストアはレプ
リケーション方法として選択できます。後者は、メソッドに渡された接続文字列を調べることにより
確認されます。さらに、再試行メカニズムをより堅牢にし、他の細部を処理します。

• 非同期 DNSリゾルバーキャッシュを実装します。（アレクサンダー・ククシュキン）

DNSが一時的に使用できない場合の失敗を回避しますたとえば、ノードが受信した過剰なトラフィッ
クのため。

• 開始状態とマスター開始タイムアウトを実装します。（Ants Aasma、Alexander Kukushkin）

以前は pg_ctlはタイムアウトを待って、PostgreSQLが実行されていると考えて喜んで踏み続けま
した。これにより、PostgreSQLは実際には実行されていないときに実行されているとしてリストに
表示され、フェールオーバー、クラッシュリカバリー、またはフェールオーバーとリワインドの欠
落によって中断されたクラッシュリカバリーが発生する競合状態が発生しました。この変更では、
master_start_timeoutパラメーターを追加し、メインHAループ startingの新しい状態を導入し
ます。 master_start_timeoutが 0の場合、マスターがクラッシュしたときに、フェイルオーバー候
補が存在するとすぐにフェイルオーバーします。それ以外の場合、Patroniはマスターで PostgreSQL
を起動しようとした後、タイムアウトの間待機します。有効期限が切れると、可能であればフェイル
オーバーします。手動フェイルオーバー要求は、マスターのクラッシュ中にタイムアウトの有効期限
が発生する前でも受け入れられます。

timeoutパラメーターを restart APIエンドポイントと patronictlに導入します。設定され、再
起動がタイムアウトより長くかかる場合、PostgreSQLは異常であると考えられ、他のノードがリー
ダーロックを取得できるようになります。

• 一時停止モードでの pg_rewindの動作を修正しました。 (Ants Aasma)

Patroniが巻き戻す必要があると考えているが、巻き戻しが不可能な場合、つまり pg_rewindが存在
しない場合、一時停止モードでの不必要な再起動を避けます。 superuser認証が pg_rewind関連の
Patroni構成セクションにない場合、 superuserデフォルトの OSユーザーのデフォルトの libpq値
にフォールバックします。
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• コールバックの実行をシリアル化します。新しいコールバックが実行されようとしているときに、同
じタイプの以前のコールバックを強制終了します。コールバックの実行時にゾンビプロセスが生成
される問題を修正します。（アレクサンダー・ククシュキン）

• リーダーキーがDCSで設定されているが、このリーダーキーの更新が失敗する場合、以前のマスター
の昇格を避けてください。（アレクサンダー・ククシュキン）

これにより、現在のマスターが「一貫性のない読み取り」を許可する Etcdおよびその他の DCSの少
数のノードとともにパーティション化されている場合、ロールを維持し続けてしまう問題を回避し
ます。

Miscellaneous

• ブートストラップに post_init構成オプションを追加します。（アレハンドロ・マルティネス）

Patroniは、 initdbを実行し、新しいクラスターに対して PostgreSQLを起動した直後に、このオプ
ションのスクリプト引数を呼び出します。スクリプトは、 superuserで接続 URLを受け取り、パ
スワードを含む .pgpassファイルをポイントするように PGPASSFILEを設定します。スクリプトが
失敗すると、Patroniの初期化も失敗します。これは、新しいユーザーを追加したり、新しいクラス
ターに拡張機能を作成したりする場合に役立ちます。

• PostgreSQL 9.6サポートを実装します。（アレクサンダー・ククシュキン）

wal_level = replicaを hot_standbyの同義語として使用し、あるものから別のものに変更され
るときの pending_restartフラグを回避します。（アレクサンダー・ククシュキン）

Documentation improvements

• Patroni main loop workflow diagram _を追加します。（アレハンドロ・マルティネス、アレクサンダー・
ククシュキン）

• READMEを改善し、Helmチャートとリリースノートへのリンクを追加します。（ラウリ・アップル）

• Patroni ドキュメントを Read the Docs に移動します。最新のドキュメントは、https://patroni.
readthedocs.ioで入手できます。（オレクシー・クリウキン）

ドキュメントをさまざまなデバイススマートフォンを含むから簡単に表示し、検索可能にします。

• パッケージをセマンティックバージョニングに移動します。（オレクシー・クリウキン）

Patroniは、major.minor.patchバージョンスキーマに従い、小さいが重要なバグ修正で新しいマイナー
バージョンのリリースを回避します。すべてのパッチを含むマイナーバージョンのリリースノート
のみを公開します。

20.63 バージョン 1.1
2016-09-07リリース

このリリースでは、一時停止モードを導入することにより Patroniクラスターの管理を向上させ、スケジュー
ルされたおよび条件付き再起動によるメンテナンスを向上させ、Etcdまたは Zookeeperとの Patroniの相互
作用をより弾力的にし、patroniclを大幅に強化します。

Upgrade notice
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1.0より前のリリースからアップグレードする場合、 1.0リリースノートで資格情報と構成フォーマットの
変更についてお読みください。

Pause mode

• 一時停止モードを導入して、PostgreSQLインスタンスの管理から Patroniを一時的に切断しますMurat
Kabilov、Alexander Kukushkin、Oleksii Kliukin。

以前は、PostgreSQLを終了せずに Patroniに SIGKILLシグナルを送信して停止する必要がありまし
た。新しい一時停止モードは、Patroniを終了せずに、クラスター全体で PostgreSQLから Patroniを
切断します。これは、Pacemakerのメンテナンスモードに似ています。 Patroniは引き続き DCSのメ
ンバーとリーダーキーを更新しますが、プロセス中に PostgreSQLサーバーを起動、停止、または再
起動しません。いくつかの例外があります。たとえば、手動フェイルオーバー、再初期化、および再
起動は引き続き許可されます。 a detailed description of this featureを読み取ることができます。

さらに、patronictlは、一時停止モードを切り替えるための新しい pauseおよび resumeコマンドをサポー
トしています。

Scheduled and conditional restarts

• restart APIコマンドに条件を追加します Oleksii Kliukin

この変更は、再起動を行うために検証できるいくつかの条件を追加することにより、Patroni の再
起動を強化します。条件の中には、PostgreSQLロールがマスターまたはレプリカの場合の再起動、
PostgreSQLバージョン番号の確認、または構成変更を適用するために再起動が必要な場合にのみ再
起動が含まれます。

• スケジュールされた再起動を追加します。Oleksii Kliukin

将来の再起動をスケジュールできるようになりました。ノードごとに 1つのスケジュールされた再
起動のみがサポートされています。スケジュールされた再起動が必要でない場合は、クリアすること
が可能です。スケジュールされた再起動と条件付き再起動の組み合わせがサポートされており、たと
えば、夜間にマイナー PostgreSQLのアップグレードをスケジュールし、管理スクリプトに postgres
固有のロジックを追加せずに、古いマイナーバージョンを実行しているインスタンスのみを再起動で
きます。

• 条件付きおよびスケジュールされたリスタートのサポートを patronictlに追加します。Murat Kabilov。

patronictl restartは、いくつかの新しいオプションをサポートしています。スケジュールされたアク
ションをクリーンアップする patronictllushコマンドもあります。

Robust DCS interaction

• LOOP_waitに応じて Kazooタイムアウトを設定します Alexander Kukushkin

もともと、ping_timeoutおよび connect_timeout値は、ネゴシエートされたセッションタイムアウトか
ら計算されました。 Patroni stop_waitは考慮されませんでした。その結果、1回の再試行でセッショ
ンタイムアウトよりも時間がかかる可能性があり、パトローニはロックを解放して降格することを余
儀なくされました。

この変更では、pingと接続タイムアウトを loop_waitの値の半分に設定し、接続問題の検出を高速化
し、ロックを失う前に接続試行を再試行するための十分な時間を残します。

• 元の要求が成功した場合にのみ etcdトポロジを更新します Alexander Kukushkin
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元の要求の後まで、クライアントに知られている Etcdトポロジの更新を延期します。クラスタート
ポロジを取得するときは、Etcdクラスター内のノードの既知の数に応じて、再試行タイムアウトを
実装します。これにより、クライアントはノードの最新のリストよりも要求の結果を取得することを
優先します。

どちらの変更も、ネットワークに問題が発生した場合に DCSへの Patroni接続をより堅牢にします。

Patronictl, monitoring and configuration

• APIを介してストリーミングレプリカに関する情報を返します Feike Steenbergen

以前は、接続の問題などにより、変更のストリーミングに失敗した PostgreSQL インスタンスについて
Patroniを照会する信頼できる方法がありませんでした。この変更により、 /patroniエンドポイントを介し
て pg_stat_replicationの内容が公開されます。

• patronictl scaffoldコマンドを追加 Oleksii Kliukin

Etcdでクラスター構造を作成するコマンドを追加します。クラスターはユーザー指定の sysidとリー
ダーで作成され、リーダーキーとメンバーキーの両方が永続化されます。このコマンドは、レプリカ
のみで構成される Patroniクラスターが Patroniを認識しない外部マスターノードからレプリケート
する、いわゆるマスターレス構成を作成するのに役立ちます。次に、リーダーキーを削除し、Patroni
ノードの 1つを昇格させ、元のマスターを Patroniベースの HAクラスターに置き換えることができ
ます。

• PostgreSQLバイナリを見つけるための構成オプション bin_dirを追加します Ants Aasma

複数の PostgreSQLバージョンのインストールを同時にサポートする Linuxディストリビューション
を使用する場合、PostgreSQLバイナリの場所を明示的に指定できると便利です。

• Alejandro Martínezの custom_conf を使用して構成ファイルパスをオーバーライドできるようにし
ました

カスタム構成ファイルパスを許可します。これは、Patroni detailsによって管理対象外になります。

Bug fixes and code improvements

• Patroniを PostgreSQL 10以降の新しいバージョンスキーマと互換性のあるものにします。Feike Steen-
bergen

PostgreSQLバージョンに基づいて条件付きリスタートを実行するときは、Patroniが 2桁のバージョ
ン番号を理解することを確認します。

• pkgutilを使用して DCSモジュールを見つけます。 Alexander Kukushkin

DCSモジュールを見つけるためには、ディレクトリを手動で走査する代わりに、専用の Pythonモ
ジュールを使用します。

• Patroniを起動するときに常に on_startコールバックを呼び出します。Alexander Kukushkin

以前は、Patroniは、正しいロールで既に実行されているノードに接続する場合、コールバックを呼び
出しませんでした。コールバックはクライアントをルーティングするために使用されることが多いた
め、接続ルーティングスキームで実行中のノードの登録に失敗する可能性があります。この修正によ
り、Patroniは、既に実行中のノードに接続している場合でも、on_startコールバックを呼び出します。

• アクティブなレプリケーションスロットをドロップしないでくださいMurat Kabilov、Oleksii Kliukin
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マスターでアクティブな物理レプリケーションスロットをドロップしないようにします。いずれにせ
よ、PostgreSQLはそのようなスロットをドロップできません。この変更により、マスターで非 Patroni
管理のレプリカ/コンシューマを実行できるようになります。

• PostgreSQLインスタンスの起動中に Patroni接続を閉じます Alexander Kukushkin

PostgreSQLノードが起動されたときに、Patroniに以前のすべての接続を強制的に閉じます。 postmaster
が SIGKILLで強制終了された場合、以前の接続を再利用するトラップを回避します。

• メンバー名からスロット名を構成するときに無効な文字を置き換えます Ants Aasma

スロット命名ルールに準拠していないスタンバイ名がスロットの作成とスタンバイの起動に失敗し
ないことを確認します。スロット名のダッシュをアンダースコアに置き換え、スロット名で使用でき
ないその他のすべての文字を Unicodeコードポイントに置き換えます。

20.64 バージョン 1.0
2016-07-05リリース

このリリースでは、 HAクラスター全体の PostgreSQLおよび Patroni構成パラメーターを動的に変更でき
るグローバル動的構成を導入します。また、多数のバグ修正も提供します。

Upgrade notice

v0.90以前からアップグレードする場合、マスターの前に常にすべてのレプリカをアップグレードします。
DCSにレプリケーション資格情報を保存しないため、古いレプリカは新しいマスターに接続できません。

Dynamic Configuration

• 動的グローバル構成の実装 Alexander Kukushkin

新しい REST APIエンドポイント/configを導入して、HAクラスター全体マスターおよびすべてのレ
プリカに対してグローバルに設定する必要がある PostgreSQLおよび Patroni構成パラメーターを提
供します。これらのパラメーターは DCSで設定され、多くの場合、PostgreSQLまたは Patroniを中
断せずに適用できます。 Patroniは、一部の値で PostgreSQLの再起動が必要な場合、APIを介して表
示される/"pending restart/"と呼ばれる特別なフラグを設定します。その場合、APIを介して再起動を
手動で発行する必要があります。

Patroni SIGHUPまたは/reloadへの POSTにより、構成ファイルが再読み取りされます。

変更できるパラメーターと差分構成ソースの処理順序の詳細については、 Patroni configurationを参
照してください。

構成ファイルの形式は v0.90から変更されました。 Patroniはまだ古い構成ファイルとの互換性があ
りますが、ブートストラップパラメーターを利用するには、変更する必要があります。ユーザーは、
dynamic configuration documentation pageを参照してそれらを更新することをお勧めします。

More flexible configuration *

• postgresql構成とデータベース名を作成する Patroniは構成可能に接続しますMisja Hoebe

`database`および `config_base_name`構成パラメーターを導入します。とりわけ、PipelineDBおよび
その他の PostgreSQLフォークで Patroniを実行できるようになります。
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• 環境を介して一部の Patroni構成パラメーターを構成する機能を実装します。Alexander Kukushkin

これらには、スコープ、ノード名、名前空間、およびシークレットが含まれ、動的環境、つまりKubernetes
でのパトロニの実行が簡単になります。詳細については、 supported environment variablesを参照し
てください。

• ビルトインの Patroni Dockerコンテナを更新して、環境ベースの構成 Feike Steenbergenを利用します。

• Patroni Dockerイメージに Zookeeperサポートを追加しました Alexander Kukushkin

• Zookeeperと Exhibitionr構成オプションの分割 Alexander Kukushkin

• Patronicl が Patroni から構成を読み取るためにコードを再利用できるようにしました。Alexander
Kukushkin

これにより、patroniclは環境ベースの構成を利用できます。

• primary_conninfoでアプリケーション名をノード名に設定します。Alexander Kukushkin

これにより、特定のノードの同期レプリケーションの識別と構成が簡素化されます。

Stability, security and usability improvements

• sysidをリセットし、バックアップのリストアが進行中のときに pg_controldataを呼び出さないよう
にしました Alexander Kukushkin

この変更により、バックアップからこのノードの時間のかかる初期化中に Patroni APIヘルスチェッ
クによって生成されるノイズの量が削減されます。

• 多数の pg_rewindコーナーケースを修正しました。Alexander Kukushkin

ソースクラスタがマスターでない場合、pg_rewindの実行を避けてください。

さらに、新しいパラメーター remove_data_directory_on_rewind_failureが trueに設定されていない限
り、リワインドが失敗したときにデータディレクトリを削除しないでください。デフォルトでは false
です。

• DCSのレプリケーション接続文字列からパスワードを削除します Alexander Kukushkin

以前は、Patroniは常に DCSの Postgres URLからのレプリケーション資格情報を使用していました。
これは、パトロニ構成から資格情報を取得するように変更されました。シークレットレプリケーショ
ンのユーザー名とパスワードは、DCSで公開されなくなりました。

• デモートコール周りの非同期機構を修正しました。Alexander Kukushkin

Demoteは、DCS相互作用をブロックすることなく完全に非同期で実行されるようになりました。

• patronictlが設定されている場合、承認ヘッダーを常に送信するようにしました Alexander Kukushkin

これにより、Patroniがこれらに承認を必要とするように構成されている場合、patroniclは/"protected/"
要求を発行することができます。つまり、再起動または再初期化。

• SystemExit例外を正しく処理します Alexander Kukushkin

SIGTERMを受信したときに Patroniが適切に停止しない問題を回避します

• confdのサンプル haproxyテンプレート Alexander Kukushkin

confideを使用して DCSのパトロニ状態から haプロキシ構成を生成および動的に変更します
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• ドキュメントを改善および再構成して、新しいユーザーにとってより親しみやすいものにします。
Lauri Apple

• APIは pg_ctl停止中に role=masterを報告する必要があります Alexander Kukushkin

特にクラスター停止の場合、コールバック呼び出しの信頼性を高めます。さらに、`pg_ctl_timeout`オ
プションを導入して、`pg_ctl`を介してスタート、停止、およびリスタート呼び出しのタイムアウト
を設定します。

• etcdの再試行ロジックを修正しました。Alexander Kukushkin

再試行をより予測可能かつ堅牢にします。

• Zookeeperコードの短いネットワークの中断に対する回復力を高めます Alexander Kukushkin

接続タイムアウトを減らして、Zookeeperの接続試行の頻度を増やします。

20.65 バージョン 0.90
2016-04-27リリース

このリリースでは、Consulのサポートを追加し、新しい noloadbalanceタグを含み、 clonefromタグの動作
を変更し、 pg_rewind 処理を改善し、 patronictl制御プログラムを改善します。

Consul support

• Consulサポートの実装 Alexander Kukushkin

Patroniは、Etcdと Zookeeperに加えて、Consulに対して実行されます。接続パラメーターは YAML
ファイルで構成できます。

New and improved tags

• noloadbalanceタグを実装します。Alexander Kukushkin

このタグにより、Patroniは常にレプリカがロードバランサーで利用できないことを返すようになり
ます。

• clonefromタグの実装を変更します。Alexander Kukushkin

以前は、ノード名を clonefromに提供する必要があり、タグ付けされたレプリカは特定のノードから
クローンを作成する必要がありました。新しい実装では、 clonefromがブールタグになります。これ
が trueに設定されている場合、レプリカは他のレプリカからクローンを作成する候補になります。複
数の候補が存在する場合、レプリカはランダムに 1つを選択します。

Stability and security improvements

• 多数の信頼性の向上 Alexander Kukushkin

いくつかの偽のエラーメッセージを削除し、フェールオーバーの安定性を向上させ、DCSからのデー
タの読み取り、元のリーダーのシャットダウン、降格、および再接続に関するいくつかのコーナー
ケースに対処します。

• 停止中にパトローニの子供を殺さないようにシステムスクリプトを改善しました。Jan Keirse、Alexander
Kukushkin
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以前は、Patroniを停止すると、 systemd も PostgreSQLにシグナルを送信していました。 Patroniも
PostgreSQLを自分自身で停止しようとしたため、さまざまなシャットダウン要求スマートシャット
ダウン、それに続く高速シャットダウンに送信されます。その結果、レプリカの切断が早すぎ、元の
マスターは降格後に再参加できなくなりました。 Alexanderによる事前調査を使用して Janによって
修正されました。

• 元のマスターがレプリカとして再参加する前に pg_rewindを呼び出すことができなかった一部のケー
スを排除します。Oleksii Kliukin

以前は、元のマスターがクラッシュした場合にのみ pg_rewind を呼び出していました。システムに
pg_rewindが存在する限り、以前のマスターに対して常に pg_rewindを実行するようにこれを変更し
ます。これにより、レプリカが最新の変更を取得する前に、つまり/"スマート/"のシャットダウン中
にマスターがシャットダウンされた場合が修正されます。

• 特に、単体テストおよび受け入れテストの多数の改善により、ZookeeperとConsul Alexander Kukushkin
のサポートが有効になりました。

• Travis CIを高速化し、Zookeeperエキシビターと Consul Alexander Kukushkinに対する実行テストの
サポートを実装します

単体テストと受け入れテストは両方とも、各コミットまたはプル要求で Etcd、Zookeeper、および
Consulに対して自動的に実行されます。

• Patroniから PostgreSQLコマンドを呼び出す前に環境変数をクリアします。Feike Steenbergen

これにより、Patroniが管理する PostgreSQLクラスターに接続することにより、システム環境変数を
読み取る可能性を防ぎます。

Configuration and control changes

• patroniclと Patroni構成の統合 Feike Steenbergen

patronictlは、Patroni自分自身と同じ構成ファイルを使用できます。

• Patroniが環境変数から構成を読み取れるようにします Oleksii Kliukin

これにより、Patroniの構成を自動的に生成したり、さまざまなソースから単一の構成をマージした
りすることが簡単になります。

• APIから返される情報にデータベースシステム識別子を含めます Feike Steenbergen

• 使用可能なすべての DCSに delete_cluster を実装します。Alexander Kukushkin

patroniclでの Etcd以外の DCSのサポートを有効にします。

20.66 バージョン 0.80
2016-03-14リリース

このリリースでは、カスケードレプリケーションのサポートを追加し、スケジュールされたフェイルオー
バーを提供することにより Patroni管理を簡素化します。新しいリリースに移行するために、Patroniの古
いバージョン特に 0.78をこれと組み合わせて使用することができます。スケジュールされたフェイルオー
バーとカスケードレプリケーション関連の機能は、Patroni 0.80以降でのみ動作することに注意してくだ
さい。
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Cascading replication

• パトロニノード Oleksii Kliukinの replicatefromおよび clonefromタグのサポートを追加し
ます。

タグ replicatefromにより、レプリカはマスターではなく、ソースとして任意のノードを使用で
きます。 clonefromは、初期バックアップに同じことを行います。これらを組み合わせること
で、Patroniはカスケードレプリケーションを完全にサポートできます。

• 実行中のレプリケーション接続Oleksii Kliukinなしでもレプリカを初期化する実行レプリケーション
メソッドのサポートを追加します。

これは、S3または FTPに保存されているスナップショットからレプリカを作成するために役
立ちます。実行中のレプリケーション接続を必要としないレプリケーション方法は、yaml構
成で no_master:trueを提供する必要があります。レプリケーション接続が存在する場合、これ
らのスクリプトは引き続き呼び出されます。

Patronictl, API and DCS improvements

• スケジュールされたフェイルオーバーを実装します Feike Steenbergen。

patroniclまたは API呼び出しを使用して、将来の特定の時刻にフェールオーバーが発生するように
スケジュールできます。

• patroniclに dbuser および password パラメーターのサポートを追加しました Feike Steenbergen。

• PostgreSQLバージョンをヘルスチェック出力に追加します Feike Steenbergen

• patroniclの Zookeeperサポートを向上させました。Oleksandr Shulgin

• python-etcd 0.43への移行 Alexander Kukushkin

Configuration

• Patroni(Jan Keirse)のサンプルシステム構成スクリプトを追加します。

• Patroniが DB接続の構成ファイルで指定されたスーパーユーザー名を無視する問題を修正しました。
Alexander Kukushkin

• Patroni Alexander Kukushkinによって起動されたポストマスターの別のセッション IDとプロセスグ
ループを作成することにより、CTRL-Cの処理を修正します。

Tests

• 実行中の Patroni Alexander Kukushkin、Oleksii Kliukinの現実のシナリオを確認するために、 behave
を使用して受け入れテストを追加します。

テストは、 behaveコマンドを使用して手動で起動できます。また、プル要求の場合およびコミット
後にも自動的に起動されます。

一部の古いバージョンのリリースノートは project's github page _で見つけることができます。
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第21章 貢献する

開発者向けのリソースと情報は、以下のページにあります。

21.1 貢献するガイドライン
21.1.1 チャット
If you have a question, looking for an interactive troubleshooting help or want to chat with other Patroni users, join
us on channel #patroni in the PostgreSQL Slack.

21.1.2 バグの報告
バグを報告する前に、必ず reproduce it with the latest Patroni versionを行ってください。また、問題が既
に reproduce it with the latest Patroni version _に存在するかどうかを再確認してください。

21.1.3 テストの実行
動作テストを実行するための要件

1. contrib _モジュールを含む PostgreSQLパッケージをインストールする必要があります。

2. PostgreSQL バ イ ナ リ は 、`PATH`で 利 用 で き る 必 要 が あ り ま す 。
`PATH=/usr/lib/postgresql/11/bin:$PATH python -m behave`のようなものを使用してパスに追加
する必要がある場合があります。

3. 外部 DCSたとえば Etcd、Consul、Zookeeperなどでテストする場合は、パッケージをインストール
し、各サービスを実行してローカルホストとデフォルトポートで非暗号化/非保護の接続を受け入れ
る必要があります。 Etcdまたは Consulの場合、`PATH`でバイナリが利用可能な場合、behaveテス
トスイートはそれらを起動できます。

依存関係をインストールします。

# You may want to use Virtualenv or specify pip3.

pip install -r requirements.txt

pip install -r requirements.dev.txt

すべての依存関係をインストールしたら、さまざまなテストスイートを実行できます。

# You may want to use Virtualenv or specify python3.

# Run flake8 to check syntax and formatting:

(次のページに続く)

https://postgresteam.slack.com/archives/C9XPYG92A
https://pgtreats.info/slack-invite
https://www.postgresql.org/docs/current/contrib.html
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(前のページからの続き)

python setup.py flake8

# Run the pytest suite in tests/:

python setup.py test

# Moreover, you may want to run tests in different scopes for debugging purposes,

# the -s option include print output during test execution.

# Tests in pytest typically follow the pattern: FILEPATH::CLASSNAME::TESTNAME.

pytest -s tests/test_api.py

pytest -s tests/test_api.py::TestRestApiHandler

pytest -s tests/test_api.py::TestRestApiHandler::test_do_GET

# Run the behave (https://behave.readthedocs.io/en/latest/) test suite in features/;

# modify DCS as desired (raft has no dependencies so is the easiest to start with):

DCS=raft python -m behave

21.1.4 toxを使用したテスト
toxテストを実行するには、1つの依存関係 Python以外をインストールするだけで済みます

pip install tox>=4

`behave`テストを実行する場合は、dockerのインストールも必要です。

`tox.ini`の Tox構成には、次のタスクを実行するための/"environments/"があります。

• lint `flake8`を使用した Pythonコード lint

• test `pytest`を使用して使用可能なすべての Pythonインタープリターの単体テスト、TTYが検出され
た場合に XMLレポートまたは HTMLレポートを生成します

• dep:`pipdeptree`を使用してパッケージの依存関係の競合を検出します

• type `pyright`を使用した静的型チェック

• black `black`を使用したコードフォーマット

• docker-build `behave`環境に使用される dockerイメージをビルドします

• docker-cmd上記のイメージで任意のコマンドを実行します

• docker-behave-etcd上記の画像を使用して動作テストの toxを実行します

• py*behave 使用可能な Pythonインタープリターで動作を実行します Dockerなし、ただし、これは
Dockerコンテナ内で呼ばれるものです。

• docs `sphinx`を使用してドキュメントをビルドする
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ランニング tox

デフォルトの envリストを実行するには dep、lint、test、および docs、実行するだけです。

tox

`test`環境は、ラベル `test`で実行できます。

tox -m test

`behave`の dockerテストは、ラベル `behave`を使用して実行できます。

tox -m behave

同様に、docsには `docs`ラベルがあります。

他のすべての envは、それぞれの env名で実行できます。

tox -e lint

tox -e py39-test-lin

`factors`を使用して部分的な envリストを選択することもできます。たとえば、Python 3.10のすべての env
を実行したい場合

tox -f py310

これは、以下にリストされているすべての envを実行することと同じです。

$ tox -l -f py310

py310-test-lin

py310-test-mac

py310-test-win

py310-type-lin

py310-type-mac

py310-type-win

py310-behave-etcd-lin

py310-behave-etcd-win

py310-behave-etcd-mac

次のように tox (>=v4)を使用して環境の設定済みの組み合わせをすべてリストすることができます

tox l

envs test`および `docs`は、toxがアクティブなターミナルで実行されている場合、ジョブが完了するとHTML
出力ファイルを開こうとします。これは、この envをローカルで実行している開発者の利益を目的としてい
ます。 Macでは `open`を実行し、Linuxでは `xdg-open`を実行しようとします。別のコマンドを使用する
には、環境変数 `OPEN_CMD`をコマンドの名前またはパスに設定します。このステップが失敗した場合、
全体的な実行は失敗しません。この機能を無効にする場合は、環境変数 `OPEN_CMD`を:` no-opコマンド
に設定します。
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OPEN_CMD=: tox -m docs

動作テスト

`-m behave`を使用した動作テストは、PG_MAJORバージョン 11～16に基づいて Dockerイメージをビル
ドし、すべての動作テストを実行します。これは実行にかなりの時間がかかる場合があるため、Postgresの
選択したバージョン、または特定の機能セットまたは手順にスコープを制限することができます。

postgresのバージョンを指定するには、必要な依存イメージビルド環境の完全な名前と behave env名を含
めます。たとえば、Postgres 14が必要な場合は次を使用します。

tox -e pg14-docker-build,pg14-docker-behave-etcd-lin

一方、特定の機能をテストする場合は、動作するように位置引数を渡すことができます。これにより、Postgres
のすべてのバージョンでウォッチドッグ動作機能テストシナリオが実行されます。

tox -m behave -- features/watchdog.feature

もちろん、2つを組み合わせることもできます。

21.1.5 プルリクエストの寄稿
1. リポジトリをフォークし、コードの変更を開発およびテストします。

2. ユーザードキュメントの変更を反映します。

3. 変更の目的を明確に説明したプルリクエストを送信します。必要に応じて、既存の問題をリンクし
ます。

プルリクエストに関するフィードバックをできるだけ早く取得します。

ハッピーパトロニのハッキング ;-)
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